
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ　ある期待の新人




「ね、姉ちゃん……!?」

　唐突に背中に感じた、二箇所の接触タツチ。小さなそれは、ゆっくりと圧をかけられると柔らかな二つの球体へと感触が変わっていく。そして僕の両脇の下に泡にまみれた腕が差し込まれる。

──裸の姉に、抱きつかれたのだ。

　姉の乳房を背中に感じる。僕が体にまとわせていたボディソープを利用するように、姉のそれが僕の背中を上下に動く。くすぐったさに似た、けど何か違う感覚に座ったままのけぞった。

「なんで……姉ちゃん！」

　無言の姉。正面の鏡を見ても曇っていて彼女の表情はわからない。

　ふざけているのか。おふざけで……こんな手の動きをするのか。

　姉の両の手が僕の胸の先、そしてへそを撫なでる。いやらしさが、指先から滲にじんでいる。

　姉の吐息が耳に来る。

「知ってる。……した事ないんだよね？」

　大人の、女の声だった。知らない姉の一面を見せられている気がする。

　二歳年上の姉は女子高生。一方、僕は中学生。たった二年で、こんなに違うのか。

　いや……そうじゃない。何で、今、そんな声を出す……？

「大丈夫、任せて。……何ならそのまま体、洗っててもいいよ？」

　僕の肌の上を緩やかに踊っていた姉の手が、ゆっくり下がっていく。それが股間に達しかけた時には、さすがに抵抗した。腕をつかむ。けれど、泡にまみれた彼女の腕はぬるりと僕の手をすり抜け、僕の股ぐらへと伸び、そして……左右から両手で僕のものを包んでしまう。

　これには僕も体をねじる事で、姉の手から逃げる。椅子から落ちつつも、姉へと向き直る。

　泡だらけの姉が、くすりと笑ってなおも、来る。僕の立てた膝を跨またいで、その股で挟む。

「ほら、おっぱいとか触ってていいから」

　僕がつかもうとしても滑るだけなのに、姉は簡単に僕の手をつかむと、己の胸に押し当てた。

　知っている姉の知らない感触だった。手の平から少し溢あふれる程度のそれに、指が沈んでいく。

　そして姉の指が、僕の小さな性器に、伸びゆくツタの如ごとく絡からみついていった。

　鼻先触れ合う距離で見つめる姉は、僕の知らない顔。その瞳に映る僕は怯おびえた少女のよう。

「……うっ！」

　姉の手がにわかに動き出し、その刺激に思わず声が出る。

「お姉ちゃん……今、お風ふ呂ろ？」

　脱衣所から妹の声。僕は慌てて姉の胸から手を離す。けれど、姉は違った。

「うん。……入っておいで。一緒にしようよ」

　磨すりガラスの向こうで、服を脱ぎ始める妹のシルエット。服が消え、肌の色だけになっていく。

　僕は驚きのあまり声も出ず、優しげに微ほほ笑えむ姉を見つめる外なかった──。
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　昨年、ある新人作家の小説が発売された。

『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』　　著者：月つき野のシズク。

　これは第一四回文ぶん壇だん書しよ房ぼうキュリオス文庫小説新人賞、その優秀賞を獲得した作品だった。

　この本が発売されると、世間はゆっくり、そして静かに騒ぎ始めた。




──展開、アイディア、みずみずしい登場人物の造形、そしてガラス細工のような心理描写は他の追随を許さない。教育的かつ道徳的ですらあるが、差し込まれるコミカルな展開も秀逸だ。

──読み進めるにつれて登場人物と心がシンクロし始める。まさに彼らと一体になって、作中の世界で、彼らと同様の問題に頭と心を悩ませてしまうだろう。

──主人公と同じ悩みを抱える者にとっては紛れもない福音書だ。ここに叫びと救いがある。

──本好きの人間には『キュリオス文庫』というレーベルをバカにする声が多い事は知られている。そうだろう。官能小説のジャンルとする場合もあるほど下品で、おかしな作品がよく出てくる（そうであるが故にコアなファンも多いのだが）。しかしあのレーベルが、稀まれにではあるものの、傑作を世に出しているのを知っている人間は意外と少ない。五年前、流行語大賞に作中の台詞が選ばれ、当時の話題をかっさらったドラマ『猫ねこの鼻はなに犬いぬの瞳ひとみ』の原作を始め、昨年日本アカデミー賞を総なめにした『トラパネーゼの誘ゆう惑わく』の原作などは、このレーベルの作品である。本作もまたその稀まれに現れる異端児の一つだ。

──作者は、噂うわさによれば二〇代とも五〇代とも言われ、性別すら明らかにされていない。情報筋によればその存在は編集部内でもトップシークレットであり、編集長の外はごく一部の人間しか詳細は知らないらしく、謎は多い。そしてそうだからこそ、我々はいっそう興味を引かれてしまうのだ。




　好意的な評価がネット、テレビ、新聞、そして人々の口に上った。作品自体は見事に完結しているので、続編を望む声こそ少ないが、月つき野のシズクの新刊に期待が寄せられていた。

　しかし、発売から一年を経てもなお、新たな情報はない。出版社を始め、関係各所もまるでその作品がなかったかのように沈黙を保っている。

　本好きならば理解できるだろう。

　一つの作品を書くのに数年をかけてしまうのはよくある事だ。新人なら尚なお更さらで、むしろデビュー作がヒットしたからと、無理に急いで次の作品を出させるととんでもない駄作になってしまうものだ。そうなるぐらいなら、じっくり書いてくれる方が読者としては嬉うれしいもの。

　だから、月つき野のシズクのファンは静かに待っている。

　けれど……世間はそうではない。

　飽きやすい一般大衆は一年という空白に興味を保てるわけもない。

　短い間騒がれた作品と著者は、ゆっくり忘却の彼方かなたへと押しやられていく。まるで川かわ面もに浮かぶ木の葉のように。かつてそこに何があったのか、誰も覚えていない。

　けれど、それでいいと思っている者がいた。

　誰あろう、『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』の著者、月つき野のシズクこと、本名、月つき岡おか零れい本人である。

　現役男子高校生、一七歳。

　趣味は読書と映画鑑賞、そしてスマートフォンゲームのＦＰＳ。

　悩みは、作品の主人公とまったく同じで勃たない事。




　股ぐらのアレが、だ。







■第一章　脅迫の始まり




「月つき岡おかにさぁ、来月の体育大会でチアリーダーの格好させてみない？　かわいいって、絶対！」

　教室の片隅で男友達二人とスマホゲームをしている零れいは、彼女らの声が聞こえないふりをした。実際、発言した女子ギヤル二人は零れいの席からはやや離れており、女同士の冗談なのか、零れいに聞かせるための声だったのか……微妙なところだ。ならば、無視でいい。

　零れいはこの手の事に慣れている。もう幾度も経験していた。

　零れい自身、思うのだ。自分は──まったく望まないが──かわいい部類だ、と。それも男として、ではなく、女の子として。

　男性ホルモンを母の胎内に忘れてきたのかようだ。小柄かつ、髭ひげは高二になっても産うぶ毛げと見分けはつかず、何より笑顔になれば女子にしか見えない顔だった。

　アルバムで見た若い頃の母親に驚くほど似ているし、『合コン無双』の二つ名を持つ二つ上の姉とは双子のようだし、先日出場申請した覚えのない中学のミスコンで優勝した二つ下の妹は二年前の自分を思い出すほどよく似ている。

　結局、父親から受け継いだのは、トイレの便座を下げ忘れる癖ぐらいなものだ。

　そんな家庭環境、そして姿だったから、幼少期より姉のお下がりで女物の服は着慣れていた。思春期に入るまで当人も周りもおかしいと思わなかったぐらいである。

　だが、一度男としての自覚を強く抱いた以上、女装などゴメンだった。

　そんな事を思いつつ、女子の会話を無視し、スマートフォンによる三人チーム型オンラインバトルロワイヤルＦＰＳ『デスニードラウンド』を、零れいは男友達と共にプレイし続けた。

　頭はよそ事に使っていても、目と手は自動機械のように勝手に動き続け、迫り来るクリーチャー、そして敵チームの人間を次々に撃ち倒していく。零れいの狙撃手としての腕はかなりのものだった。

「ねぇねぇ、月つき岡おかぁ～」

　……来た。ニタニタした笑顔の女子二人。

　零れいはさすがに舌打ちしたくなる。チアリーダーの件もそうだが、それ以上にゲームが今佳境を迎えているのだ。自分達ともう一チームとの決闘状態なのだ。

「月つき岡おかさ、今度の体育大会でアタシらと一緒にチアリーダーやら──」

　ダンッと盛大に椅子をひっくり返しながら立ち上がった男に、周りが一斉に黙った。

「おい、月つき岡おかがそういうの嫌だってのはわかってんだろ、ふざけた事ぬかしてんじゃねぇ！」

　零れいと一緒にゲームをしていたプロレスラー体型の山やま岩いわ君がドスの利きいた声を叩たたきつける。

　その隣に座っていた男──細身長身の川かわ端ばた君も、ゲームがクライマックスを迎えているというのにスマホを机に置くと、眼鏡をかけ直し、女子達を半笑いの目で見る。

「山やま岩いわ殿、言っても無駄ですぞ。彼女らにとって他人など一〇〇均の玩おも具ちや程度。月つき岡おか殿の人権や意志なんて考えた事もないのでござろう。そうでなければ先ほどの発言はありえない」

　パワーの山やま岩いわ君、皮肉の川かわ端ばた君両名の視線に、さすがに女子二人はたじろぎ、「うるせー、お前らだって大概だろうが……」と言い残すと、つまらなそうに離れていった。

　一段落だ。零れいはそう思う。二人が立った直後にゲームは負けたが、これはもう仕方ない。

　零れいは二人の友人に礼を言おうと口を開くのだが──

「すまない」

　その言葉は零れいではなく、忸じく怩じたる表情の山やま岩いわ君の口から漏れた。

「ゲーム、せっかくいいところまでいっていたのに……俺のせいで」

　助けてもらったわけだし、と零れいは言おうとするも、今度もまた山やま岩いわ君に先手を取られる。

「詫わびとして放課後、奢おごるから一緒にサウナに行こうぜ!?　未成年に不自然なまでによくしてくれる、いい男性専門サウナを見つけたんだ！　スッキリして健康になろうぜ！」

　山やま岩いわ君は事あるごとに零れいを怪しげなサウナへと誘う悪い癖があった。

「山やま岩いわ殿、それよりも我が家自慢のキングサイズベッドで月つき岡おか殿とプロレスごっこをして健全な放課後を過ごすのが粋イキというものでござろう！」

　川かわ端ばた君は事あるごとに零れいを自宅でのプロレスごっこへと誘う悪い癖があった。

「……さっきの女子よりタチが悪いんだよ」

　こんな連中ではあるが大事な……いや、まぁそれなり……というか、そこそこ？　の友達だと零れいは思っているから、過去にサウナにもプロレスにも一度は立ち向かったが、どちらも友人二人が鼻息を荒くし、身の危険を感じただけだったので二度と行かない事に決めていた。

「何、タチが悪い？　そいつはいけないな。サウナで血流を──」

「ノンノン、そこはやはりプロレスごっこでストレッチ的な効果を──」

　零れいは自分で痛々しい言葉を口にした事に気がついた。何も知らない山やま岩いわ君達にとってそれは冗談に過ぎないが、零れいにとっては自分の言葉ながら胸にグサリと来る禁断のワード。

　タチが悪い。そうだ、悪い。いや、悪いというより、最悪だ……勃たないんだから。

　そう、零れいは『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』の主人公とまったく同じ悩みを持っているのだ。

「……そんな事より、ゲームだゲーム！」

　零れいは友人達というよりは、鬱うつ々うつとし始めそうな自分自身に向かって、そう言った。

　さすがにそれには山やま岩いわ君と川かわ端ばた君も落ち着いて椅子に座り直してくれる。

「でもよ、放課後、遊びには行こうぜ。ゲーセンでストレス発散しよう。少しは奢おごるから。な、月つき岡おか？」

　山やま岩いわ君のそれは落ち着いた、そしてどこか謝罪の意を含んだ声。相手を嫌な気分にさせたらすぐにちゃんと謝れる、それがこの男の美徳だと零れいは思う。だから、嫌いじゃない。

　基本いい奴やつ、時々クレイジー。それが山やま岩いわ君という友人だった。

「ごめん、今日の放課後はフツーに予定がある。バイト……みたいな感じの」

　そうなのか、と山やま岩いわ君は寂しげな顔をする。零れいも少し申し訳ない気持ちで、友に微ほほ笑えんだ。

「月つき岡おか殿、山やま岩いわ殿、そんなものより家でプロレスごっこを。楽しいですぞ？」

　川かわ端ばた君はイカれている。
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　謎の新人作家・月つき野のシズクこと月つき岡おか零れいは一度帰宅した後、薄手のフパーーデカィーに着替え、ノートＰＣの入ったリュックを背負って、本の街──神じん保ぼう町ちようへと向かった。

　これから、担当編集と打ち合わせなのだ。

　かの有名な週刊少年漫画雑誌を作っている大手総合出版社の巨大なビル……の数件隣にある少々小ぶりのビルこそが、月つき野のシズクの本を出版した文ぶん壇だん書しよ房ぼうであり、今日の零れいの目的地だった。

　ビルの自動ドアを入ると、零れいは毎度の事ながらため息を吐つきそうになる。

　外見は一応出版社然とした雰囲気を漂わせているものの、一歩入り込んだ途端に、所狭しと肌色の多いポスターが張られており、いかがわしさが凄すさまじかった。

　壁に裸の女達が絡からみ合あうポスター、その対面の壁には、筋骨隆々の男達が半裸で爽やかな笑みを浮かべながら組み体操しているという謎のポスター……それらの間に挟まれるようにして、小さな台と受付用の電話がポンと置かれていた。これが、文ぶん壇だん書しよ房ぼうの受付だった。

「月つき野のシズクです、キュリオス文庫編集部の小こ谷たにさんをお願──」

『はーい、お待ちしてましたー。三階の編集部へどぅぞー』

　零れいの言葉を最後まで聞かずに喋しやべり出だした相手は、その軽薄そうな声と口調で担当編集の小こ谷たにその人だと知れた。相変わらずである。

　エレベーターで三階に行くと、雑然と書類やら原稿やらが山積みされたデスクが並んでおり、そのうちの一つに、小こ谷たにはいた。口調と同様、軽薄そうな顔をした二十代半ばの男は「うーん？」ときょろきょろ辺りを見回しながら立ち上がる。

「今日、シズク先生来るから挨拶するんだって、編集長言ってたんですけどねぇ。やっぱまだ来てないですよねぇ。……あ、昨日飲みに行くって言ってたっけ？　飲み過ぎで遅刻かなぁ」

　遅刻というが、今やすでに夕方である。この後に出社してくる気なのかと、零れいは出版関係で働く人間の異常さを改めて感じた。

「じゃ、いいや。そんじゃカフェに行って打ち合わせしましょー」

　そう言って小こ谷たには、零れいが今し方乗ってきたエレベーターに悪びれる事もなく普通に乗った。

　編集長の挨拶云うん々ぬんがあったにせよ、すぐ外に出るのに何な故ぜ自分を上に呼んだのか。零れいは素朴な疑問を抱くが、そんな事をいちいち口にしていてはこの小こ谷たにとはやっていけないので、無言で彼の後に続く。受賞時からなのでもう一年の付き合いになる。さすがに慣れた。

　文ぶん壇だん書しよ房ぼうの裏手にある個人経営の古いカフェ、その一番奥のテーブル席に腰を落ち着ける。店員が水を出してくれる中、小こ谷たには持ってきたフォルダを開いて、数枚ずつクリップでとめたＡ４用紙を三つ取り出し、並べた。

　そのどれもが、先日零れいが送った次回作のプロットだ。

「読ませてもらったんですけどー、シズク先生的にはどれが一番面白いと思ってる感じですー？」

　どれも面白いと思ったから送ったんだよ……。零れいは思わず胸中で呟つぶやくが、小こ谷たににそういう機微を求めるのはブタに空を飛べというぐらいに無茶なので、零れいはあらゆる不満を飲み込んだ。

「僕としては……これ……です」

　零れいは一番最後に書いた『剣と魔法の世界で、ひょんな事から無限ロケットランチャーを手に入れた主人公が異常なまでの火力で無双していく』というプロットを指さした。

「あー……それですかぁ。悪人に捕まった女の子を助けようとロケットランチャーぶっ放したら、人質もろとも大爆発のトコは面白かったですよー」

「おもしろ……え？」

　そこは、強すぎる力はむしろ哀かなしみを生むという教訓を学ぶシリアスなシーンだったはずなのだが……。興味深いとか考えさせられるという意味での〝面白いinteresting〟だったのかもしれない。

「じゃ、これで書いちゃいましょうか」

「あ……か、書くんですか？　これで？」

「書きたくないんですか？」

「あ、いえ、急だったので……驚いただけです……」

「ま、ぶっちゃけ、ぼくとしてはどれも同じぐらいにそこそこかなぁーって感じだったんですけどねぇ。でもシズク先生なら、いい感じに仕上げてくれると信じてますんでぇ」

　ヘラヘラ笑う小こ谷たにを見ていると、彼に〝信〟という言葉ほど似合わないものはないと感じた。

「……僕、書けますか？」

　零れいは『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』の後、実は何度か次回作の執筆に挑戦していた。しかし執筆までは行くも、いつもある理由で途中で完成しなくなってしまうのだ。

　今回もまたそうした挫折を経て、一度仕切り直しましょう、となったわけなのだが……。

「大丈夫ですよー。何より編集長からもシズク先生の新刊を何とかしろって言われてますしぃ。名前を忘れられる前にって」

「あ、小こ谷たにさん、その名前の件なんですけど」

「あぁペンネーム変えたいって話でしたっけぇ。でも新人賞受賞作家の肩書きを捨ててまで別の名前にするのってどうなんでしょうねぇ」

「ですが……その、作品のイメージに偏見というか、前作と全然違うし、別の人間だと思われたいっていうか……」

　小こ谷たには、うーん、とうなった後、駄々をこねる子供を見るような目で、零れいを見つめた。

「やっぱ本を作る以上、売れないとヤバいじゃないですかぁ。このご時世ですし。……編集部というか文ぶん壇だん書しよ房ぼうとしてもね、やっぱり。言っちゃうと、うち程度の新人賞でも例年、告知宣伝、選考、授賞式に賞金って感じで一回やるのに諸もろ々もろ合わせて一千万弱……今年は九〇〇万ぐらいかな？　それぐらいかかってるんですよ。で、今回の受賞作で無事に出版できたのは優秀賞のシズク先生のだけなわけで。……売りたいんですよねぇ、何とかして」

　数学が得意ではない零れいとはいえ、さすがにわかった。

　六六〇円の文庫本、刷り部数は二万部＋重版分六〇〇〇部──つまり、一七一六万円。このうち、完売したとして出版社に入る利益は三割程度だから単純計算で、約五一四万円の利益。これに倉庫での保管代やら税金やら何やらが次々にかかってくるから、実際にはそれを下回るし、何よりまだ在庫が残っている状態である。これに電子書籍版の利益が多少絡からむが、それがさほどではないのは印税として口座に振り込まれる金額から零れいにも想像がついていた。

　つまり、今回の新人賞は、現状どう見ても大赤字なのだ。

　とはいえ、新人賞は面白い作品を見つけて世間に売って稼ぐ、というより将来有望な作家を見つけると共に、作品以上にその作家の宣伝の意味合いが強いもの。だから、赤字でも別にいい……というのが出版社側の基本的な考え方だった。

　しかし、名前を変えるとなると、話が変わってくる。

　名前を変えてしまうと、新人賞の旨うま味み、その大半を捨てる事になる。

「特にシズク先生の場合、あの月つき野のシズクが改名して……ってんじゃなくて、別人として出したいって事でしたよねぇ。……それはちょっとなぁって編集部としては思ってまーす」

　さすがに、ぐうの音も出なかった。

「あ、あの、佳作の〝電でん轟ごうみさお〟さんの新作は……」

「あはは、出せるわけじゃないじゃないですかー、まだ裁判してますよー」

　小こ谷たには笑うが、いろんな意味で笑えないネタだった。

　電でん轟ごうみさおは佳作受賞発表直後に、電車内での悪質な痴漢常習犯として逮捕されていた。そして最悪な事に、佳作を取った小説『揺ゆられる世せ界かいで君きみと僕ぼく』は電車内での偶然の出会いをテーマに書かれたもの。当然、エロを売りにしている文ぶん壇だん書しよ房ぼうとしても、さすがにこれは無理だとして、当面の間は出版見合わせを決断せざるを得なかった。

　この目も当てられない事態の結果、新人賞の重荷は全て月つき野のシズクという一人の新人にのしかかる形となっているのだ。

「まっ、まっ、まっ、名前に関してはおいおいで。まずは新作、頑張りましょうねー。ちなみにこの後って時間ありますぅ？」

「あ、はい。大丈夫です」

「じゃ、珈コー琲ヒー代とか払っておくんで、ここで早速執筆してってくださいねぇ。あ、っていうか注文するのすっかり忘れてましたねー、あははは。出る時に珈コー琲ヒー注文しときまーす」

　小こ谷たには零れいが選んだプロット以外のＡ４用紙をフォルダに戻すと、席を立った。

「追加注文ある場合は、領収書をキュリオス編集部でＯＫでーす。今度来た時にでも精算しますね。じゃ、ぼくはこの後、用事があるんでぇ」

「え、あ、ちょっと、ページ数というか、どういう感じにするかとか、あの……」

「テキトーで大丈夫ですよぉ。後で調整しましょ。内容に関しては、ほら、シズク先生の腕、信じてるんでぇー。あ、でもエッチな要素はちゃんと入れといてくださいねぇ、キュリオス文庫なんで。それじゃー」

　そう言い残して、本当に小こ谷たには店を出て行った。そして、数分後に熱い珈コー琲ヒーが出てきた。

　零れいは、頭を抱えた。

　自分がうまく次作が書けないのは、あの小こ谷たにが担当編集だからなんじゃないのか。担当編集と作家というのはもっと二人三脚で作品を作っていくものではないのか？　いや、それは漫画家の場合か？　小説は違う？　何にしても小こ谷たにはアカン、と零れいは頭の中で文句を並べていく。

「……ま、一番、ダメなのは僕自身だってのは……わかってるけど」

　書けない原因はわかっている。そのストレスをわかりやすくアレな小こ谷たににぶつけているだけだと、零れいは自分に言い聞かせつつ、リュックからノートＰＣを取り出した。優秀賞の賞金五〇万円で昨年買ったパナソニックのレッツノートだ。授賞式に来ていた審査員をやったキュリオス文庫のレジェンド級作家達からの、オススメだった。

　さすがに一年も作家もどきをしていると慣れてくるが、最初の頃はこういうカフェという場所でノートＰＣを開く行為は、少しドキドキしたものだ。しかし今は当たり前の所作でそれができる。ブラックの珈コー琲ヒーも普通に飲める。

　デスクトップの一番見つけやすい位置に【執筆関係】というフォルダ。中には幾つかのプロットと書きかけで挫折したワードファイルが大量に……。

「はぁ……。こんな事ばかり慣れて……作品を書けない奴やつが作家って言えるのかな」

　零れいはキュリオス文庫の基本フォーマットである一ページ四二字×一七行の空カラのワードファイルをコピー＆ペーストし、それに【無む限げんロケラン無む双そう】とファイル名を付けた。

「うーん、〝無〟が被かぶっちゃってるな。……まぁ、いいか。仮タイトルだし。リズムがあるとかそういう風に思ってくれるかもだし」

　早速ファイルを開く。タイトルを打ち込み、第一章と置く。……そして、止まった。

　いやいや仕方ない。最初の一文は大事だ。

　太だ宰ざい治おさむの『走はしれメロス』なら《メロスは激怒した。》、小こ林ばやし多た喜き二じの『蟹かに工こう船せん』なら《「おい地獄さ行えぐんだで！」》、フランツ・カフカの『変へん身しん』は翻訳の関係もあってやたらと長文だが、それでも最初に自分が毒虫に変わってしまっている事が書かれている。

　前置き・プロローグの有無はあれど、名著というのは最初の一文にパンチがあると同時に、作品全体の内容を示すようなものである事が多い。

　だからこそ最初の一文は大事なのだ。悩んでしかるべきなのだ。間違っても名前もないような脇役キャラの台詞せりふから入るなんて愚を犯すわけにはいかないし、もったいぶったプロローグからやるのも読者の興味を引くというよりは、本を閉じさせる要因になるだろう。

　一文で興味を引く、そんな魔法が必要なのだ。

　悩みに悩んだものの、零れいは先に一息入れたくなる。何せ大事な第一章の冒頭。気合いを入れるために、頭を少し休ませてから立ち向かった方がいいはずだ。

　零れいはスマホを取り出し、しばしの間ＳＮＳを見て、続けてネットニュースを見る。

　そろそろ、と思うが先ほど以上に集中は切れている。このまま原稿に向かってもろくな文章は書けやしないだろう。

「軽く一発やって、スッキリしようかな。……うん、そうだ」

　零れいは早速スマホのデスニードラウンドを起たち上あげ、ソロ・モードのバトルロワイヤルへ。

　そして、二〇分程度の激闘……無事にセッションが終了。まずまずの成績だった。

「ふぅ、いい感じだ。今日も冴さえてるな。……さて、と」

　満足感と共に冷めた珈コー琲ヒーを口にし、そして……自然と帰ろうと荷物を片付け始めている自分に気がついて、零れいは硬直した。

「……僕は何をしようとしているんだ……。実質まだ何もしていないってのに……」

　椅子に座り直し、スリープモードになっていたノートＰＣを起こし、第一章とある画面に今一度立ち向かう。そして、すぐにうつむく。全然書けなかった。

　前作、零れいが書いた現状最初で最後の小説である『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』の冒頭はほとんど悩まなかった。《僕は勃たない。》というそれ以外にない一文があったし、人に見せるつもりもないものだったし、間違っても新人賞経費数百万円分の責任というプレッシャーなど皆無だった。

　しかしこうも悩んでいると……段々今のこのプロットも面白くないような気がしてくる。

　何だよ無限ロケランって。弾の補給は魔法でできるってんなら手から直接ロケットをぶっ放した方が早いだろうよ。正気かよ。これが面白いっていう奴やつはどうかしてるんじゃないのか？

　零れいはいつものように恥ずかしさと共に自己嫌けん悪おを抱き、キーボードから手を放して、文字通りに頭を抱えた。

　わかっている。向いてないんだ、自分は。作家なんて……。

「……そこ、いい？」

　ガラスで作った管楽器の音色のような、そんな綺き麗れいな声がした。珈コー琲ヒーばかりの店内なのに、ふと爽やかな香水の匂いが零れいの鼻孔をくすぐる。

　顔を上げると、テーブルの脇にサングラスをした女が立った。彼女のラップロングスカートが上品に、それでいてエレガントに揺れる。

　店内を見渡すが、空いている席は他に幾つもあったので相席というには違和感がある。

[image: ]

　今一度零れいは女を見上げる。化粧に頼らずとも白い肌に、作り物のように艶あでやかな黒髪、そして下から見上げる形でいると否が応にも目に入るシャツに浮かぶ彼女の大きな胸の膨らみ……。

「……いい？」

　彼女はサングラスを取ると、もう一度そう尋ねた。

　質の良さそうな薄手のジャケットを羽織った彼女から漂う雰囲気は、高クラ校スメ生イトにはない大人っぽさ。けれど、宝石をそのままはめ込んだような綺き麗れいな目は、少し子供っぽいイタズラっ気を感じさせる。

　二十歳前後だろう。零れいは思う。正直年齢不詳なところはあったが、美人だという一点においては疑いようがなかった。あと、多分、金を持っている。手にしているハンドバッグは落ち着いたデザインだが明らかにブランドものだったし、香水も姉が気合い入れる時に付けるものの数段上を行く上品さ。

　……思った以上に金持ちかもしれない。いわゆる庶民が憧れる高級ブランドなどの〝そうしたもの〟はやたらと自己主張が強いが、さらにその上を行く、本物の金持ちが使うものになると主張はむしろ控えめになる。本物は周りに見み栄えなど張る必要がないからだ。

　ここで零れいが執筆から逃げるために長時間見てきたネットニュースの経験が活いきる。

　間違いない、マルチ商法か宗教の勧誘だ。そして、正直小柄で子供に見られる──実際未成年だが──外見からするとマルチ商法はないだろう。となれば、宗教しかない！

　相手が男なら、零れいを女の子と勘違いしたナンパという可能性もないではなかったが、彼女の場合、それはないだろう。

「宗教に興味はないんですけど」

「私もないけど？」

　変な沈黙が流れた。自信があったが故に予想が外れてしまうと、もう何を言っていいかわからなくなってしまう。

「座るね？　月つき野のシズク先生」

　驚いたと同時に、零れいは安心した。自分を月つき野のシズクと呼ぶのはキュリオス文庫編集部の人間だけなのだ。だから、これまで見た事はないし、やたらと若いが……あそこの編集なのだろう。担当交代という夢のような報しらせを持ってきた天使かもしれない。

「編集さんですね」

「違うけど？」

　じゃ何なんだよ！　と、口から出そうになったが、その直前に恐ろしい可能性に気がついた。

　キュリオス文庫編集部以外の人間に、自分の情報が漏れている……。

　それだけは絶対にあってはならない事だった。無論、家族は知っているが、家族こそ絶対に他に漏らす事はない。

　何な故ぜなら月つき野のシズクは、そして『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』は月つき岡おか家けにとって恥部そのものだからだ。

「……何ですか、あなた」

　零れいは、震えそうになるのをこらえながら、そう絞り出した。

　対面に座った彼女はテーブルに腕を置くと、やや前のめりになる。胸の重さがずっしりかかったテーブルがギィッと音を立てた。

　彼女は、その綺き麗れいな顔に不敵な、ニヤリとした笑みを浮かべる。

「じゃ、本題ね」

　ビビッた時に退けば終わりだ、気け圧おされた時こそむしろ前へ出た方がいい。そんな昔の格闘家の言葉が零れいの頭をよぎる。

　だから、奥歯を強く嚙かみしめながら、零れいもまた椅子から尻を上げ、身を乗り出すようにテーブルに手を置いて顔を前に出す。

　テーブル上で顔を突き合わせると、女の目が楽しくて仕方ないと言わんばかりに細められる。

「君に、小説を書いて欲しいの」

　意外すぎる言葉に、零れいは思わず顔をしかめた。

「仕事の、依頼……？」

「あぁ……言い方が悪かったかな。ちゃんと正確に言うね？　いい？」

　零れいは生唾を飲み込む。女が微ほほ笑えむ。

「月つき野のシズク先生、君は小説を書くの。この私、一いち之の瀬せ琥こ珀はくの考えた小説をね」

　予想外の言葉に零れいは呆あつ気けにとられる。女は続ける。

「断るなら、君が月つき野のシズクだって事を学校や家の近所の人間、親戚一同にバラす」

　そして、彼女は零れいの住所を口にした。冗談や思いつきの噓うそではない事がそれだけではっきりした。

　零れいは、耐えられず震え始めた手を拳に固める。怒声を上げそうになるのを、こらえる。ここは喫茶店、他に客も店員もいる。余計な騒ぎは月つき野のシズクを広める事になりかねない。

「そう、これはお願いじゃない。……脅迫です。月つき野のシズク先生」

　零れいは驚きよう愕がくと怒りを握り締めつつ、目の前の女を今一度見る。

　彼女はかわいらしさすら滲にじませた得意げな笑顔で、握手を求めるように手を差し出してくる。

「一緒に頑張ろ？」







■第二章　共同作業




　脅迫、と目の前の彼女──一いち之の瀬せ琥こ珀はくと名乗った女は堂々と口にした。

　普通、こういう状況下では今後問題が大きくなった時に不利にならないよう、実質的に脅迫しつつも〝これは提案〟〝これはお願い〟だと強く主張しておく事で、強要していないという逃げ道を残すものだ。それをしない、というのはつまるところ……圧倒的優位に自分が立っているという自負があるか、またはバカかのどちらかだろう。

　恐らく前者だ。零れいは、絶対に月つき野のシズクである事を世間にバラされたくなかったから、警察に駆け込むような事はありえない。そこまで読まれているとしたら、一いち之の瀬せ琥こ珀はくとの優劣はそう簡単に覆くつがえる事はないだろう。

　前のめりに彼女と顔をつきあわせていた零れいは、尻を椅子に落とす。必死に自分を落ち着かせようとする。頭をうまく働かせなければ、マズイ。

　握られる事のなかった手を引っ込めると、確認するよ？　と、彼女は一拍おいて喋しやべり始はじめた。

「言う通りにしてくれたら絶対に月つき岡おか零れいの秘密はバラさないし、執筆には全面的に協力する。何も心配しないで。ちゃんとサポートするから」

「脅迫されて、心配するなって……無茶言うなよ」

　そうだね、とニッコリ笑うと、一いち之の瀬せ琥こ珀はくもまた身を退いて椅子に座り直す。そして店員を呼び、自分の分の珈コー琲ヒーを注文。そして珈コー琲ヒーを持ってきた店員が遠くに行くのを確認するまで、彼女は当あたり障さわりのない天気の話などをしていた。

　さて、と彼女は仕切り直す。

「了承してくれるよね？」

「……他に選択肢があるならそうしたい。けど、ないんだろ」

　ご明察、と彼女は親に褒められた子供のような、屈託のない笑みを浮かべる。

「じゃシズク先生も同意してくれたって事で。早速執筆の方なんだけど」

「一いち之の瀬せさん、ちょっと待って」

「琥こ珀はくでいいよ、シズク先生。君は先生、私は凡人。立場が違う」

「……脅迫犯の方が立場的に上だろ。年上だし」

「加害者と被害者じゃなくて、私と君は一緒に作品を仕上げる共同制作者だよ？　年齢に関しては……ま、確かに私の方がお姉さんか。でも……」

「……わかった。とりあえず……わかった。まず、まず最初に、何をするにしても……先生はやめてほしい。身バレが嫌だ」

「じゃシズクで。先生って付けなければ普通の名前だし。お互い対等な感じ。ハイ完璧！」

　琥こ珀はくが少し早口なのはそういう人なのか、それともテンションが上がっているせいなのか。零れいには判断がつかなかった。

「で、書いて欲しいのはね？」

「ちょっと待って。……あな──」

　零れいは、グッと力尽くで口を閉じ、続く言葉を切った。突如として脅迫してきたサイコパス年上巨乳女に、〝あなた〟なんて言葉を使うのは屈服したようで嫌だった。

「穴？　え、なに……下ネタ？」

「違うよ！　ちょっと、その……嚙かんだだけだから。だいたい何で〝あな〟ってだけで下ネタだと思うんだよ」

「だって、キュリオス文庫から本を出している月つき野のシズク先生だし……あ、ごめん。先生はナシだ。でもそういう人が〝穴〟って言ったらそりゃもう何か突っ込む穴としか思えないわけで」

　あははは、と、やたら楽しそうに笑う琥こ珀はくを見ていると、わざとやっているのか、それとも素なのか、判断がつかない。零れいは少しイライラしてきた。

「こ、琥こ珀はく。先に言っておく。僕は──」

「あ、ボクだなんて、かわいいー。見た目に合ってるぅ♪」

「まじめな話してんだよ。……僕には、問題があるんだ」

「知ってる。書けないんだよね」

　当たり前に言われ、零れいは思わず黙った。琥こ珀はくが続ける。

「０から１を創り出すのが得意なタイプじゃない。業界的に言うところの、『作家タイプ』ではなく、いわゆる『ライタータイプ』……の亜種って感じなんだよね。普通、ライタータイプって言えば、自分の個性をあえて入れずに……まぁ入れる場合もあるけど……仕事的に流は行やりを取り入れたりして売れる商品としての作品を作ったり、企業の依頼を受けてその通りに、何なら文字数すら一文字単位で調整しながらも、筆が早いっていう、ある種の職人的技術を持ったスペシャリストを指す事の方が多いよね。けれど……シズクは少し違う。体験した事、感じた事を、綺き麗れいで読むと胸に染しみこむような文章で表現する事に長たけている特殊タイプ」

　最後の褒め言葉はともかく……おおよそは琥こ珀はくの言う通りだった。

　世間ではフィクションとして発表されているが、若年性勃起不全で悩む少年が主人公の『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』は、実は月つき岡おか零れいの実体験をほぼそのまま描いたものでしかなかった。

　零れいの肉体に異常は見られず、しかも未成年であるが故に薬物の使用は推奨されず、それ故にカウンセリングを受けるだけだったのだが……その治療の一環として、自分の体験や感じた事を文章に起こす、というカリキュラムがあった。

　男性器という今の時代であってもオープンにし辛づらい箇所の事、それ故に悩み続けた日々……。人には言えない多くの気持ちや言葉が、零れいの胸には長年積もり積もっていたから、文章という形であれ、どこかに吐き出す作業は殊ことの外ほか面白く──正直に言ってしまえば、ハマッたのだ。

　執筆していると言葉が止とめどなく溢あふれ、文章を打ちこむ指の動きの遅さにもどかしさを感じ、おかしな漢字変換をするソフトに苛いら立だちを覚え、眠気など忘れるほど、書きに書いた。

　そうしてわずか一ヶ月で、一冊分、四〇〇字詰め原稿用紙換算で約三三〇枚の作品が生まれたのだ。

　本来なら書き上がったそれを自分で読んで、現状を客観視するために用いたりするはずだったが……一〇年もの間、気持ちを閉じ込めていた零れいにはそれだけでは満足できなかった。

　少しだけ手を加え、小説の形として、新人賞に応募したのだ。

　別にこれで受賞して作家になりたいとは思っていなかった。単に、審査員──いや、いわゆる初期選考を行う『下読み』と呼ばれる人達に読んでもらえるだけで、十分だと思っていた。二次選考まで残れば選評をもらえるらしいので、もしかしたら共感に似た言葉をくれるかもしれないという淡い期待もあった。

　それが、どうだ。気がつけばあれよあれよと最終選考、そして優秀賞の受賞となったのだ。

　世間は、本作をリアリティに溢あふれた作品であると評価し、そして同じ悩みを持つ人達から多くの共感を得る事となったのだ。

　これには零れいも本当に心の底から嬉うれしかったし、救われた気にもなった。

　しかし、こうした事情ゆえに……問題だった。

　実体験を描くにしても、自分の異常に気がついてからの一〇年はすでに書いてしまった。

　もう書くものがないのだ。何よりキュリオス文庫は、エッセイを出すレーベルではない。あくまでフィクションを作らなければならない。

　結果、零れいはまさに素しろ人うと状態のまま、新人賞受賞者という重荷を載せ、出版界という荒波の中を漂う事となったのだった。

「シズク、君は書けない。何な故ぜなら〝書くもの〟が、もはや君の中にないから。ただただ神様からもらった文才ギフトを持っているだけ」

　真実をぶつけてくる琥こ珀はくに、零れいは心臓を鷲わしづかみにされたような気分で、頷うなずいた。

「でも、私がいる。この一いち之の瀬せ琥こ珀はくが、テーマも物語もキャラクターも全部用意してあげる。君はそれを小説という形にしてくれればいい。君の才能でもって」

　琥こ珀はくは瞼まぶたを閉じて、珈コー琲ヒーをすする。

「それなら……できるよね？」

──できる。確信に近いレベルで、そう思った。

　今まで零れいが書いた小説は一本だけ、しかしそれだけでもモノカキのノウハウはある程度身につけた自信がある。特に出版後から現在に至るまで、新作を書くために技術的な面での勉強、研究、試行錯誤は延々とやってきている。

　だから〝書くべきもの〟が定まるのなら、書けるはずだ。

　面白いかどうかも、この場合関係ない。何な故ぜなら脅迫されて〝書かなきゃいけない〟状況なのだから。問題があるとすれば……零れい本人がそれを望んでいない事、そしてこの脅迫されているという異様な状況だ。

　俯うつむき、自分の空になった珈コー琲ヒーカップを見つめながら、零れいは言葉を絞り出す。

「今キュリオス文庫の新作を求められています。僕はそれを書かないといけない、だから……」

「だからピッタリってわけだ！　これから私と一緒に作る小説、君の新作として発表していいからね。著作権もあげちゃう。こんなの書くよりずっといい」

　こんなの？　と、零れいが顔を上げると、いつの間にか琥こ珀はくは『無む限げんロケットランチャー無む双そう』のプロットを手に持っていた。

　うおおぉぉ！　と叫びながら、零れいは彼女の手からむしり取ると、くしゃくしゃにしながら自分のリュックに押し込んだ。

「勝手に読むなよ！」

「置いてあったんじゃない。……伏せてあったけど」

　くっ、と零れいは唇を嚙かみしめる。顔が赤くなるのがわかった。

　自分の創作物を他人に見られ、酷評されるというのは死にたくなるほど辛つらいものだ。

　それが一生懸命に作ったものなら尚更だ。

　面白くないんじゃないかという疑惑を抱いたプロットであっても、それは変わらない。

「……あの、さ。それ、割と酷ひどい内容だけど、ホントに書こうと思って作ったプロットなの？」

「うっさい！」

　零れいは話を変えるため、そして琥こ珀はくの頭から『無む限げんロケットランチャー無む双そう』の記憶を薄れさせるため、半ば強引に話を変える。

「名前は僕、著作権もいらない……。雰囲気からしてお金が目的だとも思えない。……琥こ珀はくの目的は、いったいなんなんですか？」

「だから、君に小説を書いて欲しいの。それだけ。従わなかったら君の秘密をバラす。ね、簡単でしょ？　月つき野のシズク先生？」

　あえて今一度その名を口にする事で、琥こ珀はくはプレッシャーをかけてきていた。バラす、というのも本気なのだろうと察するに十分だった。

　乱れていた心を取り戻すため、零れいはカップの底に残っていた珈コー琲ヒーを呷あおり……腹をくくった。

「……僕に、何を書かせたいんです？」

「急な事で、ちょっと資料とかはまとめてないんだけれど……まぁ、言うなれば純愛ものだね。ハートウォーミングなやつ」

　今一度、琥こ珀はくは得意げな顔で身を乗り出してくる。

「そう、より具体的に言うなら──」

「お水のおかわり、失礼しまーす」

　店員が、すぐ横に、いた。

　琥こ珀はくと零れいはお互いに見つめ合ったまま固まった。そして店員がグラスごと水を交換して去って行くと……琥こ珀はくは静かに座り直した。

「……場所、変えようか」

　琥こ珀はくは少し、頰が赤くなっていた。




　作家の執筆場所というと、どこを思い浮かべる事が多いだろう。

　世間一般では自宅書斎、仕事場として借りているアパートの一室、喫茶店、図書館……。そんなところが一般的だろう。だが、何気にプロがよく使う執筆スペースとして、カラオケボックスというものがある。

　店舗によってテーブルが低いという問題点こそあるものの、カラオケボックスにはいくつもの好条件が揃そろっているのだ。

　まず第一に密室、空調も自由、電源使い放題、ゆとりのある机と椅子、誰も見ていないのでちょっとした体操ぐらいできるし、何なら仮眠もできる。そして飲食メニューもいろいろあるし、気分転換に歌う事ですっきりもできる。

「……でもね、執筆する上でカラオケボックスが一番便利な点は他にある」

　琥こ珀はくは個室に入るなり電気を点け、モニターを消し、カラオケの機械のボリュームを絞る。

「書けなくてどうにもならないって時に、思わず絶叫しても警察を呼ばれないって事だぁ!!」

　両腕を開いて掲げ、彼女は己の説を証明するように声を張り上げ、ドヤ顔で零れいを見てくる。

「つまりここは密室!!　誰を気にする事なく、どんな会話だってでき──」

「失礼しまーす」

　店員が、来た。入店時に頼んだ珈コー琲ヒー二つと山盛りフライドポテトを持って。

　彼が出て行くまで、琥こ珀はくはまるで停止ボタンを押した動画のように、両腕を振り上げたままドヤ顔で固まっていた。

「失礼しましたー」

　バタン、と扉が閉まるなり、彼女は崩れ落ちてソファに顔を突っ伏した。

「くぅ─────!!　何で来ちゃうの!?」

「そりゃまぁ注文したのは僕らなわけだし、来るには来るよ」

「あぁもうわかるっ、もう見なくてもわかってる！　シズクは今私を小馬鹿にした目で見ているっ!!　背中でわかる!!」

「まぁそういう人なんだろうなって」

「バカにされたっ!!　年下に!!　まだ高校生の分際で!!　生意気!!」

「……どうして欲しいんだよ」

　琥こ珀はくはソファから顔を上げると、目尻にうっすらと涙をためた目で、未いまだ出入口前に立つ零れいを見る。

「そんな事ない、琥こ珀はくは凄すごい、天才、今のは店員が悪い、琥こ珀はくは最高、セルフドリンクの店にすればよかったね、琥こ珀はくは何も悪くない、この店最悪、琥こ珀はく元気出して、笑って、素敵だよ、君の笑顔が世界を平和にするんだ……っていうのを尊敬と慈愛の眼まな差ざしで、言って？」

「嫌です」

「何で？」

「何でって、何で訊きいてくるんです？　しかも素の顔で」

「え……だって、減るものじゃないのに？　バーガーショップでもスマイル〇円だよ？　なに、お金取る気なの？　お高くとまってる？」

　零れいは思った。──この女、うぜぇ。

「順を追って言うと、まず店員さんは普通に仕事してるだけだし、店を選んだのは琥こ珀はくだし、注文したのは琥こ珀はくだし、注文品が来る前に喋しやべり出だしたのも琥こ珀はくだし、最後に至ってはわけわかんないから」

「全部私が悪いみたいじゃない!?」

「そうだよ？」

「酷ひどい！」

　何が酷ひどいのかいろいろ問い詰めたい気持ちはあったが、あまりこの不毛なやりとりを続けていると、〝秘密をバラされたくなかったら、琥こ珀はくは悪くないと言いなさい〟と伝家の宝刀を気軽に抜かれかねないので、そこに気づかれる前に、零れいは言い合いをやめた。

　とりあえずソファの端に座り、ノートＰＣを開いた。

「で、僕に何を書かせたいんです？」

　ここに来る間に、零れいはいろいろと考えてみた。

　恐らく酷ひどいのが出てくるだろう。どういう経緯で自分の情報が漏れたにせよ、人に自分の考えた話を書かせようとするのは真っ当な人間だとは思えないし、たいていの人間──いってしまうなら一般人が考える話はかなり酷ひどい、というのは知っている。

　だからテキトーに受け入れた雰囲気を出して、琥こ珀はくをいったん満足させ、自由になったところで編集部に助けてもらうのだ。

　担当の小こ谷たには使えないが、男気がある事で有名な編集長なら自分を守ってくれるだろう。小さい出版社とはいえ、お抱え弁護士ぐらいいるはずだし、どうにかしてくれる……はずだ。

　さぁ来いよ、少なくとも今日だけは相手になってやる。零れいは腹をくくって、対面に座った琥こ珀はくを見る。彼女はえらく不満げな顔でこっちを見ていた。

「じゃ……話すけど、いい？　舞台は中世のヨーロッパ、そこにアン・ブロイドという女性がいてね……？」

　琥こ珀はくが語った概要は、意外なほどシンプルだった。

　主人公のアンが二人の男の間で揺れ動く……という三角関係の物語だ。

　ますます自分に向いていないと思ったが、零れいは口を閉ざす。言い合いをする気はない。はいはい、とテキトーに何でも受け入れてお茶を濁すだけだ。

「さぁ、主人公の決断は如い何かに！　っていう感じなの！　どう、いいでしょ!?」

　テーブルをバンバン叩たたきながら、えらく興奮した様子で琥こ珀はくは言う。その度に彼女の大きな胸がやたらと弾むのを、零れいは冷めた目で眺めていた。

「……それ、結局最後どうなるの？」

「もー気になっちゃう？　うーん、どうしようかなー。ぃやぁでもっ！　今言っちゃうと後の楽しみがさー、ねー？」

　ニヤニヤした顔がたまらなくウザい。彼女の釣り上がった口の両端は耳にまで到達しそうだ。

「……それを書けって言ってだよね？　結末わからずに、どうしろと」

「結末は書きながら考えようか。流れでもっといいアイディアが出てくるかもだし」

　そぉら来たぞ、と零れいは思う。ライブ感だの何だのを大事にしたいから最後は決めない、というのは一流クリエイターぶっている無能によくあるパターンだ。

　ゴール地点を決めないままマラソンをするようなものである。ペース配分も何もあったものではないので、たいてい酷ひどいものが生まれるのがオチだ。

「……じゃ、せめて、テーマは？」

　テーマがしっかりしていれば、ラストがどうなるにせよ、一貫性のあるものにはなるはずだ。だから、そこは把握しておきたいところだ。……あくまで、書くとしたら、だが。

「純愛、そして乙女の揺れる心」

　これまた犯人を見つけた名探偵よろしくのドヤ顔で琥こ珀はくは言うが、その割にふわっとしており、中身がなかった。晩ご飯に何が食べたい？　と尋ねたら、美お味いしいやつ、と言われるぐらいにピンと来ないし、聞かされた方はイラッとする。

「じゃ、そんな感じで。……書いて？」

「バカか」

「誰が？」

「琥こ珀はく」

「また冗談言って」

　あはは、と笑う琥こ珀はくに、今日一日だけは従順であろうとした零れいでさえも、頭を抱えたくなる。

　琥こ珀はくが語った内容は概要でしかない。本の裏にあるあらすじにもならない。中世ヨーロッパ、女のアン・ブロイドという名前以外何ら情報のない主人公、三角関係……しかない。何が〝全部自分が用意する〟だ。何もないに等しいじゃないか。

　その事を不満たらたらで琥こ珀はくに告げると、彼女は自分の顎に手を当て、なるほど、と少し考える仕草をした。

「やっぱりキャラの詳細……キャラ表か、そういうのとか、ストーリーの指示書とか、必要だよね。……でも今すぐには用意できないしな」

「あ、じゃ解散して、後日改めて……っていう方向で」

「何で？　そんな事したら今日一日が無駄になっちゃうじゃない。いつ、どこでだって、机とＰＣがあれば仕事ができる……それがモノカキのいいところ。問題になるのはネタと時間だけ。ネタは私、時間は今ここにある。それなのに書かないなんてありえない」

「もっともらしい事言ってるけれど、だったらネタを出してよ。ちゃんとしたやつ」

「とにかく書こうよ、プロローグ！　アンが悪夢にうなされているところ！　アンの全身に何か邪悪なものが覆おおい被かぶさってくる……あぁ辛つらい、キツい、でも……あぁなにこれ、こんなの初めて、でも嫌、やめて！　って感じで。さぁ」

　保育士ってこんな感じの子供を毎日相手にしてるんだろうか、大変だな、と零れいはどこか他ひ人と事ごとのように思いながら、仕方なしにキーボードに手を置く。遅々とした速度での、タイピング。

　その様子を見て満足したのか、よしよし、と琥こ珀はくは頷うなずくと、対面のソファから零れいの右隣へと席を移る。モニターが見たかったらしく、その瞳はそちらに釘くぎ付づけで、それを書いている零れいの事など文字通り眼中にないようだ。

　体が、触れている。腰、肩、二の腕……。ただただ柔らかで、そしてじわりとぬくもりを覚え始める。天井の埋め込み型空エア調コンの風が琥こ珀はくの長い黒髪を揺らして零れいのうなじをくすぐった。

　ふわりと漂う香水、髪のコンディショナー、そして大人の女性の匂い。それらが違和感なく一つになって、一いち之の瀬せ琥こ珀はくという人間を感じさせてくる。

　カラオケボックスという密室で、一時間前まで会ったこともなかった美女と無言で体を寄せ合っている……。普通の男子高校生なら確実に股間を膨らませている状況だろう、というのは零れいにもわかった。

　しかしそれは酒を飲まない人間が、つまみを食べて「これは日本酒に合うなぁ」と言うのと同じで、所詮は推測に過ぎなかった。当然、零れいの股間は相も変わらず通常形態を維持だ。

　とはいえ、さすがに零れいとて緊張感は抱くし、正面からではなく、すぐ横に来た事で余計に強調されている琥こ珀はくの巨大な胸に視線が行ってしまうのを止められはしない。こればかりはさすがに男の本能なのだろう。

「手、止まってるよ？」

　確かに、アン・ブロイドは……という一文しか書けてない。

　零れいは慌ててそれっぽい事をタイプし、変換、そしてエンターキーを叩たたこうとして……右肘が、琥こ珀はくの左胸に喰くい込こんだ。

　触れたというレベルではない。まるでわざと押し込んだかと思えるぐらい〝ぐにゅぅ〟と深く、入った。ブラのゴワつく感触はあれど、それすら含めて沈み込んでしまうほどの胸の大きさと柔らかさ。零れいは思わず尻を浮かせるほどに驚いた。

　未知の世界だと思った。姉妹のいる身、そして女子からいじられやすかった零れいだ、女性に触れるのが初めてというわけではないにせよ……琥こ珀はくクラスの胸は完全に別世界である。

「あ、ごめん」

　それは零れいではなく、琥こ珀はくからの言葉。何で、と思う間もなく彼女は背筋を伸ばして座り直す。

「私、軽く近眼入ってて、文章読む時とか少し前のめりになっちゃって」

　琥こ珀はくはハンドバッグから先ほどかけていたサングラスとは別の、ごく普通の眼鏡をかけた。

　どうやら琥こ珀はく的には、零れいが胸を肘で〝ぐにゅぅ〟とした、というより自分が前に出すぎたせいで肘が当たってしまった、という認識らしかった。

「ん？　どうしたの？」

　別に、と肘に残る彼女の胸の感触を意識しつつも、琥こ珀はくから目をそらし、零れいは気まずさを抱えて原稿に向かった。

　思いがけない琥こ珀はくの胸の感触に、不思議と筆が乗り始める。そうだった、と零れいは思い出す。自分は特殊ライタータイプ。経験がそのまま作品になる人間なのだ。

　だから冒頭、体を貪られる悪夢にうなされるアンの描写は、自然と今の感触を元にし、そして発展させる事で、いっそう生々しさとリアリティを伴ったものにな──。

「ダメ、やめて」

　へっ、と思わず零れいは変な声を出して、隣の琥こ珀はくを見る。彼女は唇をとがらせ、不愉快そうな顔をしていた。

「文章は相変わらず綺き麗れい。読みやすい。入って来る。でもダメ。……これ、男の視線になってる」

　はっ、とした。確かに言われてみると主人公はアン、そしてこの状況は彼女の悪夢である。それなのにアン（巨乳）の体を貪らんとする悪あしき男の視点で描いてしまっていた。

「例えば、このアンの胸をどうこうする際、触った際の感触じゃなくて、触られた事の描写にしないと。わかるよね、シズク？」

　やってしまった、と零れいはさすがに思った。自分が男だからというのはこの場合言い訳にならないだろう。完全なミスだった。

　普段ならこんな初歩的なミスはしない。琥こ珀はくの胸に触れた事で気がつかないうちに頭がバグっていたのかもしれない。

　琥こ珀はくはため息と共に腕を組むと、問題児を見る教師のような顔で零れいを見てくる。

「……そうか。シズクはそういうタイプだもんね。……それなら」

「え、あ、ちょっと!?」

　琥こ珀はくは零れいに寄りかかるようにしてのしかかり──ソファの上に押し倒した。

　驚きのあまり抵抗できなかった零れいは、倒れたこんだソファの座面から、琥こ珀はくを見上げる。

　長い黒髪がまるで垂れ幕を下ろすかのように零れいの顔の周りに下りてきて、琥こ珀はくの顔以外何も見えなくなっていく。

「……怖い？　いいよ、怖がって。いっぱい、怖いって感じて……ね？」

　琥こ珀はくの手の平が蛇のように零れいの体の上を這はう。あ、う、と零れいの口から本人の意志とは関係なしに声が漏れていく。

　怖い、という感覚は確かにあった。何をされるかわからない事への恐怖である。

　しかし、それ以上に何をされているのかがわからない事への驚きと混乱が強く、頭と体の両方が付いてこなくて……短い呻うめきが口から漏れるばかり。

「感じて？　……ほら」

　琥こ珀はくが零れいのフーディのチャックを開くと、シャツ越しに腹部へ両方の掌てのひらを置く。そして、閉じていた指を開くと、そのまま零れいの体の上を一〇本の指先でなぞり上げ、彼の胸を襲った。

　そのぞわぞわとした動き、まるで一〇匹の小さな蛇のよう。

「うっ……くっ！」

「あ、無防備だ……。なんかいいね、かわいい」

　シャツの上で一〇匹の蛇がなまめかしく動き回り、零れいの乳首をなで回していく。

　零れいは抵抗するように琥こ珀はくの腕をつかむものの、力が入らない。

「や、やめ……はっ!?」

　蛇に嚙かみつかれたと思った。しかし実際には乳首をつままれただけ。

「どんな感じ？　……ねぇ、今、どんな気持ち？　気持ちいい？　ヤダ？　知らない人に好き勝手されて……ほら、どんな気持ち？　ねぇ、教えて……ううん、やっぱり言わないで。この後、原稿にするんだから……ね？」

　顔の近くで吐かれる湿り気を帯びた言葉と吐息。しっとりと、零れいの頰と首筋に絡からみつく。

「我慢して我慢して、ため込んで……そして、後で、全部出しちゃおうね？」

　琥こ珀はくの片方の手が離れる。しかし、その手はすぐさまシャツの下に滑り込んできて、今度は直接零れいの肌をなめ回していく。そう、しっとりとしつつも温かい彼女の指先は、獣の舌のよう。

「あっ、だ、だめ……！」

　女の子のような声が零れいの口から出た。シャツ越しよりもはるかに刺激が来る。

　琥こ珀はくは零れいの顔を楽しげに見下ろす。ズレた眼鏡をそのままに、頰を赤らめ、吐息を乱しながら……いやらしくも何かをたくらむように微ほほ笑えんでいた。

　琥こ珀はくの体重が零れいの体に乗ってくる。一人の女の重量感とぬくもり。潰されるというより、包まれるような感覚だった。

「……ほら……どんな感じ？」

　胸をなで回していた彼女の両の手……それらが一斉に、そしてじわりと、下腹部へと這っていく。

　臍へそを超え、いつの間にかボタンを外されたジーンズの、下着の中へ。雫しずくが岩間を流れるように、琥こ珀はくの指先が鼠そ蹊けい部ぶをゆっくりと撫なで下おろしていく。

　その後どうなるのかを想像するのは未経験の零れいにだってわかる。服の上ならまだしも、このままでは直接──。

「待っ……！」

「はぃッ！　ここで冒頭終わりッ!!」

　琥こ珀はくがバッと身を起こし、興奮した面持ちのまま彼女は落ちかけていた眼鏡をかけ直す。

「さぁどう？　今どんな気持ち？　それッ!!　それをそのまま原稿にして！　今の感触とか屈辱的なトコとか全部ッ全部ッ！　ほらほら、急いで！　下腹部まで魔の手が伸びかけたところで悪夢から覚めるのっ、ほら、急いで！」

　はっ、はぁっ、はっ、と乱れていた呼吸のまま、零れいはソファの上に横たわったまま慌ててほとんど脱がされていた服を直す。

　悔しさ……いや、屈辱というものだろう。その感覚が胸にあった。

　嫌だったという気持ちもあった。けれど……気持ち良くなかったとは言い切れない感覚があるのもまた事実だった。

　そりゃそうだ。綺き麗れいな女性から迫られてそれを気持ち悪いと評せるほど清廉潔白な男などそうはいない。しかもその先をも予感してしまうところまでいっていたのだから……。

　勃たない零れいであっても、そこに興奮がないわけじゃなかった。

　屈辱と初体験の快楽の片へん鱗りんを垣かい間ま見みた零れいは、よろよろと体を起こす。

「今のを……書けって？」

「君の最高の文章で。冒頭は大事だからね？」

　言いなりになりたくない。その気持ちはあった。玩おも具ちやのように扱いやがって、という怒り。

　けれど、確かに今なら書けると思った。悪夢に襲われるアンの気持ちを、最高の描写で。

　真意の読めない怪しげな琥こ珀はくなる女に従いたくないという意地と、一年悩み続けてもダメだった新作を冒頭だけとはいえ最高の状態で書ける予感……どちらか一つしか選べない。

　数秒の葛藤の後……零れいは、後者を選んだ。

　筆は、今までのが噓うそのように……するすると進んでいく。まるでそう決まっているかのように、次々に言葉を紡つむいでいく。打ち間違いに苛いら立だち、漢字変換のおかしな予測に殺意を覚え、タイプする事、そしてエンターキーを押すのが面倒に感じるほどの速度。そして文章を書くより早く、多く頭の中に言葉が次々に思い浮かんでくる。気を緩めると置いていかれてしまいそうだ……。

　二年ぶりに感じた、執筆の快楽。

　頭がトップギアに入ったのを明確に感じる。

「……待って」

　文庫換算で四ページ分を書いていた時に、ストップが入った。見やれば琥こ珀はくは「ぐぬぬ……」と唸うなりそうな顔で、親指の爪を嚙かんでいた。

「……悪くない……悪くないんだけど、この小さな一〇匹の蛇とかっていう表現は……悪くない。けれど……違うの。一〇匹の蛇じゃ、数字が具体的過ぎるっていうか」

「え、あ……じゃ、十数本にする？」

　もどかしかった。脅迫されて無理矢理書かされているとはいえ、トップギアに入った今の状態の一分一秒を無駄にしたくない。

　この最高の状態はちょっとした切っ掛けで、唐突に、あっけなく終わるのだ。

「違う、そういう事じゃないの。……それに蛇っていうのも、ちょっと違うっていうか、蛇じゃ、ほら個々に意志があるわけで……もっと統一した意思を持った上で女体が貪られていって、その上である程度のランダム感を持った動きをしているっていうか……」

「……な、なに？　どういう事……？」

「だ、だから……その……」

　琥こ珀はくは俯うつむき、何やら小さな声でブツブツと言い出した。よく聞こえない。

　零れいはわけがわからないのと、急がないとトップギアからテンションが落ちてしまう不安から、そっと琥こ珀はくへと顔を近づける。すると……ようやくブツブツ声が言葉として聞こえてくる。

「……が……なの……」

「はい？」

「……が、正解なの……」

「え？」

「だ、だから……!!」

　琥こ珀はくが急に立ち上がり、その胸で零れいは吹っ飛ばされ、ソファから転げ落ちた。

　床に尻餅をついて見上げた琥こ珀はくは、顔を真っ赤にしながら、両手を拳に固める。

「ここは触手が正解なの!!」

──沈黙。

　カラオケボックスほど沈黙や静寂というものが似合わない空間もない。

　トップギアに入っていた零れいの頭は瞬時にクールダウンし、驚きのあまり、琥こ珀はくをただただ数十秒に渡って見上げ続ける他なかった。

「………………………………は？」

　それが、ようやく絞り出せた零れいの言葉だった。

「だ、だから！　いい、ちゃんと聞いて!?　こ、ここはね、触手の悪夢に全身を好き勝手されるアンが正解なの!!」

　謎の宣言をした琥こ珀はくに対し、零れいは様々な思いが胸中に渦巻いたが……それでも、はっきりと、断定的なまでにわかった事がある。

　──コイツ、変態か？

「触手!?　正気かよ!?　中世ヨーロッパを舞台にした『純愛と揺れ動く乙女心』の話の冒頭が触手なのか!?　触手なのか!?」

　何な故ぜか零れいは二回言った。

「夢なんだからいいじゃない!!　ここは男や蛇なんてものじゃ絶対ダメ!!　触手!!　無理矢理に快楽の片へん鱗りんを味わわされて屈辱的ながらも抗あらがえない乙女のか弱さを表現するの!!」

「触手で!?」

「触手で!!」

　恥ずかしがりつつも躊躇ためらいなく琥こ珀はくは断言した。その言い方はまさに〝それ以外にない〟と言わんばかりのものであり、反論を一切受け付けない毅き然ぜんとした覚悟さえも感じられた。

　完全にギアがダウンした零れいはとりあえずソファに座り直し、店員が持ってきてから一口も飲んでいなかった珈コー琲ヒーを口にして、心を落ち着ける。

「……わかった」

「わかってくれましたか。よしッ、書こう!!　触手で!!」

「うっせぇ。……それより、琥こ珀はくも座って」

　あ、うん。と、彼女は素直に座って同じようにソファに座り、珈コー琲ヒーを飲んだ。

　未いまだ彼女の顔は耳まで真っ赤だった。

「……落ち着いて考えてみると、世間からは官能小説文庫と言われているキュリオス文庫で出すなら、それもアリっちゃアリだとは思う」

「完全に理解したね。よしッ、書こう!!　触手で!!」

　またもグッと手を拳に固める琥こ珀はくにイラッとしつつも、零れいは落ち着いて言葉を続けた。

「けど……正解って何？」

「ここはコレしかない。でしょ？　シズクもそう思うよね？　じゃー書こう!!　触手で!!」

「正解って事は……このシーンでの触手はあらかじめ想定していたってわけだよね？」

　調子こきまくっていた琥こ珀はくは、ピタリと動きを止めた。顔の赤みも途端に薄れていく。

「……何な故ぜ、それをあえて伏せて、最初、僕に自由に書かせたわけ？」

　それは……と、琥こ珀はくは口ごもる。

「それは違うって僕を否定して、優越感に浸りたかったとか？」

「ち、違う！」

「正解があるなら初めから教えるべきだろ。時間も手間もやる気も無駄になった」

　言いながら零れいもまた自分の感情がわかってきた。思った以上に、自分は怒っているようだ。

　先ほど入ったと思ったトップギアがふいに潰された事もそうだが、それだけじゃない。

　書けと脅迫され、無理矢理書かされていた。しかしそれでも自分が面白いと思える原稿を書いていた。それなのに、突如として〝間違っている〟〝正解はこれだ〟と後から言われた事に……本当に腹が立っていた。

　掘った穴を埋める作業ほど心身に疲弊をもたらすものはない。しかもそれが、掘っている人間が楽しくなってきたところで、さらに命令した人間があらかじめそうなる事を想定していたとなれば、なおさらであり、怒りも倍増する。

「ご、ごめん。……あ、シズク、怒ってる？」

「……怒っていないと思うのはどうかしてるんじゃない？」

　ごめん、と琥こ珀はくは今一度言うと、おろおろし始めた。

「ど、どうしよ、どうしたら……いいかな……ごめん」

　脅迫、強制執筆、押し倒し、乳首いじり、そして最後のコレ……。短時間にいろいろありすぎて零れいもまた頭がパンクしそうだった。

　全部が全部ストレスではあったけれど、最後のはやっぱり……来るものがある。

　一作しか出版していないとはいえ、一年以上、モノカキとしての活動はしていたのだ。そこで培つちかった経験が、零れいに怒りをもたらしていた。

　零れいはテーブルに肘を突き、頭を抱えるようにして髪をかき上げ、大きなため息を吐つく。視界の端で琥こ珀はくが、こちらの一挙一動にビクビクしているのが見えた。

　先ほどまでの高圧的な態度はすでになく、まるで悪い事をして怒られている子供のようだ。

「ご、ごめんなさい。言えなくて……言いにくくて……でも、ここは絶対触手だと……」

　大きな琥こ珀はくの目に潤みが増していく。

　女の涙は暴力装置だ、というのは零れいの姉の言葉だ。どうにもならなくなった時に容易に状況を覆くつがえす力を持っているのだという。……今ならその言葉の意味がわかる気がした。

　けれど、ここで急にこっちがおどおどして謝るのだけは、間違いなく違う。けれど、泣いている彼女を無視するのも気が引けた。

　零れいは仕方なく鞄かばんからハンカチを出して、琥こ珀はくに渡した。

　彼女は無言で受け取ると、眼鏡を外してそっと目尻にハンカチを当てる。

「琥こ珀はく……どうして、最初に言ってくれなかったの？」

　美人の涙はやはり危険だ。零れいはあまり琥こ珀はくを見ないようにして訊きいた。

「それは……だって……」

　また、沈黙。

　けれど、今度のそれは琥こ珀はくが覚悟を決めるための時間。彼女の動どう悸きが聞こえてきそうだった。

　約一〇秒待って……琥こ珀はくは再び口を開く。

「……変態だと思われるから」

「思ってるよ」

「ほらやっぱり!?　もう生きていけない!!　この人殺し!!」

「何でだよ。こっち何もしてないよ」

「私を変態だと見下した!!　重罪!!　この犯罪者!!」

　琥こ珀はくはハンカチごと三み度たび両の手を拳に固め、胸の辺りでブンブンと上下に小刻みに動かす。

　頭が痛くなる状況だが、どうにかこうにか、零れいには真実が見えてきた。

「つまり、こういう事だよね？　ほんと──」

「どういう事？」

「それを今話すんだよ、ちょっと待って。早いよ」

「早漏？」

「ぶっ殺すよ？」

「人殺し!!　この犯罪者!!　宣言した!!　殺害予告した!!　通報したら即逮捕だよ!?」

「あのさ……」

「でも……菩ぼ薩さつのように慈愛に満ちたこの一いち之の瀬せ琥こ珀はくはそんな事しません。……シズクに小説を書いて欲しいから。……ね？　ほら？　尊敬の念を抱いたね？　今。間違っても変態だと見下したりしないね？」

「変態だとは思っているよ」

「どうして!?　酷ひどい!!　邪悪!!」

　変態というより、イカれているのかもしれない、と零れいは思った。

「……本当はきちんとした構想があるんだよね？　それも詳細なやつが」

　まだ何かくだらない事を言おうとしていたらしい琥こ珀はくだったが、さすがに「うっ」と短いうめきを漏らすと、身を固くする。口も、閉じた。

「答えないなら……この冒頭部分、直さない」

「そんなの酷ひどいよ!!」

　総じて酷ひどいのは絶対に琥こ珀はくだが、それを今更言ったところでどうしようもない。

　なので、零れいは聞き流した。

　零れいが本気だと感じたのか、琥こ珀はくはまたしばらく黙った後、涙目で、ハンカチを握り締めた手をかすかに震わせながら……頷うなずいた。

「……ある。一生懸命に……考えたのが……ある」

　やってられるか、と相手に罪悪感を植え付けてこの場を去る事もできるかもしれない。

　罪悪感という重しがある分、向こうはいきなり零れいの秘密をバラし始めるようなマネはしないはずだ。その間に弁護士に……。

　しかし、零れいにはここまでやって、少なくとも自分としてはかなり筆が乗った状態で書き上げた冒頭部分を否定するほどのアイディアがどんなものなのかを、確かめたかった。

　間違いなく、今一気に書き上げた四ページは零れいの中で最高の四ページだと自負できた。それを、違う、間違っていると言うのは、どんなものなのか……それを知りたい。

「冒頭部分だけでいいから、聞かせて」

　琥こ珀はくは視線をさ迷わせ、苦しそうに何度もツバを飲み込み……そして、長い長い躊ちゆう躇ちよの後に、ようやく覚悟を決めた。

　そっと零れいの隣に今一度座り直す。また体が触れている。

　彼女が震えているのが、それでわかった。けれど、気にしなかった。冷たい男だとか思われようが、そんなものはどうでもいい。

　ただ、真実を知りたいだけなのだ。

「冒頭、アンはね？　……ちゃんとパジャマを着た状態。ネグリジェ。それで……」

　体と同じように震える琥こ珀はくのか細い声。

　アイディアは確かにあるものの、文章として固まっているわけではない。それ故に、紡つむぐ言葉はたどたどしく、同時にふわふわとした描写にまみれていて、曖昧な内容だった。

　けれど……明らかに、芯がある。正確に言うなら、恐怖に苛さいなまれながらも初めての快楽に溺れていくアンの感覚が、琥こ珀はくの中には明確にある。

　いくら女に似ているとはいえ、勃たないとはいえ……零れいは男だ。それなのに、琥こ珀はくの言葉を聞いていると、自分には大きく、そして触手に好き勝手に乱暴される胸があり、存在しないはずの女性器の感覚を下腹部の奥に覚え始める。

　股ぐらに冷たい何かが触れるようなキュンとする感覚、そのくせ体が火ほ照てってくる。作中のアンと同じように、いつの間にか呼吸も乱れ、零れいは湿った吐息を漏らすようになっていた。

　何だ、これ……。

　零れいは生唾を飲み込もうとしたが、うまくできなくて、瞼まぶたを閉じるようにして無理矢理飲む。

　瞼まぶた裏うらの暗闇に、触手が浮かび上がり、うねり、そして零れいの体を──。

　零れいの全身の肌が、湿っていく。琥こ珀はくのたどたどしい言葉が続く。

「……え？」

　零れいは、そこで今まで経験した事のない痛みを覚えて、目を開く。

　股間の痛み。

　この時、生まれて初めて、零れいの男性器が──勃っていた。

　信じられないほど硬く、痛いほどにジーンズを突き上げている。

「……そして、悪夢から覚めて、冒頭はおしまい。……ど、どうかな？　シズク？」

　鼻先が触れ合いそうな距離で、不安気な顔をする琥こ珀はく。

　零れいは、驚きよう愕がくしたまま彼女を見つめ返した。







■第三章　妄想を体験に、体験を原稿に




　琥こ珀はくとは、とりあえず解散した。

　原稿は、カラオケボックスの三時間で四ページを無駄に書いて捨て、勃起しながら六ページを書いた。他の客の〝待ち〟が出たせいで延長できなかったのだが、恐らくあの後も作業ができれば、さらにもう何ページかはいけただろう。

　頭と心が現実に帰ってきていない。まだ琥こ珀はくの妄想と原稿の間を彷徨さまよっている。

　どうやって琥こ珀はくと別れたのか、よく覚えていない。ふらふらした足取りで、リュックサックを前にして身につけ、股間を隠すようにして駅に向かった。

　勃起は電車に乗った辺りで、ようやく収まった。

「な、なんでだ……？」

　電車に揺られている間、ずっとそれだけを考えていた。これまでアダルトビデオは無論、ネットの無修正画像・動画、ＶＲ、さらには風ふ呂ろ場ばで姉がいじって来た時でさえ無反応だった男性器が、何な故ぜ反応したのか。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はく。彼女が体を密着させ、耳元で囁ささやき出だしたあの時……まるで自分の意志とは関係なしに股ぐらが動き出していた。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はくは、綺き麗れいだと思う。大人の女性に見えて内面は子供っぽい。ウザさはあるけれど、それ故に付き合いやすさはあったし、遠慮しなくてもいい感じがして……恐らく普通に出会っていれば、そんなにネガティブな印象を抱く事はなかっただろう。

　何より初体験の巨乳の感触は今も零れいの右肘に残っている。彼女の匂いも零れいに『女の子』ではなく、これまで経験した事のない『女性』というものを意識させるに十分だった。

　ただ、それだったらあの時以前に勃起現象が始まってもおかしくはないはず。

　声か。彼女の声は確かに綺き麗れいだ。……音、いや、自分は声フェチなのか？

　零れいはハッとしてスマホを取り出すと、無線のイヤホンを耳にはめ、動画サイトへ。そして自立感覚絶頂動画ＡＳＭＲを探す、一番エロいやつを──！

　……が、ダメだった。エロい声と言葉で囁ささやき、たまに耳みみ舐なめ音おんがはいるというそれは、聞いていると「この人は何を考えて収録したんだろう」という冷めた感想が湧いてくるだけだ。

　大きな疑問を抱えながら自宅アパートへ帰ると、姉の瑠る菜なが玄関でブーツを磨いていた。

　ただいま、おかえり、といつもの機械的な挨拶を経て自室──という名の姉妹とセットの部屋へと向かうのだが……呼び止められる。

「零れい、担当さん変わった？　……何でって、だってお前女の匂いがしたから。え、彼女!?」

「……全然違う」

　彼女であってたまるか、という想おもいが顔に出ていたのだろう。瑠る菜なはそれ以上何も訊きかずブーツ磨きに戻った。

　母親に食事はいらない、と告げて狭い部屋にこもると、零れいは早速ノートＰＣを開く。今日書き上げた小説の冒頭を今一度開いてみる。

　読み進めるにつれて頭の中に琥こ珀はくの囁ささやきが思い出され、吐息に湿り気が増す。股間が妙にもぞもぞして足が動く。……少しだけ硬度が増した。いわゆる甘勃ち、というやつだ。

　読みながら誤字脱字を直していたせいか、それ以上の反応はなかったが、それでも今までウンともスンとも言わなかった男性器にとっては驚天動地の反応だった。

　零れいが小説一本書き上げるほどに苦悩した問題の答えを……確実に一いち之の瀬せ琥こ珀はくは握っている。

　零れいは無意識に股間に手をやり、ぎゅっと男性器を握った。

　その時、スマホが震える。見れば担当の小こ谷たにからのＬＩＮＥメッセージ。

《先生、どうですか？　今回はイケそうですか？》

　全て見られていたような気がして怖くなるものの、基本小こ谷たにからの連絡は〝行け〟〝行く〟は〝イケ〟〝イク〟とクレイジーな変換なのを思い出した。

《実はご相談があるのですが……。小こ谷たにさん、今いいですか？》

《はい、ナンでしょう？》

　零れいの手が止まった。迷う。

　当初の予定ならば、すぐにでも編集部に情報漏ろう洩えいと脅迫の件で助けを求めるはずだった。

　だが今、それをすると琥こ珀はくとの関係が途切れてしまうかもしれない。

　そうなると、もう二度と自分の股間は──。

　何よりあの心がかき立てられる物語の展開はわからないまま──。

《今書いている原稿、プロットから内容を変更してもいいですか？》

　脅迫の訴えは、股間の真実と結末を確かめてからでも遅くはない。零れいは思い定めた。

《全然イイですよー、イイのがあったらどんどんイっちゃってください》

　簡単な応答。どうせ自分の作品に興味などないのだろう。零れいは自嘲しつつスマホを置く……が、その手が離れる前にまた振動する。

　さすがに内容確認をさせろと言ってきたのかと思うものの……見ると、相手は、琥こ珀はくだった。

　最初驚いたものの、よくよく思い出してみればカラオケボックスで別れる直前に半ば強引にＬＩＮＥのフレンド登録をさせられていたのだ。勃起の衝撃でこの辺の記憶が曖昧だった。

《明日学校終わり次第、ハイビスカフェまで来て。もちろん、執筆のためだからＰＣ持ってきてね。金曜日なんだから、ガッツリやろう！》

　ぞわり、とした。ハイビスカフェは零れいの通う高校のすぐ近くにあるカフェだった。

《そこでは執筆しない。学校関係者が多すぎる》

《わかってる。単に家の近くの方がいいかと思って。合流次第場所移動するから安心して？》

　こちらに気を遣ってくれた、というよりプレッシャーをかけてきたのだろう。忘れるな、逆らえば秘密をすぐにバラす、個人情報は押さえているんだぞ、と。

　苛いらつくが……しかし、ここで何か言ったところでこちらに得るものは何もない。

　零れいは不満を飲み込み、わかった、とだけ返信したのだった。

　明日、見極める。琥こ珀はくの何に反応しているのか。

　もし万が一にも一いち之の瀬せ琥こ珀はくという人間そのものに対してだったら、それは……。

　いや、そんなはずはない……と、思う。
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　学校の制服のままハイビスカフェに行く気はなかったので、一度帰って着替える事にした。

　今日は金曜日だ、ダイナミックに夜遅くまで遊ぼうじゃないか！　と言った直後にサウナに誘ってくる山やま岩いわ君らをバイトだと言ってかわし、零れいは素早く帰宅した。サウナでどうやってダイナミックに遊ぼうというのか……。

　自室に戻ると先に中学生の妹、薄はつ荷かがすでに帰ってきており、私服に着替えようとしているところだった。二人並んで、制服を脱ぎ始める。

「あの、さ……お兄ちゃん、昨日なんかすごくうなされていたね」

　実は触手に襲われる夢を見ていた。まさに、アンそのもののように……。

「いつも……お兄ちゃん、苦しんでばかりで……かわいそう……」

　下着姿の薄はつ荷かはそんな事を口にしながら、脱いだ制服を手に両の瞳をうるうるさせる。当然、彼女が言っているのは夢の事だけでなく、勃起不全で悩んでいた過去も含めての事だ。

『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』の中でかなり詳細に書いたが、零れいの勃起不全問題は家族一同を巻き込んだ大問題となっていた。その時、薄はつ荷かは常に同情的で、優しく、そして零れいより泣いていた。

　その繊細過ぎる精神は、ガサツな姉と足して二で割れば丁度いいのに、と零れいは常々思う。多分、肉体ごと混ぜ合わせて二で割っても見た目は何も変わらないだろうし。

「大丈夫。心配しないで。……それに、辛つらい過去があったから作家にもなれたわけだし」

　お兄ちゃん、と薄はつ荷かは体を寄せてくるので、仕方なく零れいは妹の肩を抱く。兄きよう妹だい共にあられもない下着姿で同じ顔で抱き合うというのは、なかなかに──。

「変な光景」

　三段ベッドの最上段から、ボサボサ頭の姉が顔を出して、言った。昼もとうに過ぎたこの時間まで寝ていたのだろう。大学生というのはゆとりのある生活らしかった。

「お姉ちゃん酷ひどいよ！　もっとお兄ちゃんの事を考えてあげて！」

「いや、僕も変だと思う」

「えぇ!?　お兄ちゃんまで!?」

　零れいは、ひぃー、と今にも泣き出しそうな声を出す妹を無視し、ジーンズを穿はき、適当なシャツに白のフーディを選んで羽織った。

「零れいさぁ、前から気になってたけど何でアンタ、フーディばっか揃そろえてんの？」

「……楽なんだよ。少し寒くてもフード被かぶったらなんとかなるし」

「てっきりチンコの状態をアピールしてんのかと思ったわ」

「フード脱いでる時は剝むけてるって？　頭沸いてんのか」

　月つき岡おか家けの特色として、零れいの男性器の話は一切の規制がなかった。大騒ぎしすぎて今更恥ずかしがる事もなくなっていたので、朝食時にも普通に話題に上ったりもする。家庭内に関してだけなら、零れいもまったく気にならない……が、薄はつ荷かだけは違った。

　下着姿のままの薄はつ荷かは顔を真っ赤にしつつ、腰が抜けたようにその場に座り込んでしまう。彼女だけは、初う心ぶなままだ。

　こうなると薄はつ荷かはしばらくどうにもならないので、零れいはＰＣの入ったリュックを背負うと、遅くなる事を告げて家を後にした。

「昨日の女？　うまく言っとくから時間は気にすんな。ちゃんと勃たせてもらっておいで」

　その言葉に零れいはドキリとした。

　ガサツな瑠る菜なだが、たまに慧けい眼がんをみせる事がある。実際、零れいの悩みを誰よりも先に見抜き、手段はどうあれ誰よりも解決しようと奮闘してくれたのは他ならぬ彼女だった。

　当時中二の零れいが風ふ呂ろで体を洗っていると突如として高一の瑠る菜なが現れ、いきなり男性器にアレコレし始めたのだ。「ほら、おっぱいとか触ってていいから」という彼女の現実に放った台詞せりふは『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』の帯に使われ、このシーンは一部界かい隈わいで異様な人気を博した。

　ちなみにその後は薄はつ荷かが参戦しかけた際、「同じ顔の姉妹にやられて勃つ奴やつがいるか！」と零れいが言ったら、確かに、と身を引き、そして零れいの秘密が家族で共有される事となったのだ。

「……まぁ、勃つならありがたいよ」

　瑠る菜なが目を見開く。確かに今の言葉はこれから女性と会う事を肯定していた。

「え、マジで彼女!?　ちょっ、だったら何かの切っ掛けで勃ったら即座にぶち込ませてもらいなよ!?　多少強引で問題になっても、最悪後でアタシが何とかしてあげるから！　でも避妊だけは忘れずに！　あと爪切ってる!?　焦あせって穴間違えたらダメだよ!?」

　姉は悪い人じゃない。それはわかっている。倫理観が死んでるだけだ。

「彼女じゃない」

　零れいは念を押した。では、何なのか。そんな疑問を抱えつつ。
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　零れいはフードを深く被かぶり、辺りを警戒しながらハイビスカスカフェへと向かった。

　そこは個人経営の古びた喫茶店だが、とにかく学校に近い立地からして油断はできない。

　零れいは一人だけ潜入任務スニーキング・ミツシヨンでもしているような気分になり、途中から少し楽しくすらなってきたものの……最後の最後で心が折れた。

「テラス席に座るなよ……」

　一つだけあるテラス席に琥こ珀はくはサングラスをかけてモデルの撮影か何かのようにして座っていた。その端麗で自信に溢あふれた姿、ラップロングスカートから覗のぞく組まれた足も魅力的だ。あまりにサマになり過ぎて異様に目立っており、通りを行き交う人々誰もが視線を向けていく。

　その中には男子高校生が不自然に行ったり来たりしている姿もあり……あそこに飛び込む事は潜入任務スニーキング・ミツシヨンの完全な失敗を意味するだろう。

　零れいはＬＩＮＥで琥こ珀はくに苦情を入れる。するとそれを見た彼女はキョロキョロと辺りを見回しながら立ち上がり、口を大きく開く。

「シィ～～～～、ズゥ──────……」

　ファ○ク!!　零れいはゲームプレイ中以外ではまず口にしない悪態と共に、猛烈な速度でテラス席へと突撃した。

「あははは、来た来たぁー。召還獣みたい」

「脅迫の仕方が雑過ぎるんだよ！　早く、早く行くよ！　行くの！」

「早漏宣言？」

「ぶっ殺すよ？」

　店を出るんだよ、目立ってるんだよ、迷惑なんだよ、と説明してやりたい気持ちはあるが、その時間も惜しかったので、ともかくとばかりに零れいは琥こ珀はくの手を取る。それがあまりに乱暴だったせいか、琥こ珀はくは「きゃっ」と驚いた声を出した。

「待て貴様!!　ナンパするにしてもやり方ってもんがあるんじゃないのか!?」

　……まずい。ここで揉もめ事ごとだけは避けたい。何とか凌しのぐしかない。

　プライドもクソもあるか！　零れいは腹をくくってフードを取り、妹の顔マネ──つまり、かわいい女の子の顔をした。

　女と女なら見逃してくれる……はずなのだが、そううまくはいかないのが現実だった。

　振り返った先にいたのは、学生服を着た山やま岩いわ君と川かわ端ばた君だった。男達は、絶句した。

　零れいはまるで偶然にも浮うわ気き現場を目撃されたかのように混乱し、冷や汗を吹き出させる他になかった。何を言っていいか、わからない。それは山やま岩いわ君も同じ……だが、川かわ端ばた君は違った。

「とりあえずプロレスごっこで汗を流すという事でよろしいですな？」

　いいわけねぇだろ、と零れいと山やま岩いわは声を揃そろえた。しかしそれで二人の石化状態は解けた。

「違うんだよ、山やま岩いわ君、僕はこの人と知り合いで……」

「わかってるよ、月つき岡おか。俺達とサウナ行くより、大事な事ってのは……まぁいっぱいあるよな。美人なお姉さん……か。女子大生かな？　いいよな。最高だろうよ。ロマンがある」

　うんうん、と何な故ぜか琥こ珀はくが満足げに頷うなずいている。

「けどな、月つき岡おか。バイトだって噓うそつくのはダメだって。俺達は友達だ、サウナに行くより大事な予定があるならそれでいい、正直に言ってくれ。俺は哀かなしいんだよ。噓うそを吐つかれた事がさ。……なぁ、月つき岡おか、十代においては友情こそが大事だと思わないか？　それを噓うそなんかで……」

　作家活動の事もあるが、この場合はバイトがあると断った相手と、明らかにバイト中ではない状況で出くわしてしまった、という気まずさが強かった。

　山やま岩いわ君の本当に哀かなしげな目が零れいの心を責め立てる。

「た、確かに友情は大事だと……思ってる。ごめん。今度からは噓うそは吐つかない。今日はちょっとこの人と予定があって、言いにくくて……」

「そうか、わかった。わかってくれて嬉うれしいよ。マイ・フレンド。……ところで友情の先には何があるんだろうな。これから一緒に三人で確かめてみないか？」

「確かめないよ、その先は行き止まりだよ」

　ナチュラルにいつもの穢けがれた山やま岩いわ君になったので、零れいは少しホッとして二人に別れを告げた。じゃあまた月曜日に学校で、と手を振る。二人も手を振る。しかし……去らない。

「……去れよ」

「いや……俺達もここで珈コー琲ヒーでも飲もうかと」

「そうでござるぞ？　珈コー琲ヒーでホッと一息ついた後、激しくプロレスを……」

「あ、私、奢おごろうか？」

　めっ！　と、店員を呼ぼうと手を上げかけた琥こ珀はくの手を零れいは叩はたき落おとした。

　零れいは琥こ珀はくの腕を取り、友を残して半ば強引に店を離れた。

「ほら、もう大丈夫だって、お友達とは離れたよ、ほら、大丈夫だって」

　山やま岩いわ君はともかく、川かわ端ばた君は油断ならないので、警戒は必要だ。

　当たり前に「追跡任務でござる」とかほざいて尾行してきている可能性も十分考えられる。チーム型オンラインバトルロワイヤルＦＰＳのデスニードラウンドで、彼は昨年の公式大会中に──特に意味もなく──ナイフだけで一五人連続キルをやってのけた国内ランキング八位、世界ランキング四〇位に入る猛も者さだった。常識が通じると考える方が間違っている。

「で、今日はどうするの。琥こ珀はく」

「あ、うん。その前にアドバイスなんだけど……とりあえずあの変人二人とのつきあい方は考えた方がいいよ。アレ、体狙いだよ、絶対」

「琥こ珀はくが言うなよ、脅迫者め」

　えへへ、と琥こ珀はくは何な故ぜか照れつつサングラスを外す。何な故ぜ照れるのか、零れいにはわからない。

「それでね？　今日は行く所があります。えーっと……こっちか」

　琥こ珀はくは駅方面に背を向け、住宅街へとずんずん歩いていく。

　零れいが知る限り、この方角にはせいぜいスーパーやコンビニなどがあるだけで、カフェやカラオケの類はないはずなのだが……。

「はい、ここでーす」

　琥こ珀はくがドヤ顔で示したのは、ごく普通の学生向けっぽい──要は小さめのアパートだった。

　誰かの家かと思ったが、琥こ珀はくは当たり前のように鍵を取り出し、中へと入っていく。

　表札を見やれば、メモ帳の紙がテープで雑に貼られており、そこにはサインペンで『ゴッド・クリエイターズ・ハウス』と書かれていた。

　零れいも訝いぶかしみながら中に入れば……人の匂いがしない。新築というより、きっちりクリーニングした事で人の残のこり香ががない……そんな感じだった。

　無味乾燥の一階のワンルーム。生活に必要なパイプベッドやらキッチン周りやらは揃そろっているが、必要最低限のものばかり。それ以外では窓に向けて設置されているデスクとチェアがワンセット、あとは食事とかに使えそうな座卓と座ざ布ぶ団とんが二枚あるだけだ。

「……何、ここ？」

「作業場です」

「誰の？」

「私達の」

　はぁ？　と、零れいは思わず甲高い声が出た。

　琥こ珀はく曰いわく、カラオケボックスはいいところで邪魔が入るという難点があった。なので、昨日のうちに契約しておいたウィークリーマンションなのだという。

「必要なものはだいたい揃そろってるし、防音もバッチリなのを選びました。Wi-Fiも初めから使い放題。名前はゴッド・クリエイターズ・ハウス！　略してＧＣＨ！　いけるね！」

「……お金は？」

「とりあえず二ヶ月分は前払いした」

　正気か、と思わず零れいは思った。琥こ珀はくは確かに印税やら何やらは零れいにくれると言っていたが、仮にそこから経費として差っ引くとしても、これはかなりの問題だ。

　通常、日本において本の印税は一〇％。これより下がる事は往々にしてあるが、逆にこれを超える事は例外中の例外とされ、仮にあったとしても前例を作るわけにはいかないということで別名目で振り込まれたり、関係者に箝かん口こう令れいが敷かれたりするぐらい徹底している。

　恐らくキュリオス文庫なら一〇％をもらえるだろうが、それにしてもこのご時世だ、文ぶん壇だん書しよ房ぼうがよっぽど売る気を出してくれたとて、せいぜい一万五千部程度、キュリオス文庫では標準的な六六〇円とした場合、印税は九九万円。これに源泉徴収として手元に届く前に税金として一〇％を持って行かれるため、実際手元に来るのは八九万一〇〇〇円である。

　さらに、現実ではこれからさらに国が税やら何やらを持っていくため、本当の収入となる金額はさらに減る。そのため都内在住の作家が喰くっていくためには最低でも年間三～四冊を出す必要があるとも言われている。

　だというのに、ウィークリーマンションを作業場として借りるというのがどれだけクレイジーな事か、中学生でもわかる。

　駅から遠いにしても一応は都内のため、恐らく月五～九万は取るだろう。それを二ヶ月……。

　琥こ珀はくが算数の苦手なバカか、後先考えないバカか、単なるバカでない限り、彼女は今回の作品を創るに当たって利益など本当にまったく考えていない、というのを明確に零れいは理解した。そしてＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスという小学生ですら恥ずかしさを覚える命名をした上、堂々と人目に触れる表札に書くなどもはや正気の沙汰ではない。

「で、今日やる事なんだけど……一応……なんて言うか、今後の……その指針というか、プロット的な感じなのを……用意はしたんだよね」

　琥こ珀はくは昨日と違い、ノートＰＣが入っていそうな革のバッグを持ってきていた。そこからＡ４用紙が収まったクリアファイルを取り出すのだが……なかなか渡してくれない。

「何て言うか、まぁちょっと今日シズクに書いてもらうために、急いだわけでね？　時間がなかったからバーッと書くしかなかったから誤字脱字とかすごく多いと思うし、内容もまだ全然精査されていない感じとかもあるからそういうのは一切合切無視するのはお願いしたいんだけど、でも本当ちょっとテキトーにやりすぎたかなーって私自身思うわけで、何ていうか、あぁここアレの影響受けちゃってるなーっていうところもあったりするけどそこら辺無視してもらいたいって事は覚えておいてもらうとして、まぁでも後で直したりもするだろうからそのままでもいいといえばいいかなって感じもするんだけど、気をつけて欲しいわけで、あとはお任せだけど、いやでもやっぱり雑だよね、うん、思い出してみるとホント雑、テキトー過ぎって感じで整合性が甘あま々あまで見せるのもちょっとアレだよねーって感じがするから今日はやめとこう」

　琥こ珀はくは顔を赤らめて気色悪い笑みを浮かべながら猛烈な早口で言ってクリアファイルをまたバッグに戻した。

「何でだよ……」

「だ、だって人に見せられるレベルじゃないっていうか……！」

「恥ずかしがっているんじゃない。いいから、ほら、早く」

　零れいも琥こ珀はくの今の気持ちがわからないでもない。自分の創ったものを人に見せるというのはいきなり一人だけ服を脱いで恥部を見せるに等しい恥ずかしさを伴うものだ。それを初めから気にしないという人がいたとしたらよっぽどチンコがデカい、違う、真の天才か自分を天才だと思い込んでいるボクちゃんのどちらかだ。

　零れいの場合は、最初の一発目で家族を含めた恥部をまるごと世間に晒さらしたため、もはや恥ずかしさはないが、琥こ珀はくはそうもいかないだろう。相手が零れい一人であっても、だ。

「渡してくれないなら今日何もできないんで、帰る？」

「そんな!?　……でも、仕方ないか」

「いや、止めようよ。止めるとこでしょ。そんなに言うならってなる流れでしょ？」

「どうしてそんなに意地悪するの？　シズク、性格悪いよ……」

「脅迫して小説書かせようとする人間の言葉じゃないよ。ほら、さっさと」

　クッ、と漫画でしか出てこないような言葉を吐きつつ、琥こ珀はくは震える手でクリアファイルを今一度取り出す。零れいがそれをつかむ……が、琥こ珀はくが放さない。

「いい、読むのは、いいから」

「じゃ放せ」

「ただ多分変なところいっぱいあるから、そういうのは……」

「変なところは昨日から飽きるほどずっと見てるよ」

　零れいは力尽くで琥こ珀はくの手からクリアファイルを奪い取ると、七枚あったそれを読み始める。

　内容は琥こ珀はくの喋しやべりと同じで、どこか具体性に欠けるというか、感情、感覚、思いつきを優先して書き連ねているため、全体的にふわふわしていて、〝何をしているのか、何のシーンなのか〟というのがよくわからない。

　だが、それでも何を描こうとしているのか、何を伝えたいのかだけは明確に伝わってくる不思議な文章だった。多分、余計な格好つけや変な表現を使わず、素直に、思うがままに文章を書いているせいだろう。小説だとすれば味わいに欠けるが、今回はこれで十分だった。

　ただ、問題がないわけではない。明らかに気になる箇所があった。

「くぅ～～～！　うぐぅ～～～～～～!!」

　ベッドに突っ伏して身み悶もだえしている琥こ珀はくが異常にうるさい。

　あのさ、と話しかけても身み悶もだえとうなりを続ける。仕方ないので零れいは力任せに掛かけ布ぶ団とんをつかんでベッドから引っ張り下ろす──すると、琥こ珀はくも一緒にべちょっ、とベッドから落ちた。

「ぼ、暴力反対！」

「だったら返事しなさい」

　琥こ珀はくは零れいの手にあるＡ４用紙を見ると、ハッとし、そして恐る恐るというような顔をする。

「……どう、だった？　酷ひどい？　酷ひどいよね、わかってる、わかってるんだ、どうせダメだって、だから……その……」

「いや内容とかよりまず訊ききたいんだけど……これ、純愛、そして乙女の揺れる心ってのがテーマだったよね？」

「……うん、ベタだってのは……わかってる」

「それはいいんだけどさ。最初の時、琥こ珀はくは僕に、主人公のアンが二人の男の間で揺れ動く……三角関係の物語って説明したよね？」

「……うん、こっちもベタだよね、うん、わかってる、わかってて書いた」

「うん、まぁベタとかそういうのはどうでもいいんだけど……イケメン貴族の、シモンさん？　の方は、まぁ、わかる。ベタだけど。町娘のアンに惚れる過程とかよくわかんないけど、まぁ、何かわかるよ、うん。……でもさ、もう一人の相手？　アンが肉欲を求めちゃうマロニエさんさぁ……」

「うん？」

「触手の化け物じゃねぇか!?」

　零れいは、叫んだ。

「冒頭の悪夢はイメージとかじゃないのかよ!?　実際に襲われてたかよ!?」

「い、いいじゃない!?　心は貴族のシモン様に、でも体はマロニエの触手を求めちゃう純真無む垢くな乙女を描きたいの!!」

「純真無む垢くな乙女は触手プレイを求めない!!」

「女の子にだって性欲はあるんだよ!?　差別するの!?」

「そういう問題じゃない!!　何だよコレ!?　マニア向け小説だったのかよ!?　プロットの途中まで気づかなかったよ!?　途中でアンがマロニエさんに抱かれたと同時に全身の穴に肉棒を突っ込まれたシーンとかいったいどんな秘伝の性技を使ったのかと思ったわ!!」

「……アレ？　巨大な口と数十本の触手を持ったぬめぬめのこの世ならぬ化け物がマロニエって書いてなかったっけ？」

「ない」

「あー、ごめん。もうそれありきっていうか、前提すぎて書き忘れたんだね。ちなみに巨大な口の中には触手とは別にぬめぬめした舌が数十枚あるの」

「エグいよ」

「クライマックスではマロニエのお口の中にアンが押し込められて、全身を余すところなく舐なめ舐なめされます」

「快楽のためにだけに創られた化け物かよ……」

「素敵でしょ？」

「怖いよ」

　元々変な人間だと思っていたけれど、零れいの予想とは違う方向に彼女は特殊だったらしい。性癖が歪ゆがんでいる。

「……ともかく、琥こ珀はくが楽しんで書いたのは、わかった」

　だからだ。だから、彼女の書いたプロットは文章に落ち着きなく、良くも悪くも踊っていたのだろう。まさに妄想を書き殴りつつ、無理矢理物語としての体裁を保ったに過ぎないのだ。

　ただ、それ故に、ストレートに気持ちが入っている……入っては、いる。

「た、楽しんでなんか書いてないし？　あくまで市場の需要を研究した結果で、別に私の趣味とかそういうのは関係ないわけで……むしろ？　うん、むしろ下品で嫌いな感じだし？」

　赤い顔の琥こ珀はくは腕を組むと視線をそらしつつ、鼻で笑うような表情で、ほざいた。

「そういう自分の趣味でもなんでもない、むしろ嫌いだけれど売れるからって理由だけで創られた作品は好きじゃない。書くのはやめよう」

「ごめんなさい。触手が大好きです。私の趣味です」

　即座に土下座してくる辺り、琥こ珀はくはかなりガチなのだと零れいは戦慄を覚えた。

　ふぅ、と零れいは深くため息を吐ついて、土下座の琥こ珀はくの正面、床に座った。

　正直、厄介な状況である事には違いない。触手のクトゥルフ染じみた化け物など、零れいの趣味からすれば、それこそロケットランチャーで吹っ飛ばすべき対象にしか思えない。

　……とはいえ、だ。ふわふわした内容だし、得意でないジャンルではあったが……何だか、興味が出てしまう。プロットはまだラストまでは描かれていないのだが、やはりこれがどんな結末を迎えるのか、気になってしまう。

　そう、言うなれば……面白かったのだ。自分が手を入れれば、より面白くできるし、その作業自体も楽しいかもしれない……そんな気がした。

　しかし、違う、とすぐに気づいた。何ちょっと前向きになっているんだ、と零れいは自分を𠮟る。

　今零れいがここにいるのは、いったい何に零れいの男性器が反応するのかを調べるため。間違っても一いち之の瀬せ琥こ珀はくなる謎のパッパラパーかつ変態染じみた性癖を持つ女と共同で作品を創るためではないのだ。書く作品はその調査期間の時間稼ぎであり、クオリティ・アップや、そこに楽しみを見いだそうとする必要はないのである。

　確かに気にはなるから、結末さえ見届けられれば、あとはもう……。

　今だけ、琥こ珀はくと自分のプライドを誤魔化せれば、それで……。

「……じゃ琥こ珀はく、今日はこれに沿って書いていく感じで？」

「あ、ちょっと、その前にというか、今後のためにも今日は原稿進める前に、ライタータイプのシズクにちょっと勉強というか資料として頭に入れておいてほしいものがあるんだ。……準備してきたから、まずはそれやってからで」

「……暇なの？」

「大学はちゃんと行ってるよ？　今日はたまたま講義がなかっただけ。親の仕事を手伝ったりもしてるけど、最近は海外ばっかりだからあんまり出番ないし」

　やはり琥こ珀はくは大学生らしい。となれば零れいが最初に読んだように、二十代頭という年齢に間違いはないだろう。親の仕事の手伝いと海外ばかりというのが少し気にはなるが……。

　資料と言いながら、琥こ珀はくは何な故ぜか備え付けの冷蔵庫に向かい、中から何かを取り出してくる。

「シズクが書いた冒頭、素晴らしかったよ。今まで読んできた小説の中でも最高だと思う。……でも一つだけ引っかかりがあったんだ。それは私のミス。伝えきれなかったから……」

「何を？」

「ぬめり」

　ぬめり。零れいは思わずそのまま琥こ珀はくの言葉を反はん芻すうする。そして意味がわからず頭が混乱するも、彼女が何を言わんとしているのかが冷蔵庫から出てきたもので予想がついた。

　零れいの前に並べられたのは、タッパーの中の白濁液に浸つかった不穏な形状の……棒だった。その長さ、実に二〇センチはある。

「なに、これ……」

「これは、こんにゃく。こっちは寒天ゼリー。この白っぽいのは、名古屋名物ういろう」

「日本の伝統菓子をどうしようってんだ……何でちょっと先端が膨らんでるんだ……」

「さぁシズク、服を脱いで」

「え!?」

「練乳入りの蜂蜜に漬け込んでるから、ベトベトになるよ？」

「あの……ちょっと、それって……」

「わかるよね？　赤ちゃんじゃないもんね？　……わかるよね？」

　琥こ珀はくはニッコリ笑いながら、ういろうをつまみあげると、それの膨らんでいない方に菜箸をズブリと差し込み、取っ手を作った。そう、触手棒の誕生である。

「い、嫌だ……」

「じゃしょうがないなー。窓からシズク先生の秘密をバラしちゃうよ？　通っている高校近いよね、ここって。という事はこの住宅街に同じ学校の生徒の家があったりするんじゃない？」

　先ほどまで攻める側にいたせいでやや忘れかけていたが、自分は脅されてここにいるのだ。

「ほら、全部じゃなくてもいいから、下着類までは取らないでいいから。汚れても大丈夫、洗濯機があるし、実はちゃーんと着替えも用意済み。安心して。私が洗ってあげるから、ね？」

　当たり前のようにブルーシートを出す琥こ珀はくを見て、零れいはようやくわかった。彼女はコレをやるためにこの部屋を用意したのだ。こんな変質的なプレイはカラオケボックスでは無理だ。

　零れいが相手にしているのは、恐らく金持ち、美人で、それでいて……イカれた変態なのだという事を今一度理解した。

「さぁ、こっちは準備できたよ？　そっちは？」

　掛かけ布ぶ団とんや枕などが除かれたベッドの上にブルーシートが敷かれ、その脇に白濁したぬめぬめ汁と不穏なぷにぷに系の棒が収まるタッパーがセットされる。

　まるで処刑場に足を踏み入れた気分だと零れいは思った。

「月つき野のシズク先生？　どうしたのかなー？　聞こえない？　じゃ、月つき岡おか零れいちゃんって呼んだら聞こえるかなー？」

　勝ち誇った顔がやけに似合う女だと、零れいは思う。

　プライベートな情報は何も知らないに等しい相手だが、それでも見えてきたものがある。

　金持ち、それも手厚く庇ひ護ごされているような資産家と同等か、それ以上に周囲から守られるような権力のある、そんな家の息女なのだろう。そうでなければこの顔と体つきで、パッパラパーのままで成人できるわけがない。

　見た目がこれだけ良ければ悪い男達に狙われないわけがなく、自然と心に傷か、強さ、はたまたその両方を持ち合わせるものだ。間違っても今の琥こ珀はくのような……良く言えば無邪気な子供のまま、悪く言えばバカかアホかウンコか変態かその類のままではいられない。

　だから、と零れいは結論付ける。そういう家の人間だからこそ勝ち誇った顔が似合うのだ、と。人を見下してきた家系なのだ。

　零れいは偏見を多大に含めたプロファイリングを展開し、一いち之の瀬せ琥こ珀はくという人間は顰ひん蹙しゆくを買うタイプの家で生まれ育った人間、言うなれば漫画などでは悪人ポジションなのだと決めつけた。

　そうでもしなければ、この状況に屈してしまいそうだった。向こうが悪人か鼻持ちならない嫌な奴やつなら、恨む事でかろうじて自らの精神を支えられる。

「……わかった。上だけ……脱ぐ」

　零れいは琥こ珀はくに背を向けパーカーとシャツを脱ぎ、半裸になった。

「ダメ、下も。冒頭の悪夢は足先から忍び寄る触手なんだから」

　それはさすがに、と、零れいは苛いら立だちと共に振り返ると……何な故ぜか琥こ珀はくも上を脱いでいた。その白い肌と高級そうなブラに包まれた予想以上の乳房のサイズに、零れいは思わず息と生唾を飲む。

「な、何で……そっちも脱ぐの？」

　汚れるからに決まってるでしょ、と軽く琥こ珀はくは言い、ラップロングスカートのホックにも手をかけ、そして床に落とす。すると出てきたのは下着ではなく、ミニスカートだ。二重スカートの構造だったらしい。

　さてと、と琥こ珀はくは零れいのジーンズに手をかけてくる。

「シズクも脱ぐ！」

　琥こ珀はくは力任せに引きずり下ろそうとするものだから、零れいは引っ張られるようにして思わず床に膝を突く。ジーンズのボタンを外していないので、ジャージか何かのようにスポッと脱げるわけではないのだ。

「ちょっと待って、痛いッ！　腿ももがすれて痛いって！　わかった、脱ぐから！　待って!!」

　零れいはさすがに観念した、というより琥こ珀はくが上半身を脱いだ事で、むしろ男の自分が脱がないのはバランスが悪いという、おかしな感覚が湧いてきていた。

　じーっと見てくる琥こ珀はくの視線を気にしつつ、零れいはボタンを外し、チャックを下ろして、ジーンズを下ろしていく。

「あ、ボクサーパンツなんだ。いいねー」

　うるさい、と零れいは悪態をつきつつ、自分が勃たない人間でよかったと生まれて初めて思う。そうじゃなければ、今頃恥も外聞もなく、大変な状態になっていた事は想像に難かたくない。

「はい、ここで琥こ珀はくがタックル！」

　琥こ珀はくが言うなり、本当に零れいにタックルをかます。膝下までジーンズを下ろしていた零れいは何ら抵抗できずブルーシートの敷かれたベッドの上に押し倒された。そしてすぐさま琥こ珀はくが覆おおい被かぶさってくる。パイプベッドが軋きしみを上げる。
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「驚いた？　でも口で言うより早いから」

「な、何が……」

　先日のカラオケボックスよろしく、黒く長い髪が垂れてきて、琥こ珀はくに包まれるかのよう。

　彼女の匂い、ぬくもり……。

　だが、今回は前回とは大きく意味が違う。文字通り、肌を合わせているのだ。

　信じられないぐらいにきめ細かい肌に、細いくせに全身どこも柔らかい。零れいの腹部にこすれる琥こ珀はくのブラの硬さだけが異質だった。

　琥こ珀はくを押し返そうとするが、服を着ていないとどこを触っていいかわからない。ウエストも肩も華きや奢しやで傷つけそうだし、普段服の下に隠されている肌を触るのはひどく卑ひ猥わいな気がして……。そうじゃない場所とすればブラで覆われている胸ぐらい……本末転倒だった。

　何とか肋あばらの辺りを押そうとするが、慌てていたせいなのかまるで琥こ珀はくの胸を下からすくい上げるようになってしまった。二つの大きな球体が柔らかに動く。重さを感じる。

　思わず力が抜けた零れいの腕を琥こ珀はくがつかむ。

「変な事しない」

「ち、違う、変な事なんて……そっちだろ！」

　琥こ珀はくは零れいの両手首をつかむとそのまま万歳でもさせるかのようにして頭上に持ち上げ……そして、カチャリと何か硬い物を取り付けた。

　手錠だ。しかも鉄てつ格ごう子しのようになっているベッドボードのパイプ柵を通して、だ。

　つまり、拘束されたのである。

「はい完成♪　ジーンズ、脱がしちゃうね。……あ、これ忘れてた」

　驚いて声すら出せないでいる零れいの足からジーンズを素早く抜き取ると、琥こ珀はくは魔法のようにどこぞから取り出したアイマスクを取り付けてくる。

　体の自由も視界も奪われて、ようやく零れいの胸に恐怖が沸き起こってきた。

「な、何で……何で……こんな……ねぇ!?　ねぇったら!?」

　慌てふためきながら腕に力を入れるもガシャン！　という手錠とパイプがぶつかる金属音が響くだけ。ただ、それでわかった。手錠は玩おも具ちやのプラスチックではない、本物だ。

「何ら抵抗できない暗闇の中、触手の感触だけを強制的に味わわされるアン……それが冒頭の悪夢。シズクにもそれを体験してもらいます」

　それを言われてようやく琥こ珀はくのやろうとしている事が理解できた。

　できたが……これはやり過ぎじゃないのか。

　理解ができた事で恐怖は幾分薄れたが、代わりに屈辱と怒りのようなものが沸き起こり、暴れ……かけたが、それも次の瞬間に無抵抗になった。

　暴れるのを防ぐためか、琥こ珀はくが零れいの足首を跨またいだのだ。それも零れいの両の足先が完全に琥こ珀はくのミニスカートの中に入れられてしまっていた。

　もちろん見えはしないが、足の甲に感じる彼女の尻と下着感触、そして脛すねを挟み込む彼女の腿ももの感触と体温、触れるミニスカートの裾の感触が……そうだと告げていた。

　予想外の展開に、零れいはまた言葉を失った。

「それじゃ、始めよっか。……今アンは夢の中。ふと、足下に何か湿り気を感じる……」

　……来た。

　ぬちゃ、としか表現しようのない触手の先端が、零れいの左ひだり腿もも、そして右みぎ腿ももに来る。うっ、と思わず声が出た。こんにゃくか寒天ゼリーかういろうか……練乳入り蜜をまとわせたそれは、まさに触手でしかなく、まるで生きているかのように零れいの肌を舐なめ上あげていく。

　糸引く粘り気のある液体が体を覆い、むせかえるような、重く甘い匂いが充満していく。

　触手は足にとどまらず腹部、胸へ。そして乳首の辺りを執しつ拗ようにいじってくると、二本のうちの一本はそのまま上昇を続け、零れいの頰や耳を嬲なぶる。

　ひとしきりうなじと耳で遊んだ触手は、再び頰をたどり……そして、零れいの口へ急に滑り込む。

「うっぐっ!?　こ、れ、だめぇ!!」

　口内を暴れる触手に、零れいはむせながら叫んだ。アイマスクの下に涙が浮かんでくる。

　零れいは必死に顔を横に振って触手から逃れた。

「こんにゃくは臭いんだよ!!」

「……あ、ごめん。ういろうにしたらよかったね」

　未いまだ口の中に入らんとしていた触手がスッと退かれる。

　口の中のこんにゃくは、蜜を纏まとっているはずなのにあまりにも臭くて、吐き気すら覚えた。

　少しは考えろと文句を言いたかったが、こうしている間にももう一本の触手は乳首をひたすら弄いじっているので、何か言おうにも変な声が出てしまいそうで、零れいは歯を喰くい縛しばるしかない。触手なんてただのくにゃくにゃした棒……そのはずなのに、どれだけ身をくねらせても何故か零れいの乳首に吸い付ているかのように離れない。その刺激が、かなり、来る。

　口から出たこんにゃく棒は脇へと向かう。その動きに耐えきれず、くっ、と変な声が出る。

　琥こ珀はくは先ほどの謝罪以外一切喋しやべろうとしなかったが、それでも彼女が興奮しているのか、はたまた単純に両手で触手棒をフル活用する作業が疲れるのかはわからないが……呼吸、そしてスカートの中で触れる内うち腿ももの肌に湿り気が増していくのを零れいは感じた。

　果たして、そのまま……どれだけ時間が経たったのか。

　体を拘束され、目隠しをされ、その上で全身を弄ばれ続けるというのは時間の感覚を殺すのだと学んだ。一時間か三〇分かもわからない。

　その全てが、短いあえぎ声をひたすらに漏らし続ける時間だった。

「……も、もう……やめようよ……」

　零れいはたまらず漏らした。すると触手はそっと元来た道を戻るように、足の方へと下りていく。

「……何言ってるんです。ここからが本番ですよ？　シズク先生……ね？」

　へ？　と零れいは意味がわからず口にするが、数秒後に全てを理解した。

　膝まで下がっていた触手が再び上へ。今度は内うち腿ももを舐なめ上あげていく。

「ちょっ、それは!?」

「……どんな感じ？　覚えて。それを後で原稿に……」

　左右の内うち腿ももをたどる二本の触手がそのままボクサーパンツの隙間に滑り込む。

　零れいはたまらず声を上げた。反射的な甲高い、それ。

　前と後ろ、それぞれに別れた触手がパンツの中を暴れ回る。零れいの腰が幾度となく跳ねるが触手の動きは止まらない、逃がさない。

　執しつ拗ようなまでに肛こう門もんと睾こう丸がんの間──いわゆる蟻ありの門渡りと呼ばれる箇所への嬲なぶりが酷ひどい。生きたうなぎでもパンツの中に放り込まれたかのようだった。

　容赦なく叩たたき込こまれる刺激に何もかもが押し流されてしまう。考えられない。さっきまであった怒りも、屈辱さえも、何も感じられない──いや、感じる。触手とそれがもたらす気持ち悪さと気持ち良さ。それらが混ざり合ったものだけを、感じている。

　呼吸を乱し、思考も気持ちも何もかもをぐしゃぐしゃにしていく乱暴な快感。

　そしてその向こうに何かがあるのを、零れいは予感する。あと少しでそれが来る。けれど、それに身を委ねるのはすごく怖い。そんな気がして、必死に抵抗する。

　パイプベッドの上で零れいは体を跳ねさせる。ガチャガチャと手錠が音を立てる。だが、琥こ珀はくが体重をかける事でそれを見事に押さえ込んでしまう。

　嫌だ嫌だとするように頭を左右に振ったせいで、アイマスクがずれてくる。

　すると、鼻息荒く、熱中するように触手を操る琥こ珀はくの顔が見えてくる。口元に薄い笑み。彼女の顔や肌にも白濁した蜜が飛びかかっており、二人一緒になってぬめっていた。

「あっ……くっ、あッ……あぁ!!」

　──来る。来てしまう。最後の扉が開かれそうな、そんな気がする。

　あぁ、もう──!!

「ハイッおしまい!!　夢から覚める!!」

　パンツからズボッと触手二本が一気に引き抜かれる。その感触にまた零れいは声を上げた。

　はぁはぁはぁ……と、男女二人の湿った吐息が漏れ続ける。

　吸い込む空気が咳せき込こむほどに甘ったるく、重苦しい。

　零れいの上に今もまだ覆おおい被かぶさるままにしている琥こ珀はく。彼女の顎先から零れいの肌に糸引きながら垂れるのは、蜜か、汗か、その両方か。

　彼女は手についた蜜をそのままにして黒く長い髪を払う。当然髪にも付着したが、それを気にする余裕もないようだった。

「……さぁ、シャワー浴びて……原稿……やろ？　いい資料いっぱい頭に入ったよね」

「正気かよ……この変態……」

　零れいは涙が浮かんでいるのがわかったが、それが何の涙なのか、よくわからなかった。

　けれど、確かに今の感触は、すでに書き上げた原稿にはない要素がたくさんあった。ぬめりの感触だけじゃない。抗あらがえない事で沸き起こる恐怖、そして迫り来る激しい刺激──快感が、恐怖すらも押しやっていく感覚というのは、零れいは想像もした事がなかったのだ。

　これらの要素を足せば、さらに刺激的で、人を一気に引きつけるいい冒頭になるだろう。

　何より今の経験・感覚から、化け物を体が求め始めてしまうという、素すっ頓とん狂きようだと思っていた琥こ珀はくのプロットに、何気に道理が通っていたという事がわかってきた。

　無理矢理にでも数度経験させられれば……慣れから恐怖は薄れ、快感だけが強く残るはず。そうなれば自然と快楽の──。

「変態なんて……シズク、ひどい事、言わないでよ……。あ、触手の先っぽ……激しすぎて、折れちゃってる。破片は……あ、ここか」

　琥こ珀はくはそっと零れいの蜜でベトベトになったボクサーパンツに手を置く。

「ちょっ、ちょっと!?」

「破片がほら、中に残っちゃってるから」

　琥こ珀はくはボクサーパンツの上から触手の壊れた破片──だと思っている零れいの男性器をつかむ。

「床に落ちたら掃除が大変だから、取っちゃうよ。いいから、ほら、恥ずかしがらないの」

「ちょっ、あっ、ダメ!!」

「別に恥ずかしがる事もな──」

　琥こ珀はくはぬめりに任せるようにズバッとボクサーパンツを下ろし、そして……機能停止した。

　長い、沈黙。

　信じられないという顔をしたまま、彼女は壊れたロボットのようなぎこちない動きで零れいの顔を見、そして今一度彼の股間を見て、もう一度零れいの顔を見て……。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　怪鳥の泣き声のような悲鳴を上げ、琥こ珀はくはベッドから転げ落ちつつ零れいと距離を取る。

「ななんあなななんあなんあななんあんななんなんあななんかあった!?」

「あるに決まってるだろ!?　僕を何だと思ってたんだよ!?」

「女の子じゃないの!?」

　さすがにその言葉に零れいは言葉を失ったが、相手は一いち之の瀬せ琥こ珀はくという人間なのだ。付き合いは短いがどんな人間かはわかっている。

　彼女はそういう人間だった。だからこそ、さっき蟻ありの門渡り周辺を執しつ拗ように責めてきたのだ。

「当たり前だろ!?」

「そんなにかわいいのに!?　騙だましてたの!?」

「何でそうなるんだよ!!」

「男だなんて聞いてない!!」

「女だなんて言ってない!!」

「酷ひどいよ!!　性犯罪者!!　私を類い稀まれなる話術で罠わなにハメこんだんだね!?」

「初めから今まで琥こ珀はく主導だったよ!?」

「そういうふうに誘導したんだ!?　凄すごいよ！　凄すごすぎるよ、この悪人!!　レ●プ魔!!」

「拘束されて触手もどきになぶられているレ●プ魔なんているか!?」

「目の前にいるよ!!」

「そもそも普通に考えろよ！　僕は自分の経験でしかモノを書けない、それでデビュー作は勃起不全の少年の話、だったら当然僕も男に決まってるだろ!?」

「………………………………………………………………はっ!?」

　名探偵に名前を呼ばれた瞬間の犯人のように、琥こ珀はくは驚きのあまりによろめき、後ろの壁に背中をぶつけた。

　そして今の自分がどういう状況かを理解したらしい。琥こ珀はくは自らを抱きしめるようにしてその場にしゃがんだ。

「見ないで！　こっち見ないで変態!!　っていうか見せないで!!」

「拘束されてるんだよ！　どうしろってんだよ!!　そっちがやったんだよ!!」

「責任転てん嫁かするの!?　悪い男が行う基本行動の一つだね!?　酷すぎる!!」

「その言葉そのまま琥こ珀はくが持っていけ!!　遠慮はいらねぇ!!」

　とはいえ足に乗っていた琥こ珀はくがいなくなった事で、零れいは足を閉じて体を曲げる事で何とか彼女から男性器を隠せる事に気がついたのだが、そうすると尻の穴を向ける事になり……それはそれでギャーギャー言われてしまう。

　琥こ珀はくは肌を隠すために丸まって動けなくなり、零れいは拘束中。その上で肛こう門もんを一方的に見せつけるというハイクオリティな変態的状況が存分に展開したまま完全に終わりを見失っていた。

　すでに黄たそ昏がれ。

　二人の長い夜が幕を開けようとしていた。
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「変態、噓うそつき、詐欺師、ライアーゲーム」

「全部違うけど最後のは一番関係ないよ」

　あのウィークリーマンションの地獄のようなパニックから一夜明けた、土曜日の昼のカラオケボックス。呼び出され、促されるがままに入っての最初の琥こ珀はくの言葉がコレだった。

　昨夜は結局二時間近くをお互いに裸同然で過ごし、部屋が真っ暗になった事で琥こ珀はくが服を着て、手錠を外して解散していた。

　かなりギリギリでの解散であった。「手錠を外したら襲ってくる気でしょ!?　知ってるんだよ!?　わかってる!!　……だから鍵はお腹なかの上に置くから自分で開けて」と琥こ珀はくがのたまいだした時は、暗闇の中でちょっとした脱出ゲームが始まるのかと恐怖したが、自分は勃たない事をアピールしたら、何とかなった。

　ちなみに、ベトベトになった零れいのボクサーパンツの代わりとして用意されていたのは、当然ながらかわいらしい女性物だったので、零れいは結局ノーパンで帰っていた。

「……で、どういう状況なんだよ、コレ……」

　カラオケボックスで零れいと対角線になるようにして距離を取り、いつでも逃げられるようにか、部屋の出入口付近に陣取っている琥こ珀はくは、怯おびえつつも目だけは強気で睨にらんでいた。

「家族でもない男性と二人っきりで密室っていうのが……私、ほとんど経験ないから」

「一昨日まったく同じ状況でこのカラオケボックスにいたよ。かまととぶるなよ。むしろ昨日は密室に連れ込まれた僕が押し倒されてるよ」

「あの時はシズクのこと女の子だと思っていたの！　だって……かわいいし……」

「そもそも相手が同性だったらベッドに押し倒して拘束して不穏な棒状の触手とぬめぬめの液体で全身を弄んでいいわけではないよ」

「正論を言うなんて酷ひどいよ!!」

　では何を言えというのか。零れいは頭を抱えたくなった。

「ともかくシズクは私を食べようとしてる狼おおかみでしょ？　この性犯罪者予備軍！　かわいいレ●プ犯！　知略を駆使して私を密室に連れ込んで!!　初めからそういう目的だったわけだ!!」

「どっちが先に声をかけたっけ？」

「私です」

「このカラオケとあのアパート、どっちが用意した？」

「私です」

「連れ込んだのは？」

「私です」

「ベッドに押し倒したのは？」

「私です」

「悪いのは？」

「私です」

「言う事は？」

「ぐぬぬぬぬ……」

　琥こ珀はくの顔が悔しげに歪ゆがめられ、胸元で拳に固めた両の手がふるふると上下に揺れた。

　流れ的に〝ごめんなさい〟が来るかと思ったが、琥こ珀はくの口から出てきたのは悔しげなうなり声だけ。とはいえ、自覚しているだけまだマシなのかもしれない。

　店員が珈コー琲ヒーを持ってきてくれたので、一度仕切り直しとなった。

「さっき言ってた、密室で男と二人っきりになった事がないっていうのは、宗教的なやつ？　何かそういうのあるトコあったよね」

「ううん、そういうわけじゃないんだけど……男性と二人っきりになるのは好ましくないって、ずっとパパから言われてて……」

「それ、守ってるの？　ナンパとか……されない？」

「そういう時は即座に警察と警備会社に連絡する感じで……」

　街で声をかけたら即座に通報はさすがに酷ひどいと思わなくもないが、安全と言えば安全か。

「通ってる女子大にも男性教授はいるけどいつもオープンの場で、誰かと一緒に話す感じ。そんなだから……その、見慣れていないっていうか……本物の、生は初めてっていうか……その、わかるでしょ？　シズクのおちんちん（かわいい）を見た時、驚いちゃって。……本当、あんな間近で本物のおちんちん（かわいい）を見るなんて夢にも思ってなかったし、ネットにあるのと全然違っててビックリしたし……しかもおちんちん（かわいい）をパンツ越しとはいえ触ってたとか、人生において驚天動地っていうか……」

「うん、いろいろ言いたい事はあるにしても、その（かわいい）って何だよ……」

「かわいかったよ？　とぅるふにんって感じで」

「新しい表現を生み出すのはやめるんだ」

「ふにゅ～んの方がいい？」

「そういう問題じゃないんだよ」

　ほにょほにょ？　と、さらなる表現を出してきたので、零れいはイラッとして「ともかく！」と話を斬った。どの表現も軟らかそうな感じが気に障さわる。

「そんな決まりがあるんだったら、もう執筆はできなくない？」

「え？　するよ？　続けるよ？　どんどん書こうよ？　え、なに、シズク先生の秘密をバラして欲しいの？」

「……オープンの場であの作品の話はカケラもできないでしょ。単語一つでヤバいよ。通報だよ。だから……」

　やめる言い訳ができてしまった。しかし、零れいとしては何が自分の勃起のトリガーになっているのかを確かめたい気持ちは当然変わらずにある。当然、物語の結末だって……。

　そのため、何とか妥協点を模索したい気持ちはあるのだが……果たして。

「あぁ、それはまぁ、大丈夫。……頑張る」

「……はい？」

「原稿が第一だから……私、頑張る。……我慢するしかない……よね。うん」

「……何か、被害者ヅラしてない？」

　そもそも琥こ珀はくの方こそが加害者──。零れいが琥こ珀はくに言い募ろうとした時、ポケットに入れていたスマホが震えた。担当編集の小こ谷たにからだ。

　零れいはスマホを耳に当て、いったん部屋の外へ出ようとすると、「ひっ!?」と琥こ珀はくが怯おびえて立ち上がり、ドアへと震えかけた手を伸ばしていく。どうやら、自分を襲おうと立ち上がったと被害妄想を始めたようだが……説明している余裕がなかったので、零れいは舌打ちと共に、琥こ珀はくに背を向けるように──部屋の隅に向かって小こ谷たにの電話に出る。

『お疲れ様です～、小こ谷たにです～。センセッ、どうです？　新作の方。……まだ全然？　あ、でも、新しい内容にしたんでしたよね？』

「あ、はい。小こ谷たにさんにお見せした、む、『無む限げんロケットランチャー無む双そう』は……その、わけがわからなくなったので……えぇはい。なので……」

　ふと、辺りが暗くなったので、振り返る。すると、琥こ珀はくが間近に立っていた。スマホを手にしており、そこにはメッセージが。

《編集部から？　スピーカーフォンにして？》

　無視しようとしたが、《廊下で月つき岡おか零れいは月つき野のシズクだって叫びますね？》と追撃が来たので、零れいは苦々しい想おもいでスピーカーフォンに切り替える。

　自分は脅迫されているのだ。それを今一度、それもはっきりと感じた。

『やっぱ内容というか、概要ですかね？　そういうのだけでも聞いておいた方がいいかなーって。ちょっと今時間できたんでー、えぇ』

　素早く琥こ珀はくが自分のスマホに何か打ち込むと、グッと零れいの顔の前に突きつけてくる。

《素敵なファンタジー作品だよ！　女の子主人公、ハートウォーミングな三角関係の恋愛もの！　愛と情熱と欲望のＭＯ・ＮＯ・ＧＡ・ＴＡ・ＲＩ!!》

　何で最後ローマ字なんだ……。零れいは思うものの、ほぼ琥こ珀はくの指示通りに口にする。そして、もっと具体的な内容も要求されたが、こればかりはさすがにスマホの打ち込みの琥こ珀はくでは間に合わなかったので、零れいは先日読んだ全体のプロットを整理し、かいつまんで話す事にした。

　正直この作品を最後まで書くのかどうか、零れい自身わからない。最初は絶対に書ききる気はなかったし、今だって先日勃起した原因がわかればそれでおしまいにしたいと思っている。

　だから、噓うそを口にしている、騙だましている、という気がした。書く気がない作品のプロットを話す……心が痛まないと言えば噓うそになる。

　ただ……今、こうして小こ谷たにに話していると、何となく違う思いも浮かんでくる。

　ふわふわと曖昧な琥こ珀はくのプロットを、喋しやべりながらも頭の中で零れいなりに解釈して、組み立てていくに従い、意外というか、やはり面白い……気がするのだ。

　かなり大雑把にストーリーを見れば、結局女の子が一人愛と欲望の間をウロウロするだけの話ではあるのだが、迷っている相手の片方が化け物──それも美しくもないエグい触手の塊である事、かつ、それにヒロインが惹ひかれてもいる、というのがただの恋愛物の枠に収まりきらないものになっている。

　揺れ動く心……。作中の主人公アン・ブロイドのように、零れいの心も曖昧になりつつある。

　書くべきか、書かざるべきか。

　書きたいのか、書きたくないのか。

　零れいは、わからなくなりつつあった。

「……アレってそういう話だったわけか……なるほど？」

　琥こ珀はくが何度も頷うなずきながら、小声で一人呟つぶやいていた。

　自分で作っておきながら──いや、そうであるからこそ、客観視できなかったのだろう。時間を置いたり、人にまとめられて、初めて作品の本質が見えてくることは往々にしてある。

　そう、あの『無む限げんロケットランチャー無む双そう』のプロットだって、最初は本当に面白いと思って零れいも書いていたのだ。

『そういう感じですかぁ。オッケーでぇす。これまでのセンセっぽくない感じですけど、エッチな要素もアリアリみたいですし、いいんじゃないですかねぇ～。じゃ、そういう感じでー頑張ってくださいねー』

　通話が終わると、フフッ、と琥こ珀はくが悪い笑みを浮かべていた。

「嬉うれしい」

「何が？」

「シズクも本気でいてくれた事。私のプロットを見事に整理して、君の作品にしてくれた。うん！　完璧だ！　ゴールは近いぜよ！」

「……いや、今のは強制されたから言っただけで……遠いよ、ゴール。っていうか、さっきまでもう執筆できなくない？　っていう感じだったよ」

　起立！　と、琥こ珀はくが急に言い、背筋を伸ばす。君も、と彼女の視線で促され、零れいも仕方なしに立って背筋を伸ばす。

「月つき野のシズクは、本作制作期間中、一いち之の瀬せ琥こ珀はくに手を出さない事を誓いますか？　えっちな目で見ませんか？」

　宣誓か……。琥こ珀はくが手を上げろと言うので、零れいは仕方なく言う通りにする。

「……これ、誓わなかったらどうなるの？」

「私を襲う腹づもりなんだ、えっちな目で見てるんだ、助けを呼ばないといけない、誰かぁー、月つき野のシズクこと月つき岡おか零れい君がぁ～……あとはわかりますね？」

「………………はい」

「誓う？」

「……誓う誓う。初めから大丈夫だよ。一切手を出さない。エッチな目で見ない。異性として意識しない。単なる性格の悪い脅迫者だよ」

　零れいは最後に皮肉を加えた。すると琥こ珀はくは少しショックを受けたような顔をしていた。

「え、そこまで？　私、そんなに魅力ない？　女の子からも告白された事もあるんだよ？」

「どうして欲しいんだよ」

「うーん……実はすごく尊敬しているし、男としての本能が疼うずく魅力的な女性で好意を抱かざるを得ないんだけど、原稿のために仕方なく、嫌々でも、やむを得ず誓わざるを得ない。本当に辛つらい、でも、最後まで耐えてみせます、二人でイイ作品を作りましょう……っていうのを歯を食い縛りながら、覚悟決める感じで……言って？」

「すごく嫌だよ……」

「どうして？」

「どうしてもだよ。そもそも、僕……股間が……その……だから、意味ないっていうか」

「あっ……そっか！　私、すごく今安全なんだ!!　何も心配いらないんだ!!　やったね!!」

　何も嬉うれしくないやりとりである。

「これからは正式に二人三脚で、創作のパートナーとして素晴らしい作品を作り上げようね」

「……とても不公平だけどね」

　げんなりする零れいと違い、琥こ珀はくはニッコリ微ほほ笑えんだ。







■第四章　共同制作の日々




「なぁ、月つき岡おか、お前最近疲れてないか？」

　授業が終わるなり、山やま岩いわ君が近づいてきて、そんな事を言った。

　確かに零れいは、ここ数日授業中もボーッとしている事が多く、目薬をさす回数も極端に増えていた。気を抜くと猫背にもなるし、肩も凝っている。元気には見えないだろう。

　まぁ少しね、と零れいは帰り支度をしながら適当に受け流した。

「疲れには、サウナだぜ？」

「キングベッドで鼠そ蹊けい部ぶにリンパマッサージもオツですぞ？」

　川かわ端ばた君も、来た。当然のように。そしてそんな彼に、山やま岩いわ君が「はて？」という顔をする。

「なぁ川かわ端ばた、鼠そ蹊けい部ぶってのは……なんだ？」

「足の付け根の部分。ここを揉もむ事でリンパの流れを良くし、疲れを取るのでござるよ」

「おいおい、川かわ端ばた！　それじゃお前……」

「ご安心めされぃ。パンツは脱がなくても可能。特に月つき岡おか殿のかわいらしいおちんちんならモロリンとはみ出す事もありますまい」

「あぁ、確かに月つき岡おかのかわいいおちんちんなら大丈夫だな！　なぁ月つき岡おか、やってみようぜ！」

「……ちょっ、ちょっと待て。何だよ……かわいいってのは……」

「そりゃお前……あんなサ●リオのキャラクターみたいなおちんちん……かわいいだろ？」

「左様。拙者に裁縫技術があれば、あの柔らかさを完全再現したぬいぐるみキーホルダーを作成し、その後大量生産を目的として多数の企業にプレゼン……月つき岡おか殿、何な故ぜ拙せつ者しや達たちに中指を突き立てるのでござるか？」

　零れいは思い出した。一度彼らとサウナに行っていた。その際に見られていたのだろう。つい先日──四日前の琥こ珀はくが言い出した『おちんちん（かわいい）』と関連付けて考えてしまい、裏で繫つながっているのかと思ってやたらと焦あせってしまった。

　いや、そうじゃなくても自分のアレをかわいいと評されるのは気持ちのいいものではない。

　サウナ！　ベッド！　えぇい両方だ!!　と、変に気合いが入り始めた友人二人をスルーし、仕方なしに零れいは家に帰った。本当は彼らとデスニードラウンドで日頃の疲れを吹っ飛ばすようにして遊びたかったのだが……。

　家でゆっくりしようにも家族がいると、最近外出時間の多い零れいを必要以上に心配する妹と、「さてはお前……お楽しみかぁ。どう？　勃ってる？」とニヤニヤしつつ迫り来る姉とに挟まれているので、ゆっくりなどできようもない。

　結果として零れいは、まるでそうなるように仕組まれたかのように、今日もまた、一いち之の瀬せ琥こ珀はくと二人だけの秘密の場所──ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスへと向かってしまうのだった。

　すでに一週間以上通っているが、今もなおこの名前は最悪だと、零れいは思っている。

　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスへは学校から直ちよくで行かず、一度自宅に寄って、制服から必ず私服に着替えてから行く。基本私服がジーンズにフーディのセット。これの方が制服で作業するより楽なのと、学生が頻繁かつ夜遅くまで出入りしていると学校に通報される可能性があるからだ。

　合鍵でＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに入れば、すでに琥こ珀はくが来ているらしく、玄関にパンプスがあった。

　しかし静かだった。物音はしないが、生き物の気配はある。部屋の中をのぞいてみると、琥こ珀はくはベッドで「んぐ～んぐ～」と気持ちよさそうな顔で犬のような寝息を立てていた。

　イラッとしたものの、ここで彼女を起こそうものなら「人が寝ている隙に何をしようとしてたの!?　性犯罪者!!　人殺し!!」と来るのはもうわかっていたので、零れいは窓まど際ぎわのデスクにつき、今や特別な相棒となったノートＰＣを開く。

　そして零れいは始めた──スマホゲームを。やるのはもちろんデスニードラウンド。これもまた特別な存在なのです。

「最近ちょっとランクが落ちてきてるな……プレイ時間の減少がキツいか」

　川かわ端ばた君のように上位ランカーとは言えない零れいだが、それでも国内で三〇〇位前後をキープしている。これまで寝る間を惜しんで上げ続けたランクだ、下げたくはな──。

「シズクせんせぇ～、執筆頑張ってますね～……？」

　俯うつむき加減の零れいのうなじ、そしてそこからこぼれるように両肩に、重量感のある柔らかくも温かいものが置かれ、両頰をサラリとした黒髪が流れていく──。

　零れいの背に覆おおい被かぶさるように、琥こ珀はくが、来た。登場の仕方はもはや妖怪のそれである。彼女はゲーム中のスマホを真上から凝視していた。

「へー、変わった執筆法ですねぇ～？　スマホでできるんですかぁー？　すごいですねー？」

「……別にいいだろ。息抜きだよ。必要なんだよ」

「まだＰＣ、起たち上あげもしてないのにィ～？　頑張ってますねぇ～？　立場わかってますぅ？」

「今の今まで寝ていた奴やつが言うなよ」

「立場わかってますぅ？」

「……わかったよ、やめればいいんだろ。このセッションやりきるから、それで切るよ」

　琥こ珀はく、無言。そして無言で凝視を続けるという嫌みなプレッシャーをかけ続けてくる。さらに、本人がわかっているのかはわからないが、彼女の大きな胸がうなじと肩に載せられているので、それの物理的な圧力、そしてやはり女体に他の男ほど反応しない零れいとはいえ、どうしても意識が持っていかれるために、ゲームに集中できない。

　結果、ボロボロに負け、見事にランクが下がった。

「はいおしまいー！　執筆の時間でーす！」

　零れいは舌打ちと共にスマホをしまい、ノートＰＣを起動し、キーボードに両手を置いた。

　気分を変えるために深呼吸──琥こ珀はくの匂いが肺に入り込む。彼女はまだ覆おおい被かぶさったまま。

　体の内と外、そして脅迫という手段による零れいの精神……全てを彼女に支配されているような気がしてくる。

　──勃起だ。全ては自分の不確かな勃起のロジックさえわかれば、この状況から抜け出せる。今は辛抱の刻とき。零れいは自分に言い聞かせ、腹をくくる。

　ワープロソフトを起たち上あげ、零れいがキーを叩たたき始はじめると、安心したのか琥こ珀はくは離れ、そして昼寝のせいでボサッとなっていた頭のまま、珈コー琲ヒーを淹いれてくれた。

　まぁいい、と熱い珈コー琲ヒーをすすり、零れいは集中する。

　執筆は……正直言えば、少し楽しく、とても楽だった。

　やはりプロットが明確に用意されていると書きやすい。

　零れい自身に加え、琥こ珀はくも、そして編集部も、これまで月つき野のシズクはライタータイプの亜種だと思っていたのだが……どうも違うようだというのが最近わかってきた。単純に経験の少ないライタータイプ、かつ、経験した事でないとうまく書けない技術の低い奴やつ、というのが実際のところなのだろう。明確に書くべき事──決められたプロットがあると筆が乗りやすい。クオリティも悪くない……と零れい自身は思っている。

　他人に原案を任せるのは自分に合っているのかもしれない。

　自分一人で創作しようとすると、出発点プロツトが凡庸かクソか、一晩経たつと何な故ぜこれを生み出したのかがわからない奇っ怪なものになり、かつ、それを書き進めていくと〝これ、面白いのか？　結局コレどういう話？〟と次々に疑問が湧き起こっていく。

　その度に筆は止まり、悩み、修正を繰り返していくうちに複雑怪奇な何かになっていくのだ。物語の整合性が取れず、盛り上がりもバラバラになり、筆は重くなり……そして、気がつくとスマホゲームに熱中してしまっている。

　だから、琥こ珀はくのプロットがあれば、正直楽なのだ。プロットこれの通りにしないといけない、という強制は悩む余地を潰してくれる。

　だから筆は進む。零れいはひたすら文章のクオリティだけに没入すればいい。

　この執筆態勢は月つき野のシズクにとって悪くない。だが、それを口に出そうものなら琥こ珀はくがチェシャ猫のような笑みを浮かべて、得意になるだろうから、絶対に言う気はなかった。

　零れいは、二時間ぶっ通しで作業をすると、チェアの上で伸びをする。パキパキと肩と首の関節が音を立てた。

　プリントアウトしてある琥こ珀はくのプロットを鞄かばんから取り出し、これから書く部分を確認する。もう残りは少なかった。

　零れいは手を再びキーボードに這はわせ、指を動かし続ける。

「琥こ珀はく。今書いてる章、もうすぐ終わるんだけど……次は？」

「ふっふっふっ、よくぞ聞いてくれました。それは……ここにある!!　バーン!!　……どうして見てくれないの!?　頑張ったんだよ!?」

「……執筆してるからだよ」

　背後で何かやられても、リアクションなど取れるわけがなかった。

　零れいがやれやれと立ち上がって振り返ると、数枚のＡ４用紙を手にして涙目になっている琥こ珀はくがいた。まるで小さい子供が親に不服を訴えている時のようだ。

　ん！　と、彼女はその紙束を零れいに押しつけてくる。

　受け取ってその場で目を通していると、琥こ珀はくは偉ぶって腰に手を当てるが、その顔はドキドキしているのか、赤くなっていた。さすがにもう何か出す度に恥ずかしがったりはしなくなっていたものの、それでも緊張はするようだ。

「あれ？　ひょっとして……これ、最後までいってる？」

「ご明察!!　なんと私、一いち之の瀬せ琥こ珀はくは頑張ったのです!!　昨夜、一睡もせずに最後までついに書き切ったのです!!」

「なるほど、だから、途中から日本語が怪しくなっていくのか……」

　プロットだから別に綺き麗れいな文章である必要はないとはいえ……それにしても一文に主語が四つある文章は素直にヤバいと零れいは思う。

　日本語が書かれているのに意味がわからない箇所が多々あった。文章が明らかにラリっている。だが、変な勢いがあって、何な故ぜか読めてしまう。相変わらずどこに誰がいて何をしているのかよくわからないものの、主人公のアンの感情だけは絶対にブレがない。

「……うっ」

　股間が、むずむずしてきたのを感じ、零れいはさりげなく椅子に深く座り直す。

　──そう、これだ。この感覚。体内にいた虫がじわじわと股間に集まり、そこでうずくような……自分の意志とは関係なく、股ぐらが自律して動き出す、この感じ──。

「どうかした、シズク？」

「いや、何でもない。……相変わらず酷ひどいけど、それでも──」

「酷ひどいなんて酷ひどいよ!!　何でそんな事を言うの!?　人がどれだけ頑張ったかも知らないで、シズクはゲームばっかりして……少しは真剣にやってよ!!　バラすよ!?　いいの!?」

「〝けど〟〝それでも〟っていう打ち消しのワードも一緒に口にしてるところに注目して……」

　相変わらず酷ひどい、だが、それを補って余りある何かがある。それを零れいはワーワー言う琥こ珀はくに何とか言い聞かせ、納得させる。

「だったら……初めからそう言ってよ！　むしろいいところだけを抽出して、伝えて？　批判とかヤダ。怖い。嫌い。優しくして？」

　イラッと来たのともう一つの理由から、零れいはデスクに向き直って座り、つまりは琥こ珀はくを背中にして、今一度プロットを頭から読み直す。

　……やはり、股間のムズムズが止まらない。カラオケボックスの時ほどではないにせよ、股間に来る。

　どこだ、自分のチ●コはどこに反応しているんだ？　零れいは探す。部分部分だけ読み直すなどして、具体的なポイントを探そうとするのだが……わからない。

　というより、反応が鈍くなる。全体を通して見た時に、一番ムズムズ来る。

「ね？　ね？　シズク的に、どこが……一番よかった？　ね？　ね？」

　琥こ珀はくはまるで遊んで欲しい子犬のように零れいの顔をのぞき込む。左からのぞき込んで反応がなければ、右手側に回ってまた顔をのぞき込むというウザい事この上ない動きだった。

　やはり琥こ珀はくの前でこのプロットから勃起のトリガーを見いだすのは難しそうだ。研究は一人の時にやるしかない。

　零れいはそう決めると、琥こ珀はくへと視線を向ける。

「……何か、よくわかんないけど……いいと思うよ」

「ん～～～～……もっと具体的に？　詳細に？　熱量込めて？」

「要望が強いよ」

「そりゃ知りたいよ！　読者の感想や意見って大事だよ？」

「ぐちゃぐちゃのプロットで読者も何もないよ。何より共同執筆者なんだから読者としての純度が低い」

「そんな事言ったって、この世界じゃシズクがたった一人の最初の読者なんだよ!?」

「……はいはい。強いて言うなら……アンかなぁ。アンの感情の流れ？　何か滅め茶ちや苦く茶ちやに見えるんだけど……何となくスジが通っているし、何か……わかる」

　琥こ珀はくのプロットできちんと褒められるところといえば、それぐらいであり、かつ、そこが全ての価値を担になっている。それを素直に伝えると……うるさかった琥こ珀はくがピタリと黙った。

　琥こ珀はく？　と、零れいが見やれば、彼女は零れいから一歩離れ……睨にらむような目ながら、顔を真っ赤にして唇をギュッと力を入れて閉じている。両手の指が、大きな胸の前でもにゅもにゅと触手のように絡からんだり、揉もんだり、離れたりをしていた。

「……琥こ珀はくのそれ、どういう感情？」

「う、嬉うれしい気持ち……を、抑えつつ、辱はずかしめに耐えてる感じ……」

　複雑過ぎる状態だと、素直に零れいは思った。辱はずかしめは多分、恥ずかしさや照れ、という意味だろう。琥こ珀はくの頭は基本そっち系に寄っているので、そういう表現になるのはもう慣れていた。

　零れいは無視して、ペラペラと紙を捲めくり、今後引っかかりそうな箇所をピックアップしていく。

　ガチで意味がわからないシーンや、多分寝不足のせいで順序がおかしくなっている箇所、認識違いなどの部分だ。それらを琥こ珀はくに説明させ、零れいはペンでプロットに書き込んでいく。

　なお、触手がお尻を狙うシーンがあり、〝ここ見せ場〟という注釈もあったが……そこは無視した。さもなくば〝試すしかないね〟とばかりに名古屋名物が零れいの菊門にダイブしかねない。

「まぁ、細かいところはいいとして……ちょっと気になったんだけど、アンへの純愛を貫かんとする貴族のシモン……触手の化け物のマロニエに比べて、ちょっと弱くない？」

「そう？　出番は同じぐらいだと思うけど」

「出番数はそうでも、やっぱり触手で女体を貪るマロニエに比べると、愛を語らって白馬でデートしたりするだけじゃ、印象が弱い気がする」

　エロを売りにしているキュリオス文庫だから、というのもあるが、そうじゃなくても盛り上がり的にはマロニエに比重がいってしまうだろう。触手の化け物とイケメンでは、イケメンのキャラがどうやっても……面白みに欠けるのだ。

　しかし明らかな問題点であるこの指摘に対して、琥こ珀はくは腕を組み、不敵な笑みを浮かべる。

「それは織り込み済みなのです！　むしろ、あえて弱くしたと言ってもいい！」

「ホントに？　触手シーンが楽しすぎて筆が乗った……その残りカスの体力でシモンのシーン書いてない？」

　琥こ珀はくは、黙った。唇をグッと嚙かみしめ、眉間に皺しわを寄せて怒ったような視線を横にそらし、ラップロングスカートを両手でギュッと握っている。

「それはどういう状態？」

「……恥辱に耐えてる状態です」

「指摘の通りだった、というですね？」

「……正解です。悔しいです。コンチクショウ」

　でも!!　と、琥こ珀はくが大声を上げる。

「ホントにあらかじめ、ずっとずっとそうするつもりではあったの！　シモンは弱く描いておいて、ラストでドンッと行く！　つまり、あぁマロニエ優勢だなー、勝ちだなーって、読者をミスリードさせるの！」

「……常識的な読者なら、化け物とくっつくとは思わないから、シモンが勝つんだろうなーって思うよ？」

　琥こ珀はくは目を見開き、後ずさっていく。

　訊きくまでもない。彼女が驚きよう愕がくしているのは一目でわかった。

「や、やっぱり世間の人って……そういう感じ……なんだ」

　明らかに気落ちしていく琥こ珀はくの様子は、さながら風船から空気が抜けていくようだった。

「まぁ普通はね」

　俯うつむいていた琥こ珀はくが、ガバッと顔を上げた。

「で、ででででも、ま、ま、ま、まぁ、それはそれとして！　とにかくラストで！　クライマックスで、シモンの大逆転ムーブが起こるわけ！」

「そんな凄すごいシーンあった？」

「あるよー!!　あるある!!　最後、ほら、アンとのキスシーン!!」

「あぁあったあった。でも、熱烈なキスってあるだけだけど……」

「なぁに心配ご無用!!　私がどうこうするっていうよりも、ここは、月つき野のシズク大先生の底力で超濃密愛マシマシこってりどっぺりぐちゅぐちゅな感じの描写でやっちゃうわけです!!　これまで紳士だったシモンさんがアンへの愛を暴走させて、ケダモノに!!　数十本の触手が何だ、オレは唇と舌と唾液と、あと愛とかそこら辺を適当に混ぜ込んでアンを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやるぜって感じで、べちょべちょのぬるんぬるんッ!!　っていうかもうキスで犯す!!　口は生殖器だとオレが辞書を書き換えてやるって本気で思っちゃったシモンさんガチでキスで妊娠させる覚悟で魂をかけた全身全霊、の……キ、ス……シーン……を……」

　相変わらず顔を赤らめながらハイテンションで「うおぉぉおぉぉ」とばかりに両手を振り回して説明していた琥こ珀はくだったが……途中からバッテリーが切れたロボットよろしく、徐々に動きが小さくなり、顔は真顔になり……そして、最後は沈黙して、棒立ちになった。

　琥こ珀はくの顔だけが、赤いまま、零れいを見つめていた。

　その様子を見ていて、遅ればせながら零れいもようやくその意味に気がついた。

　確かに、この展開は……マズイ。

　しばしの沈黙の末、琥こ珀はくが声を絞り出す。

「……シズク先生……キミは、経験から作品を書くタイプですね？」

「そうです」

「失礼ですが、キスのご経験は？」

「……………………………………ないよ」

「今現在、恋人は？」

「いたら毎日のように放課後、ここに来てないよ……」

「……そうですか……へー……そうですか……」

「……そうですよ……」

　沈黙。

　そして、沈黙。

　まだまだ、沈黙。

　少し傾いていた日は完全に落ち、真っ暗な部屋になり……自然と会話する事なく、その日は解散する事となった。




　その夜、琥こ珀はくからＬＩＮＥが来た。

《いったんクライマックスは忘れて、どんどん書いていく方向で!!》





●






　琥こ珀はくのプロットは相変わらず、どうしようもなく酷ひどい。

　明らかに何らかの力こそあるものの、粗く、雑だ。恐らく、そこいらの人間に読ませたところで、幾度となく「え、ここ、どうなってるの？」と戸惑ってしまうだろう。

　だが、今の零れいなら、琥こ珀はくの解説がなくとも何となく理解できるようになっていた。

　まずプロットには、どこにも書かれていないが、前提条件として、主人公のアン・ブロイドは淑レデ女イーだという事を頭に入れておく必要があった。男が悦よろこぶ体をしているが、花も恥じらう箱入り娘なのだ。

　それを踏まえた上で、蕾つぼみが花開くが如ごとく、淑レデ女イーが性や快楽に目覚めていく展開である……という事を理解し、あくまでアンの感情の流れ、変化だけを追っていくと、意外なほどすんなりと話が頭に入ってくる。

　特に、畏怖すべき化け物への恐怖、しかし同時に植え付けられた性への興味、抗あらがいきれない快楽への渇かつ望ぼう、そして同時期に知った純粋な真実の愛……。それらが一人の女性の中で入り交じり、ジリジリと焼かれるような焦燥感と共に、ゆっくり結末へ向かっていく過程が、異常なまでに魅力的だった。

　実際にこれを踏まえて執筆してみると、それが本当によくわかる。まるで、チート武器を手に入れて、無双状態でゲームを進めている時のような快適さ、爽快感がある。

　書けば、面白いのだ。そして迷わないための指針もあるし、琥こ珀はくという相談相手もいる。

　執筆する上で、何も怖いものはなかった。

　そして……あの要素が、どこかしらにある。

「やっぱり、これを読んでいると……来るな」

　家族が寝静まった自宅のリビングで、零れいはノートＰＣを横に置きながら、幾度となく琥こ珀はくのプロットを読み直す。

　面白い、と思うと同時に、興奮する。特に下腹部に何な故ぜか、来る。

　プロットだから文章は練られているとは言いがたく、扇情的な描写があるわけでもない。

　でも、興奮する。何な故ぜだ？　零れいは自問自答する。

　もしかしたら、自分は女性向け作品に興奮するのかとも思って、ここ最近いろいろ読みふけってみたものの、特にこれといった反応はなかった。単純に、自分の中の語彙が増えて世界が広がっただけだった。

　仕方なく、勃起ミステリーの追求は一時停止し、零れいは作業に入った。

　あまりに荒唐無稽というより、意味がわからない場面が連続する琥こ珀はくのプロットを、まともな物語になるように再構成するのだ。

　時系列を整理し、無理がないように細かな調整をし、時には合間合間にシーンを足したり引いたり……その上で、本作の魅力であるアンの感情の動きは可能な限り変えないように……。

　確実に面白いと思える。そういうプロットができていく。だが……。

「……何な故ぜ、来ないんだろう？」

　明らかにクオリティが上がっているが、零れいの下腹部が反応しなくなっている。

　当然といえば当然かもしれない。いくら元を琥こ珀はくが作ったとはいえ、零れいを通して再構成したら、それはある意味で自分の作品だ。それに興奮など……。

「いや、でも……自分の絵でヌけたら一人前だっていう漫画家もいるしなぁ。自作かどうかなんて、あんまり……」

　零れいが今一度琥こ珀はくのプロットだけに集中すれば……やはり、来る。パジャマにしているスウェットの下で、零れいのかわいいと評されたそれがググッとケダモノにならんとする。

　ふと、思う。今、中ちゆ途うと半はん端ぱな勃ちの状態──いわゆる甘勃ちとはいえ、これをイジる事でもしかして……できるのではないか。

　未経験のそれ。同年代の誰もが当たり前のようにしている、しかし深夜ラジオとネット以外ではほとんどメディアが口にしない、それ。年相応の行い。公然の秘密。大人の扉。

　しかし、ここはリビング。とはいえ、零れい一人の自室なんてものはないし、トイレや風ふ呂ろか。しかしその移動中に萎えてしまったら──えぇい！

　ソファに座っている零れいは覚悟を決め、前まえ屈かがみになり、恐る恐る自分の股間に手を伸ばしつつ、卓の上にある琥こ珀はくのプロットへ視線を向ける。

　彼女の書いた文章を読む。言葉の羅列。それが零れいの中で何かを生み出していく──劣情。

　やってみるか。生唾を飲み込みつつ、零れいはスウェットの上から己のそれをつか──まれた。

「え!?」

　高速で背後から伸びてきた何者かの腕。振り返れば、ソファの背もたれごしに酒臭い姉の瑠る菜ながいた。今日は合コンと言っていたので帰ってこないと思っていたが、いい相手がいなかったのか、帰ってきてしまったらしかった。

　瑠る菜なの帰宅にまったく気づかなかった己の甘さを零れいは悔いた。いや、恐らく夜だからと彼女が気遣って静かに帰ってきたのだろう。それで、性に悩みを持つ弟が未知の世界へ飛び立たんとしていたら……いや、だとしてもいきなり鷲わしづかみはどうかしている。

「た、勃ってる!?　少し柔いけど、ちょっと勃ってんじゃん!?」

「や、やめろおぉ！」

「大丈夫だ、姉ちゃんに任せろ！　得意なんだぞ!!」

「そういう話じゃない!!　前と同じことをするな!!」

「あの時と今じゃ意味が違うだろ！　だって……勃ってんじゃん!!」

　瑠る菜ながソファの上に飛び乗ると、零れいのスウェットの中へと手を突っ込んで、ダイレクトに握り締めてくる。零れいと似た、しかし明らかに違う女性の手の感触。

　瑠る菜なをはねのけようとするも、体格が同じ姉である。ぐんずほぐれつで、どうにもならない。

「……どうしたの、お姉ちゃん？　お兄ちゃん？」

　物音で目覚めたのか、妹の薄はつ荷かが目をこすりながらリビングに現れ、そして……ソファの上でもつれる姉と兄を見て、絶句した。

「薄はつ荷か！　手伝え、チャンスだ!!」

「何のチャンスだ!?」

　ハッとした薄はつ荷かは、何な故ぜか理解できてしまったのか、暴れる零れいの腕を押さえ始める。

「クソッ!!　何でだ、何でむしろ刺激すればするほど縮んでいくんだ!?」

「だ、だから……！」

「もっとか!?　もっとなのか!?　原始人が火を熾おこすが如ごとくに……えぇい、この腕がダメになろうとも動かし続ける!!」

「お姉ちゃん、頑張って!!　自分の限界を超えて！」

「何だこの状況は!?」

　零れいは叫ぶが、高速ピストン運動を始めた姉の手はどんどんその速度を上げていく。もはや快楽以前に物理的な摩擦の痛みしかなく、拷問のような状況だった。

　何とか瑠る菜なをのかそうとするが、薄はつ荷かが零れいの胸元に跨またがり、上半身と両腕を完璧に押さえていた。

　覆おおい被かぶさるように薄はつ荷かが、上から零れいの顔を見つめる。

「お兄ちゃん、頑張れ、頑張れ！」

「何をだよ!?　痛いよ！　もうやめろよ！」

　すでに露あらわにされている零れいの腹部と下腹部に、温かい雫しずくが垂れるのを感じる。瑠る菜なの汗だ。

「……ハァッ!!　クソッ、ダメだ!!　もう通常時になっちゃった……」

「……が、頑張ったね……お兄ちゃん、頑張ったよ……」

　姉はともかく、薄はつ荷かの気遣いがひどく嫌だった。

　零れいはようやく自由になった手で、自分の額に浮いた汗を拭う。姉にこすられ、妹に馬乗りになられ、その上必死に藻も搔がいていたせいで零れいは全身もうびちゃびちゃだった。

「あちー。風ふ呂ろ入るか。零れい、今ってお湯残ってる？　……ない？　じゃ入れちゃおう」

　そうしてソファと零れいの上から下りた姉と妹。謝れよ、という気持ちがないわけではないが、二人共自分の事を本気で想おもってくれたが故だというのはわかっているので……零れいは何も言えなかった。不満げに舌打ちをするだけだ。

　そして、姉妹と共に零れいもまた脱衣所へ行き、服を脱いでシャワーを三人で浴びた。

「惜しかったなぁー。でも一歩前進だ。少し勃ってたんだから！　わずかな変化でも、零れいにおいては大きな変化！　ビックリしたわー」

「……ビックリしたのはこっちだよ……」

「お兄ちゃん、格好よかったよ」

「……僕のどの姿を見てそんな言葉を吐けるんだ？」

　湯船に浸つかる瑠る菜なと薄はつ荷かは笑う。化粧を落とし、髪をタオルでまとめた姉と妹は本当にそっくりだった。
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「あとちょっとだったのになー。なんでだろーなー。何が足りないんだろ？」

「っつぅかさ、こうやって当たり前に一緒に風ふ呂ろに入っちゃう家族だったら……普通の男だって無理に決まってるよ」

　零れいの言葉に、それかぁー、と瑠る菜なと薄はつ荷かが笑った。

　思春期を過ぎれば家族であっても、異性と一緒に風ふ呂ろなど入らないものだというのはわかっていたが……不思議と零れい達にはそれがなかった。性別の違いこそあれ、やはり、同じような見た目のせいで〝あれも自分〟だと脳がバグって嫌けん悪お感かんを抱きにくいのだろう。

「だいたいあの時もし僕がそのまま……その、おっきいままで、されるがままだったら……どうする気だったんだよ」

「んなもん、絞り出すトコまでやるよ？　何でもそうだけど、一度やっちゃえば次からはもっと簡単にできるからね。何よりちゃんと教えないと、おかしな手法や道具に頼ったりするようになるからさ。アタシの知り合いに奥おく村むらって奴やつがいるけど、そいつは床専門で夜な夜なタブレット片手に部屋中を這はいずり回まわってて……ほぼ怪談に出てくる化け物だよ」

「……床専門……？」

　薄はつ荷かが首を傾かしげ、瑠る菜なは床を使った特殊な高等テクニックの説明をするが、いまいちうまく伝わらなかったようだ。薄はつ荷かの傾けた首の角度が増しただけだった。

　零れいは思う。悪い姉妹じゃないのだ。貞操観念がない姉と、純朴すぎる妹というだけだ。

　二人を足して二で割れば丁度いいのに。本当にそう思う。

「そもそもの話なんだけど……お兄ちゃんって、どうして、今日、急に……その……あ、あんな感じになったの？　成長？」

「あ、アレだ。カノジョだ！　カノジョができたからだ！」

「……違うよ。彼女なんていないよ」

「じゃ、最近女の匂いさせてるのはなに？　女装に目覚めた？」

「……し、仕事関係の人だよ。次回作……書いてる……から」

「お兄ちゃん、それで最近いつも家にいないんだね」

　そっかー、と姉妹は納得したのかわからない返答をした。

　勃起ミステリーの真相を探るはずが、何だかどんどん外堀が埋まっていって、本当に琥こ珀はくとの共同作が次回作になりそうである。

　少なくともこのまま作業を続ければ、ラストまで行き着けるだろう。

「……次回作……か」

　夢を見るより先に転がり込んできた作家という肩書き。

　それを死守したいと思っているわけではないが、作品を書きたいとは思う。人に読んで欲しいと思う。あの不完全だと俯うつむいていた自分が認められ、同じように悩んでいた人達の存在を知り、かつ、彼らに救われたとすら言ってもらえた。

　人に求められる喜び、自分の事を認めてもらえた充足感。

　あの感動は、一度知ってしまうと忘れられない快楽だった。

　だからこそ、そして最後に感じてから久しいが故に、恋しい。

　それにまだ高校生だ。親のすねを囓かじっている以上当面喰くうに困りはしないが、それでもまとまった金額がドカッと入ってくるのも……正直魅力的だ。デスニードラウンドの追加コンテンツとて、安くはない。

　編集部からの期待やプレッシャーも、当然ある。

　書かなければいけない。書くのがベストだというのはわかっている。

　小説・執筆というものを勉強し、努力し、幾度挑戦しても、結局丸一年書けなかった自分にとって、今の状況は降って湧いたようなチャンス以外の何物でもない。

　全部、わかっている。

　ただ……経緯が、明らかに異常なのだ。そして零れいの中では、次回作よりも琥こ珀はくの何かに起因する勃起メカニズムの探求の方にウェイトが乗ってしまっている。

　だから、曖昧な心構えのまま、執筆を続けている今の状況があった。

「キツいなぁ……」

　姉と妹に挟まれるようにして三人で湯船に入るとさすがにぎゅうぎゅうで、お湯が大量に溢あふれていく。今の自分の頭の中と同じだと、零れいは思う。

　考えなければいけない事がありすぎて、溢あふれてしまう。

　ただ、このお湯と違い、頭の中のそれを溢あふれさせない方法はあった。

　書けばいい。

　そう、書きまくれば……実は全てが解決する可能性がある。勃起ミステリーとて、書いている間は琥こ珀はくとの関係が続き、真相解明のチャンスも訪れるだろう。

　確か、編集長だ。彼はこれから大海原に出ようとする零れいに、かつて助言をしてくれた。

──書くんだ。作家の悩みのほとんどは、書く事で解決する。

　富も名誉も書けば手に入る。たとえ作品が売れなくても、だ。作品を発表するのは、ある意味ではクジを引くのと同じようなものなのだと、彼は言った。

　どんな名作であっても時流によっては売れない。かといって、どんなに時流を読んで作った作品でも売れない時は売れない。逆に、誰もが売れないと思って一ひと月つきの刊行点数確保のために無理矢理刊行した作品が大ヒットした例なんて世の中にはいくらでもある。

　つまり、売れる力を持った作品は売れる確率が高いが、力のない作品でも売れる確率はそれなりにあるのだ。

　だから、書くのだ。書けば書くほどヒットする確率は上がる。そして書いている間は業界内外の交友は増え続けるもの。いろんな機会も増える。……唯一解決しないのは健康だけだ、と。

　果たして零れいの勃起不全は編集長の言う〝健康〟の枠に入っているのかは不明だが……書く事がベストなのだというのは、間違いなかった。

　書けば、恐らく解決する──。

「……書く、か」

「マスを!?」

「違う！」

　その後、零れいの頭は執筆よりも、姉に如い何かに倫理と貞操観念を植え付けるかで埋め尽くされた。そして、不可能だと結論付けた。

「いっそアタシの後輩に頼んでみるかぁー。大丈夫、弱冠一九歳にして経験数三桁、挨拶代わりに一発やれる気軽なヤツだし、メシ喰くいながら四人を相手にできるスゴ腕だぞ」

「……絶対嫌だよ……」
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　週末だった。故に、零れいは午前中にはＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを訪れ、ノートＰＣに向かっていた。

　作業場はカフェやカラオケでもよかったが……賞金と印税を切り崩している状態の零れいにとって、できるだけ出費は抑えたいところだった。

　サラリーマンと違って、零れいは個人事業主だ。執筆に使った諸もろ々もろの代金は経費という名目にはなるが、会社が後で精算してくれるわけもなく、自分の財布から出ていく。春の確定申告で経費にかかった分の税金──正確にはもっといろいろあるのだが──が返ってくるだけなのだ。

　特に今やっている原稿が、必ずしも出版されてお金になるとは限らない以上、特段気になるところだった。作業すればするほど経費──赤字が増す可能性を考えると、怖いものがある。

　だから、琥こ珀はくが用意してくれたＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスは作業環境としては確かにありがたかった。

　あくまで、作業場として……だが。

「……凄すごいよ、シズク、ホント凄すごい。ここ、ここね？　シモンさんが、アンが心のどこかで自分以外の誰かを想おもっているのを察するところ……最高。感じるね、機微を！　機微ぃ～!!」

　デスクについて原稿書いている後ろで、覗のぞいてくる琥こ珀はくがいちいち感想を口にするのが……恐ろしく、ウザい。

「え!?　今の!?　今の消しちゃうの!?　どうして!?　良かったよ？　いい台詞せりふだっ……あっ、先にそっちね。そっかそっか、先に部屋の描写をして、雰囲気を漂わせて……あーなるほどね～。凄すごい、あ～、あ～、あ～なぁ～るぅ～ほぉ～どぉ～」

「……琥こ珀はく君、いちいち後ろで何か言うのをやめるんだ」

「どうして？　褒めてるのに？　恥ずかしい？　あ、照れてるんだ。かわいい～」

「……違うよ、書く度に後ろで何か言われるのはストレスなんだよ」

「私がストレスなの!?　酷ひどいよ！　言っていい事と悪い事があるよ！　謝って！　言い直して！　急いで、ホラッ、早くしないと心に消えない傷が!!」

「……気が散るんだよ。こういうやりとりも含めて。原稿書けなくなってもいいの？」

「……そっか。なら、仕方ないね。……うん、わかった。じゃ大人しくしてるね」

　そう言って琥こ珀はくは離れてくれるのだが……それで大人しくなるような相手なら、零れいとて苦労はしない。

　一五分後……。

「珈コー琲ヒー淹いれたよー」

「じゃ、そこ、横に置いといて」

　一〇分後……。

「お茶淹いれたよー。アールグレイだよー。お茶菓子にオレンジピールのチョコもあるよー。おいしいやつだよー」

「……うん」

　五分後……。

「お昼ご飯は何食べたい？　出前取る？　買ってくる？　作るのはちょっと自信ないけど……手料理食べたいっていうなら、頑張るよ！　でも少し時間かかるのは覚悟してね！」

「……勘弁して」

　邪魔する気は毛頭ないのだろうが……その存在自体が限りなくウザく、邪魔だった。

　恐らく自分も何かしたい、何かしなきゃという気持ちか、単に遊び盛りの犬よろしく零れいにちょっかいを出さずにはいられないようだ。

　悪気がないのはわかっている。この作品を作りたいのは恐らく零れい以上に琥こ珀はくの方だからだ。

　だから強く言う事などできない……が、何か言わなければ。このままでは原稿など書けるものではなかった。

　零れいは俯うつむき、軽く呼吸を整え、うるせぇと叫びたくなる衝動を抑えつつ……顔を上げる。できるだけ穏便に済ませるために笑顔を作ろうと努力する。

「あのね？　……いいかい、作業中は……その、僕の手が動いている間は話しかけ……あっ」

　デスクは窓まど際ぎわにあるため、窓にはうっすらと自分の顔が写っている。

　目は血走り、しかし口の両端は釣り上がっているというサイコな表情……見覚えがあった。

　その時だ。零れいの脳裏に、ある有名映画のワンシーンが蘇よみがえる。

　ジャック・ニコルソン主演の映画『シャイニング』の、冒頭から三〇分ぐらいのシーンだ。

　あの映画は作家志望の主人公が冬の間だけ誰もいないホテルの管理人として家族と共に過ごすのだけれど、徐々に正気を失っていき、最後はおかしくなってしまうストーリーである。

　で、件くだんのシーンだ。原稿を書いているところに、やたらと嫁が話しかけてくるので、主人公は常軌を逸した目をしつつも口元だけは笑って苦情を述べる……というサイコなもの。

　昔は何も思わなかった、いや、あぁ主人公はもうこの時点でおかしくなりつつあるんだなぁ、気を遣っている奥さんがかわいそう……という程度の気持ちでいた。

──違った。アレは、あの時の主人公は、何もおかしくなってない！　むしろ正常な、ごく普通の、真っ当な反応だったんだ!!　何な故ぜなら零れいは今、あの主人公とまったく同じ表情で、同じ気持ちで、文句を言おうとしていたのだから!!

　執筆中、それも筆が進んでいる時に話しかけるなど、寝た子を起こすようなもの──わかりやすく言えば、長大なドミノを作っている部屋に、よさこいを踊りながら乱入されるようなものだ。ソイヤ！　ソイヤ！　これでブチ切れなかったとしたらそれこそどうかしている。

「琥こ珀はく、一つお願いしていい？　……映画の『シャイニング』を観みて欲しいんだ」

「え？　なん……え？」

「観みればわかるよ。僕が観みてくれと頼んだ理由がね」

「あ、資料!?　資料だね!!　資料なんだ!!　わかった協力する！　……配信は……あ、してるね！　じゃ一緒に観みよっか？」

　スマホを横に持った琥こ珀はくが散歩に行く犬のような顔で寄ってくる。零れいは彼女を押しのけて視聴を一任した。

　そして、二時間。その間、定期的に悲鳴が響いてきたり、琥こ珀はくがベッドで寝転びながら視聴しつつ「うわ、ヤバいコレ……」とかいう呟つぶやき感想が聞こえてきたりもしたが、概おおむね執筆作業は捗はかどった。そして──。

「琥こ珀はく、観み終おわったところで……どうだった？」

「あのね、ジャック・ニコルソンの快演が素晴らしかった。キスで犯す覚悟を決めたっていうか、覚醒後のシモンさんのイメージって、あんな感じって事だよね？」

「うん、違うね？」

「あ、悲鳴上げてばかりの被害妄想入ってる奥さんを、アンの資料に？　……あれは違うよ、全然違う。アンはあんな女じゃない」

「うん、だから違うね？」

「……じゃ、何で……あ、単に面白かったから、感想を共有したいって事だ!?　オッケー、感想会やろうよ！　ジュースとお菓子の用意だね！」

「ちがーう！」

　よくよく考えたら、昔の自分も観みて理解できなかったのだから、琥こ珀はくに観みせたところで、ピンっとは来ないのだろう。

　仕方なく零れいは、あの件くだんのシーンについてどうだったかと、直接尋ねてみた。

「奥さんがかわいそうだよね。虐しいたげられてる感じがしてさ、あんなふうに言うなんて……正気を失いかけているにしても、ちょっと酷ひどいよ」

「………………うん」

　結局、あの時の邪魔している奥さん＝自分の行動だとは気がつかなかったらしい。

　零れいが遠回しに解説してみたが、理解できず、主人の言葉を理解しようとする犬のような顔をして首を傾かしげていくだけだった。

　その後、お昼を回っていたので、琥こ珀はくが「手料理披露しちゃう！」と言って、買い物に行き……五時間後の夕食時に、昼食は完成した。

　わざわざエプロンや調理器具を買ってくるところから始め、相当気合いが入っているかと思われたが……出てきたのはごく普通のご飯、味み噌そ汁しる、市販の漬物、焼いた鯖さば＋大根おろしだ。味はおいしかったが、特段どこに時間がかかったのか、まったくわからなかった。

　ただ、これはいいと零れいは思った。

　つまり、映画の二時間＋料理の五時間で七時間はしっかり原稿に向き合えたのだ。次からは手料理を是非、とお願いしようと決めた。

「琥こ珀はく、すごくおいしい。最高」

「本当!?　嬉うれしい！　料理なんて久しぶりだったから、頑張ったんだよ！　特にね、今回鯖さばにしたのはたくさん含まれているＤＨＡで、頭の回転をよくしてもらおうと思って！」

「こんなにおいしいと……また作って欲しくなるよ」

　零れいが罪悪感を覚えるほどに、琥こ珀はくは息を詰まらせ、顔を赤くし、そして箸を持った手をグーにすると、がんばるね、と言ってくれた。まさかウザいから遠ざけるためのお世辞とは夢にも思っていないのだろう。

「でも、時間はどうしてもかかっちゃうから……うーん」

「うん、お腹なかすごく減ってたけど、それでもいいよ！　うん！　……あれ？　琥こ珀はくってそんなに小食なの？」

　鯖さばや味み噌そ汁しるはともかく、ご飯の量が明らかに少ない。まるで小動物の餌のような量だった。

　ダイエット……いや、女性の食事というのはそういうものかもしれない。特にスタイルのいい琥こ珀はくだ。普段から炭水化物は控えているのかもしれない。それなのに自分のためにスタンダードな日本食を作ってくれたのだろう。そうした気遣いは、素直に嬉うれしく、余計に罪悪感が湧いてくる。今からでも素直に全てを言って……謝った方がいいだろうか？

　零れいはふと、彼女が長時間格闘したであろうキッチンを見て……己の浅はかさを悟った。

「琥こ珀はく君、キッチンに大量のお菓子のゴミが見えます」

「……シズク先生、それは幻覚です。原稿でお疲れのようですね……」

「人が腹すかせて原稿やってる後ろで一人でお菓子食べてたのかよ!?」

「腹が減っては戦はできぬと古くからの言い伝えが!!」

「五時間もやってるからだろ!?」

「酷ひどい!!　パワハラセクハラご飯ハラ!!　仕事が遅い事をバカにするなんて酷ひどいよ!!」

「そもそもどこに時間をかけたんだよ!?　言ってみろよ！」

　そんなの!!　と琥こ珀はくは言って座卓に並ぶ料理を見て……固まった。指先はすでに何かを指し示さんと人差し指が伸ばされているが、それが空中を彷徨さまよい続ける。

「……え……噓うそ、私、これのどこに五時間も……？」

「それを教えるんだよ……」
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　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスでの基本的なスタイルが決まった。

　平日は零れいの学校が終わると着替えてＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに向かい、作業する。琥こ珀はくは大学やら親の仕事の手伝いがあるらしく、二日に一回程度やってきて、無闇やたらかつはた迷惑に世話を焼いてくるので、それに耐えつつ、夕飯前の時刻に解散。

　休日は朝から籠もって作業。琥こ珀はくは昼食の準備……を、午前中から日が暮れるまでやって、早めの夕飯として食べつつ打ち合わせをして、解散。

　タイムスケジュールが決まると、零れいの執筆速度はさらに上がった。やはりちょっかい出してこないから、という以上に他人が常に監視しているため、ちょっとした緊張感が持続するというのが大きい。一人ではＳＮＳやネットニュースサイト、何よりゲームの誘惑に負けてしまう。

　執筆が進む。間違いなく面白く、素晴らしいデキだと自負できる。

　自己満足でも過度な思い込みでもなく、本当に面白ければ明らかにそれとわかるものだ。

　しかし……零れいの勃起は鳴りを潜めていた。最後までのプロットを渡された時以来、何もない。

　これはマズイと零れいは思う。けれど、それよりも、とも思う。

　勃起メカニズムの解明は遠のいたが、代わりに執筆の高揚を得て、毎日が充足していた。

　原稿が進む時、まるで綺き麗れいにかみ合った歯ギ車アがスムーズに回っている時のような心地よさがあったし、自分が絶対的に正しい事をしているような肯定感もある。

　だから、勃起ミステリーを放置しながらも、零れいは惰性というにはアクティブに、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスへと通い続けていた。

　帰宅の時間なのに、公園で知らない子供達と遊んでいるかのよう。帰宅の事は覚えているしわかってもいる、けれど意識的に意識の外へと押しやってしまっているあの感覚。

　今はいいけど、この後どうしよう？　その疑問は常にあるけれど、それを考えるのが億おつ劫くうで後回しにしてしまっていて……そうすればするほど、事態は深刻化していって、尚なお更さら考えるのが億おつ劫くうになって……。わかってる。わかっているけれど……。

　そんな零れいに、再び現実に直面させる事態が起こったのは、琥こ珀はくと遅すぎる昼食、別名、夕飯を食べ終わった直後だった。

　スマホが、鳴った。担当編集の小こ谷たにだ。

　零れいがチラリと琥こ珀はくを見れば、〝スピーカーフォンで〟と命じてくるので、それに従う。

『センセー、お疲れ様ですー小こ谷たにですー。原稿って、今どんな感じです？』

「……えっと、今は全体の半分を過ぎたところで、序破急なら破の後半、起承転結なら転にさしかかってる感じです」

『うぅわっ！　爆速じゃないですかー。さすがですー。今までで一番いいペースですね、じゃ、予定通り一一月発売でいけそうですね』

　小こ谷たにの言葉に、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウス内の時が止まった。

「……あ、あの、一一月？　だって、まだ……その……」

『ほら、前に電話でセンセーから聞いたあらすじ、アレをこっちでプロットに起こして、企画書作って編集会議かけて、クリアしてるんでー』

　とんでもない事をサラッとやっていやがった。零れいはまた絶句した。

　編集としては越権に当たると同時に有能なのかもしれないが……それより何より、すでに発売が決まっているというのが最大の問題だった。恐らくすでに発売のための〝枠〟が確保されてしまっている。こうなると、もし原稿が仕上がらなかった場合……かなりの大ごとになる。

　つまり……知らない間に逃げられない状況に追い込まれていたのだ。

『センセーの感覚でいいんですけど、作品、今のところ、どうです？　面白いです？』

「……それは……面白いです。そこは間違いないです」

『ですよね。だと思ってましたー。もう編集長もノリノリで、でっかくキャンペーン打つぞ、って営業と企画練ってましたよー』

　何となくでいいんでカバーイメージは考えておいてくださいねー、あとタイトルー、と小こ谷たには零れい達の動揺を察する事もなく言い残し……電話は切れた。

　一一月。今は六月前半とはいえ、普通に考えれば八月には原稿が仕上がっていないといけない。一年かかって何も書けなかった月つき野のシズクを相手に何な故ぜこんな危ない賭けをしているのか。

　いや、もしかしたらこれまでも小こ谷たには密ひそかに刊行計画に月つき野のシズク作品をねじ込み、そのための予定と予算を組んでいたのかもしれない。それを零れいは知らずに、書けないと泣いて、締め切りの延期を繰り返したあげく、執筆中止に至って、その都度小こ谷たには刊行予定表から月つき野のシズクの名前を消して、関係者に頭を下げてくれていたのかもしれない。

　情報伝達をおろそかにする小こ谷たにならやっていそうな事だった。

　だが、今はそこに罪悪感を抱いている場合ではない。

　外堀が埋まっていく。琥こ珀はくと共に書いているタイトルすら未いまだ無い作品──琥こ珀はくの脅迫の理由にして、零れいが勃起の謎を解くために書き始めた原稿には、もう販売までのルートがある。

　無論、零れいが他人への迷惑や今後の事を考えなければ、出版しない事も可能だろう。

　だが、これを世に出さずにおくには……あまりに完成が見え過ぎていた。恐らくあと一ヶ月、いや、零れいの筆の速さなら二週間もあれば完成する。

　そこから推すい敲こう（原稿の調整・修正）を繰り返したとて、時間的にはかなり余裕を持って初稿に至れるだろう。

　何より、勃起ミステリーについてはいったん置いておくにしても、零れい自身、これは世に出していい作品だと思っていた。これだけのものだ。誰かに読んで欲しいと思う。それだけの価値はあるし、読者がどんな反応をするのか見てみたいという気もする。

　そう、出すべき……いや、出したい。このまま誰にも読まれずに消えていくだけの作品にはしたくない。その想おもいが、ある。

　だから問題は……これを月つき野のシズク名義で出すのか、という一点だけだった。

「いよいよだね、あと四ヶ月後……アンの大冒険が白日の下に……」

　琥こ珀はくは緊張した面持ち、けれど興奮とワクワクで顔を赤くして……そんな事を言った。

「あの……さ、琥こ珀はく。今回のこの作品、著者のところ、共同執筆にしない？　月つき野のシズクと一いち之の瀬せ琥こ珀はくで。これはどう考えても僕だけの作品じゃ……」

　水を打ったよう、という表現がある。本来は大勢が一斉に黙る事を指す。だが、零れいは二人だけしかいないこの部屋でありながら、今まさに〝水を打ったよう〟という感想を抱いた。

　部屋の空気が凍り、部屋の外の世界が全て消失してしまったかのような静けさを感じたのだ。




「絶対にやめて」




　零れいを真まっ直すぐに見つめた琥こ珀はくが、はっきりと、明確に硬い意思でもって、そう言い切った。

　これまで見た事のない、感情の欠かけ片らもない琥こ珀はくの顔。まるで能面……いや、彼女自身が一瞬で人形に変わってしまったかのよう。

　ただ綺き麗れいだという以上の感想を抱けない、ぬくもりのない女性の形をした何か。

　そんな、気がした。

　少なくとも、感情をそのまま子供のようにさらけ出していた、これまで共にいた一いち之の瀬せ琥こ珀はくとは、別人に見えた。

「この作品は月つき野のシズクが書いたもの。私は一切関係ない。あくまで月つき野のシズク、君の作品」

　声も、同じように感情がなかった。代わりに、機き械かい染じみた、変に綺き麗れいな発声だった。

「どうして……。だって、これは完全に僕達……いや、むしろ琥こ珀はくの作品だよ」

「忘れてる？　シズク先生、君は私に脅迫されているんだよ？　秘密をバラされたくなかったら、言う通りにして。……この話はおしまい」

「で、でも！」

「本当にやめて。私は本気で言ってる」

　琥こ珀はくは零れいの返答を待つ事なく会話を切ると、食べ終わっていた食器類を片付け、背筋を伸ばしてキッチンへと向かった。

　どうして、という疑問を抱いた零れいは、ある事を思い出す。

　何な故ぜ一いち之の瀬せ琥こ珀はくが月つき野のシズクに小説を書かせようとするのか。

　その疑問。いろいろありすぎて、すっかり忘れていた。

　何な故ぜ、月つき野のシズクの秘密を知り得たのか？

　何な故ぜ、月つき野のシズク名義で世に出そうとするのか？

　執筆の熱に浮かされ、頭の外へ押しやっていた疑問。

　逃げ続けるだけでは、決して解明しない謎。

　いずれは直面しなければならない事態。

　どれだけ書いても解決しない問題。

　零れいと琥こ珀はくの二人を繫つなぐ、もの。

　それは、なんだ？







■第五章　破




「一晩考えた渾こん身しんの第一候補、『清きよらか純じゆん愛あいとぬめぬめ触しよく手しゆのラビリンス』」

「変態しか買わないよ？」

「豪速ストレートで、『ザ・ラブ』」

「さすがに無理があるとは思わない？」

「……『エビとアボカドのサンドイッチでお腹なかポンポン』……」

「真面目にやりたまえ」

「じゃ、とっておき。ちょっと頭良さそうにも見える感じで……『三さん体たい問もん題だい』！」

「『三さん体たい』っていう大ヒットＳＦ小説が少し前に出たよ」

「パクられた!?」

「向こうが圧倒的に先だよ、こっちはまだ世に出る以前の未完成だよ、勝負前に負けてるよ」

「もー否定ばっかり！　シズクはどうしたいの!?」

「……いいタイトルにしたいとは思ってるけど……」

　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスで、今日も集結した零れいと琥こ珀はくは、床に座って作品名に頭を悩ませた。

　作品を作っていく上で、というより、いよいよ刊行が見えてきた事、そして小こ谷たにから求められた事で、一度執筆を止めてでもタイトルを決めた方がいいだろう、という事になったのだ。

　あの小こ谷たにの電話を受けた後の、機械のような琥こ珀はくの様子は結局その日はずっと続いたが、翌日は解消し、まるで何もなかったかのようになったのは、零れいとしては助かったという気がしていた。あの様子の女性をどう扱っていいかなど、一七歳の少年にはわからなかった。

　ただ、著者をどうするかは……何かしら考えておく必要があるだろう。

「とりあえず、まとめていくね」

　意外とマメなのか、琥こ珀はくはタイトル一つにつき一枚のＡ４用紙にそのタイトルをデデンっとレタリングして書いて並べていく。無駄にタイトルに合わせたデザインをするので、黒一色でもそれっぽく見えるのだが……総じて、どれも酷ひどいタイトルだった。

「ちなみにシズク的に現状一位は？　私はラビリンスなんだけど」

「個人的に『三さん体たい問もん題だい』は好きだけどね。……でもタイトル被かぶりは厳しいよ」

「……クッ、私とシズクがあと一年早く出会っていれば！　動くのが遅すぎた！」

「『三さん体たい』はもっと前の作品だよ……」

「シズクは？　何か考えてきてないの？　……あれ？　怠慢？　人にだけ考えさせて自分は何もしないクズなの？　クズなの？　クズ？　人の努力をバカにして否定して笑いものにするのがお仕事なのかな？　ん？」

「バカにしてないし笑いものにもしてないよ。一応……その……考えてはきているけど……」

　まるでハグを求めるように、琥こ珀はくは両手を伸ばしてくる。カモン、という意味なのだろう。

　零れいは恥ずかしさを覚えつつもＡ４用紙にマジックで書いていく。口で言うよりはマシだ。

　零れいが書き出したタイトルは、『官かん能のうと接せつ吻ぷん』。

　クライマックスのシモンのキスに全力投球する事でマロニエと対抗する、という琥こ珀はくの意図がわかった事で、考え出したものだった。

　琥こ珀はくの第一候補『清きよらか純じゆん愛あいとぬめぬめ触しよく手しゆのラビリンス』と同じロジックである。本作の見所にして、アンが悩む二つの要素を提示し、どちらを取るのか、というテーマをタイトルから漂わせる。

　零れいは少しドキドキしながら、ちょっと硬すぎて、地味かもしれないと補足を入れようかとも思ったが、それより先に琥こ珀はくの口から「……いいかも」と漏れた。

　彼女は顎に手を当て、しばし零れいがタイトルを書いたＡ４用紙を見つめ……そして、散歩に行く紐リードを見せられた犬のように、顔をパッと輝かせる。

「うん、いいかもいいかも！　むしろシックっていうか、権威がある感じになってるし、シズクの美しい文章にも合ってる！　これじゃない!?」

「そ、そう？」

　自分で考えたもの、悩み抜いて見つけたもの……そうしたものを褒められたら、やっぱりどうしたって、嬉うれしい。承認欲求が満たされる、という事なのだろうが……短いタイトルとはいえ、創作物が認められるのは間違いなくそれ以上の何かがある。

「官かん能のうと接せつ吻ぷん、うん、いいね！」

　零れいのヘタクソな文字では満足しなかったのか、琥こ珀はくは新しい用紙に、エレガント＆シックなデザインで、『官かん能のうと接せつ吻ぷん』と──いや、『官かん能のうと接物』と書いていた。

　間違えてるよ、そう言おうとしたが、零れいは大事な事に気がつく。

「……接せつ吻ぷんって……」

「あ！　漢字間違えてる!!　ごめんごめん。……ん？　どうかした、シズク」

「このタイトル、ダメだ。接せつ吻ぷんって文字が読めない人が多いかもしれない」

　琥こ珀はくもハッとして今一度タイトルを見て……神妙な顔で頷うなずく。

「確かに、普段見ない漢字だよね。だから私が間違えるのも当然。仕方ないよ。やむを得ないね。もはや自然の摂理。どうにもならない。私は有能」

「自分のミスをナチュラルにフォローするんじゃない」

「事実！　本当の真実のじぃ～じ～つっ！　……ともかく、確かに接せつ吻ぷんはちょっとダメかもね。小さな子供にも読んで欲しいし」

「絶対読ませないよ？」

「どうして自分で読者を選ぼうとするの？　良くないよ？　何様のつもり？　大作家様気取りなの？」

「……僕には倫理ってものがあるんだよ」

　琥こ珀はく的にはもう『官かん能のうと接せつ吻ぷん』でいきたいらしく、困った顔をする。

　零れいとしても同意だった。一度いいよね、となったものを変えるのは……難しい。別のに変えたとしてもよっぽど良くないと何となく不満と悔いが残る。

　確かに読みにくく、普通は書けないであろう漢字だ。だが、タイトルの頭にあるわけではないから、最悪〝接せつ吻ぷん〟が読めないままでも、何とかなるかもしれない。けれど……やっぱり、タイトルは間違われずに読んで欲しい。

「ねぇ、シズク、言葉を変えてみたらどうかな。例えば……こんな感じ」

　そうして琥こ珀はくが用紙に描き出したのは──『官かん能のうと口くち吸すい』。

「どう、シズク？　シック＆古風な雰囲気を残しつつ、読みやすくて間違えない漢字、かつ、シモンさんをイメージする純愛っていうより何かエロくない？　むしろエロいね？　ドエロだこれ……あれ？」

「うん、何だろうね……純愛的な意味だったのに、何か妙に淫いん猥わいな表現になっている……。吸い、ってワードが、唾液とか舌をすする印象になって、変にいやらしい感じになるのかな」

「いいと思ったんだけどなぁ。……じゃボツ。もう少し綺き麗れいっていうかサッパリした感じにしないとね。もういっそシンプルに『官かん能のうとキス』……は軽いか。『官かん能のうと口くちづけ』とか？」

　あ、と零れいは口にし、言った当の本人である琥こ珀はくはその零れいの小さくも驚いたリアクションを見て、一拍置いてから、さらっと述べた自分の言葉を今一度嚙かみしめ……二人で、見つめ合う。

　そして無言のまま、互いに思う。

　これじゃない？　と。

　口づけ、という上品さが直前の官能と相反していて、興味を引きやすく、作品の雰囲気と合っていた。読みやすく、作品の概要が表現され、さらに覚えやすい。まさか化け物が主要キャラだとは予想だにしないだろうが……その意外性を含めても、いいと思えた。

　決まった。完全にこれ以外にない、というタイトルだと、零れいと琥こ珀はくは共に思う。

　琥こ珀はくはレタリングしたタイトルのＡ４用紙を壁に貼り、零れいと二人並んで立ち、しばし見つめていた。まるで何かを成し遂げたような達成感が湧き、お祝いに食事をし、いい気分で解散し……かけたところで、琥こ珀はくが理性を取り戻す。

「今日まだ一文字も書いてなくない？」

「……今日はもういいんじゃない？　疲れたし」

「ダメ。継続は力なり！　何より明日からしばらく私ちょっとＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに来られないから、今日のうちにいろいろやっておかないと」

　テスト期間？　と、尋ねるが、琥こ珀はくは返答を濁した。親を手伝わないといけないらしい。

　零れいと琥こ珀はくは、今後数日間で至るであろうストーリー進行分の打ち合わせを終え、軽く執筆し、その日は解散となった。

　そして、その日を境に一週間もの間、琥こ珀はくは本当にＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに現れなかった。

　邪魔が入らなかった事で原稿はかなりの速度で進み、クライマックスに至ろうかというところまで書き進めた時……これまでで最大のトラブルが発生した。

　久方ぶりに現れた琥こ珀はくがプリントアウトされた原稿を手に、言う。

──これは違う、と。
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　一週間ぶりに再会した零れいと琥こ珀はくの関係は、驚くほどギクシャクしていた。

　原因はこの一週間に書いた原稿だ。

「違うよ、ここは絶対違う。アンはそんな事言わない。もっと……こう……シモンさんには優しく対応するの。うるさいなんて言っちゃダメだよ。だって、シモンさんはアンの事を真摯に考えてくれてるんだから」

　まだ、これはいい方だった。

「うーん……ちょっと、アンの言葉じゃないかな。もう少し違う言い方にして？　……具体的に？　それは、わからないんだけど、今のヤツは違う」

　これが、多発していた。

　アンの発言内容、口調が違う、と。しかもどう違うのかは具体的に指示してこない。

　これが零れいにはたまらなくストレスにもなったし、執筆の遅延に直接的に繫つながっていた。

　アン視点の作品なので、アンの発言や感情、意見が多いためにかなりの割合で琥こ珀はくの〝待った〟が入る。そのせいで、クライマックスにさしかかった時になって、零れいにはアンという主人公がわからなくなっていた。

　シモンやマロニエの台詞せりふや描写はほとんど問題なかった。するりと行く。

　だが、今、アンに関してだけは、書くに書けない。書いたところで修正を求められる。しかも正解は教えてもらえない。ヒントもない。違うとだけ言われる。

　琥こ珀はくから与えられるのは、今や、ストレスだけだった。

　一週間かかって進んだ部分の大半に修正を求められ、実質的にほぼやり直しに近くなってしまった。しかもそこから先も一日かかって数行しか書けない状況だ。目も当てられない。

　少し前までの零れいなら、「どうでもいい」とばかりに言われるがままになっていたかもしれない。けれど、作品は明らかに面白く、かつ、ここまで書いてきた自負と完成までこぎ着けられる目め処どがついた事で、やる気が生まれてしまっていた。その状態で面白いと思って作ったものを、違う、違う、これじゃない、と否定されるのは、本当に辛つらい。

「……まるで下請けだよ、こんなの……」

　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスで、零れいは思わず呟つぶやいた。そして、それを聞いた琥こ珀はくは、申し訳なさそうな、どこか泣きそうな顔をして「……ごめん」と呟つぶやく。

　でも、決して〝好きに書いていいいよ〟とは言わなかった。

　そうして……何度も修正をするうちに、零れいには何かがわかりつつあった。

　アンのキャラについてではない。琥こ珀はくの事だ。

　アンに対して〝何か違う〟と言う琥こ珀はくは、どこが違うのかは明確には指摘しないが、触手の時と同じく、彼女の中ではすでに正解があるような気がするのだ。

　ただ、決してそれを教えてくれない。ダメだとだけ言う。

　その理由は、わからなかった。

　ただ、その事がわかったが故に、零れいは余計に苛いら立だってしまう。

「……あ、そうだ。いいお茶あるんだよ。今、淹いれるね」

　重たい空気がＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを満たしていたのを変えようとしたのか、琥こ珀はくが無理矢理明るく言って、キッチンへ向かった。

　零れいは一人、ノートＰＣのモニターを見る。

　ほんの一週間前まで、あれだけ軽快に執筆できていたのに、今はまったくダメだ。

　行き着く先ゴールはプロットがある以上わかっているけれど、それは山頂のようなもので、そこに至るまでの道には暗雲が立ちこめ、踏み出すのを躊躇ためらわせる。

　どこに足を向けても落とし穴が待ち受けている。心が折れそうだ。

　結局、琥こ珀はくのお茶が淹いれるまでの間にできたのは、誤字を直す事だけだった。

　それを知った琥こ珀はくは申し訳なさそうな顔をし、零れいは俯うつむいた。

　出てきたお茶は、素晴らしく香りの良い烏ウー龍ロン茶ちやだった。茶菓子として出してくれたパイナップルケーキと食べると、さらに満たされた気分になる。

　おいしかった。けれど、それだけだった。原稿の解決には何ら寄与しない。

　零れいも琥こ珀はくも笑わず、おいしいね、と喋しやべる事もできず、ただ無言で茶をすすり、もそもそとパイナップルケーキを食べ……そして、その日は終了となり、それぞれ帰宅した。




　翌日、零れいは体調が悪いと言ってＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスへは行かなかった。

　たまには家でゆっくりして、という琥こ珀はくからのＬＩＮＥに「家で作業するよ」と返事をしたものの、結局一文字も書かずに、デスニードラウンドのランクを上げていた。

　そして、翌日、その翌日もまた零れいはＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに行かなかった。

　体調不良などの言い訳すら、もう、しなくなっていた。

　ただ……行かなかった。

　琥こ珀はくからの連絡も、一週間が経たつ頃には失うせていた。執筆へのやる気も、何もかも。

──もう、おしまい。

　言葉にする事はなくとも、零れいの、そして恐らくは琥こ珀はくの脳裏にもその確信があった。
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　零れいの学年にも中間テストがあり、平均点で無事終える事ができた。

　そして、テストも終わればあとはダラダラと過ごすのが部活に入っていない学生というものだ。零れいもまた、山やま岩いわ君、川かわ端ばた君の二人と共に放課後を教室で過ごしていた。

　遊ぶのは当然、スマホゲーム──デスニードラウンドだ。血で血を洗う殺さつ戮りくサバイバル。

「月つき岡おか殿、敵首しゆ魁かいを確認、ポイントを指定。狙撃願いたい」

「任せろ。山やま岩いわ君、バックアップ頼む。二秒稼いでくれ」

「了解だ。スモーク展開と同時に援護射撃を行うぞ。３、２、１、今」

　日本トップクラスの腕前である川かわ端ばた君の適切な指揮の下、零れいはゲームの中で狙撃銃を構え、逃げ回っている敵にスコープの照準線を合わせる。そして、今まさに撃たんとした時、ピポポン♪　とＬＩＮＥ通話の通知が零れいのスマホに入る。狙撃は、外れた。

「……クソッ、逃した！」

「こちらでフォローするでござる。山やま岩いわ殿、後ご詰づめを」

　確実にキルできる場面だった。それなのに、ミスをする。成績ランクを気にするプレイヤーならあってはならない事だ。

　だが、今のは自分の責任じゃない。邪魔してきたＬＩＮＥ、いや、自分に通話しようとしてきた相手のせいだ。たとえ設定で通知を切る事ができるとしても、かけてきた相手が悪い。そう思わないとやっていられない。

　未いまだ続いていたコールを切り、零れいはゲームに集中しようとするのだが……相手の名を見た時、思わず、手が止まった。担当編集の小こ谷たにだった。

　正直言って小こ谷たにの存在を零れいはすっかり忘れていた。というより、琥こ珀はくや原稿の事から逃避するあまり、まったく意識にすら上っていなかったのだ。

　小こ谷たにの事を考えるには出版を考えなければならず、出版を考えるには原稿を考えなければならない。そして、零れいは今、その原稿と琥こ珀はくから逃避しているのだ。

　小こ谷たにの名で例の企画がすでに編集会議を通っている事を思い出し〝ヤバい〟と素直に思う。

　ゲームは川かわ端ばた君が零れいのミスをフォローする形で勝利。零れいはすぐにトイレと言って席を立とうとしたが、何な故ぜか二人も一緒に席を立ったので、先に家族に電話をすると告げると彼らは揃そろって着席した。何だよお前ら、とツッコミたい気持ちもあったが、それどころではなかったので、零れいはスマホを耳に当てながら一人教室を出る。

　小こ谷たにをコールしつつ、ひと気のない場所──開かずの屋上扉に繫つながる階段へと向かった。

　どん詰まりのそこに至った時、小こ谷たにが出る。内容は案の定、原稿の現状確認だった。

　零れいは、今回の作品はやっぱり無理かもしれない旨むねを絞り出すように告げるのだが……。

『大丈夫ッスよ～。センセーなら書けますって。締め切りは全然ヨユーですし、一回気分転換でもして、ね？　女の子と遊んだりして。そしたらできますって。じゃ予定通りって事で』

　信じられないが、本当にそれだけ言って通話は切れた。

　通話が切られた事もそうだが、それ以上にこっちが思い詰めている時に、軽薄な返答をされると本気で苛いら立だつものがある。しかし、理由を伝えていない以上、何も言えなかった。

　零れいは階段に腰掛け、頭を抱える。これからどうしたらいいかなんてこれっぽっちもわからない。ただ、ヤバい、という焦燥感だけが募りゆく。

　夏休みの宿題を一切やらずに始業式の朝を迎えたような、そんな気分だ。

　月つき岡おか、と声をかけられた。見やれば階下から山やま岩いわ君と川かわ端ばた君が零れいを見上げていた。

　山やま岩いわ君達は何も知らない。月つき野のシズクも、一いち之の瀬せ琥こ珀はくも、『官かん能のうと口くちづけ』の頓挫も……。

　けれど、追い詰められた零れいの顔を見る二人の男達は同情のそれ。今の通話を聞かれていたとしても、恐らく内容を理解する事はできないだろう。それなのに、まるで彼らは何もかもを知っているかのように、零れいには見えた。

　しばし無言のまま見つめ合った後、山やま岩いわ君がニッコリと笑った。

「明日は土曜だ、どうだ？　ゆっくり、サウナにでも行かないか？」

　幾度も聞いた誘い。幾度も断った誘い。

　しかし零れいは今回その誘いに乗った。

　彼氏と喧けん嘩かした直後の女は簡単にヤれる、という事を口にする輩やからがいるが……あれは多分本当なのだろうなと、零れいは思った。





●






　未成年に不自然によくしてくれる男性専用サウナという不穏なワードでもって紹介されていた山やま岩いわ君が最近見つけた店は、行ってみると思いのほか真っ当な所だった。

　単に、若い客層開拓のために値段を安くし、かつ、危険な入り方をしないために店員がきちんとレクチャーしてくれる、というだけだった。

　なので、危険なのは……友人二人からの熱烈な視線だけである。

　零れいは男女双方から〝かわいい〟と称されてしまった股間部をしっかりタオルで巻いてガードし、彼らと共にサウナに入った。

　時間帯のせいか、他に客はおらず、三人だけの貸し切り。

　零れいは、正直なところ身の危険を感じないでもなかったが……それでもサウナに足を踏み入れたのは、やはりどこかしら自暴自棄になっているからなのかもしれない。

　あまりサウナに入らない、というより、温泉などに行くと女子と間違えられる事が多いため、好んで公共の入浴施設に行こうとしない零れいには正直キツい温度だ。すぐに汗が噴き出し、肌の上を流れていく。

「それで？　月つき岡おか、お前は一体何を悩んでいるんだ？」

　零れいがうだるのを待っていたかのようなタイミングで、背筋を伸ばして腕を組んでいる山やま岩いわ君が訊きいてくる。玉の汗が男達の肌の上を流れていく。

「バイト……みたいなところで少しトラブってて。もう、どうしていいかわからなくて……」

　いつもなら誤魔化す。けれど、今回ばかりは素直に言葉が出た。

「さ、さては……に、人間関係でござ……るな？」

　零れい以上に熱にやられているらしい川かわ端ばた君が、今にも死にそうな雰囲気を漂わせながら言う。余計な脂肪と共に筋肉もない細身な分、熱に弱いのだろう。夏の終わりのひまわりのようだ。

「悩むぐらいならやめたっていいと思うぞ。似たようなバイトなら幾らでもあるはずだ。何より、バイトは今だけのもの……生涯をかけてどうこうするものじゃない」

　山やま岩いわ君の言葉は正論だと零れいも思う。しかしそれはバイトなら、いや、普通の仕事なら、だ。

「そう簡単にはいかないんだ。ちょっと特殊で……僕以外にはやれないっていうか、僕のためにバイト先の他の人が頑張ってくれてるのに……それに応えられない感じで……それで……」

「……に、人間関係では……なかったでござるか……？」

「あ、いや！　人間関係のせいでっていう感じ……いや、どうだろうな。仕事のやり方で、上の立場の人とぶつかってるっていうか……意地悪されている感じで……」

「やめちゃえよ、月つき岡おか。そんな職場、ろくなもんじゃねぇよ。苦しむだけ損だぜ」

　やめる。甘美な言葉に思えるのは、サウナの熱にやられているせいなのか。まるで全てを解決する魔法のようだ。

　やめさえすれば、楽になる……。

　だが、やめられるのか。やめたい。けれど、やめたくない気もする。やめたら終わり、やめたら負け……ダメな気がする。

　狭い日本の出版業界、その中でも零れいが今いるジャンルは恐ろしく狭い。作家、編集、その他出版にまつわる人間を含めても、過疎化の進んだ田舎町一つ分ぐらいの人数しかないはずだ。

　問題は噂うわさになり、誰もが耳にする。果たしてそんな中で、途中で逃げてしまうような作家を拾ってくれる所があるのだろうか。

　いっその事、今、日本を揺るがすような大事件が起きて全てがうやむやになってしまえばいいとさえ思う。……そうだ、隕いん石せきがいい。ドカンとどこかに落ちて、社会がぐちゃぐちゃになってしまうのだ。誰のせいでもない、仕方ない、やむを得ない、誰も今のこの問題を覚えていないぐらいの大事件……それが理想。

　零れいの心は、自分以外の責任と意思で中止になってしまう事を望んでいた。そうすれば自分は心や立場がマイナスになる事無く、今の悩みから解放される。

　……本当はやめたところでマイナス要素なんてないのかもしれない。山やま岩いわ君の言うように、苦しむだけ損なのかもしれないし、次のチャンスだってたくさん転がっているのかもしれない。

　でも、自分からやめると……言えない。言いたくない。

　続けるのは本当に辛つらい、いや続けられないというのはわかっているのに、自分で幕を引く事も、本当に嫌なのだ。

　誰かのせいにしたかった。自分は悪くないということにしたかった。

　それも含めて……全部逃避だというのはわかっている。その上で、誰かに責任をなすりつけたいと本気で思う。

　そう、例えば、今回の原因である琥こ珀はくに──。

「あ……そういえば……」

　零れいは最近……いや、ついこの間まであまりに順調に執筆がうまくいきすぎていたが故に、すっかり忘れていた。

　自分は──月つき野のシズクは脅迫されて原稿を書いていたのだ。

　あぁ、そうだ。編集部に琥こ珀はくの脅迫の件を全て話してしまえば……!!

「全部……琥こ珀はくのせいに……」

　なる。できる。確実に。

　そして自分は哀れな被害者となるのだ。そうすれば自分へのマイナスはまったくない状態で、全てをうやむやにできるだろう。勃起ミステリーだけは迷宮入りするだろうが……それでも今の焦燥感と苦しみだけが積み重なる毎日に比べたら……。

　それに、股間が反応した琥こ珀はくの話は頭に、そして彼女の作ったプロットは手元に残っている。これを足がかりにすれば何かつかめる可能性は十分にある。

　問題があるとすれば、それは自分の秘密がバラされてしまう事だが……琥こ珀はくに気づかれないよう編集部に連絡し、弁護士を紹介してもらって対策が打てれば何とか──。

「琥こ珀はくって……宝石か？」

　山やま岩いわ君が零れいの呟つぶやきを拾って、そんな事を言う。人の名前だと告げると、限界を迎えたらしい川かわ端ばた君がサウナを逃げ出しながら呟つぶやきを残していく。

「そういえば最近ネットで……話題でござるな……アン……ブロイド……うぅっ」

──え？

　零れいは思わず声が出た。アン・ブロイド。『官かん能のうと口くちづけ』の主人公である。何な故ぜ、川かわ端ばた君が？　慌ててその続きを訊きこうとするも川かわ端ばた君はもうサウナの外だ。零れいは追いかけ、まだ入っていたそうだった山やま岩いわ君も仕方なしにそれに続いた。

　まずはとサウナ脇にあるシャワーで汗を流し、そしてその横の水みず風ぶ呂ろへ──入れなかった。冷たすぎて足首だけで零れいは限界だ。仕方なく足だけ浸つけて、腰は水みず風ぶ呂ろの縁に下ろす。

　川かわ端ばた君は山やま岩いわ君とよく来ているのか、当たり前のように水みず風ぶ呂ろの中へダイブ。

「ふぅ～～、さすがに限界でござった～。本当はもっと月つき岡おか殿の〝かわいい〟を眺めていたかったでござるが……」

「なんて目的でサウナに入っていやがる……」

「みんな似たようなものさ。さぁ、月つき岡おか、水みず風ぶ呂ろに肩まで入れよ。そんな足だけ入れて縁に座っていたら……お前の〝かわいい〟が丁度俺達の目線の高さだぜ？」

　次の瞬間、零れいは水みず風ぶ呂ろに飛び込んでいた。

　無意識に奥歯を強く嚙かみしめ、冷たさに耐える。川かわ端ばた君からアン・ブロイドについて話を訊ききたかったが、しばらく言葉は出せなかった。しかし十数秒もすれば、全身が締められるような、ぎゅ～～という水みず風ぶ呂ろの冷たさが多少和らいでいくのを感じ、ようやく余裕が出てきた。

「川かわ端ばた君、琥こ珀はくっていうか……アン・ブロイドって……」

「あぁ、アンでござるな。……まったく月つき岡おか殿も欲深い男でござる。まさか年上の美人お姉さんというだけにとどまらず、玉たまの輿こしすら狙っていたとは」

「俺にはイマイチ話が見えねぇんだけど……」

「拙者らが先日ハイビスカフェで出くわしたお姉さんを覚えてるでござるか？　……あの人、今、台湾を中心にネットで流は行やってい……うっ、そろそろ吐息が冷えてきたでござるな」

　川かわ端ばた君、そして山やま岩いわ君もまた水みず風ぶ呂ろから出て行く。

「何で大事なところで場所移動するんだよ……」

　言いつつ、零れいも自分の体が冷え、吐息に冷たさを感じ始めたので、友人達に続く。

　体の水滴を拭き取ると、休憩用の椅子に三人並んで座った。

　サウナで拡張した血管が水みず風ぶ呂ろで締まり、それを常温で徐々にゆるめていく……この際に快楽物質が発生し、少し前に流は行やった、あのいわゆる〝ととのう〟という状態になる……らしいのだが、零れいにはその感覚がいまいちわからない。

　わからないが……とりあえず〝ほふぅ……〟という気持ち良さは感じられた。

「……川かわ端ばた君、続き。ネットで地味に流は行やってるって……なに？」

「おや？　月つき岡おか殿はご存じないでござるか？　台湾にファッション専門のショッピングモールが先日オープン……。で、そこで……うぅ、おぉ……キ、キタでござるぅ～！」

「さすがは川かわ端ばた、一回目でととのったか。月つき岡おか、俺達も早くあの極楽へ行……あっ、お、俺も、もぅ……先にイクぜ!!　うっ！」

「……二人だけで行くんじゃない」

　零れいは少しめまいにも似た感覚があるだけで、彼らのとは少し違うようだった。

「川かわ端ばた君、琥こ珀はくとファッションモールの関係って……？　いい加減まとめて教えてくれ」

「ふぅ～……元々は同じ旧財閥系の一いち之の瀬せグループと沢さわ桔ぎコーポレーション、そして台湾現地の大企業が三社共同出資によるファッションモールを作ったのはご存じか？　……ご存じない？　まぁできたんでござるよ。それで、先日のオープニングセレモニーで、それぞれの頭取の娘が広告塔になったんでござる。当然ながらその全員が正真正銘のスーパー令嬢かつ、月つき岡おか殿とは別ベクトルで〝かわいい〟と話題でござってなぁ。……特に、そのうちの一いち之の瀬せ琥こ珀はくは、ネット上ではアンと呼ばれ……」

「ちょっと待って急に大量の情報を……加減ってもんが……うぅ……混乱する……」

　目め眩まいが強くなってきて、少し気持ち悪さを感じる。多分、ととのうのとは違う、バッドトリップのような状態で零れいは呻うめいた。

「琥こ珀はく殿は、他の令嬢達と違って美人ながら高雅な人形のようで……要は、作り物のような容姿で、それを揶や揄ゆして台湾のネットユーザー達は彼女を再生琥珀アンブロイドと……」

　再生琥珀アンブロイドとは、またの名を圧縮琥こ珀はく。琥こ珀はくの欠かけ片らなどを溶かして加工した石なのだという。偽にせ物ものではなく、あくまで本物の琥こ珀はくを用いて作られているが、本来のそれとは違う、人の手が入った琥こ珀はくの事だ。

「まぁ、その美しすぎる容姿がたまらないと人気でござるが……あぁ……うぅ～」

「おぉ、川かわ端ばた、いいととのいだな……。どうだ、月つき岡おか、お前も……月つき岡おか？　どうした、バッドトリップか？」

　今零れいは自分がどんな顔をしているのか、わからなかった。

　だが、それまであった名状しがたい嫌な感覚は鳴りを潜め、胸を占めるのはととのいでも気持ち悪さでもなく、〝答え〟の片へん鱗りん。

　予想外のところから、真実が顔を出したのだ。

「山やま岩いわ君、川かわ端ばた君……今日は誘ってくれてありがとう。僕、もう行くよ」

「迷いはなくなったか。行けよ、ブラザー。恐れるな。そのまま行け……そこに全てがある」

　山やま岩いわ君は半ばアヘ顔で目の焦点も合っていなかったので、きっとととのいの地平線へ行けと言っているのだろうな、というのは零れいにもわかった。だが、そんなラリった友の言葉でも、不思議に今の零れいの背を押してくれる。

　わからなかった二つの謎のうち、一つは見えてきた。そしてそれは恐らく零れいと琥こ珀はくの衝突の原因でもあるのだ。

　零れいが脱衣所ロツカールームに戻ると、スマホに着信の履歴があった。そして、留守番電話にメッセージ。

　どちらも発信元はキュリオス文庫編集長。

　会いたい、とまるで恋人のようなメッセージが一つ。

　残されていたもう一つの謎を解く鍵が、向こうからやってきた。
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　あのサウナから二日経たった日曜日。零れいは実に二週間ぶりにＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを訪れた。

　玄関に入れば、パンプスが並んでいたので琥こ珀はくはもう来ているようだ。昨日連絡した時間より、まだ三〇分ほど早いが……果たしていつから来ていたのか。

　リュックを下ろしながらリビングに行くと、琥こ珀はくが座卓の前に正座していた。

　凜りんとした佇たたずまいは、ネットで揶や揄ゆされたアンブロイドというよりは、死刑宣告を待つ囚人のそれだ。あまりに暗い表情をしていて、サウナの後にネットで見つけたすまし顔の彼女とは、別人のようだった。

　零れいもまた、座卓を挟んで彼女の前に正座する。

　そして、無言の時間。長い沈黙。防音がかなりしっかりしている部屋だったが、それでもこれだけ静かだと、外から子供達が遊ぶ声がかすかに聞こえる。そして、時折ある車の走行音だけが時間の流れを感じさせた。

　口火を切ったのは、琥こ珀はく。

「もう……会ってくれないかと思った。もう……おしまいかと思った」

　眉が八の字の、無理矢理作ったような笑顔で、琥こ珀はくが言った。

「どうして？　……また脅迫すればいい。そうしたら会えたよ」

　泣きそうな顔をして、琥こ珀はくは俯うつむいてしまった。

　自分に人をいじめる趣味はないと零れいは思っているが、ここで慰めの言葉をかけるのは違うとも思い、しばらく黙っていた。

　琥こ珀はくが今にも泣きそうな、目尻に涙をため始めたのを見て、零れいは腹を決めた。

　恐らくこれからする事は、端から見れば──何も知らない人からすればバカな行いだ。

　黙って以前同様に作品を作っていればいい、儲もうかる、みんな幸せになる……。琥こ珀はくがいちいち文句を言うにしても、せいぜい一〇日も我慢すれば一〇〇万近い金も手に入る……。

──うるせぇ。

　零れいは自分の胸の内に沸き起こってくる見知らぬ他人の意見、ある種の客観視したこれからの行為への意見を一言で押さえつけた。

　愚かでもいい。バカでもいい。

　自分にとって、何が大切なのか。真に欲ほつするのは何か。

　重要なのはそこだけだ。価値の物差しを他人に委ねるほど、世間に流されて生きられるような器用な人間じゃない。

　何より……真に利口な人間は作家になんてならないものだ。

「第一四回文ぶん壇だん書しよ房ぼうキュリオス文庫小説新人賞」

　零れいの言葉に、琥こ珀はくは「え？」と顔を上げた。

「僕が優秀賞を取った回。……そして、琥珀が大賞を受賞した回」

　琥こ珀はくが、目を見開き、絶句した。







■第六章　さらに、転（どんでん返し）




　どうやら編集長の鬼き頭とうは小こ谷たにから零れいの状況を聞いて、直感的に──と本人は言っていたが、実際には何度も頓挫している過去を鑑かんがみてだろう──このままではマズイと思ったらしい。

　そこで小こ谷たにの了解を得て連絡し、どうにか助けたいと行動を起こしたようだ。

　よかったら食事でも、と言うので零れいは家に連絡後、サウナを出た足でそのまま神じん保ぼう町ちようへ。

　未成年なのに夜に家族以外の大人と食事……となるとギョッとする家もあるだろうが、相手が編集となると不思議とこれに目くじらを立てる家はあまりないものだ。

　地図アプリを頼りにたどり着いたのは、家族では絶対に行かないような、高級店。入口の脇にあるメニューをちらりと見やれば、四枚だけ載った厚切り牛タン一皿だけで三八〇〇円、Ａ５和牛などの文字が踊っている。

　普通、高校生が正面から入店するのは、金属バット一本でアメリカ大使館に殴り込みをかけるぐらいに敷しき居いが高いが、作家の肩書きがあると不思議と怖さは薄れる。

　入店すると店員より先に、編集長が声をかけてくる。入口脇の喫煙ルームにいたらしかった。

──編集長のキトウは、デカイ。パンパンに膨れ上がり、てらてらしている。

　零れいは彼に会うといつもそう思うのだが、どうしても本来の〝鬼き頭とう〟ではなく、別の漢字が頭に浮かんでしまいそうになる。

　筋骨隆々としていてスーツが弾はじけそうだし、強こわ面もての顔は何な故ぜかいつも脂ぎっているせいだ。

　繁華街で出くわそうものなら暴力団関係者だと誰もが思うし、実際業界内では『極道の鬼き頭とう』という異名を持っているのだと小こ谷たにから聞いていた。

「先生、本日はわざわざお越し頂きまして、ありがとうございます」

　年上の、それも大男が深々と頭を下げ、小柄な零れいの頭より己のそれを低くする。これに萎縮しない者はいない。零れいも慌てて、「いえ……」と頭を下げる。

　鬼き頭とうは個室を用意してくれていた。

　彼は着席するなり最初に大量の高い肉とビールとウーロン茶を注文。品がそろって店員が出て行くのを確認すると、早速肉を焼き始める。

　一枚数百円の肉。口に入れば一瞬で消えてしまう、数百円。この額を稼ごうと思ったら文庫本を数冊売らなくてはいけない。

　文ぶん壇だん書しよ房ぼうの経費だが、それに見合うだけの作品を上じよ梓うしした覚えは零れいにはない。まるで肉が網に置かれていく度に自分の借金が増えていくような気がして、あまり食指は動かなかった。

　何より、いい肉だとはわかっているのだけれど、上等すぎて柔らかすぎる和牛は腐った肉と同じ食感に思えて、実はそれほど好きではなかった。

　軽く食べ、互いの口が脂に濡ぬれたところで、鬼き頭とうが切り出す。

「ところで……原稿、どうですか？　タイトル決まったんですよね、確か『官かん能のうと口くちづけ』でしたね。いいタイトルです」

「……実は、それなんですが……」

　零れいは箸を置き、琥こ珀はくに関しては伏せつつも、絞り出すように状況を述べた。

　原稿は未いまだ七割程度、しかし、これ以上書けないかもしれない……と。そして最後に「すみません」と付け加えた。

　鬼き頭とうは〝どうして？〟とは口にせず、優しげな表情のままで網の上の肉を拾い上げ、零れいと自分の皿に分配していく。

「そうじゃないかと思っていました。……小こ谷たには、作家さんの才能に惚ほれ込こむあまり、できるだけ自分が介入しないよう、お任せしてしまう傾向がありますから」

　零れいはハッとした。あの〝いつだって自分本位で作家などほったらかし〟の小こ谷たにをここまで悪く言わずに表現する言葉があったのかと驚いた。

「すみません、ビールがなくなったので、注文いいですか？」

　鬼き頭とうは「獺だつ祭さいの冷やをジョッキで」というメニューにない常軌を逸した注文をした。

　彼はジョッキが届くまで黙って何かを考え、届くなり三分の一を一気に呷あおった。

「……先生、原稿のために、我々編集部にできる事はありますか？」

　鬼き頭とうは腹をくくった。それが零れいにもわかった。恐らく本はもう出せない。それを覚悟しつつも、本当にもうどうにもならないか？　という最終確認をしてきたのだ。

「すみません……こればっかりは、どうにも……」

　鬼き頭とうはさらにジョッキの三分の一、つまり三分の二を一分足らずで胃に流し込んだ。水チエイサーもなし、肉を何枚か食っただけで、だ。

　喉や胃が焼けているのか、苦しげに鬼き頭とうが小さく呻うめいた。

「……そうですか……」

　沈痛という表現がこの上なく似合う顔で、鬼き頭とうは小さな声で漏らした。

　さすがにこれには零れいの方が耐えられなかった。

「あ、で、でも、もしかしたら……まだ、可能性はある……かも、な感じでして。もう少し時間をいただければ……はっきりします」

　今一度琥こ珀はくと対たい峙じしなければならなかった。

　この焼き肉屋に来る道中で、零れいは川かわ端ばた君から聞いた情報を元に、翻訳サイトをフル活用して台湾のサイトへアクセスしたのだが……そこでいともたやすく大量の彼女の画像を見つける事ができた。そして、零れいは困惑した。

　そこにあったのは……本当に、人形のように美しく上品を極めた美女──零れいの知らない琥こ珀はくの姿だった。

　国内外の有名ブランドに身を包んだ一〇代後半から二〇代頭の美女達。そのどれもが美しい。ファッションモールの宣伝のためだから多少の修整は入っているのだろうが、それを差し引いたとしても……紛れもなく美女揃ぞろいだった。

　当然ながらプロのモデルほど強引に絞った不自然な感じがない。それ故によく見える。

　そしてその中で、琥こ珀はくだけが群を抜いて品性を感じさせていた。他の女性達は笑顔もあればクールな表情もあるが、琥こ珀はくだけがあくまでクールに類するある種の高貴さを保っていた。

　ネットのリアクションを見ると、『金持ちで育ちが良くて美女とか最強だろ』というような意見が並び、その中であまりに完璧な琥こ珀はくをアンブロイドと呼んでいる者達は確かに少なからずいた。天然ではありえないほどの美しさだ、と。無論ポジティブな意味で、だ。

　だが、零れいは知っている。普段の琥こ珀はくを。あの子供のような、ウザったく小こ賢ざかしくも、バイタリティと無駄な行動力に溢あふれ、感情を隠そうともしない一いち之の瀬せ琥こ珀はくという女性を。

　写真を見て、零れいの中にあった予想は確信に変わりつつある。

　恐らく、零れいの予想は正解だろう。

　ちなみに琥こ珀はくをアンブロイドと呼ぶネットの感想を漁あさっていると、ＳＮＳで零れいの知らない川かわ端ばた君の英語アカウントを偶然に発見したりもした。

　名前はデスニードラウンドのアカウントと同じで、『KB.JP』だったし、思いっきり素顔をアイコンにしていたので間違いないだろう。

　どうやら彼は普段から交流のあるデスニードラウンド海外プレイヤー達とのやりとりの中で、琥こ珀はくの事を知ったようだ。ちなみに最新の書き込みが『今日、世界一かわいい象さんをまた見られた。とても幸せな気分だ』という書き込みだった。見なきゃよかったと思った。

「なので……もう少しだけ時間をください。数日でいいんです」

「わかりました。ですが……おおよそで構いません。完成までこぎ着けられる確率は？」

　一割以下。零れいは素直にそう口にした。琥こ珀はくと対たい峙じし、真実を明らかにしたところで、それは必ずしも原稿の完成に寄与するとは正直思えない。琥こ珀はくが何な故ぜあんなわけのわからない否定の仕方をしてくるのか、その謎が解けたに過ぎないからだ。

　今一度の沈痛に至る……と思ったが、鬼き頭とうは零れいの予想外に笑顔を見せた。

「そうですか！　よかった！　一割以下、素晴らしいじゃないですか。ゼロじゃないなら、何とでもなります。少なくとも先生はそう思っている。ならば、できます。絶対に」

　凄すさまじいポジティブ思考なのか、それとも日本酒ジョッキ飲みのパワーが成した現実逃避なのか。ともかく鬼き頭とうは本気でそう思っているし、喜んでいるのは間違いなさそうだ。

　鬼き頭とうは日本酒ジョッキのお代わりを注文して、それを受け取るなり饒じよう舌ぜつに喋しやべり始はじめる。

「いやぁ、嬉うれしいです。第一四回文ぶん壇だん書しよ房ぼうキュリオス文庫小説新人賞は、本当に素晴らしかった。下読みの段階では賛否両論、しかし最終選考では編集部一同はもちろん、審査員の先生方全員が〝当たり年〟だと確信したほどでしたから……。だから、余計に先生お一人に変に期待をかけてしまっていたのは申し訳なく思っています」

　佳作の電でん轟ごうみさお氏が受賞発表直後に痴漢で逮捕されていなければまた違ったのだろうか。

　いや、受賞者という肩書きを他と分かち合えたところで、零れいの筆が乗るものでもないだろう。

「……でも、レーベルとしてはもちろんですが、私個人としても、先生の作品は出したい。一人の読者として、読みたいんです。前作は実質的に私小説の意味合いが強かった。もちろん、エッチなお姉さんやかわいい妹さんの創作部分があったとしても、それは変わらない」

　姉妹の記述に関しては、完全なノンフィクションだったが……さすがにそれを口にしたくはなかった。家族が零れいの作品を〝家族の恥部〟と判断したのが、姉の無茶苦茶な貞操観念と、悪い奴やつに見つかれば性犯罪被害者まったなしの気弱で従順な妹の描写だった。ぶっちゃけ零れいの男性器の問題については、当人以外は割と恥ずかしさも何も感じていない。

「だから、次なんです。先生がどんな作品を生み出すのか……楽しみでならない」

　二杯目の日本酒ジョッキが少なくなっていくに従い、ようやく鬼き頭とうの顔も朱に染まり出す。表情も柔らかい。最初の沈痛なそれはもはや彼にはなくなっていた。零れいが完成させられる可能性は一割以下だと言ったのを忘れてしまったんじゃないかと不安になってくる。

「あ、あの……原稿なんですけど……」

「安心してください。時間はまだ余裕ありますし。一割以下、ですよね。大丈夫です、本人ができると判断している間は、ちゃんと完成させられるものです。少なくとも先生はそういう人だと思います。そして我々編集は先生のために、限界まで締め切りを引っ張るだけです」

　もはやそこからは零れいが何を言っても異様にポジティブな返答だけで、もはや相談の類ができる感じではなくなっていた。

　そろそろ引き上げようかと思うも、その前に一つ確認しなければならない事があった。

「編集長、あの……一つ、お訊ききしたい事があります」

「何でしょう？　あ、シメは私、冷麵にしようと思っていますが？」

　そんなもん訊きくか。零れいは思うも、酔っ払いに言ったところで無駄だと思い、飲み込んだ。

「……いえ、その……一いち之の瀬せ琥こ珀はくという女性を知っていますか？」

　どれだけ考えてみても、琥こ珀はくが月つき野のシズク＝月つき岡おか零れいの情報を知り得るとしたら税金関係の行政か、編集部のどちらかしかない。

　旧財閥の令嬢ともなれば行政に顔が利きいたりもするのかもしれないが……琥こ珀はくが初めて接触してきたのは、ここ神じん保ぼう町ちようだという事を踏まえると、どうしても編集部が怪しく思えてくる。

　考えてみれば当然の結論であったのだが、守ってもらおうと考えていた編集部が琥珀側だとしたら全てオシマイなせいか、無意識にその可能性から遠ざかっていた。

「……あの？　編集長……？」

　鬼き頭とうが俯うつむき加か減げんになり、さっきまで赤かった顔が真っ青になり、目を見開いたまま実に十数秒もの間、固まっていた。

　零れいは直感的に悟った。これは……吐くヤツだ、と。

　飲み過ぎた父親が陽気に喋しやべっていたかと思ったら、突然この顔になり、その直後に地獄の蓋が開くのを幾度か見てきた。

　零れいは即座に卓に備わっている店員呼び出しのボタンを高速連打する。

「………………彼女が……どうしましたか？」

　え？　と、今度真顔で固まるのは、零れいの方だった。

　鬼き頭とうは、吐きそうになったわけじゃない。一いち之の瀬せ琥こ珀はくを知っているのだ。それも何かしら関係を持っている言い方──だから、固まっていたのだ。

　ぐだっていた食事の場に、突如として異様な緊張感が張り詰める。

「一ヶ月半ほど前……編集部近くのカフェで、向こうから声をかけられました」

　鬼き頭とうはグラスがひっくり返りそうな勢いで席を立ち、テーブルを回って零れいの近くまで来る。

　巨漢が迫ってくると、本能的に怖いものがあり、零れいは思わずのけぞった。

「申し訳ありません!!　漏らしてしまいましたぁ!!」

　鬼き頭とうはその場で膝を突き、床に額をたたきつけるほどの勢いの土下座で、叫んだ。

「失礼しま──え!?　漏ら……え!?　店長、応援を！　アタシの手に余ります！」

　最悪のタイミングで、若い女性店員が個室に入って来るコンボが決まった瞬間だった。




　巨漢が土下座しながら〝漏らした〟と大だい音おん声じようで宣言する地獄のような光景を目まの当あたりにしたのは、女子高生アルバイトの高たか野の箒ほうき一八歳だった。

　健けな気げな彼女は店長に応援を頼みつつも、少しでも何とかしようと鬼き頭とうを無理矢理トイレに連れて行ったのだが、結果、それがまるで、ガラの悪い客が女性店員をトイレに押し込んでいるように見えてしまったらしく、見かけた他の客達が騒ぎ出し、警察に連絡する、しないで揉もめ始めるというわけのわからない展開になり──要は、店内が収拾のつかない事態になってしまった。

　そのため零れいと鬼き頭とうは駆けつけた店長から助言され、逃げるようにして店を出た。客が誤解であろうと何だろうと、事情聴取で警察の厄介にならないように気を遣ってくれたらしい。

　明日にでも菓子折持って詫わびに行きます……と呟つぶやき、しょんぼりした鬼き頭とうと共に、零れいは夜の神じん保ぼう町ちようを歩み行く。そしてひと気がない場所まで移動したところで、鬼き頭とうが再び土下座をしようとしたので、零れいは止めた。

「謝罪とかより、先に教えてください。……何を漏らしたんですか？　琥こ珀はくに」

　ぐっと鬼き頭とうは瞼まぶたを閉じ、俯うつむいた。

「……先生が、翌日編集部に来られる事を……」

「それだけ……ですか？」

「作品が私小説に近いものである事、そして……先生の応募原稿を……校正の手が入る前の、そのままの原稿をどうしても読みたい、と強く請こわれて……見せてしまいました」

　応募要項に従い、応募原稿の一枚目には零れいの個人情報が載せてある。

　つまりそれで本名と住所は琥こ珀はくが把握できるだろう。そして、翌日編集部に来るというのがわかっていれば、会社前にいるだけで……それが月つき野のシズクだと判別もできるだろう。

　そういえば応募要項に性別は求められていなかったのを、零れいは思い出す。

「……あとは、その……雑談の中で、先生の事をいくらか……」

「何な故ぜです……？」

「彼女が、先生のファンだと。この人こそ本当の天才で、自分はこういう人になりないんだ、と……そう熱く口にし続けたので、つい先生の事を……。ただそれは、先生が他の人とは違う書き方をしている、天才なのは同意するが、他の人がマネできるものじゃないと諭すためであって、決して安易な漏ろう洩えいではなく……」

　何かが見えてきたように、零れいには思えた。

「先生が今、新作で苦しんでいる事も……。天才でもそうなんだ、誰だって頑張らないと小説は書き上がらないんだと伝えるためでしたが……とはいえ……本当に、本当に……」

　鬼き頭とうはその巨体を罪悪感に震わせながら、懺ざん悔げのように告白した。

　そんな彼に、零れいはあえて、今一度尋ねる。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はくとは何者ですか？　と。
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　あの焼き肉屋の一件から、一日半。

　全ての答え合わせ──決着をつける時が来ていた。

　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスで、零れいは琥こ珀はくを見すえながら、言う。

「第一四回文ぶん壇だん書しよ房ぼうキュリオス文庫小説新人賞。僕が優秀賞を取った回。……そして、琥こ珀はくが大賞を受賞した回」

　しばしの絶句の果て、ナイフでも突きつけられたかのように琥こ珀はくは怯おびえ、震え始める。

「ど、どうして……それを……？」

　編集長に聞いた、と零れいは素直に言った。

　関係者に第一四回が当たり年だと言われていたのは、零れいの『砂さ漠ばくに降ふる霧きり雨さめ』ではなく、琥こ珀はくの書いた『バードケージ』という作品が存在したが故だった。

　基礎的な技術面を注視する下読み段階では、かなりの賛否両論あったらしい。構成が甘く、文体も感情的に過ぎたからだが、最終選考の審査を担当した一流の作家陣はそここそを高く評価しており、満場一致で大賞を与えていた。

　しかし、琥こ珀はくは受賞の連絡を受けると同時に辞退したのだ。

　世に出したくない、誰かに読んで欲しかっただけ、迷惑をかけたことは承知している、謝罪はいくらでもする、だから……無かったことにして欲しい、と。

　特に、自分が書いたという事を誰にも知られたくないのだ、と。

　そこからは鬼き頭とうを始め、編集部はおろか文ぶん壇だん書しよ房ぼうの役員さえも説得に当たったらしいが、ダメだった。身元は完全に隠してみせる、誓約書を書くと告げてもダメだった。

　それから一年、定期的に会って日常会話の中で説得を続けたものの……琥こ珀はくの返答は変わらなかったのだという。

「鬼き頭とう編集長が言っていたよ。琥こ珀はくの中には紛れもなく創作者としての魂がある、類たぐい稀まれな才能がある、けれどこのままではそれは眠ったままになってしまう。それだけは避けたい、と」

「……ないよ、そんなの。……私は、シズクとは違う」

「誰かに何かを頼まれたり、必要に迫られずとも、何かを創ってしまう、自分の中にあるものを吐き出したいという気持ちと行動こそが、それだって」

「そんなの偏見だよ。思い込み、個人の思想、押しつけ。……迷惑だよ」

「僕もそう思うよ。だって……編集長の言う通りなら、僕にだってある事になるから」

「シズクにはあるよ!!」

「僕はライタータイプだよ。それも０から１を創れるタイプじゃない。からっきしだと思う」

　しかも技術も速度も未熟という一番使い物にならないタイプだ、と胸の内で零れいは自嘲した。

　部屋に、沈黙が来る。

　沈黙というのは不思議だと零れいは思う。何もないようでいて、実は凄すさまじい情報の処理が行われている。頭の中、胸の内、二人の間……。言葉に至る前の曖昧な情報のそれが激しくぶつかり、行き交い、消え、生まれ、そして……何かにたどり着こうと藻も搔がいている。

　琥こ珀はくは、零れいの才能について否定も肯定もしなかった。しかしそれこそが肯定だと零れいは思う。哀かなしいとは思わない。誰もが鳥のように翼を持って生まれて空を舞えるわけじゃない。ただ、馬のように大地を疾走する事も飛ぶのと同じぐらい素晴らしい。

　そして、長くやっていくうちにもう一方の能力を身につける事もある。ただ、今の零れいはそうじゃないというだけだ。

　沈黙を終わらせたのは零れいだった。

「……最近……っていうか、少し前か。物語が後半にさしかかってから、途端に琥こ珀はくからのダメ出しが増えていたよね」

「そ、それは……ちょっと、その……違うなって思ったからで……」

「何でだろうって、ずっと思ってた、悩んでたよ。頭ハゲそうになるぐらい」

「……ゴメン……本当に……」

「話の流れとしては、多分僕の書いた原稿の台詞せりふで問題ないはずなんだよ。わかりやすいし、キャラとしてのブレもない。味わいもあると思う」

「で、でも……違う……」

「そう、違うよね」

　その言葉に、それまで申し訳なさそうに俯うつむいていた琥こ珀はくは零れいを窺うかがうように顔を上げた。

「僕の台詞せりふは僕の描いたアン・ブロイドのものだ。……それに気がつかなかったせいで、揉もめてたんだ」

「そ、そうだよね……シズクの作品になるんだから、そこはもっと……尊重すべきだったよね……ごめん……反省してる。だから──」

　違う。零れいは力を込めて、言った。

「僕の意見を尊重したら、このアン・ブロイドは死んでしまう。琥珀じゃなくなる」

　琥こ珀はくは絶句した。驚きに口元に手を当て、そして、震えながらうっすらと涙ぐんでいく。

　まるで誰にも絶対に知られたくない秘密を言い当てられた小さな子供のように。

「もっと早く気づくべきだったんだ。ヒントはこんなにもあったのに」

　アンブロイド。それは再生琥こ珀はく。琥こ珀はくの欠かけ片らから作られた宝石。

　それさえわかってしまえば、さして難しい謎ではなかった。そんなものを解くのに一ヶ月半以上もかかった。

「アン・ブロイドは琥こ珀はく自身だよね。だから、違ったんだ。僕の書いた台詞せりふや感情を琥こ珀はくは否定した、何か違う、と。そうだよ、僕にはあの物語の流れからのアン・ブロイドは描けても、君が本当に描きたかった、一之瀬琥珀の心の奥底にある感情や望みは描けない」

　純愛のシモンと快楽のマロニエ……二人の求愛に板挟みに遭うアン・ブロイドは幸せのうちに苦しみ藻も搔がく。普通に考えればシモンの愛に応えるのが絶対に正しい。化け物一匹を捨てれば、両親を始めとしたアンの周りの人、誰もが幸せになる。それは頭ではわかっている。

　けれど、すでに知った人知の及ばない快楽の味を忘れられない。むしろ、体は純愛よりも官能を求めている。それを自覚した彼女の決断……それが物語のクライマックスになっていた。

「物語当初のアン・ブロイドは普段の琥こ珀はく。そしてクライマックスのアンは……琥こ珀はくの望み……素顔のままの琥こ珀はく自身……でしょ？」

　零れいの言葉に、琥こ珀はくは長い沈黙で返答を濁す。

　しかし、一分か二分か──案外一瞬だったのかもしれないが、零れいが長く感じるほどの時間の果てに、彼女は何か苦いものを無理矢理飲み込むように、そして死刑宣告を受け入れるかのように瞼まぶたをギュッと閉じ、そしてゆっくり大きく頭を下げて頷うなずいた。

『官かん能のうと口くちづけ』の最後──アンは、決断する。己の愛の全てを注ぐかのような情熱的な口づけをしてくれたシモンに己の首を残し、彼女は快楽の全てを与えてくれたマロニエの元に走ったのだ。

　首だけになったアンにシモンは口づけをし、そして首のない体だけになったアンは自らマロニエに飲み込まれ、快楽の沼へと沈んでいく……そんなラストだった。

　概要だけでは猟奇的なダークファンタジー。けれど、違うのだ。これは誰にとっても切なさを伴いながらのハッピーエンドであり、そして、一人の女性が苦しみながらも本当に自分が望むあり方に行き着く、解放のための幸せな物語なのだ。そして、周りの者達もアンを愛しているが故にそれを理解し、彼女の決断を好意的に受け入れる。

　そこに至る各キャラの感情、プロセスがまさにこの作品のキモだった。

「シズクは……自分が経験したものしか……書けないけど……私は、多分……自分の願望でしか、物語を紡つむげない」

　頷うなずいたまま、俯うつむいたように、琥こ珀はくは声を震わせながら告白した。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はくは零れいと似ている、けれど決定的に違うタイプのモノカキなのだろう。

　零れいは自分の中に取り入れたものしか描けない。

　琥こ珀はくは自分の中に生まれたものしか描けない。

　絶対的に似て非なる別種でありながら、二人共に一人では作品を生み出せなくなっていた。

「シズクぐらいの時に……初めて、学校の図書館にあった官能小説を読んだの。……キュリオス文庫の、井い之の頭かしら先生の……」

　キュリオス文庫は実質的に官能小説レーベルだが、正式には官能要素を含んだ作品もある一般向け小説レーベルという扱いになっているため、学校の図書館に紛れ込む事は確かにありそうな話だった。特に映画化した作品及びその著者の新刊などはノーチェックの場合すらある。

「誰にも……言えなかった。そんなものを読んでいる、そんなものに心引かれ、興奮してるって。……けれど、読むのもやめられなかった。多分、読むべきじゃないってわかってたのに。どうしていいのかわからない気持ちだけが、胸に募っていって……」

　そして、吐き出したのだ。小説という形で。それも、官能を教えてくれたキュリオス文庫に。

「……そっか」

　さぁ、結論に至るべき刻ときだ。

　零れいは全てをまとめるように、語る。

「琥こ珀はくの、台湾での写真見たよ」

「……あ、あれを……？」

「うん、とても綺き麗れいだった。凄すごいな、って思った。……でも、それでわかったんだ」

　本当はそうなんじゃないかって予想はしていた。

　だから、予想を確信に変えたくて行動していたのだけれど……写真を見てわかった、ということにしておいた方が説明しやすくていい。そう思って、零れいは少しばかり噓うそをついた。

　歴史資料ならともかく、そうじゃないのなら正確でわかりにくい事実よりも、少し調整したフィクション要素入りの話の方が誰にとっても好ましいものだ。

「普段の琥こ珀はくと全然違うんだもん、驚いたよ。とても綺き麗れいなのに……まるで感情を持たない人形のよう。だからかな……琥こ珀はくが何を抱えているのかが、本当によくわかった」

　琥こ珀はくは小さく頭を振り、やめて、違う、と小さな声を漏らす。まるで言い当てられる事を怖がるように。

「一いち之の瀬せグループの事も、ネットにある情報だけど、少しだけ調べた。普段、家族や近くの人の周りでは……琥こ珀はくはいつもあんな令嬢としてクールな立ち振る舞いをしているんだよね」

「……ち、違うよ……私は、私で……ずっと……ずっと……」

　琥こ珀はくのその言葉も、本当なのかもしれない。

　家にいる間、一いち之の瀬せグループ頭取の娘としての体裁を維持し続け、あのクールな姿でいるのだとすれば、その姿こそが自分だと確かに言えるのかもしれない。

　けれど……明らかに零れいと接している琥こ珀はくの方こそ、素顔だ。それは間違いなかった。

　脅迫という手段、脅す方と脅される方、覆くつがえされる事のない上下関係……そうであるが故に、零れいにだけは自由に振る舞えた──素顔を見せられたのだ。犬や猫を相手にするように、本当に自然体のままでいられた。

「名家の娘としての体裁、世間体、親からのプレッシャー……。きっと僕にはわからない、いろんな重苦しいものがあるんだよね。けれど、つまるところは……官能作品を好む娘を一いち之の瀬せの家は求めていない。あの人形のような、ただただ綺き麗れいなだけの、飾り物のような琥こ珀はくでいる事を求められている。そして、琥こ珀はくはそれを成し遂げてきたんだね、ずっと」

「……シズク、やめて……お願い……」

「だから、琥こ珀はくは自分の中から湧き出た作品を世に出したくなかったんだ。隠したかった」

　ここまでは予想に基づく推理。

　そして、ここから先は……零れいの祈りと願いと想おもいだ。

「もう琥こ珀はくは大人だよ。家族からの期待を裏切らないようにビクビクする必要なんてない……いや、未成年の時だって、ビクビクする必要はないと思う」

「シズク、やめて！」

　琥こ珀はくは膝の上で両の手を拳に硬く握り、俯うつむき加減に叫んだ。

　零れいは、構わず続けた。

「僕は……普段の琥こ珀はくの方が好きだよ」

　琥こ珀はくがバネ仕じ掛かけの玩おも具ちやのように顔を上げ、驚いた顔で零れいを見る。そしてその顔を隠すように両手を当てた。

　指の隙間から見える彼女の顔が、夕日に照らされたように真っ赤になっていく。

「写真の琥こ珀はくも綺き麗れいで素敵だと思う。けれど、普段の琥こ珀はくの方が絶対に魅力的だよ。……僕だけじゃない、きっと、誰もが君を知ればそう思うはず」

　まさに『官かん能のうと口くちづけ』のアン・ブロイドだ。

　そう思いながら、零れいは続ける。彼女が望み、生み出した物語のままに。

「今まで、辛つらかったのはわかる。頑張ってきたのもわかる。でも、もう……十分じゃないかな。もう、自分を解放してあげようよ。琥こ珀はく」

　琥こ珀はくは、顔を両手で押さえたまま……何も言い返してこない。いや、何か、小声で言っている。零れいが耳を済ますと「待って、待って……」と口の中だけで消えてしまいそうな小さな呟つぶやきを繰り返していた。

　だから、零れいは待った。彼女が落ち着くまで、何時間だって待つつもりだった。

「いっぱい……ありすぎて……どうしていいか、わからないよ……」

「……うん」

　自分の言いたい事は言い切った。

　だから、今度は琥こ珀はくの番。

　零れいは彼女の言葉が尽きるまで、聞くに徹する気だった。

「とりあえず、一個だけ言わせて」

「うん」

「私、普段からこんな感じだよ？」

「ぅん？」

「何か、すごく漫画のキャラクターっぽい設定になってたけど、全然違ってて、私、家でもずっと〝素〟で過ごしてる」

「ちょっと待って？」

　零れいは卓に肘を突き、沈痛と嫌な予感を多大に感じながら手の上に重くなった頭を載せた。全身から変な汗が噴き出し始める。

「えっと……詳しく？」

　琥こ珀はくが言うには、一いち之の瀬せ家けは、確かに今時珍しい厳格な家ではあるらしいが、年の離れた素晴らしく優秀な二人の兄がおり、いわゆる跡取りなどの面倒な事は彼らが全て担になってくれているため、琥こ珀はく自身は昔からそれほどプレッシャーのある環境だったわけでもないらしい。いい意味での放任主義という感じなのだという。

　大事にされて育ち、今も世間ではお嬢様学校と呼ばれる女子大に入れてもらっているが……単に、とりあえず大学は出ておけ、あと変な男に騙だまされるなと注意されたりはするものの、行動自体は何の制限もない、という事で、これまでも別に何かを強制された事はないらしい。

　結果、一いち之の瀬せ琥こ珀はくは幼少期より自由奔放、唯我独尊、無鉄砲、フリーダム……即すなわち、零れいに見せていた素顔のままに平々凡々と過ごしてきたらしかった。

「か、家族との確執は……？」

「ないよ、全然。めっちゃ仲いい。半月に一回はゲームパーティとかしてる」

「じゃ、じゃあ台湾での、あの人形みたいな写真は……？」

「緊張しちゃって」

「だから全部真顔に？」

「うん」

「……変な汗が止まらないよ」

　とんでもねぇ大どんでん返しが待っていた。

　まさか、まさかまさかの……川かわ端ばた君のヒントがクソの役にも立っていない。っていうかヒント、伏線関係が全部死んでいる。

　いや、待て。ヒントとは違うが、確かにおかしい点があった。

　そもそも零れいの予想通りの展開になるのなら、事前に一いち之の瀬せグループ頭取の父親か兄辺りが高圧的に琥こ珀はくを抑圧している場面に出くわしたりして、彼女の心を解放させた際のカタルシスを底上げする展開が必須だろう。

　そうした彼らとの接点が一切なく、推察に推察を重ね、ネット上の写真で勝手に妄想をした結果が……これだ。なんて酷ひどい話だ。

　ただ……目が眩くらんだのだ。浮世離れしている琥こ珀はくの言動、目の前に立ちはだかった問題とストレス、それらのわかりやすくも納得のできるドラマチックな解答……そうしたものに目が眩くらんで理性的に思考できていなかった。

　零れいは確信した。自分は、絶対に推理ものの才能はない、と。今後書こうとも思わないだろう。

　……だが、待て。今ある真の問題はそこじゃない。

　問題は──零れいが誤った仮説をドヤ顔というか、神妙かつ親身な顔と雰囲気で長々喋しやべった、という事実だ。

〝恥〟というものをこれ以上ないほど、零れいは嚙かみしめる外なかった。

　零れいは全身が燃えるように熱いくせに、震えそうになりながら、チラリと琥こ珀はくを見る。彼女は赤い顔のまま横を向いていた。多分今は零れいの方が赤いだろう。

「シズクがね……すごく、まじめな顔で妄想語るから……何か、私まで……恥ずかしい……」

「……普通、止めない？」

「待ってって言ったのに……待たないから」

　言っている。そう、確かに、琥こ珀はくは言っていた。でも、そこは無視して押し通すところだと思ったのだ。

　だって……そういうものじゃない？

──これが、現実か。

　零れいは自らの思い込みに、叫び出したいほどの恥辱を覚えるも、奥歯を嚙かみしめつつ、手と背中を汗でびちょびちょにしながら……耐える。

　事実は小説よりも奇なり、というのはイギリスの詩人の言葉らしいが……よっぽど彼は楽しい人生を送っていたのだろう。現実なんて全然ドラマチックじゃない。何だコレ？　クソか？

　いっそ今この瞬間に隕いん石せきでも落ちてきて世界が滅べばいいのにと本気で思う。

　しかし今はそんな妄想で傷ついた心に気休めを与えている時ではなかった。予想が外れたとはいえ、大恥をかいたとはいえ……零れいは本来の問題に立ち戻る。

「ちょっと待って。じゃあ……何で、何で琥こ珀はくは、自分の作品を出そうとしなかったわけ？　家族との確執も何もないんだったら……」

「……怖かったんだよ。あんなものが世間に出てしまうなんて」

「あんなものって……た、大賞受賞したんだよ？　素晴らしいって偉い人達が保証してくれたんだ。僕の上だし。だいたい……！」

「あんなものだよ。あんなの……ダメだよ。だって、私の妄想と願望の塊なんだよ？　……人に見せていいものじゃない」

「そんな事……」

「だ、だいたい、シズクは知らないんだよ。私の応募作、本当に……本当にただの妄想を書き連ねただけで……人に見せられるものじゃない……」

　零れいは自分の中にあった恥ずかしさを一度押しやり、琥こ珀はくを見つめる。

　琥こ珀はくの顔は、苦々しい。

「私だって、子供に夢や勇気を与える冒ぼう険けん譚たんだったり、青春のキラキラしてる素敵な物語だったら、堂々としていたよ。何なら病気や犯罪をテーマにしたシリアスなのでも。世間の人が素敵だねって、素晴らしいね、って言ってくれて、誰もが評価してくれそうなものなら……」

　だが、それを書くなら琥こ珀はくである必要はなかった。いや、琥こ珀はくが書く必要はなかったのだ。

　何な故ぜなら彼女は作家という肩書きが欲しかったわけではないのだから。

　本当にただ、自分の中から溢あふれた想おもいを小説という形で吐き出したかっただけ。

　それは、裸のままの、彼女の心そのもの。

　そう、だから──。

「でも……誰かに読んでもらいたかったんだよね」

「……うん……。私の、一番、人に見せたくないところだけが詰まってる、けれど……」

「それを見たいって人はいっぱいいるよ」

　琥こ珀はくは卓に両手を強く叩たたきつけ、大型犬が喰くらいつかんとするかのように、座っている零れいの顔前で、彼女は叫んだ。

「私が嫌!!　見られたくないの!!　恥ずかしいんだよ!!」

　それは、心からの叫びだった。

　初めて琥こ珀はくと出会った時、カフェでもこうして身を乗り出し、顔をつきあわせていた。

　あの時、彼女は小説を書いて欲しいと言い、従わなければ秘密をバラすと脅迫した。

　あの時と、よく似ている。

　けれど、今の状況はそれとは似て非なるものだった。

「それが本当のところなんだね……琥こ珀はく」

　琥こ珀はくが瞼まぶたを閉じて頷うなずく。零れいは、続けた。

「……何でだろう。案外そういうものなのかな。答えって……本当はすごくシンプルなんだよね」

　もうわかりきった結論だったけれど、それでも明確にするために、零れいは口にする。

「……ただ〝恥ずかしい〟から、か」

　あまりに簡単で、もしかしたら最初に思いつく原因ですらあった。

　でも、何となく除外してしまっていた。

　もし、これが学校のクラス内での出来事だったら。

　もし、零れいが普通の小説を書いていたら。

　もし、琥こ珀はくが初めからずっとあの、人形然としたアンブロイドと評されるような美しいだけの姿でいたら。

　どれか一つだけでも違っていたら……きっとこんなにもこじれる事はなかっただろう。

　本当に、簡単な答えだった。

　誰かに強要されたものでもない、自分で創りたいと思って創り出したもの、自分の全部、自分の一生懸命がこれでもかと詰まったもの──それが〝作品〟というもの。

　いつからだろう。

　小さな子供の頃は、どんなヘタクソな絵でも最大級のドヤ顔で人に見せられた。胸を張れた。壁に貼られる事を誇らしく思えた。

　でも、いつしかそれが恥ずかしいと感じるようになっていく。

　本気で創れば創るほど、それは強くなる。

　それが、世間一般でタブーとされてしまう性的なものであれば……尚なお更さらに。

　何かを元にしたわけでもなく、自分に本当に素直に創ったのなら……殊こと更さらに。

「……そうだよ」

　うつろな視線を卓の上に向けながら、琥こ珀はくは震える声で語り出す。

「恥ずかしいよ……あんなの。私の妄想だもん、全部。私がこんな事を考えてるんだって、思われる事が……本当に、恥ずかしい……」

　見られたくない、でも誰かに見てほしい。

　秘密にしたいのに、外の世界に解き放たずにはいられない。

　そんなアンビバレンツな葛藤があったからこそ、琥こ珀はくは月つき野のシズクに書かせようとしたのだ。

　彼女が認める才能を持ち、同じような境遇で、弱みを握っている相手……。

　書かせる事ができれば、琥こ珀はくの胸から溢あふれた情熱が月つき野のシズクの作品として世に出せる。実際に書いたのも月つき野のシズクなら……どんな批判を受けても、琥こ珀はくの心は守られる。いや、どんな稚拙なプロットであったとしても月つき野のシズクがどうにかうまく仕上げてくれるだろうという思惑もあったはずだ。

　だから作品の全部が月つき野のシズクのものとしてしまえば、何も怖くない。そして同時に世に解き放ちたいという琥こ珀はくの欲求も満たされる。

　そんな臆病で、卑ひ怯きようで、ずるい行い。

　それが、この脅迫事件の全てだった。

「実はさ、琥こ珀はく。……僕、鬼き頭とう編集長を脅迫した」

　え？　という顔で、俯うつむいていた琥こ珀はくが顔を上げる。

「僕の個人情報を漏らしたこの一件、なかった事にする代わりに……琥こ珀はくの応募作を読ませて欲しいって。それで──」

「えっち!!　変態!!　のぞき魔!!　性犯罪者!!」

「……せめて最後まで言わせて欲しいんだけど。何より先にやったのは琥こ珀はくの方だし」

「クッ!!　高校生の分際で大人を脅し、小こ賢ざかしい論法までも……！」

　多分、琥こ珀はくの行っている女子大ってお金出せば誰でも入れるとか、そういう感じなのだろうな、という感想を零れいは何となく抱いた。

「……ともかく。琥こ珀はくの応募作、全部読ませてもらったんだ」

　零れいは思い出す。そうであるが故に、あの時の興奮が思い出され、鼓動が高鳴る。落ち着けと零れいは自らの体に命じた。




　あの神じん保ぼう町ちようの夜、真実を知った零れいは琥こ珀はくに告げたように、鬼き頭とうを脅迫した。応募原稿を読ませて欲しい、それで全てを水に流す、さもなくば絶対に許さない……と。

　鬼き頭とうからしたら二重に罪を犯す事になるが、断る事などできようはずもなかった。

　かつて琥こ珀はくにそうしたように、鬼き頭とうは文ぶん壇だん書しよ房ぼうの会議室の一室を用意してくれ、そこに零れいと琥こ珀はくの応募原稿を残し、彼は仮眠室へと向かった。終わったら声をかけてくれ、と。

　つまり──実際に酒も入っていたから本気寝かもしれないが──寝ている間に勝手に零れいが原稿を読んだだけで自分は見せたわけではない、という状態にしてくれたのだった。

　応募原稿の入ったフォルダには、下読みから選考委員までの選評もあったが、それは零れいにとってはどうでも良かった。

　ずっしりとした重量の紙の束。かなり厚い。零れいの応募原稿の一・五倍はありそうだ。

　恐らく規定ギリギリ枚数のそれは、何人もが読みふけった事で紙の端々が炙あぶったスルメのようにくるりとめくれ上がっている。その一番上に、個人情報があり、一いち之の瀬せ琥こ珀はくの名もあった。ペンネームは【龍りゆう涎ぜん　香かおり】。

　二ヶ月前、この夜の会議室で、琥こ珀はくもこんなふうにして零れいの個人情報を手に入れたのだろう。

　今度は、零れいが琥こ珀はくの個人情報──それ以上の一いち之の瀬せ琥こ珀はくの真のプライベートとあの事の真相を手に入れるのだ。

　零れいは胸の高鳴りを感じながら、その一ページ目を開いた──。




「全部読ませてもらったんだ」

　零れいの言葉に、琥こ珀はくが明らかに身を固くした。

「結論から言うと……信じられないぐらい、面白かった」

　ふっ、という琥こ珀はくの口から吹き出したような音が漏れる。何か言おうとしたのを唇を無理矢理締めて殺した、そんな感じだった。

　表情は硬いまま。琥こ珀はくは明らかに息を整えてから、口を開く。

「……噓うそだよね？」

「本当だよ。確かに冒頭は何かよくわからない、うだうだした文章がだらだら続く感じだったけど、その後からはもう……凄すごかった。今まで僕が読んできた小説の中でも最高だと思った」

「噓うそだ……」

　硬い表情のままの琥こ珀はく。けれど、彼女の瞳は潤みを持ち始めていた。

「多分、いや、絶対、僕はあの作品を一生忘れない」

「……噓うそだ……」

「僕が噓うそを吐つく理由なんてない。それに審査員の人全員が僕と同じ噓うそを吐つく理由なんてさらにない。……紛れもなく『バードケージ』は傑作だった」

　ファンタジー作品だった。物心ついた時から鳥かごの中で過ごす翼を持った少女と、彼女を優しく飼育する巨人達。

　自分に備わった翼の意味を知り、いつの頃からか空に憧れる少女。少し無茶をすれば鳥かごから脱出し、窓からあの大空へと飛び立てるはずだけれど……。そう思いながらも、居心地の良い鳥かごの中から空を夢見るだけの少女の物語。

　巨人に隠れて飛ぶ練習をしたり、窓から見えた自分より巨大な黒い鳥を見て怯おびえたり……。そんな彼女の空への想おもいは情緒的でもあり、同時に……いや、圧倒的に、官能的だった。セクシャルな描写は皆無なのに、異様なまでのエロティシズムが溢あふれていた。

　飛ぶ練習をし、空を舞う妄想のシーンなど自慰のそれでしかなかった。そして本当に空へ飛び立ったシーン、それはもう──。

「はっきり言う。お世辞でも何でもなく、本心で、僕は言うよ。……琥こ珀はくは、天才だよ」

　琥こ珀はくは硬い表情のまま零れいを見つめ、そして目尻から涙を一筋垂らした。

「『官かん能のうと口くちづけ』のプロットでもそう思ったけれど、『バードケージ』の原稿を読んだ今は、それは確信だ」

「だ、だったら……何だって言うの？　私が天才だから『バードケージ』を出せって言うの？」

　違う、と零れいは首を振った。それはそれで出版した方がいいとは思うが、今はそんな話をしている時じゃない。

「思ったんだよ。『官かん能のうと口くちづけ』はちゃんと完成させるべきだって。……僕もそのために、本気で頑張ろうって」

　琥こ珀はくの顔に、夏の花が咲いたかのような、笑みが生まれる。驚きと喜び。プレゼントをもらった無む垢くな少女のよう。本人だけじゃなく、見る者さえ笑顔にする魔法の笑顔。

　だから、零れいも微ほほ笑えんだ。

「うん!!　シズク！　私、頑張るよ!!　食べたい物とか何でも用意する!!　料理も頑張るし、肩こったら揉もんであげるし、何でもしてあげるね！　だから……また一緒に頑張ろ!!　シズクの事もちゃんと考えて、できるだけ君に任せるから一緒に作品を──」

　少女から、散歩の紐リードを見せられた犬に変わった。琥こ珀はくは尻を上げ、卓に手を突き、零れいの顔へとその笑顔を近づけてくる。

　零れいは、その視線に耐えきれず顔を伏せる。

　決めていた事をする。推理は外れたが、やるべき事は何も変わらない。

「──嫌だ」

「え？」

「僕はもう書かない」

「……え？」

「自分で書くんだ。自分の妄想は自分でカタチにするんだ」

　恐らく零れいの書いた『官かん能のうと口くちづけ』は、ある一定以上の評価は得られるだろう。それで多少売れるかもしれない。一〇〇万かそこらのまとまったお金も手に入る。何より原稿はもう七割以上完成している。

　それを、零れいは捨てる決心をしていた。

「な、なに……え。何で？　え、何。どうして……？　だって……。それを言うために今日、こんなに話したの……もう、嫌だって言うため？　え、何で？　どうして？　ね、シズク？」

「僕はもうこの作品は書かない」

「だから、どうして!?」

　零れいもまた卓を叩たたき、身を乗り出し、琥こ珀はくと顔をつきあわせた。

「僕なんかの混じりけを入れたらダメになる!!」

「何言ってるの!?　シズクの才能が……技術があるから読めるものになったんだよ!?　私のヘタクソなのじゃダメだよ!!」

「ダメじゃない!!　現に応募作は面白かったんだ!!」

「無理だよ!!　嫌だよ!!　私が書くなんて……そんなの、ダメだよ!!　きっと恥ずかしいだけの、誰も見向きもしない駄作になっちゃう!!」

「大賞受賞してんだよ!?」

「あれは新人賞だからでしょ!!　未熟なのがいいっていう！」

「関係ないよ！」

「あるよ!!　もしアレが出版されてたら……私、多分、生きていけない……」

「批判されるのが怖いから？」

「……そうだよ」

「じゃあ問題ないよ」

　気弱な顔をする琥こ珀はくが、怯おびえるように零れいの目を見つめる。真意を問うように。

「僕が認める。琥こ珀はくの作品を、君の恥ずかしいところ全部……僕が評価する。少なくとも、もう僕はそうしている」

　そもそも脅迫されただけで、人間は長編小説なんて書くわけがないのだ。

　世の中には息をするように文章を連ねて当たり前にヒット作を出し続ける異常者もいる。けれど大半の作家はもがき苦しんで嘔おう吐とするようにして文章を生み出していくものだ。それは他者が用意したプロットがあるとしても、さして変わりはない。新人なら尚なお更さらだ。

　そんな辛つらい思いをするぐらいなら、一か八かでも警察に助けを求めるし、最悪全てをバラされた方が結果的には楽だったろう。

　ただ、零れいは従った。最初は従うふり。けれど、琥こ珀はくから話の詳細を聞かされた時、勃起の謎もあったが、それと同時に興味も出たからだ。筆が乗ったのは、間違いなくプロット自体が面白いと感じたからだ。魅力を覚えたのだ。この物語の先を読みたいと望んだのだ。

　だから、手を組んだ。

「……多分、琥こ珀はくの生み出す言葉の一つ一つが、圧倒的なんだと思う。僕が君からもらったプロットで物語を紡つむいでも、それなりに面白いとは思うけれど……どうやっても、どこか〝普通〟になってしまう。これは、作品が死んでいくのと同じだ」

「だから……だから私に書けって？　どうして、そんな事言うの？　本当は……もう私とやりたくないからなんでしょ？　そう言ってよ……そうしたら、お互いちゃんと嫌いになって、終わりにできるのに。ずるい終わり方はやめてよ」

「それは、違うよ」

「魅力的とか面白いとか……噓うそばっかり。そんなのいくらでも言えるもんね。わかるよ。そう言っておけば傷つかないと思っ──」

　ダンッと、零れいは卓を叩たたいた。ビクッと琥こ珀はくが怯おびえてのけぞる。

「違う!!　本気で言ってる!!　僕は琥こ珀はくの作品が読みたいんだよ!!」

「どうして!?」

「琥こ珀はくの作品が世界で唯一…………………………………………僕を勃起させるんだ!!」

　幾度めかの、沈黙。今回は音だけではなく、部屋中の全てが静止していた。
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「…………………………………………ぼっ……え？」

　零れいは、これまでの琥こ珀はくの話やもらったプロットで、甘く勃起していた事を包み隠さず告げた。

　そして、『バードケージ』を読んだ時は──。

「僕は……完全に勃起……どころか……」

「ど、どころか…………………………って、え、ちょっと……ちょっと待って!?　その先って……。読んだのって、確か……え？　編集部の横の……え？」

　零れいは頷うなずくように俯うつむき、恥ずかしさに震えながら……告白する。

「そこで、生まれて初めて……射精した」

「ちょっと待って！　出版社の会議室だよ!?　そんな所で何してるの!?」

「しょうがないだろ!!　生まれて初めて弾はじけそうなぐらいに勃って……何か、こう……凄すごいのが来て、二章の半ばぐらいで、思わずジーンズの上から触ったら……」

　正直、零れいにとってあの瞬間の記憶は定さだかではなかった。電撃に打たれたような、誰かに後頭部をぶん殴られたような……そんな痛みを覚えるほどの衝撃と意識の空白。そして、広がったジーンズの染しみと脱力感。

　そして、色濃い快楽の残ざん滓しに、零れいは数十分もの間、震えていたのだ。

「う……う、噓うそだ……噓うそだ!!」

「噓うそじゃない！　本当だよ!!」

「噓うそつき！　男はケダモノッ、いつだってビンビンでしょ!?」

「違うッ！　少なくとも僕は違う！　だいたい僕の小説読んだんだよね!?　だったらわかるだろ、僕は実体験しか書けない、主人公は僕、つまり!?」

「──ハッ!?」

　衝撃に思わず琥こ珀はくは立ち上がり、後ろに下がっていく。

　しかしその顔に「くっ！」と、力が戻る。

「だ、だからって、今までさんざん頑張ってもどうにもならなかったシズクが……お姉さんにシコシコしてもらってもダメだったシズクが……私のなんかで……ありえない！」

「僕だって最初原因はわからなかったよ。けど、事実だ」

　零れいもまた立ち上がり、壁かべ際ぎわに立つ琥こ珀はくを追い詰めるようにして近づくと、ジーンズのボタンを外し、チャックを下ろした。

「え、な、なに……や、え……」

「証拠を見せる」

　零れいは琥こ珀はくの手をつかみ、その手を自らの股間に押し当てた。ジーンズ越しではかわいいと表されるサイズのモノではわかりにくいだろうからとパンツ越しだ。何なら直接だってよかった。

「……琥こ珀はく、『バードケージ』の空に初めて飛び立とうとするシーン、覚えてるだけでいいから……口で、言って」

　いきなり男子高校生に壁かべ際ぎわに追い詰められ、布越しとはいえ男性器を無理矢理握らされた琥こ珀はくは、困惑というより半ば恐怖を覚えたのか、やや震えていた。

「……言って、琥こ珀はく」

　琥こ珀はくは密着する零れいに怯おびえた顔のまま……小説の一節を口にする。それはクライマックスの入口。空への憧れがついに現実になろうとする時の、主人公の心情。

　不安と期待、それ以上に沸き起こる本能的な悦よろこび。翼の意味を真に理解し、そしてそれを使わんと風を浴びるそのシーン。

　紛れもない名シーン。そして最高にエロティックだと零れいが思ったシーンだった。

　だから……反応はすぐだった。

　零れいの男性器は、琥こ珀はくの手に包まれながら……膨張する。

　会議室で読み終わるまでに、五回。その後、今日に至るまでに思い出した記憶のそれで三回。

　もう痛みが酷ひどい。だが、それでも……零れいの股間は勃ったのだ。

「……勃った……零れいのが勃った!?」

　ハイジとクララみたいに言うのはやめて欲しかったが、実際、勃っていた。

　人に言えない不全。一番性に興味のある高校生という時期、そして未成年という時期であるが故に治療の手段がほとんどない、それ。

　医者も気休めとメンタルヘルスを勧める以上の事はなにもできなかった。

　けれど、琥こ珀はくの才能だけが──零れいの股間を震わせたのだ。

「……証明できたよね」

　零れいは琥こ珀はくの手を放し、下がった。距離を取る。琥こ珀はくはその手を見つめ、今の感触を確かめるようにそっと握り、そして小さく頷うなずいた。

「……私に、どうしろって言うの……？」

「小説を書いて欲しい。僕が勃起するような、凄すごいのを」

「……無理だよ……そんなの……。零れいと書いていた原稿こそが最高だったのに。なんで……」

「それは違うよ。そんなの狐きつねの威を借る虎だ。君はもっと凄すごいのに、ただただ僕のせいで普通の作品になってしまう。酒を水で薄めるようなものなんだ。だから──」

「ハイボールとかを馬鹿にしているの!?　全国の愛好家に謝って!!　私結構好きだよ!?」

「それは例えだ！　まともに扱うんじゃない！」

　えぇい仕方ない、零れいは穏便にいけるならいきたかったが、この際仕方ないと割り切った。最後の手段だった。

「琥こ珀はく、君が小説を書かないなら……僕は『バードケージ』を書いたのが琥こ珀はくだってバラす」

「え!?」

「あまりに良かったから……お気に入りのシーンの原稿を写真に撮っておいたんだ」

　零れいはスマホの画像を見せた。そこにはまさに原稿の写真があった。

「そんな!?」

「断るならこの画像と共に、本当の大賞受賞は一いち之の瀬せ琥こ珀はくだ、内容はこんな感じだっていう文章を添えて、一いち之の瀬せグループ関係各所に送りつける。そこいらの街にも印刷してバラまく。ネットにも書く。海外のサイトにも。美人令嬢で話題だから、すぐに広がるよ」

　琥こ珀はくはぶるぶる震え始め、両の手を拳に固めた。

「こ、この鬼、悪魔!!　人間として恥ずかしくないの!?　世界でも類を見ない極悪人!!」

「……いや、ちょっと前に見たよ。っていうかその人のマネをしてるだけだし」

「誰その凶悪犯!?」

　ピッと零れいは琥こ珀はくを指さすと、彼女は躊躇ためらいなくバッと背後の壁を振り返る。さすがに、コイツヤバいなと零れいは思った。

「どこ!?　誰!?　壁じゃん!!」

「……一いち之の瀬せ琥こ珀はくっていう人が僕を脅したんです。そして小説を書かせた……だから、同じ事をしてるまでです」

　そこでようやく飲み込めたのか、ぐぅの音も出せずに琥こ珀はくは下唇を嚙かみしめ、俯うつむいた。

「琥こ珀はく、約束するよ。どんな酷ひどい内容でも必ず僕は受け止める。本当にダメだと思ったら他の誰かが見る前に、僕が止める。処分する」

「……ダメなのを、褒めたりするかもしれない……」

「確かに。僕は噓うそを吐つくかもしれない。けれど、僕の股間は、噓うそを吐つかない」

　月つき野のシズクの小説を読んで心震わせ、あれがノンフィクションだとわかっているなら……その言葉の信しん憑ぴよう性せいは高いはずだった。

「琥こ珀はくの原稿で、わかったんだ。……僕の性癖は多分、最高にマニアックなんだ。最高にエロティックで、最高に面白い小説……それもきっと書き手が剝むき出だしの心と性癖で紡つむいだ物語じゃないと勃たない。……そんな、わがままな変態なんだよ」

　零れいがたどり着いた勃起ミステリーの現時点における結論だった。そして多分正解だという確信がある。

　それを告げても、琥こ珀はくは怯おびえる少女のように、立ちすくむだけだった。

「で、でも……！」

「琥こ珀はく、忘れてない？　これはお願いじゃないんだ。……脅迫だよ、龍りゆう涎ぜん香かおり先生」

　琥こ珀はくは驚きよう愕がくの面持ちで零れいを見る。

「書け。さもなくば秘密をバラす。……そして、君が小説を書くためなら僕はどんな協力でもする。そして、ダメだと判断したら……原稿を破り捨ててあげるから」

　零れいは、そっと手を差し出した。かつて零れいを脅迫した琥こ珀はくのように。

　琥こ珀はくはギュッと瞼まぶたを閉じ、悔しげに、苦しげに、唇を嚙かむ。

　零れいは思う。きっと『バードケージ』の主人公が空へ踏み出すのを決めた時、そして『官かん能のうと口くちづけ』のアンが自らの首を切り落とすのを決めた時……彼女達は、今の琥こ珀はくと同じ表情をしていたのだろう、と。

　自分の想像と技術では、とても描ききれない女の表情だと思った。

「最高の小説が完成するまで……僕は琥こ珀はくを脅迫し続ける。これは、絶対だ。逃がさない。許さない。世界中君を追いかけ回してでも、必ず書かせる」

　それが、最後の一押しになった。

　下げられていた琥こ珀はくの両手はスカートを握り締めていた。それが、じわりじわりと解かれ、そして、持ち上げられていく。

「…………私に……選択肢なんて……ないんだよね？」

　零れいは微ほほ笑えんで、頷うなずいた。その通り、と。

　そして、零れいは言う。かつての彼女のように。

「一緒に頑張ろ？」

　震える琥こ珀はくの手が、零れいの手をおっかなびっくり……そして、最後は力強く、握った。




　そうして、今までとは立場が逆の、新しい二人三脚による執筆活動が始まった。







■第七章　そしてまた冒頭




　月曜日、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスのデスクに座る人間が替わった。

　デスクに着いているのは琥こ珀はく。三つ編みに眼鏡という執筆スタイルに加え、少し季節先取りのサマーニットにショートパンツで如い何かにもラフで、執筆しやすそうな雰囲気で来ていた。

　零れいはといえば、その後ろにある座卓にジーンズと薄手のフーディである。

　琥こ珀はくが執筆するに当たって自前のノートＰＣマツクブツクを持ち込んだため、零れいは自分のレッツノートを座卓の上で開き、国語の宿題だった作文を書いていた。原稿用紙で提出するものだが、先に文章をデジタル上に作ってから書き写した方が効率がいい。

　しばらくは淡々とした黄たそ昏がれの時間を過ごしたのだが……ふと、零れいは気づく。キーを叩たたく音が自分のしか聞こえないという事に。

　なるほど、さすがはオシャレ人がスターバックスでこれ見よがしに使うマックブックだ、きっと静音キーボードなのだろう。そう思って、そーっと背後から近づいて覗のぞいてみれば……マックブックのモニターは真っ白だった。てっきり覗のぞき見み防止フィルムでも貼ってあるのかと、零れいは琥こ珀はくの背後で反復横跳びのような動きをしたが……そこに並んでいるはずの文字列を見る事はできず、確認できたのは【プロローグ】の一文だけだった。

「あの……龍りゆう涎ぜん先生？　今、何をしていますか？」

「……考えてます」

　そう言う琥こ珀はくであったが、彼女は両肘を突いて組んだ手に額を乗せているだけである。

「昨日書くと決心したわけで、今日で二日目になります。本日だけでも作業に入って三時間です。龍りゆう涎ぜん先生。今、何をしていますか？」

「……冒頭を書こうとしています」

「かつてさんざん僕にあーじゃないこーじゃないと自分のイメージと違うと文句ばかり言っていろいろ無理矢理書かせていた龍りゆう涎ぜん先生、冒頭ぐらいなんとかなりませんか？」

　チェアがくるりと回って、背後にいた零れいに琥こ珀はくが顔を向ける。てっきりがなり散らしてくるのかと思ったが、そうではなく、彼女は〝ふぅ、やれやれ〟といった顔で、哀れな者を見るようにして零れいと向き合った。

「……シズク？　いいかな？　作品の冒頭、それも最初の一文っていうのは特に大事なんだよ？　読者を引き込むものであると同時に、可能ならその作品の方向性を示すものである事がベストなの。例えば太だ宰ざい治おさむだと……」

「そういうのいいから、とりあえず書きなよ」

「いや、だから冒頭はね？　シズク、わかる？　大事なの、すっごく。だから考えちゃうのは当然っていうか、ここに重きを置かないのはおバカちゃんっていうか……ね？　わかるよね？　わからない？　バカなの？　おバカちゃん？」

「さっさと書け。まず。とにかく。言い訳せずに」

　作品の最初の一文は確かに書きにくい。いろいろ考えてしまうものだ。

　けれど、それをいつまでも悩み続けていては作品など完成するわけもない。むしろ大事だとわかった上で、あえてここはさっさとテキトーなものを書いてしまった方がよかったりもする。

　一文書いてしまえば、その後も言葉が続きやすい。だから、多少無理矢理でも書いて、その後も書いて書いて書いて……そしてその後に冒頭に戻って修正するのが一番いい方法だ。

　零れいはそれを懇切丁寧に琥こ珀はくに伝えるも、彼女は唇をとがらせ、つまらなそうにそっぽを向いていた。

「はいはいそうなんでしょうね」

「わかった？　だから、とりあえず書こう。まず書こう。何でもいいから」

「そんな事言うけど……私がシズクに初めて会った時、全然書いてなかったくせに」

「……理論と実践は違うという事だよ……」

　恐ろしく痛いところを的確に突いてきた。そう、『無む限げんロケットランチャー無む双そう』の時点でも十分にわかっていたのだ。けれど、頭では理解していても実際にやるとなると、やはりいろいろ悩んで書けなくなってしまうものだった。

　ダイエット中の、食べない方がいいとわかっている深夜のお菓子みたいなものである。

「だから、こうやって赤の他人が突っついてるわけだ。ほら、書いた書いた」

　琥こ珀はくは最大級につまらなそうな顔をした後、今一度マックブックに向き直り、キーボードに手を這はわせる。そして、モニターに文字が並び出す。

〝お腹なか減った。何か食べたい。〟

「僕へのメッセージを原稿に書くんじゃない。……まぁ夕飯の時刻だし……出前でも取る？　何か買ってくる？」

「え？　何で？　シズクの手料理がいい」

「は？」

「だってシズク……キミ、私にどうしても手料理を食べたいって懇願してきたくせに、何？　シズクは私のために料理を作る気もないクズなの？　クズ？　くじゅなの？」

　違う、全然違う。あれは執筆作業から琥こ珀はくを遠ざけるための手段だったのだ。料理自体はぶっちゃけテイクアウトだろうがジャンクフードだろうが零れいはどうだってよかった。

　しかし……それを正直に告げる事は、一生懸命に数時間かけて昼食という名の夕食を作ってくれた琥こ珀はくの努力を無下にしてしまいそうで……言うのは躊躇ためらわれる。

「……ぼ、僕は……人に作った事ないし……その、プロのヤツの方がおいしいよ？」

「ヤダ。シズクの手料理が食べたいです。作りたまえ。……あー、シズクの手料理じゃないとやる気起きないなー、書けないなー、シズクのせいでー……あ──あ───あぁ───」

　デスクに突っ伏して不満を言う琥こ珀はくに、零れいもまた頭を抱える。

　なるほどな、と沈痛な思いと共に零れいは、どこかで聞いた話を思い出す。伝説的な大人気漫画家の中には、カンヅメの際、担当編集に頻繁に無理難題を出していたらしい。コンビニもない時代に深夜に特定メーカーのチョコが食べたいだの、冬にスイカを食べたいだのと。

　多分、締め切り前に自分が苦しんでいるのに、後ろにいる奴やつが暇そうにしているのが気に食わなかったからなんだろうな、と零れいは今更ながらエピソードの真相がわかった気がした。

　自分が逆の立場なら……と考えると、ここで断れば本当に書かないだろう。腹が立って、書いていたとしても消してしまうかもしれない。

「わかったよ、やるよ。やればいいんだろ。何とかするから琥こ珀はくはさっさと冒頭書いてて」

　琥こ珀はくはニヤリと笑うとハーイと声を上げ、姿勢を正してキーボードに手を置く。そしてようやくキーを叩たたく音がする。

──１９９Ｘ年、世界は核の炎に包まれた。

「龍りゆう涎ぜん先生、有名漫画の冒頭をパクった上に本編と関係ないものを書くのはやめてください」

「冗談冗談。……でもさ、凄すごいよね、今なんとなく書いてみたけど、この冒頭って、これ以上ないぐらい一瞬で読者の興味を引き、かつ、世界観を表現してる。自分が書く側に回った瞬間、何気なく読んでた作品が凄すごいセンスで作られてるんだなーってのがわかってきちゃった」

「あー、確かにね。平日の昼間にテレビでやっているような、昔の映画とかもさ、古くさくてあんまり好んで観みてなかったけど……改めて観みると、すごく良くできてるのを感じたりするよね。雑な作りだと思っていたのが、実はリアリティとか設定よりも、面白さやテンポ、わかりやすさを重視した結果だったりとか」

　わかるー、と琥こ珀はくはくるりとチェアを回して零れいと向き合う。

「あれじゃないかな、時代性なんじゃないかな？　今みたいにネットやテレビが発達していない時代だったから、映画って今よりもっと幅広い層に向けた大衆娯楽だったわけ。だから誰でも気軽に楽しめるように作ってたとか」

「確かに。そう考えると……さらに古い映画になると、逆にもったいぶった感じとか高尚な感じがするのって……」

「映画がまだ大衆向けじゃなかったって事かも！　知識層、上流階級っていうか、そういう教育をきちんと受けて、お金を持っていた層しか映画は観みなかった、だから──」

「うん、この話題ダメだ。長くなる。原稿やる時間も食事作る時間もなくなるやつだ。戻れ」

「ヤダ。楽しい。もっと話そ？」

　零れいはチェアに座る琥こ珀はくの膝をつかむと、フンッとばかりに横に回す。するとチェアと琥こ珀はくは「うわー」と小さな声を出しつつ素直に回り……一周して零れいの前へと戻ってくる。

「でね？　昔の映画って時代が──」

「書け」




　零れいの自炊レベルは、本当に大したものではない。実家暮らしだし、年相応だ。

　とりあえず背伸びせずにできる事をしようと思い、琥こ珀はくが『必要経費入れ』と名付けた財布を握り締めてスーパーへ行き、そこで肉か魚を買う事にした。

　肉の方が楽だが……琥こ珀はくが零れいにしたように、健康、そして頭の回転が良くなるらしいＤＨＡに期待したかったので、刺身盛り合わせを買った。

　そして帰宅して気づく。恐らくこれをそのままご飯と味み噌そ汁しると出すだけでは、手抜きだなんだと言われる。

　慌てて冷蔵庫を見てみれば、琥こ珀はくが以前購入した卵が四つあった。とはいえ、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスでの活動断絶前のものだ、賞味期限が若干気になるところではあったが……加熱すれば大丈夫だろうと判断し、これを出す事にした。

　キッチンを漁あさると新品同然の玉子焼き用フライパンを発見。琥こ珀はくが買ったものだろう。そして、気がついた。冷蔵庫に卵は四つしかなかったが、近所のスーパーでは一〇個入りか六個入りのパックしかない。そして、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスでの食事に卵料理が出てきた事はなかった。

「……あー……コレ、多分、玉子焼きを作ろうとして失敗して……密ひそかに処分してたな」

　零れいが執筆に集中している間に、試行錯誤して、失敗して……処分し、なかった事にしていたのだ。異様に時間のかかっていた琥こ珀はくの調理は、お菓子食べながらダラダラやっていたからだと思っていたが……案外、本当に頑張っていたのかもしれない。

　零れいは少しだけ罪悪感を抱いた。そして、それ故に、自分も頑張らなければ、と思う。

　早速お米を研いで炊飯器にセットし、味み噌そ汁しるを作り、ネット動画で玉子焼きの作り方を調べ……生まれて初めて玉子焼き作りに挑戦するのだった。




　身内以外に出す、初めての零れいの手料理だった。

　作業をいったん止めて食卓に着いた琥こ珀はくの目は、底抜けに優しげだった。

「おいしいよ、シズク。本当においしい。……頑張ったね」

「……慈愛の目で見るのをやめるんだ」

「ううん、本当においしい。特にこの、夕食には場違いかつ妙にボロボロのスクランブルエッグとか最高だよ？　頑張ってくれたんだよね。嬉うれしいよ。素敵だよ。かわいいよ」

　零れいはマナー違反と思いつつ、座卓に肘を突いて頭を支えた。





●






　冒頭を読めたのは結局、翌日の火曜日になってからだった。

　月曜中には見せてくれなかったのだが、火曜日には学校終わりの零れいをＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスでドヤ顔の琥こ珀はくが待ち受けていたので、マックブックのモニターで原稿を読ませてもらった。

　そして、頭をどつきたくなった。

「琥こ珀はくさん、これはとても素晴らしい見覚えのある冒頭ですね」

「はい、シズクさん。素敵な冒頭でしょう？」

「僕のじゃん!!」

「違うよ!?　参考にはしたけど、コピペじゃないよ!!　ちゃんと……その、横に置いて、それ見ながら……」

「ダメだろ。パクりだろ。詐欺だろ。訴えるぞ」

「ほら、こことか変えてる！　ちゃんと自分なりの味付けにしてる！」

「むしろ悪くなってる！　文章の焦点がブレてる！　っていうかそんな細かい事はどうでもいいんだよ！　琥こ珀はくらしい、琥こ珀はくにしか書けないものを書けよ！」

「いいじゃん！　これが一番美しいよ！　こんな素敵な文章……最高。自分じゃ書けない……最高。えっちな気分になっちゃう」

　マックブックのモニターを見つめ、琥こ珀はくはうっとりとした表情になる。

「背伸びをするんじゃない」

「零れいの方が小さいよ！」

　琥こ珀はくは眼鏡を外すと、身長を示すように胸を張りながらチェアから立ち上がる。確かに真っ正面から向き合うと零れいの視線は彼女の鎖骨。大きな彼女の胸が顎に触れそうな位置にある。

「物理の話をしているんじゃない。わかってるだろ。もっと……こう……等身大でいいよ」

「背伸びしたい年頃なの」

「黙れ二〇歳」

「二一です」

「もっと悪い」

　琥こ珀はくは不満げな顔をすると、チェアに座り直し、しぶしぶファイルを閉じてまた新しいファイルを別途用意する。

　やり直してくれるようだが、とりあえず今書いたものは保存しておく気らしかった。

「だいたいさ……限度があるよ、こんな、触手に襲われるシーンなんて。経験ないし」

「あってたまるか。自分の中にそういうイメージがあったからプロットに書いたんでしょ？」

「イメージっていうか……何か、そういうのが、いいなって。触手でえっちな事するのって、いってみれば異種間で愛し合う行為なわけ。繁殖を目的とした本能的行為より文化的、理性的な、上位の愛だと思うの。作品によっては繁殖しちゃうのもあるけどね？　ま、それはそれとしてなんだけど、やっぱり魅力としては人間相手よりもぬめった無数の触手に絡からみつかれる感じが最高。あっちもこっちもそっちもどこもかしこも一斉にお祭り騒ぎ！　たまんないと思わない!?　もうぬるっぬるっ！　汁だく、増量、しかも無尽蔵にぶっ放し放題！　それを全身に受けるだなんて想像するだに気持ちいい──って感じなんだけど、やっぱりそこに混じる恐怖や終わりの見えない快楽の苦しみがよりいっそう快感引き立てるっていうか、身構える感じで……うーん、何ていうんだろ、こう……遊びじゃないっていう感じ？　シリアスな、そう、本気になるの。本気で、真剣で立ち向かって強制的に与えられ続ける快楽、もうやめてっていうその先へ強引に連れていかれる悪夢のような享楽！　それを考えると、もう、もう……拙者、たまらんですとなるわけ！　シズクもわかるよね、ほら思い出して、閉じた股の間にぬるんと滑り込むあの感覚を！　で、それがついには体の中に──!!」

　マシンガンの如ごとく語りだした琥こ珀はくに、零れいは正直、うんざりする。

「もういい。ゲップ出るわ。そんだけ語れる想おもいがあるなら書けるだろ……」

「……無理……だって、ただの妄想じゃん。文章にしたら変なのになる。それで、妄想と現実は違うって批判がきっと来る」

「……そんなものを人を脅迫してまで書かせたのはどこの誰だい？」

　バッと琥こ珀はくは振り返り、後ろに立っていた零れいに不満をぶつける。

「それは……経験させたじゃん！　体験したでしょ!?　だからオッケーなの！　それで実際いいのが書けたんだし！　文句言わない！　全然オッ………あっ」

　墓穴を掘った。それを明確に琥こ珀はくは感じたのだろう。あからさまに動揺し、怯おびえたような目をし、そして……ゆっくり静かにモニターへと向き直る。

　大人しく、不自然に弱々しい手つきで、いそいそとキーボードを叩たたき始はじめる。

　書けますよー、問題ないですよー、と言わんばかりに、焦あせった手の動きだった。

「……琥こ珀はく、僕、ちょっといったん出てくるから作業してて。すぐ戻るから」

「は、はい……」

『官かん能のうと口くちづけ』の冒頭は、ネグリジェで眠っているアンを触手が襲うシーンである。

　それを経験させるために、琥こ珀はくがした事を零れいは忘れてはいなかった。

　一度帰宅し、姉妹と共同の自室、その押し入れから取り出したとあるブツを確保すると、近所の業務用スーパーで一キロのこんにゃくの塊を購入した。

　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに戻る。こんにゃくを水洗い後にカットし、先端がやや不穏に膨らんだ棒状に加工するという不謹慎極まりない図工を行うと、食品棚から蜂蜜と練乳を探し出し、タッパーにこんにゃく棒と共にぶち込んだ。

　そして、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスの玄関に放置されていた折りたたまれたブルーシートを引っ張り出すと、それをベッドに広げていく。ガサガサと大きな音がする度に、こちらに背を向ける形でデスクに向かっている琥こ珀はくの体がビクッと震えていた。

　準備は整った。手錠はベッドの枕の下にいつもあるのは仮眠時に把握していた。

　そして、零れいはそっと琥こ珀はくの肩に手を置く。静電気でも走ったかのように、ビクッと一ひと際きわ大きく琥こ珀はくの体が震えた。

「龍りゆう涎ぜん先生……僕も執筆に協力しようと思うんですよ」

「……あ、で、でも、もう結構書けてるっていうか……その……ね？　ほら、私らしい感じので、ね？　えっちでしょ？　ね？　……ね？」

「……何か描写が甘くないですか？　これ、僕が書いてたら、ＯＫくれました？」

「…………………………………………文句……言ってた……と……思う……」

　震える琥こ珀はくがぎこちない首の動きで振り返る。怯おびえた目……しかし、顔は赤い。

　彼女が本当に怯おびえているのだとしたら……零れいとて人間だ、さっさとこんにゃくを洗って甘みとぬめりを取り、油揚げあたりと一緒に出だ汁しで煮込んで夕飯にでもした事だろう。

　だが、琥こ珀はくが本当に嫌だと思っているなら、零れいがいったんＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを出た時に逃げているはずだ。

「……家からいいものを持ってきたんで、着てもらっていいですか？」

　零れいは姉がどこぞのビンゴ大会でゲットしたものの、サイズが大きすぎたのと家族のいる家で使うとアホみたいだからと押入に放り込んでいた──ネグリジェを琥こ珀はくに渡した。

　琥こ珀はくはそれを自らの手で一度広げると、俯うつむき加減に胸にそっと抱く。

「………………………………はい」

　より作中のアンと同じ状況に、というのは言うまでもないだろう。だが、それ以上に、単に立場を逆にするだけだと、琥こ珀はくも裸にならねばならない。さすがにそれでは良心が痛むが故、だ。ネグリジェ越しに、不謹慎こんにゃく棒でいじくり回すぐらいなら……まぁ、程良い。

　琥こ珀はくは立ち上がると、窓のカーテンを今一度閉め直す。そして、その場で恥じらいながら服を脱ぎ始めたので、零れいは慌てて風ふ呂ろ場ばに向かった。……普通、逆だろうに。

「……………………………………………………着替えました」

　しばしの後に声がしたので、リビングに戻ってみると……ブルーシートが広げられたベッドに、気落ちした様子で腰掛ける琥こ珀はくの姿があった。眼鏡は外され、三つ編みになっていた髪も解かれ、わざわざクシを通した気配もあった。

　姉には大きすぎたネグリジェが、琥こ珀はくでは逆に小さいらしく……妙に性的なアイテムに成り果てていた。

　大きな胸は今にもこぼれ落ちそうだし、そちらに生地を引っ張られているせいもあって丈が短くなり、今はミニスカート丈程度となってしまっていた。

　そんな姿で恥ずかしげに俯うつむいている琥こ珀はくの長い黒髪と白い肌、そしてサイズの合わないネグリジェの組み合わせが、肌の露出という以上に、妙になまめかしく見える。

　……売られてきた娘の最初の夜、というようなシチュエーションだな、と零れいは思った。

　動揺をさとられないよう、零れいはできるだけ平静を装よそおって冷蔵庫に入れておいたタッパーと菜箸を用意し、ベッド脇に置いた。

「私、これから……えっちな事、されるんですね？」

「いいえ、単に資料を提供されるだけです」

「……っていうテイで、えっちな事をするつもりですね？」

「いいえ、しません」

「……えっちな噓うそですね？」

「本当です」

「……どさくさ紛れに突如硬い触手が現れ、ため込んだ劣情を……ズバンッ！　と」

「何だよ、その擬音。爆発すんのか。そもそも勃たないんだよ」

　琥こ珀はくがハッとした顔をするが……何な故ぜ彼女はその大事なところを毎回忘れるのだろうか。

　というより、触手プレイ以上の事があるかもしれないと思っていたら、普通、逃げるだろうに。零れいはそう思いつつ、不謹慎こんにゃく棒に菜箸をブスリと差し込み、触手棒を作っていく。

「だいたい冒頭のシーンでそういう決定的な感じのはなかったでしょ」

「……あー……確かに、そっか。ぬめった触手で全身を弄ぶだけ弄んで、絶頂直前に唐突に終わって、恐怖と満たされぬ想おもいを残したまま朝を……」

　言って、琥こ珀はくは顔だけではなく肩から上まで赤くする。吐息のリズムが乱れる。何か想像したのだろう。

「そもそもこれ、琥こ珀はくが前に僕に実践したヤツの再現だし。……文句ないでしょ？」

「……クッ！」

　悔しい！　と言わんばかりに唇を嚙かみしめ、恨みがましく零れいを見てくるが……琥こ珀はくは本当に自分が人にした事をすぐ忘れるのだな、と零れいはドン引きした気持ちで見返した。

「……じゃ手錠、付ける？　それとも……」

「じ、自分でやります！」

　琥こ珀はくはブルーシートの上にあった手錠をつかむと、ベッドに横になり、頭上の柵を通してから手首に装着し、自らの動きを封じた。

「あの……シズク、アイマスクは……？」

「……あ、忘れてた」

　感覚に集中させるためか、零れいの時にはアイマスクを使っていた。しかし、そのアイマスクは布製だった事もあり、蜂蜜と練乳でデロデロになったので捨ててしまっていたはずだ。

「ナシで。目は……まぁ、つぶってて」

　まぁどうせ暴れれば外れる代物だ、いらないだろう。

　それより気になるのは琥こ珀はくは……このシチュエーションに前向きというか協力的というか、地味にやる気があるように思える事だ。嫌がっているようにも見えなくもないが……どこかしら、彼女の浮かべる恥ずかしさや恐れの中に、好奇心が見え隠れしている気がする……。

　何となく『バードケージ』の主人公を零れいは思い出した。空を恐れながらも空に憧れて身を焦がす、翼を持った鳥かごに住まう少女……。

　琥こ珀はくは自らの内に生まれたものしか描けない。ならば、あれも琥こ珀はくの一つの面。そして、そうならば……そういう事かもしれないと思えなくもなかった。

　ただ、それは犯罪者がよくやる、罪悪感を軽くしようとする零れいの勝手な解釈かもしれない。

　淡々といこう。零れいは、よそ事は考えまいとした。

　さて、始めよう。罪悪感がないわけではなかったが、今までさんざん好き勝手やられてきたのだ、ここで引き下がる気はなかった。男女平等のこの時代、やられたら相手が異性でもやり返すのが適当というものだ。

　……とはいえ、零れいもまた男。同年代の同性に比べればはるかに薄いが……綺き麗れいな女性に何かしようとする事に、興味がないわけでもない。

　そして、そんな気持ちがある事が、少し嬉うれしい。女の子のような姿かつ勃起問題を抱えているけれど、自分も男なのだという事を強く意識させてくれる。

　零れいは自らも服を脱ぎ、トランクス一枚になると、部屋の灯あかりを豆電球だけにした。

　薄暗い部屋、瞼まぶたを閉じている琥こ珀はくにとってはまさに暗闇だろう。

　零れいは不謹慎こんにゃく棒──触手棒を両手に持つと、それを琥こ珀はくの素足の先にそっと先端を当てた。ビクッと琥こ珀はくの体が震える。

「シ、シズク、ちょっと待って……！　これ、ダメ……！」

　零れいは無言で続けた。自分はクトゥルフ染じみた触手の化け物、マロニエ。彼は喋しやべらない。プレイ、違う、触手の動きだけで愛と快楽を伝える異形のもの。

「あのね、冷たいんだよ。これ、多分、温めた方がよりいっそうそれっぽいと思う」

「……なるほど？」

　零れいは早速キッチンで湯煎にかけることにした。人肌より少し温かい程度になったそれを持って、零れいはベッドに戻る。

　はちみつ＋練乳のぬめりは温めるとしゃばしゃばになるので、冷たいまま。これを先に琥こ珀はくの足先に垂らし、そこに温かいこんにゃく棒を沿わせていく。

「……シズク……足の外側じゃなくて、内側をメインで……何て言うか、立ったままお漏らししたら、おしっこが流れていく道筋を逆に、ゆっくり、じわじわとなぞっていく感じで……」

「あ……うん……わかった。……あのさ、琥こ珀はく。指示だから別にいいんだけど……冒頭のアンは純真無む垢くなんだから、あんまり乗り気な感じでやらない方が……」

「あ、そっか。……私は穢けがれを知らぬ乙女、乙女、乙女……。えっちな事はキスしか知らない……それすら本の中でしか……私は可か憐れんで少女な処女……健やかな日々、当たり前の夜、心地よい眠り……触手なんて想像した事もない……」

　自己催眠でもかけているのかという琥こ珀はくの呟つぶやきだった。すると彼女は眠ったように穏やかな表情になった……ので、本当に眠ったように見えた。

　なるほど、確かに寝てしまった方がリアルかもしれない。零れいは少し待つ事にした。

　待つ。琥こ珀はくの寝息がしっかりと聞こえるまで……。

「…………………………………………………………………………………まだ？」

「純真無む垢くな少女は触手を待ちわびない」

「……うぅ、早くしてよぉ……」

　まぁ確かにこの状態で本当に寝るのは難しいだろう。じゃ、寝たというテイで、と零れいは言って、両手に持った二本の触手棒を左右の足、その親指の先に触れさせる。そこから指の間を抜けるようにして内くるぶしの方へとそっと沿わせていく。

「……くっ……ん……ん……！」

　琥こ珀はくは足を閉じ、ぬめった箇所同士をこすりあわせるようにし始める。そこを触手はうにうにと動き、ぬめりに任せて足の隙間に入り込むと、膝、内うち腿ももへと這はい進すすんでいく。

「……あっ、あ……」

　さすがにぞわぞわするのか──少なくとも零れいはそうだった──膝同士を摺こすり合あわせるような内うち股またになる。そうなると自然と寝ている琥こ珀はくの膝は曲がり、そして立ち、ネグリジェの裾がするりと彼女の足を流れて下腹部に落ちた。

　露あらわになった素足に触手は内うち腿ももに、そしてそれを持っている零れいの腕は脛すねの内側に挟まれてしまう。当然、脛すねの内側は先ほど触手が這はったがためにぬめっており、零れいの腕もまたぬめり出す。

　さすがにやりづらい事この上なかったので、零れいは一度、ぬるんと触手棒ごと腕を抜いた。

「あっ！」

　琥こ珀はくの変な声を無視し、マロニエとなった零れいは彼女の体をねじるように、足を揃そろえて横に倒した。そして再び足首辺りから、閉じた両足の合間を縫うようにして琥こ珀はくの足を舐なめ上あげるがごとくに触手を進め……そして、ふと、気づく。

「……ん？　……え？　……………………………………え？」

　ネグリジェがまくり上げられる形となって、両足を横に倒した結果、上から見下ろす零れいには琥こ珀はくの腰から下──横尻が見えているのだが……そのどこにも下着の類が見当たらない。

　外は黄たそ昏がれ、カーテンは閉め切り、室内は豆電球だけのため、薄暗い。そのせいかと思って、零れいは思わず自分の指先で琥こ珀はくの腰の辺りを触る。「はぅ!?」という声が琥こ珀はくから出ると同時に零れいの「マジ？」という声もまた漏れた。

──穿はいてない。完全に、穿はいてない。

　零れいはベッドに腰掛けていた琥こ珀はくの姿を思い出す。溢あふれそうになっていた琥こ珀はくの胸の感じからするに……ブラも付けていないだろう。という事は、本当に彼女は今、ネグリジェ一枚だけを羽織り、かつ、はだけているのだ。

　ネグリジェって下着は着けないものなのか？　というか、単に、汚れるのを想定して脱いだのかもしれないが……だとしても……。

　零れいは体の芯にくすぶる名状しがたい〝何か〟を感じ、思わず生唾を飲む。いつの間にか浮いていた額の汗を拭い、ちらりと琥こ珀はくの顔を見る。

　すると、目が合った。薄目を開け、はぁはぁと息を乱す琥こ珀はくが零れいを見ていた。

「……まだ？」

　零れいは妙になまめかしいその視線から逃げるように、俯うつむき、ブルーシートの上に置いてしまっていた触手棒を両手に握り、再び彼女の体を足先からむさぼるが如ごとく這はわせていく。

　体育座りを横にしたような体勢の彼女の足をなぞり、そして下腹部へと至る。

　丁度豆電球から陰になる角度だったため、性器の類は何も見えないが……凝視するのも違うと思い、零れいはできるだけ目をそらしつつ、触手を操った。

「あっ、そ、それは……はぅっ！　ちょっ、ちょっと待っ……ダ、ダメ、入っちゃう！」

　え？　と慌てて零れいは触手棒を見やる。触手の一本は尻の間に挟まりつつも突き進み、もう一本は閉じた内うち腿ももに沿うように鼠そ蹊けい部ぶ付近でうねっていた。どうやら見ないようにしていたため、結果的にかなり大胆な攻め方をしてしまっているらしかった。琥こ珀はくの様子から察するに、どちらかはわからないが……先端部がかなりきわどい位置でうにうにしていたようだ。

「ヤ、ヤダ！　初めてがこんにゃくはヤだよ……ヤだ、ヤだ……！」

　零れいは「ごめん」という言葉と共に慌てて二本の触手を一気に引き抜く。

「ハぅッ!?」

　琥こ珀はくの一ひと際きわ荒い息が漏れ、彼女の腰が跳ねた。安いパイプベッドが軋きしみを上げ、手錠がガチャンと硬い金属音を立てる。

　そして、静かになる。乱れた琥こ珀はくの吐息だけが聞こえた。

　乱れた呼吸音が多い。それに気づいて零れいは自然と自分の息も乱れている事に気がついた。全身に汗も浮かんでいた。

　自分は何をしているんだろう。そんな素朴な疑問が頭に浮かぶ。冗談にしてはやり過ぎだし、復ふく讐しゆうにしたって男女の差がある以上、これは……。けれど、資料だから、琥こ珀はくが書けない以上、仕方ないから……と次々に言い訳が頭の中に浮かんでくる。

　零れいは頭の中に浮かんだ疑問や言い訳を一度意識的に消す。そして、『官かん能のうと口くちづけ』のプロットを思い出す。……そうだ、下腹部だけじゃなくて、胸や口も……。

　零れいはネグリジェの上から、腰横、そして脇へと触手を滑らせようとするのだが……ネグリジェが絡からむ。触手棒表面のぬめりが生地に吸われてしまい、全然這はわない、滑らない。

　ならば、とタッパーの中の液体をドブドブと琥こ珀はくの体へと垂らしていく。

「な、なに、なにそれ……あ、あ、あ……ちょ、シズ……くっ！」

　なめくじに塩をかけたらこんな感じなんだろうか。そんな考えが湧くように、琥こ珀はくは身をくねらせる。そして全身がぬめりで覆われ、ネグリジェが肌にいやらしく張り付いたところで、再び触手棒を這はわせる。

「び、びっくりした……シズクがいきなり……かけてきたのかと思った……」

「蜂蜜と練乳の混合液だよ。こんなに大量にぶっかけられもの、他に何があるんだよ」

「……おしっことか？」

　人をどんな畜生だと思っているのかとツッコミたかったが、自分は今マロニエだ。喋しやべるのはやめた。それに、目を閉じている琥こ珀はくには案外そんな印象になってしまうのかもしれない。

　ぬめりをまとった琥こ珀はくの体とネグリジェの表面は、触手棒越しとはいえ気持ちいいほどスムーズに滑って進む。琥こ珀はくが刺激から逃げるように身をくねらせた。

　琥こ珀はくの動きがうるさいほどだったので、零れいはいつぞやの彼女のように、跨またがる事にした。膝立ちになり、暴れる琥こ珀はくの腰を左右から締めるようにして押さえ込み、彼女の下腹部の上に軽く体重をかける。これで身動きは取れないだろう。

　準備万端とネグリジェの張り付いた胸へと触手棒を向かわせるのだが……困った。表面からいじるのはともかく、谷間に差し込むシーンがプロットの段階で明確に書かれているのだが……ネグリジェの場合、うまくそれができない。

　上側から差し込むか、ネグリジェの下、つまり裾側から行くしかない。プロット的には触手は足から這はい上っていくから……選ぶのは後者だ。

　右手の触手を下腹部からネグリジェの下に突っ込む。そしてへそで少し遊んでからなめ回すようにして胸へと登り、その間に身を納める。その間にも左手はネグリジェ越しに両胸を弄んだ。ただ、サイズの小さいネグリジェのせいで胸が圧迫されているからなのか……弾力で触手棒が負けてしまい、何だか攻めている感じがしない。胸の圧に触手の方が弾はじかれている印象だ。力を込めすぎると菜箸がこんにゃくを突き破りかねないので……もどかしかった。

　琥こ珀はくはもう声を出さずに瞼まぶたをギュッと閉じ、唇を嚙かむようにして耐えている。なので、胸に圧おし負まけていた触手をその口へと向かわせる。そして、同時に谷間に挟まって上下運動していた触手棒を引き抜くと、こちらは乳房の先端部をネグリジェ越しにいじっていく。

　これにはさすがに琥こ珀はくも抵抗する。逃げるように身をねじろうとし、彼女の膝が零れいの背中を叩たたく。だが、零れいは彼女の腰に半ば座るようにして体重をかけ、動きを封じた。

　乳首をいじる触手の動きを激しくしつつ、琥こ珀はくの閉じた口を触手の先で強引にこじ開け、ついに琥こ珀はくの内部へと入り込む。

　口を犯す、というプロットの一文を頭に浮かべ、零れいはかつて自分がされたように触手を口内で暴れさ──せようとした時、彼女に嚙かまれた。っていうか、喰くい千ち切ぎられた。

　ペッと横に触手の肉片こと、こんにゃくの欠かけ片らが吐き出される。

「……あの……琥こ珀はくさん？」

「ごめん……なんか、無意識に……嚙かんじゃった……」

　てへへ、と琥こ珀はくは瞼まぶたを開いて照れ笑いを浮かべた。

　触手五〇パーセントをロスト。何より、ここまで来たらあとは触手を引き上げがてら再び下腹部を攻めるだけなので……もう終わりでよかった。

　零れいは触手棒を空になっていたタッパーに戻す。

「え…………あの、え？　も……いや、あの……終わり？　だって、私まだ……」

「全身一度は触手を感じたろ。一本死んじゃったし。もうできないよ。……っていうか、私まだって何だよ……」

「ん～～～～～～～～～～～～～～～～～………………………………じゃ……手でとか……」

「……は？」

　琥こ珀はくは顔を逸そらして顔を隠すようにして、言いにくそうに、呟つぶやく。

「前にしたみたいに、その……手……っていうか……………………ゆ、指で……」

　それが、カラオケボックスの件だと、零れいは気づいた。

「それは……まずくない？」

「原稿のためだから……仕方ない、よね…………我慢するから。……だから……」

　弱々しい琥こ珀はくの言い分に、何な故ぜか脅されているような気がした。

　正直、ここで引き下がる理由が零れいにはない。片付けていた手を止める。そして、琥こ珀はくにされた事を思い出す。確かあの時は腹部から……だが、ジーンズだったからできなかっただけで……本当なら足先から。いや、それはもう終わったか。なら、どこからやれば……っていうか、やるの？　やるのか。自分は、手で、琥こ珀はくの体を舐なめ回まわすが如ごとくに……。

　理性が止めそうになる。けれど、同時に思うのだ。心の奥底で、男としての何かが。

　やるべきだと。やりたい、と。

　じゃあ……。口から声が出ていた。そして、うん、と消え入りそうな声で琥こ珀はくが応じる。

　零れいは仰向けに寝る琥こ珀はくの腰の上に今一度跨またがると、めくれ上がっているネグリジェの裾側から手を差し込んだ。

　最初に触れるのは彼女の腰。ビクッと琥こ珀はくの腰が小さく跳ねる。そして、それが静まるのを待って、ぬるりと一〇本の指を柔らかな肌の上に滑らせた。

　くっ、と琥こ珀はくの声。腹部だけでなく、後ろ腰の方にも手を差し込み、ぬめりに任せて背骨をなぞるようにして登っていく。

　零れいは半ばほとんど裸の琥こ珀はくを抱きしめているような体勢だ。零れいの顎先はすでに彼女の肌に落ち、目の前にはぐちょぐちょになって捲めくれ上あがっているネグリジェと、そして二つの大きな山。……胸だ。こんにゃくの触手では弾はじかれた、それが見えるだけ。

　きっと……指なら、圧おし負まけないだろう。

「……資料だし……」

　零れいは嫌がられたらすぐに退こうと決め、ネグリジェを押し上げるようにして、左手を胸へとゆっくり向かわせる。琥こ珀はくは体を丸めるようとするが、背中の方に回した右手を動かすと今度はのけぞる。両方を同時に動かせば体をねじる。その動きが少し面白い。

　そして、到達する胸。自分の左手は手ではない。触手だ。どうする？　琥こ珀はくはどうしてた？

　記憶を頼りに、左手の指先をまずは谷間の間を滑らせ、通り抜けさせると琥こ珀はくの左側の乳房に巻き付くようにしてなで回す。ネグリジェと乳首の間を通ると、か細い悲鳴が上がった。

　触手だ。摑つかむような事はしない。舐なめるようにランダムに動かす。乳房の表面をなで回し、指二本、それでネグリジェの下で囓かじるようにして乳首をつまむ。

「うっ、くっ……」

　堪えるような声だけ。拒絶はなかった。だから、続ける。

　つまんだ乳首を指先で撫なで、続けて手の平で押し込む。手の平全部、沈み込むかのよう。

　左手に集中しすぎて琥こ珀はくの背中に回している右手が完全に止まっていた。半ば忘れていた。引き抜き、ネグリジェの上から彼女の右の乳房を撫なでた。

　琥こ珀はくの体に抱きつくようにしていた零れいは上半身を起こし、両手を動かしながら悶もだえる琥こ珀はくを見下ろす。ネグリジェは今やブラか何かのようにまとめられ、乳房の上にかかるだけのものになっていた。そして、跨またがる零れいの背後では両足がベッドの上で踏ん張るようにつま先を立てたり、内うち股またで耐えるようにわずかに蠢うごめいている。そんな彼女の表情は、見えない。髪がかかっているせいもあったが、横を向いて、顔を見せまいとしているようだ。

　零れいはネグリジェの上で踊っていた右手を這はわせ、鎖骨から首へ。ヒッ、と、琥こ珀はくの怯おびえたような声が聞こえたが、止められはしない。なら……続ける。

　顎先に至り、零れいは自分の方へ顔を向けさせる。薄く開いた瞼まぶた。覗のぞく瞳、縁に貯たまっている雫しずく──涙目の琥こ珀はく。けれど、悲壮感のようなものはなく、ひたすら妖艶が溢あふれていて、思わず零れいは息をのんだ。

　まずい。負ける。押し負ける。それを感じた零れいは左手で乳房を弄びつつも、顎をつかんでいた右手の指を顔に向かわせる。髪を払い、頰を撫なで、そして柔らな唇の合間に汁を塗りたくるようにしてなぞる。ひとしきりそれの後、零れいはそっと中指を彼女の唇の間へと差し込んだ。

　指先に感じる閉じられた歯。それを確認するように指先を奥歯の後ろまで回り込ませるようにして深く差し込み、少し強引に歯を開かせる。あの触手のように嚙かみ切きられる恐怖はあったが、彼女の歯は零れいの指先を甘く嚙かむだけ。閉じたくても閉じられないというようだ。

「ふぅ……うぅ……」

　琥こ珀はくが呻うめく。目は零れいを見つめている。懇願するようでもあり、泣いているようでもある目。

　嫌なら、嚙かむ。止める。声を出す。そうしない。なら……と零れいは自分の中で言い訳を並べ立てながら、彼女の舌に触手を、指を向けた。犬や猫よりも厚く滑らかなそれを、差し入れた中指と応援のようにして新たに差し込んだ人差し指で踊るように、弄ぶ。

　琥こ珀はくが、咳せき込こむ。けれどまだ、待ったはない。なら……。

　彼女のヨダレか汁かわからないもので右手を塗らしていると、左手がおざなりになってしまった。今そっちはネグリジェの下でただ無造作に乳房を鷲わしづかみにしているだけだ。

　頑張って両手を同時に動かしてみたが、同じ動きを繰り返すだけになる。人間の限界だ。琥こ珀はくの妄想には及ばない。

「えっほっ！　し、シズク……も、もぅ……もう！」

　苦しみが上回ったか。おしまいの宣言をされてしまう。

　零れいは無言のまま右手の指を口から抜くと、左手と合わせるようにして、彼女の体を撫なで下さげていく。そして、下腹部へ。零れい自身も動き、彼女の膝の方へとじりじり下がっていく。

「……うぅ、し、シズク……？」

　これをやられたのを、零れいは忘れていない。指先が向かったのは、琥こ珀はくの鼠そ蹊けい部ぶ──足の付け根のラインに、ぬめる指先を向かわせる。

　抗あらがうようにギュッと力一杯に内うち股またになる琥こ珀はくのそこへ半ば強引に指先を押し込んでいく。

「ちょっ、そ、それ……ダメかも……ダッ、ダメッダメ！」

　股またをギュッと閉じられた鼠そ蹊けい部ぶを下れば、自然と指先は中央に集められてしまう。そこにぬめりを頼りに強引に押し込んでいけば、それは当然──。

「はいオシマイ!!」

　かつてされたように、零れいは一気に手を引き抜く。琥こ珀はくの腰がそれを追うかのように最後に大きく跳ねた。ガチャンと手錠が盛大な音を立てる。

「くっ!?　あっ!?　な、なんで!?」

　琥こ珀はくが腹筋で起き上がろうとするも、手錠が音を立て、彼女を再びベッドへと連れ戻す。

「……なんでって、なんだよ」

「…………………………………………………………な、何でしょう……？」

　ぐぬぬぬぬ……という顔をする琥こ珀はく。そして、大きく息を吸い、そして……吐く。

「そ、そうかぁ……。でも、このあと、まだ、少し、もうちょっと……あ、でも、この、うーんって感じが、冒頭だと丁度いいのかな……いいんだよね、多分、うん……うん……」

「手錠……外すよ」

「うん」

　零れいは鍵を持ち、琥こ珀はくに跨またがったままベッドボードへと手を伸ばす。鍵穴に差し込み、回していると……眼下の琥こ珀はくが零れいを見上げているのに気がついた。

　間近で見つめ合った。にらみ合った事は幾度もある。薄暗い中、上と下で、二人してあられもない姿で、呼気を乱しながらのそれすらもある。

　けれど、以前とは上下が逆。……零れいは急に恥ずかしくなって思わず視線をそらした。

　そして、そのせいでバランスが崩れ、膝立ちとなっていた零れいが滑る。

　ブルーシートに立てていた膝が、ぬるりんっと滑り、ベチョ！　という変な音を立てて、零れいは琥こ珀はくの上に抱きつくようにして落ちてしまった。

「ご、ごめん……」

　ぬめる肌、濡ぬれたネグリジェ越しに、触れ合っている。何だか妙に淫いん猥わいだった。

　そして、驚きもあった。二人が抱き合う形になってはいるが、琥こ珀はくの大きな胸のせいで零れいの胸板への圧迫感が妙に強いのだ。クッションを敷いて俯うつぶせになった時のようだった。

　弾力がありながらも異様に柔らかく、そして火ほ照てっている琥こ珀はくの全身が、温かい。

「……あ、手錠、外れたね」

　ようやく自由になった琥こ珀はくの両手は、立ち上がろうとする零れいの体をそっと抱きしめる。

「なんか……気持ちいいよね」

　琥こ珀はくが笑顔で言う。零れいは……少し照れながら、頷うなずき、そして、そっぽを向いた。

　彼女の言う通り、体は気持ち良かった。たまらなく。彼女にいじられた時よりも何よりも。

　けれど、こんな状況にいながら、人並みの性欲もなく、勃起もしない事が少し辛つらい。

　ただ……もし自分が普通の男なら……今、ここで終われただろうか？　わからない。

　これは執筆のための行為だったのだ。だから……いい。よかった、これで。今の自分で。

　そう思う事にした。それ以外に何を思えというのか。

「これで、書けそう？」

「……うん、多分。頑張るね」

　零れいもそっと琥こ珀はくの肩に手を当て、二人で軽く抱き合うようにして、しばらく無言で過ごした。

　少し動く度に二人の間から、ねちねちという音が薄暗闇の部屋に響くのが、妙にエッチだと零れいは思った。

　抱き合いながら吸い込む空気は重く湿っていて、甘い匂いがした。







■第八章　執筆は続くよ、どこまでも




　あの淫いん猥わいな体験から丸一日……冒頭が完成していた。

　あの後、すぐに書き始めて……となれば理想的だったのだが、体のぬめりを落とすのに手間取ってしまった。特に琥こ珀はくの長い黒髪を洗って乾かすためにかなりの時間がかかってしまい、結局執筆どころではなかったのだ。

　とはいえ、零れいが帰宅した後も琥こ珀はくはＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに残り、そのまま深夜までかかって執筆したらしく、朝方にはＬＩＮＥに原稿ファイルが送られてきていた。

　そのプロローグは、この上なく、紛れもなく、最高に素晴らしかった。何より朝から零れいの股間が尋常ではないぐらいに反応していたので、もはやその評価に疑いようもない。

　素早く引き込み、絶妙に盛り上げ……そして最高の瞬間を予感させながらも寸前でスッと終わる。すぐさま先が読みたくなる、そんな冒頭に仕上がっていた。

　プロットや零れいの原稿よりも、困惑と恐怖心が強く、明らかに下腹部から体内に侵入しようとするかのような触手の動きへの拒絶感が印象的な内容になっていた。

　体験と原稿内容が必ずしも一致するとは思わないものの……文面からするに、あのこんにゃく棒は結構ギリギリのところまでいっていたらしく……少しばかり罪悪感を零れいは抱く。

　しかしながら……朝方に来た原稿のせいで、高校の授業は身が入らないどころではなかった。登校途中に原稿を読んで股間がギンギンになってしまうし、授業中も脳内に焼き付いた琥こ珀はくの文章がふとした瞬間に蘇よみがえってきて、下腹部が反応しそうになって勉強どころではなかった。

　唯一平然としていられたのは山やま岩いわ君と川かわ端ばた君と休み時間にデスニードラウンドをしている時ぐらいなものだ。

　だから思う。間違いなく、琥こ珀はくの文は──強い。

　一つ一つの文は、繊細で、風にすら手折られてしまいそうな華きや奢しやな花のようでありながら、それが塊となると凄すさまじい力強さを持ち始める。変に難しい言葉に頼らずとも淫いん靡びさを漂わせ、読み手の感情を直接鷲わしづかみにし、揺らしてくる。

　あの明るいちゃらんぽらんという印象しかない琥こ珀はくがどうしてこんなにも圧倒的な文章を書けるのか。理由などまったくわからないが、それこそが才能というものなのかもしれない。

　零れいは今や遅しと授業が終わるのを待って、山やま岩いわ君らの誘いを軽やかに断って、帰宅するなり着替え、ノートＰＣを持ってＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに駆け込んだ。

　パンプスがある。いる。零れいがリビングに向かえば、デスクに向かっている琥こ珀はくの背中。音に気づいて振り返った彼女は、どこか頰を赤らめ、緊張した面持ちだった。

「……シズク。来たんだ。……あ、今、珈コー琲ヒー、淹いれるね。……ちょっと、待ってて」

　かいがいしく彼女はキッチンに向かうと、すぐさま二杯の珈コー琲ヒーを持ってきて、座卓前に座った。零れいも、座る。

　琥こ珀はくは俯うつむき加減で何やらもじもじとし、時折上目遣いのようにして零れいを見てくる。まるで、ラブレターの返事を待つ少女のようだ……いや、案外、そんなものかもしれない。

　自分の全力を出した作品を人に読んでもらい、その感想を聞くというのは。──自分はどうですか？　という問いに他ならないのだから。

　今日の琥こ珀はくは大学終わりなのか、三つ編みに眼鏡の執筆スタイルではない。黙っていれば大人っぽい。それ故に、少女のような雰囲気をしていると、アンビバレンツでどこかかわいらしく思えてくる。

　零れいは正座し、珈コー琲ヒーを一口飲んで、自らを落ち着ける。別に、先日この部屋で、あのベッドで、目の前の彼女とあんないやらしい事をしたから、というわけではないが、何だか自分も緊張しているのを感じたからだ。それこそ、ラブレターの返事を口にするかのようだった。

「……シズク……どう、だった？　読んだ？」

「うん、読ませてもらった。……最高に素晴ら──」

「ッシャァオラァ!!」

　感想の入口で、琥こ珀はくがプロレスラーのような叫びを上げつつガッツポーズをした。……少し、イラッとする。

「で!?　どう!?　具体的にどこが良くてどんな感じに私を崇あがめ奉たてまつりたい感じになっちゃったの!?」

「……神かよ」

「神！　そこまで!?　ヒュ─────っ!!　頑張ったもん！　当然だね!!」

「違うよ、神かよって言ったのは琥こ珀はくの……」

「ち、違うの!?　あの冒頭ダメだった!?　ど、どこ!?　どうして!?　何で!?」

「……とても良かったよ」

「ヒュ──────────────────────っ!!」

　琥こ珀はくは両手を天井に突き立てる勢いで振り上げ、そのまま後ろに倒れて床をゴロゴロと転がっていく。

　零れいは思う。……コイツ、マジでウゼぇ。

「あ、そういえば……おちんちん（かわいい）は!?　どう!?　（カ　ツ）コが取れた？」

　トコトコと犬のように膝と手を使って素早く寄ってくると、正座する零れいの股間に鼻先くっつける勢いで顔を近づけて凝視する。

　さすがに……恥ずかしい気はしたが、ここで股間を手で隠したりするのはそれはそれで何だか嫌だったので、零れいは顔が少し赤くなるのを感じながら、罪を告白するように、言った。

「朝から……痛いぐらい、勃った」

　琥こ珀はくは零れいの顔を見てくる。彼女は告白が受け入れられた少女のように、驚きと興奮で頰を赤らめ、にじみ出るようにゆっくり満面の笑みになっていく。

「じゃ………………………………ひょっとして……出ちゃった？」

「…………………………出した……登校中……コンビニの、トイレで……」

　ガバッと琥こ珀はくは零れいを抱きしめ、押し倒す。嬉うれしさを堪えきれない大型犬のように。

「こ、琥こ珀はく……ちょ、ちょっと！」

「何か今胸がキューンってなった！　……嬉うれしい！　頑張った甲か斐いがあったよ。……嬉うれしい、本当に、心の底から！」

　零れいを抱く琥こ珀はくの腕に、ぎゅーっと力が込められる。彼女の嬉うれしさをそのまま表現しているように。

　自分の作品を褒められる事は、この上ない事。彼女のその気持ちは零れいにも理解できた。

「でもまだ冒頭だよ。先はまだまだ」

　琥こ珀はくは腕を解いて、床に座り直す。笑顔。

「うん、続きも頑張る」

　そう言うと琥こ珀はくは立ち上がり、そして……ベッドに入った。

「あの……龍りゆう涎ぜん先生？　原稿は？」

「徹夜で原稿書いてそのまま大学行ってたんだよ。限界、限界。今日は寝る！」

　まぁ無理もないか。零れいはそう思い、スマホでスケジュール帳を開く。

　あと一ヶ月。零れいの執筆速度なら問題なくできるだろう。だが、琥こ珀はくなら？　不安は強いが、たたき台がある以上、書けない事はないはずだ。

　編集長の様子からして、無理を言えば締め切りを多少伸ばしてもらう事もできるはずだ。何より初稿が完成した後の調整は最悪自分も加わって二人がかりでやれば……。

　ただ、何にしても今日はともかく、明日からペースを上げる必要がありそうだ。どんどん琥こ珀はくの尻を叩たたいて──。

「シズク」

　ん？　と顔を向けると、ベッドの琥こ珀はくが照れるような顔で掛かけ布ぶ団とんに包まれていた。

「このベッドね、こうやって横になってると……何か、ちょっと……えっちな気分」

　おやすみ！　と、琥こ珀はくは言うと向こうを向いて寝に入る。

　零れいもまた、顔をスマホに戻す。けれど、どこか胸が高鳴る。先日の資料提供という名の触手プレイと原稿の冒頭が──体験と原稿、そして琥こ珀はくとアンが頭の中で一体化して……何だか、ドキドキしてくる。

　下腹部が反応しそうになってきたので、零れいは慌ててスマホを取り出し、デスニードラウンドで意識をよそ事へと向けた。

　静かな夕暮れの部屋に琥こ珀はくの寝息と、銃声が満ちていく。







■第九章　追い込み




「もうすぐ期末テストとはいえ……最近の月つき岡おか殿はあまりに冷たいでござるな」

　放課後、教室で帰る準備をしていると川かわ端ばた君にそんな事を言われてしまい、零れいは困った。

　バイトのため、勉強のためと言い訳して誘いを断るのも、何日も連続しているとさすがに苦しくなってきているのは零れいも感じ取っていた。

「まぁ仕方ないさ、川かわ端ばた。月つき岡おかは今、年上のお金持ちの美人お姉さんに夢中なんだろ……。俺達には勝てねぇよ」

　山やま岩いわ君はスマホを横に持っていた。指のポジションからしてデスニードラウンドのスタンバイに入っている。川かわ端ばた君も同様だ。当然そうなるとやや俯うつむき加減になるので、傍はた目めから見ると二人が滅め茶ちや苦く茶ちや落ち込んでいるように見え……零れいはさすがに心が痛い。最近はあからさまにチームを組んで、一緒に戦う事が減っている。昼休みに軽くやる程度だ。

　しかし仕方ない。零れいが尻を叩たたかないと琥こ珀はくはマジで書かない。間に合わなくなる。そして彼女が執筆中にその後ろでゲームなどできようもない。……何な故ぜなら、自分ならキレるからだ。

「え、なに、月つき岡おか、金持ちお姉さんに買われたの!?　奴隷契約的な!?」

　いつぞや、零れいにチアリーダーの格好をさせようとしてきた女子達が妙に色めき立った。彼女らは少し残念そうに笑い、「そっかー、金だったかぁ」とボヤきながら教室を出て行った。

「……違うよ」

　零れいの漏らした声など、聞こえるはずもなかった。

「仕方ないでござるな。将来のためでござろう。……しかし、そうなると今度の夏の大会は少し考えないとマズイでござるな。エントリーは三人戦でしてしまっている以上……」

「出るよ。大丈夫、そこはちゃんとするから」

「いいんだ、月つき岡おか。お前のやりたいように人生を生きろよ。……俺達は……その、誰か適当なゲストとか呼んで……まぁ、それなりに頑張るから」

「……だから出るって」

「月つき岡おか殿、安心めされぃ。拙者、あまりに月つき岡おか殿に相手にされなくて、最近はもっぱら寂しさから若手の育成に精を出しているのでござるよ？」

　零れいがあまり一緒にプレイしなくなってからわずかな期間で、すでに何人もの新人を猛も者さに育て上げているらしい。国内トップクラス、世界で見ても上位に入る腕前の川かわ端ばた君だ、彼が指導すれば確かにそうもなるだろう。

　しかし、そんな事より何より……今の川かわ端ばた君の言葉は脅迫だと零れいは思った。ちゃんとやらないとお前の代わりを用意するぞ、という……。

　さすがに二人との友情を捨てる気はなかったので、一度だけチーム戦をやろうと決めた。

「え？　参加してくれるのか!?　……月つき岡おか……。いや、そうじゃなくっちゃな！　俺達はチームなんだ！」

「うん。でもバイト……っぽいのがあるから、一回だけね」

「わかった。じゃ最高の一回にしないとな！　よぉーし、まずはサウナだな！　さっぱりして邪念を捨て全力集中だ！」

「当然その後は拙者の家でキングサイズベッドでくんずほぐれつのホットな時間でござる！」

「おい、ゲームはどうした」

　二人の友人は声を揃そろえて言う──その後!!　と。

　零れいは鞄かばんを手に、教室を後にした。約束が違う！　一回はしてくれるって言っただろ!?　という誤解を招きかねない友人の声が廊下中に響いていたが、無視した。

　すれ違う他の生徒達の視線が、痛い。




　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに来てみれば、パンプスがある。執筆中のはずだから邪魔になるまいと静かにリビングに向かい、そして──頭を抱えそうになる。

　デスクに向かう琥こ珀はく。その脇に並ぶお菓子とジュースのペットボトル。そして……。

　──ズダダダダダダ！　──クッ、生意気な化け物どもめ！　喰くらえ!!　──あ、ダメ、援護、援護し……ナイス!!　──よし、一気に攻める!!

　明らかに琥こ珀はくはゲームをしている。しかも、鳴り響くＢＧＭとＳＥには聞き覚えがあった。

「……それ、執筆に必要？」

　はゃぁあぁ!!　と、甲高い声を上げて、琥こ珀はくはスマホを落とした。零れいが拾い上げれば、案の定、それはデスニードラウンドである。

　零れいはセッションから抜け、ゲームを終わらせる。

「ひ、酷ひどい!?　今いいところだったのに!?」

「原稿は？　執筆はどうしたんですか、龍りゆう涎ぜん先生」

「オンラインでチーム組んでたんだよ!?　仲間に失礼だと思わない!?　どうしてそん──」

　零れいは部屋の窓を開け、「バードケージを書いたのはぁ！」と声を上げると、琥こ珀はくに後ろから抱きつかれ、口を手で覆われる。

「すみませんすみませんすみませんでした！　気分転換にちょっとやってただけです！　私が悪かったです!!」

　零れいは琥こ珀はくを押しのけ、窓を閉める。

「気分転換はわかるけど……何でよりにもよってデスニードラウンドなの？」

「……え？　だって、シズクがめっちゃやってたから、そんなに面白いのかなって、ちょっと試しに……」

　零れいは手に持っていた琥こ珀はくのスマホのゲーム画面、その対戦内容の履歴を開いて見る。

　そこにはズラリとここ最近の結果が並んでいた。……気になっていたから試しにやってみた、というレベルではなかった。

──コイツ、メッチャやりこんでやがる！　すでに国内ランキング八〇〇位だと!?

　ちなみに最近ランクが落ちてきているとはいえ、リリース直後から自他ともやりこみを認める零れいですら国内ランキング三〇〇位後半である。八〇〇位は割と自慢できるレベルのランクだ。

　そのスマホを横から見ていた琥こ珀はくもまた、怒られるのを察したような犬の目でチラリと零れいを見てくる。零れいもまた横目で琥こ珀はくを見る。しばしの無言の後、ごめん、と琥こ珀はくは漏らした。

「で、でも、でもでもでも、だって、ほら、シズクだって前に執筆する時間にやってたじゃん！」

　痛い所を突かれた。

「あ、あれは……ホントの息抜きで……」

「私もホントの息抜きですよ？　人間の集中力持続時間なんてたかが知れてるわけです。休憩をうまく取り入れる事こそ、作業効率アップには必須だと科学的検証結果が出ていたはずです。……論文、調べる？」

「……わかったよ」

　一瞬、アプリごと消してやろうかとさえ思ったが、さすがにそれをやるには自分のアプリも消すぐらいでないと許されないだろう。

　素直に零れいは琥こ珀はくに返そうとするのだが……ポコンとデスニードラウンドのチャットモードが開く。今まで一緒にやっていたチームメンバーらしい。

《急に落ちたけど、大丈夫かい？》

《用事が入ったから、落ちます。すみません》

　と、零れいが打ち込む。琥こ珀はくはそれを仕方ないと受け入れたようで、無言で見ていた。

《それは大変だね。ではまた今度一緒にやろう。楽しみにしてるよ。Ｂｙｅ》

　妙にウィットだ。外国人のプレイヤーだろうか。と零れいは思いつつ、チャットウィンドウを閉じようとしたその瞬間、相手のコメントの名前の部分に見覚えのある文字があった。

『KB.JP』──川かわ端ばた君である。

　慌てて履歴から一緒に戦ったメンバーの名前を見れば、琥こ珀はくこと『ANAN』が主にチームを組んでいるのは、『KB.JP』と『MOUNTAIN&ROCK』──山やま岩いわ君だと知れた。

　世界が狭すぎる。世界三〇〇〇万人のアクティブユーザーがいるはずのデスニードラウンドで、どうやって彼らと出会ったのか。っつぅか遊んでいる頻度が半はん端ぱねぇ。最低でも毎日一度はセッションしてやがる……。

　不満げな顔をしている琥こ珀はくをチラリと見やるも、ヘタな事を尋ねれば、『自分のいないところで別の分野の自分の知り合い同士が繫つながる』という、微妙に嫌な状況が生まれかねない。

　琥こ珀はくは最近忘れているようだが、彼女は未いまだ零れいの弱みを握ったままなのだ。その状態のまま、身内と呼べる友人と繫つながってしまったら……大変な事になりかねなかった。

　零れいは何でもないという顔をして、スマホを琥こ珀はくに返す。さすがに彼女も即座にプレイ再開したりはせず、デスクの上に置くと、閉じていたマックブックを開く。……モニターを閉じている時点で息抜きではなく本腰を入れていたのがわかったが、今はもう、それを言えなかった。

　ふぅ、とため息を吐ついて気持ちを入れ替える。

「僕、この後、用事があって出ちゃうんだけど……夕ご飯とか、大丈夫？」

　夕ご飯は琥こ珀はくのために零れいが手作りするシステムは今も生きていた。最近ようやく玉子焼きが玉子焼きらしい形になってきたし、ネットのレシピを見てレパートリーも増えてきていた。

「……んー、そっか？　了解。シズクもプライベートがあるよね。……それを告げるために、わざわざ寄ってくれたの？」

「まぁ、うん。ちゃんとやってるかどうかを見ておかないとね」

「信用……ないんだね、私って」

「その証拠が今し方バッチリと」

「だってぇ～！」

　まぁ気持ちはわかるけどね、と零れいは自分の事もあるので、フォローする。

　しっかりしたプロットはあるし、零れいのたたき台もあるからとはいえ、琥こ珀はくの執筆速度はそれなりに速く、三週間ほどですでに中盤にさしかかっていた。

　前半は、書き出してしまえば早い。しかし、今はもう中盤から後半にかかっている。この辺りが一番筆が重くなる。

　話の整合性を取りつつ、目指すクライマックスへ行くためにどうしても慎重になるし、同時に話がダレないように常時工夫が必要にもなる。

　だから、うまくいかないと何かに逃げたくなるものだ。ＳＮＳや動画サイト、スマホのゲームなどはその逃げ先として悪い意味で優秀である。

　締め切りが近づくと、わざとネットに繫つながらない環境で自らを追い込むベテランのプロ作家も少なくないと聞く。つまり、それぐらいに甘い誘惑なのだ。新人の零れいは無論、それ未満の琥こ珀はくにとってはもはや言わずもがな。

「まだ少し時間あるから、何かしておいて欲しい事とかある？」

「んー、大丈夫。信じて待ってて。明日ぐらいには第五章、終わると思うから」

「本当は今日がよかったんだけど」

「……遅れちゃってるの。ごめん」

「別にいいけどね。……ゲーム、しすぎないで」

　原稿は毎日チェックではなく、一章ごとにチェックする事にしていた。これは零れいが執筆し、琥こ珀はくが監督する時にもそうしていたルールだ。

　最初はその日の成果を見せるように琥こ珀はくに言われていたが、その翌日に続きを書くに当たって整合性や伏線の関係でいったん戻って軽く修正する事が度々あって、指摘するのも、チェックするのもお互いに面倒だった。

「楽しみにしてる。それじゃ」

　行ってらっしゃい、という琥こ珀はくの言葉に背を押されるように、零れいはリビングを出る。

　フッと小さく零れいは笑った。行ってらっしゃいって何だよ、まるでここが帰る場所……家のようじゃないか。

　ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウス、琥こ珀はくの用意した執筆の部屋。元々は零れいのため、けれど今は琥こ珀はくのため。つまりは、完全に彼女の部屋だというのに。おかしいじゃないか。

　零れいは少しニヤつきながらその事を琥こ珀はくに言おうと思ってリビングに戻った。すると──。

「よぉーし、今度こそ皆殺しにしちゃうぞぉー！　覚悟しろー！」

　血気盛んにスマホに向かう琥こ珀はくの姿があった。

　めちゃくちゃ説教した。





●






　気が重い。けれど、遅かれ早かれやるべき事だった。

　もっと早くするべきではあったけれど、琥こ珀はくの執筆が軌道に乗るまで様子を見ていたのだ。

　そして、先日、零れいは確信した。琥こ珀はくは──龍りゆう涎ぜん香かおりは『官かん能のうと口くちづけ』を完成しうる。それも零れいの書いた原稿の数倍上のクオリティで、だ。

　だから、今だった。

　零れいは帰りたくなる気持ちを抱えながら、神じん保ぼう町ちように降り立った。目指すは文ぶん壇だん書しよ房ぼう、キュリオス文庫編集部。

　編集部に到着すると、約束通り、小こ谷たにと鬼き頭とうが待っていてくれた。小こ谷たには相変わらず飄ひよう々ひようと……というより、人を苛いら立だたせる半笑いの顔で、鬼き頭とうは切腹の覚悟を決めた武士の如ごとき顔。

　会議室の卓に着く。小こ谷たにが小さいお茶のペットボトルを三人分用意し、彼が着席するのを待った。

「先生、それで……メールにあった、重要なお話というのは……？」

　鬼き頭とうが言う。零れいも、腹を決めて席を立った。そして、いつぞやの焼き肉屋の鬼き頭とうのように、相手の前まで行くと、その場で膝を突いて頭を下げた。

「本日は謝罪とお願いをしに参りました」

　そこで零れいは頭を下げたまま全てを口にした。

　琥こ珀はくに脅迫され、小説を書き始めた事。しかしもそれは彼女のプロットだった事。

　脅迫されるがままに小説は完成に向かったものの、今は書くのをやめた事。

　そして、今は零れいが協力しながらも、龍りゆう涎ぜん香かおり自身が原稿を書いている事。彼女のプロット、彼女の作風のままの、本当の名作が生まれつつある事……。

　それらを全てを黙っていた事に対して謝罪し、そして、零れいは願いを告げた。

　自分の原稿の代わりに、彼女の原稿を出版して欲しい、と。

　返答は、ない。無言。沈黙。ダメか。すでに作品のタイトルと著者名も変えられない段階になってしまっているのか。

　零れいは悔しさに歯は嚙がみし、ぎゅっと閉じていた瞼まぶたにさらに力が入る。

　そうしていると、ふと、濃い男の匂いがした。目を開けると、両手を突いている自分の頭より下の位置に、鬼き頭とうの頭があった──彼は土下座をしていた。驚きに、零れいはのけぞる。

「先生……この度は、わたくしどもの失態により、大変なご迷惑をかけた事を謝罪致します」

「編集長!?」

「元を正せば全てはわたくしども……いや、私のせいです。先生は何も悪くありません。全部、私です。私のせいです」

「い、いえ……それは……」

「この数ヶ月の間、先生がどれほどお辛つらい目に遭ったか……想像するだけで、胸が締め付けられます。本当に、本当にすみませんでした！　どうか……どうかお許しください」

「いえ……黙っていたのは僕ですし……。それはいいんです。今は、それなりに楽しくやってて……いえ、そうじゃなくて。えっと……出版なんですけど」

「我々にお任せください」

「……それじゃ……」

「龍りゆう涎ぜん先生の原稿は、出版します。それはむしろ我々も願っていた事です！」

「編集長!!　……あ、ありがとうございます!!」

　鬼き頭とうが顔を上げる、床に押しつけ赤くなっていた額のまま、彼は微ほほ笑えむ。

「こちらこそありがとうございます!!」

　零れいと鬼き頭とうはどちらからともなく、膝を床に突いたまま、お互いの手を硬く握り合った。

「いやー、アツいッスねー」

　場の空気にそぐわない、半笑いの声が聞こえ、鬼き頭とうと零れいは発信源──スマホをいじりながらお茶を飲む小こ谷たにを見た。ぶっ殺してやろうかと思った。

　鬼き頭とうもそれは同じで、額だけでなく顔を赤らめ、肩を怒らせながら立ち上がると、小こ谷たにに手を伸ばすのだが……それがピタリと止まる。

「差し替えるならぶっちゃけ通常締め切りまで二週間って感じなんですけど、いけますぅ？」

「小こ谷たに、別に一一月である必要はないだろ」

「キャンペーン企画、営業に編集長が焚たき付つけちゃったじゃないですかぁ。結果、あの人達もせっかくだから大々的にやってやるぜってなって、今もう全国の書店にアプローチもかけちゃったわけでぇ。仕切り直しとなると、ちょっとマズイんじゃないかなーって思いまーす」

　ぐぬぅ、と鬼き頭とうがわかりやすく困惑の声を漏らす。

　別の月にずらすことはできるだろう。だが、恐らく鬼き頭とうの顔に泥を塗り、かつ、全国の書店、何よりキュリオス文庫の信用を落とす事になるというのは、零れいにも察しがついた。

　そして、恐らく別の月に『官かん能のうと口くちづけ』を発売したとしても、普通の売り方になるのだ。

　密ひそかに出すよりは、大きく売り出したい。そう思うのが当然である。名作なら尚なお更さらに。

　あと二週間……正直、キツい。自分ならともかく、琥こ珀はくの速度ではどう足あ搔がいてもキツい。

　特にクライマックスはたたき台となる零れいの原稿もないのだ。彼女がデスニードラウンドに逃げ始めたのも、恐らくその影響で筆が重くなってきたせいだろう。

　物語の進行度合いは七～八割、しかし作業時間はこれまで以上にかかる。

「……編集長、久々に伝家の宝刀、ぶち抜いちゃいますぅ？」

　半笑いの小こ谷たにの声に、武将が如ごとく荒々しく椅子に座った鬼き頭とうは、腕を組む。

「それしかないな。やってやるさ」

　椅子に座るよう促された零れいも、着席し、鬼き頭とうを窺うかがう。伝家の宝刀とは何か？　と視線で問う。応じたのは小こ谷たにだった。

「編集長の異名が『極道の鬼き頭とう』っていう由来、知ってます？　あ、顔とかじゃないですよ」

　小こ谷たにが言うには、かつて、その異名の元になった伝説があったらしい。

　その名も『発売一週間前入稿伝説』だという。つまり『極道入稿』と呼ばれる、通常の納期をぶっ飛ばして、遅れに遅れて入稿した事が異名の元になったらしい。

　業界内では有名で、もしこれを初めて耳にしたのが若手なら〝ありえない〟と一笑に付し、ベテランなら〝小●館、講●社、集●社の超大手なら……〟と可能性を模索するだろうが、やり遂げたのは中小の出版社だと聞くと若手と同じリアクションに至るらしい。

「普通っていうか、常識的にあり得ないんですよ。一〇〇〇部かそこらの同人誌じゃないんだから。全国への配送もありますしねぇ」

「……誇る事ではありません。スケジュールを守ってもらえなかった、編集の恥ずべき事態です。ただ、あの時は映画化のタイミングで発売しないわけにはいかなかったんです。文ぶん壇だん書しよ房ぼう全体の力と予算も使いましたから、私一人の力じゃないですしね」

　どうやって彼がその偉業を成し遂げたのかは教えてくれなかったが……多分、各所を回っての土下座なのだろうな、というのは察しがついた。

　鬼き頭とうは言う。キャンペーン展開もある以上、さすがにそこまで引っ張る入稿は無理だが、校正などの作業スケジュールも調整して、限界まで引っ張ってみる、と。

「小こ谷たに、スケジュール調整だ、いそ──」

「もうデザイナーさんに連絡済みッス～。あと今、校正の神じん宮ぐう司じさんのスケジュールを譲ってもらうように交渉中ッス～」

　小こ谷たにがずっとスマホをいじっていたが、どうやら話を聞きながらすでに動いていたらしかった。神じん宮ぐう司じさん、というのはベテランの校正者で、仕事が恐ろしく早く、正確らしい。

　零れいは席を立って、今一度深々と頭を下げた。

「ですが、恐らく今回の場合だと引っ張れて九月の頭までです。……先生、いけますか？」

「……多分、大丈夫です。琥こ珀はく……あ、龍りゆう涎ぜんなら、できるはずです」

「編集長、とはいえ、ッスよぉ？　一度龍りゆう涎ぜん先生と会って打ち合わせした方がいいッスよ。あと、原稿の内容もチェックしておかないと、あちこち駆けずり回った後のハイパー土ど壇たん場ばで、こりゃヤバいとなったら目も当てられないッスから」

「そうだな。それがいい。確かに、うん、その通りだ。先生、お願いできますか？」

　何な故ぜかわからないが、小こ谷たにが今日はやけに優秀に見える。いや、もしかしたら本当に小こ谷たには、いつぞや鬼き頭とうが言っていたように優秀な編集者なのかもしれない。

　零れいはＵＳＢメモリを差し出す。本当はクライマックス前になる第五章までのデータを入れておきたかったが、中身は第四章までだ。これでも、十分過ぎる内容だと零れいは確信していた。

　小こ谷たにがすぐさまデータを読み込み、プリントアウトし、そして鬼き頭とうと共に読み始める。

　鬼き頭とうは最初の一文字目から斬り合いでも始めるかのような気迫で真剣に、小こ谷たには相変わらずの半笑いで。

　そしていつしか鬼き頭とうは顔を赤らめつつ笑みを浮かべ、逆に小こ谷たにの顔からは笑みが消えた。

　小こ谷たには、原稿の文字列を目で追いながら、ふと、小さく漏らす。

「……こりゃ……ヤバいッスね……」




　鬼き頭とうと小こ谷たにが第四章の最後まで読み切った時、二人して続きを探すようにプリントアウトした原稿の裏側を確認したのが、零れいには面白かった。

　二人は感想を言う前に、一度喫煙室へ向かった。

　何か打ち合わせをしてきたらしく、会議室へ戻ってきた時には結論が出ていた。

　零れいの重荷を取り払う意味でも、今やっている編集業的な行為は、自分達が引き継ぐのがスジだと思っていたが……零れいに引き続きやってもらった方がいいという事だった。

　ヘタに自分達が手を出して、今の流れが変わってしまうのが怖い、と。

　また零れいに領収書を取っておいてくれればある程度は経費で賄う事も約束してくれた。

　とはいえ、それはそれとして、一度、元々琥こ珀はくの担当だった鬼き頭とうが彼女と会うべきだろう、という意見は零れいにも異論はなかった。

「……そういえば、結局、感想ってまだ聞いてないですけど、何て伝えます？」

　零れいは去り際に、それを尋ねた。

「これまでの人生で読んできた小説の中で、最高の前半だった」

「マジそれッスね……引くレベルで、ヤバかったッスよ。あと、今夜はちょっと風俗行かないとまずいッスわ」

　まるで自分の作品を褒められたように、零れいには誇らしい。

　食事に誘われたが、零れいはそれよりも琥こ珀はくにこの事を伝えたくて断った。そして小こ谷たにはこれ幸いと夜の街へと繰り出して行った。

　電車の中で声を上げてガッツポーズを取りたくなるのを堪え、零れいはＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスへ。すでに夜は遅くなっていたが……玄関にパンプスはまだあった。

　零れいは靴を脱ぐのももどかしく、急いでリビングへ入って──。

　──ズダダダダダダ！　──クッ、コイツチートしてんじゃないの!?　もうなに!?　何なの!?　撃ち抜いてやる!!　覚悟!!

　ベッドの上に寝そべってゲームしている琥こ珀はくを見つけた。

　めちゃくちゃ説教した。







■第一〇章　クライマックスキス




　夏も終盤に入ろうとしていた。まさに執筆もクライマックス……そのはずなのだが。

「……龍りゆう涎ぜん先生、もうすぐ……九月になります」

「そうですね。夏もクライマックスですね」

「締め切りは九月三日月曜日の朝が限界だと一ヶ月ほど前に、編集長と打ち合わせしましたね」

「はい、その時食べたすき焼きが美お味いしかったです」

「今、原稿は八割で止まっていますね？」

　座卓の前に正座する三つ編み眼鏡の琥こ珀はくは真まっ直すぐに零れいを見つめる。

「はい。ここ最近……特にこの三日ほどはまったく進んでいません。しかしこの私、ANANのデスニードラウンド国内ランキングは二五〇位になりました。やりましたね」

「何で原稿やってるはずなのに僕より上に行ってんだよ!?　こっちは下がってるんだぞ!?」

　零れいの悲痛な叫びがＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに木こ霊だました。それには先日のデスニードラウンド全国大会で悲惨な結果になったイラつきが含まれている。琥こ珀はくに付き合い過ぎて練習不足だった。

「編集部には無理して締め切りを延ばしてもらったのに、できませんでしたとは言えません。……というわけで、ここから完成までの一〇日間は、本気で書いてください。修羅場です。修羅の場です。全力です。やってもらいます」

「……無理して書いても面白いものはできないと思う……」

　零れいはすくっと立ち上がると、部屋の窓を開けた。

「龍りゆう涎ぜん香かおりはぁ!!　ここにいる一いち之の──」

「すみませんでしたぁ!!　がんばりますぅ!!」

　琥こ珀はくは悲痛な顔でデスクに着き、マックブックを開く。

「……で、でもぉ、ここから先は本当に何の指標もないっていうか、どうしていいかわからなくて……面白いかどうかが……ホント、わからなくて……」

　たとえそうであっても書き進めるのがプロだ！　と、零れいの頭に言葉は浮かぶが、当事者ではないが故の言葉だというのもわかっている。

　零れいとて諸もろ々もろ理解しているのだ。自分が琥こ珀はくの立場だったら……わかりました、書きます、で書けるだろうか。絶対無理だ。だが、言うしかないのだ。書け、と。それしかないのだから。

　漫画などであればちょっとした手伝いもできるが、小説となるとそれも難しい。特に琥こ珀はくの作品に限っては、零れいは絶対に自分の要素を入れたくなかった。

　琥こ珀はくの手だけで紡つむがれた物語が、読みたいのだ。

　それだけが、零れいの股間を反応させる。自分の色を混ぜると、文字通り濁る。純度が下がる。興奮度合いが低下する。だから──。

「……うぅ、書けないよぅ、わからないよぉ……シズクぅ～助けてよぉ～」

「書いて。書いたらアドバイスできるから」

「書けないで悩んでるの！」

「書かなきゃアドバイスのしようもないよ。何が原因で書けないの？」

「……わからないんだよね」

「わかる。いや違う。気持ちはわかるんだけど……そこは何とかしてよ」

　月つき野のシズクとして思わず反射的に応じてしまった。何で書けないかわからないで筆が止まる、というのは確かに度々起こる事だった。

　特に零れいの過去の作品の場合、実際に起こった事をほぼそのまま書くだけなのだが、それでも止まる時は止まっていたのだ。

　漠然とした不安。迷子の時に分かれ道にさしかかったような躊躇ためらい。失敗したくないという気持ち。それらが混ぜこぜになって手を重くする。

　零れいの経験からすると時間を置くと突破できたりもする。食事をするなり、遊ぶなり、寝るなり……だ。特に寝て起きてすぐに机に向かうと、意外なほどすらすら書けたりもする。

　小こ谷たにに言わせると、それは、寝ている間に頭の中の事を整理しているのでそのおかげの場合、あるいは単に寝起きで進むのは頭がきちんと回っていなくて不安を考えられるほどの余裕がない場合、の二パターンあるらしい。

　その事を琥こ珀はくに話すと、彼女は猫のように目をキラリと光らせる。

「つまり、寝ろって事だね」

「そんな時間ないんで、さっさと書いてください」

「鬼畜!!　これアレだよね、焦あせるが故に余計に時間をロスして後々失敗したーってなるやつ！　漫画とかで主人公の足を引っ張る上司とかがやらかすパターン!!」

「そうは言うけど、まだ午前一〇時だよ……。寝られるほど疲れてもいないでしょ」

「正論で人を追い詰めるのは性格悪いよ!!　シズク君はもっと優しい性格の子だと思うなー。お姉さんそう思うなー。ほら、もっと優しく、ふんわりと真綿で包み込む感じに言ってみて？　ほら、言って？　ん？　ほら？」

「真綿で首を締められている状況なんだよ……」

「んもう！　どうして欲しいの!?」

「書いて欲しいんだよ……」

　書くしかないのだ。本当に。それ以外の何もなく、誰もが書いて欲しいと願っている。

　こんなにも〝やらなければならない事〟と〝願い事〟が一致しているというのに、何な故ぜ状況は前進しないのか。

「琥こ珀はくが書いた小説が読みたいんだよ。琥こ珀はくが書いてくれたら、多分、きっとそれは……僕にとって人生で最高の一作になると思う」

「……でも書けないんだよね。なんでだろ。書いてもすぐダメーってなって、消しちゃうし」

「それは……何で？」

「何となく。うまい感じじゃないから。面白くない。それに……容量的に無駄は嫌だし……」

　容量。その言葉を聞いて零れいはあの『バードケージ』の原稿の厚さを思い出した。

　零れいにはまったくない要素だったから、あまりに琥こ珀はくの書く小説が素晴らしかったから、完全に見落としていた。

　本当に面白い小説は読者の感覚を狂わせるのだ。

　零れいは慌てて座卓の自分のノートＰＣを起たち上あげ、現状書き上がっている原稿を開く。

「やっぱりか。……琥こ珀はく、わかったよ」

　そうだ、琥こ珀はくの筆が重くなったのは鬼き頭とうと打ち合わせという名の会食をしてから。そこで出版に当たっての細かい規定を聞かされた……そのせいだ。

　全一〇章中、未完成なのはまるまる最後の一章とエピローグ、しかしながら現状の原稿を文庫本換算すると、すでに鬼き頭とうが告げていた予定ページ数ギリギリなのだ。

　扉や目次、章タイトル、それを見開きの右端に持ってくるためのデザイン調整……その他諸もろ々もろを考慮すると、恐らく現段階ですでに限界だと見て間違いなかった。

　琥こ珀はくの書く文章はあまりに面白くて……文字量を感じさせない。だから、零れいにはまったくわからなかったのだ。

　当然ながら文庫本の厚さ──ページ数は調整が利きくといえば、利きく。しかし今回締め切りをギリギリ延ばしてしまった事に加え、原価がどんどん上がっていくために定価で抵抗を覚える人も多いからと、目安となるページ数は決まっていた。

「ごめん気がつかなかった。でもわかったよ。……原因は、残りページ数の少なさだね」

「え、違うけど？」

　琥こ珀はく曰いわく、無駄なところもあるから推すい敲こうで結構削れるはず、だからこのまま書いてて問題なし……あと三〇ページぐらい余裕がある計算でいる、との事。とはいえもちろん、そこまで余裕があるわけでもないから言葉は厳選しないといけない、と付け加える。

　確かにその通りだという気もする。……だが、わかっている。恐らく世界で一番の琥こ珀はく──龍りゆう涎ぜん香かおりのファンである零れいには、もう読めている。

　彼女はこのクライマックスで、シモンとのキスシーンだけで二〇ページを超えるはずだ。

　恐らく彼女も自覚はないまでも、無意識に理解し、無意識にページ数を計算している。

　前半部で予定より原稿量が多いのはまだいい。その先の原稿で調整してそのはみ出た分を吸収──はみ出た分だけこれから書く文を減らせばいいという希望が持てる。

　だが、問題は最後なのだ。完成想定ページ数より原稿がはみ出し始めた時は……マズイ。

　零れいとて考えるだけで重苦しいストレスを覚える。何せ、今書いたら書いた分だけ後で削らなければならない。筆が乗れば乗るほど、これまで頑張って書いてきた、面白いと思う、いや面白いと思ったからこそ必死に書き残してきた文章を消さなければならない。

　そして琥こ珀はくは、プロなら、商品だから、とドライに割り切れるタイプではない。

　だから、だ。だから書けない。書いてもすぐに消してしまう。その書き出した文章が即座に、それだけで面白くないと無駄に思えるから。

　だが……たとえば、料理だ。料理はおいしい材料だけでおいしい料理を作るわけではない。苦い、辛からい、臭い……そんな食材を組み合わせた結果、おいしい料理ができあがる。原稿とて同じなのだ。パッとしなくとも書いていけば、そこがいい意味で効いてくるかもしれない。

　だから、何にしても、まずは書くべきだった。だが、琥こ珀はくは書けないと言う。

　そこで、零れいはしばし考える。問題点はやはり残りページ数だと思う。ならば──。

　まず琥こ珀はくの作業ファイルは、今取りかかっている第一〇章だけのものを用意し、過去の原稿とは別にした。しかもその作業中のファイルは零れいが決めた適当な文字数と行数に変更。さらに、零れいがこれまでの原稿はできる限り内容に触れないように削り、調整すると約束する。

　これでまず、現状と今後書く分量がわかりにくくなったはずだ。

　そして〝零れいはいったい何を勘違いしているのだろう？〟と、まだ自分が何に引っかかっていたのか理解していない琥こ珀はくに、編集部と掛け合ってみると告げて、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを出た。

　編集部の鬼き頭とうをコール。現状の問題を相談すると、彼は一ページあたり一八行にすると約束してくれた。行数が増えすぎると圧迫感が出て──実は少なすぎても同じだが──わずかに読みにくさが出るものの、これで十数ページ増えた事になる。

　いける。零れいは確信した。さすがにこれだけ余裕があれば……。

　零れいは自信満々に部屋へと戻る。すると、琥こ珀はくがデスクで軽快にキーボードを叩たたいていた。

　早速効果が出たか。零れいは嬉うれしくなった。さらに彼女の筆を、背を押すためにも鬼き頭とうにお願いして行数を増やしてもらった事をドヤ顔で告げた。

　するとどうだ、琥こ珀はくは……何な故ぜか深いため息と共にデスクに肘を突き、頭を支えた。

「あー……わかっちゃったなぁ……そうかー、そうなんだねぇ」

「わかった？　そう、つまりは琥こ珀はくの筆を重くしていたのは残り容量だったんだ！」

「ううん、違うの。……ねぇ、シズクって、『シャイニング』って観みた事ある？」

「…………………あるよ」

「私ね、思ったんだ。冒頭から三〇分のトコ、主人公と奥さんのやりとりなんだけど──」

　そうして、やれやれという上から目線の琥こ珀はくは、かつてこの部屋で零れいが思った事そのままの事を口にした。

　ぶっ殺してやろうかと思った。





●






　原稿は進み、残りあとわずか……そうなった時、琥こ珀はくの筆は完全に止まった。

　シモンのキスシーンも無事に書き終わり、あとはアンが最後の決断をするだけ。そこで彼女はここ半日悩み続けていた。

　今や三〇分悩む時間すら贅ぜい沢たくとなりつつある現時点で、だ。

　現在八月三一日、まだ大学の夏休み期間だという琥こ珀はくは五日前から泊まり込みで作業をしていた。さすがに夏休みが終わった高校生の零れいは夜は帰っていたが、朝登校前に寝ている琥こ珀はくを起こさないようにＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに来て朝食を作り、学校が終わり次第駆けつけ、彼女にとっては昼食になるであろう夕食を作り、原稿の添削をした後、夕食になる夜食を作り置いて、家に帰る……という生活をしていた。いわゆる通い妻スタイルだ。

　おかげで零れいは寝不足だ……が、琥こ珀はくの方がヤバかった。この修羅場で初めて飲んだというエナジードリンクだったが、空き缶がゴミ袋にすでに一〇本。それに加えて珈コー琲ヒーである。

「……琥こ珀はく、ヤバい？」

　キュロットスカートにキャミソール姿で俯うつむいている琥こ珀はくの背に、零れいは問いかけた。ポニーテールにした黒く長い彼女の髪が、左右に揺れる。ＮＯ、ではなく、ダメだ、という意味だろう。

「とてもヤバいです。……今回はわかってるんだよ、原因。シモンさんが……負けてる」

　零れいもそれは薄々感じていた。これまでの原稿で、触手の化け物であるマロニエが圧倒的にアンの心身を犯し尽くしている。全体の多くの時間を使ってアンの身も心も焦がした触手による性技に、たった一回だけのキスだけで大逆転するというのは……相当苦しい。

　書き終わったキスシーンの原稿で零れいの股間がきちんと勃起したにせよ……これでアンが迷うとは思えなかった。圧倒的に官能の魅力が強い。

　なぁなぁに仕上げても、恐らく現段階で『官かん能のうと口くちづけ』は傑作だ。だが、琥こ珀はくは、そして零れいもまた、恐らく不満が残るだろう。

　彼女はチェアに座ったまま背もたれに体重をかけ、天井をしばし見上げた。

「……私ね、シズク。今まで自分の中にあるものしか書けないんだと思ってた。それだけしか作品にできないタイプなんだって。……でも違ったね。触手でわかった。体験して、経験して……それで初めて書けるものもあるんだって、わかった」

　だからこそ良くも悪くもマロニエのシーンが強くなったのだろう。

　物語は創造できる。けれど描写シーンは、知らなければ書けない事も多いもの。

　この作品のように、言葉の応酬ではなく、シチュエーションの描写、シーンの熱量がそのままキャラクター達の心情を表現する事に繫つながる物語ならば……特段、大事になる。

「……私……キスした事ないんだよ。そのせいかな、シモンさんが弱いの」

　座卓の零れいは原稿添削作業を止めて、琥こ珀はくの背を見つめた。しかし、言葉は出てこなかった。

「零れいも、経験ないんだよね」

「……うん」

　チェアが回る。琥こ珀はくは体を零れいに向けるも、伏し目がちに眼鏡を外す。視線は、向けてこなかった。それでも頰が赤いのは、見て取れる。

「……私の〝はじめて〟あげるから、シズクの〝はじめて〟をもらう……ってどう思う？」

「さすがにそれはマズイ気がする」

「私もそう思う」

　困った顔で琥こ珀はくは零れいを見る。零れいも多分同じ顔をしていただろう。

　ほとんど全裸で不審な甘ったるい液体と触手でねちねちやったりやられたりした関係で、今更キス如ごときで……と思わなくもなかったが、しかし、何だか越えてはいけない一線がそこにはあるように思えてしまうのだ。

　キス未経験の童貞と処女だからそう思うのかはわからない。ただ、マズイと思った。

「って事で、この半日かけて考えた結果、健全にキスできるいい方法を思いつきました」

「ちょっと待って。この半日悩んでいたのってキスの仕方だったの？」

「はい。キスするのは昨夜決めてました。で、そのいい方法っていうのが──」

「勝手に決めないでいただきたい……」
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「話の腰折らないでよ。……で、そのいい方法っていうのが、ラップです。ヘイ、ＹＯ！　……噓うそです、冗談です、シズク先生、帰らないで？　お願い？　大好きだよ？」

　半ば無意識に立ち上がっていた零れいだったが、琥こ珀はくに優しく座卓の前に座らされる。彼女はキッチンからラップを持ってくると隣に座り、二人の間に一枚広げてみせる。

「これなら安心・安全・健全！　何の問題もなく存分にキッスできる!!」

「……昔のバラエティ番組みたい」

　ただ、これなら……まぁギリギリで大丈夫か、という気がしないでもない。何より正直言って迷っている時間がなかった。零れいにも焦あせりがあるが、琥こ珀はくはそれ以上にあるだろう。

　迷っている時間は贅ぜい沢たくだ。零れいは受け入れる事にした。やろう、と。

「いい？　私がアンをやりたいけど……シモンさんの情熱的なイメージがイマイチ伝わらないと思うから、まず私がシモンさん役やって、次に零れいがそれをマネする感じで」

「って事は、二回するって事？」

「ラップ越しならキスはノーカウント、つまり一回も二回も同じだね！」

「……そう？　そういうもの？　そういうものかな……」

「そういうものです。じゃ、行くよ」

　琥こ珀はくはビッとラップを切るとそれを──零れいの顔に貼る。

　零れいは即座に剝ぎ取った。

「殺す気か!?　呼吸できないよ!!」

「あ、そっか。じゃ……鼻の所はラップに穴開けておこうかな」

　ラップに切り込みを入れ、それが鼻に来るようにして顔に貼る。これなら呼吸も大丈夫と零れいが思った直後に、それは来た。

　隣に座っていた琥こ珀はくはまるで飛びつくようにして零れいの肩をつかみ、床の上に押し倒す。そして零れいの閉じた唇に彼女のぬくもりを感じる。そして最初は唇だけだったのが、舌先も混じる……のだが、何だかイマイチ、ピンと来ない。ねぶられている感じはするが……。

「……クッ、シズク、ちょっと自分で口開けて。ラップ越しじゃこじ開けられない」

　あぁなるほど。正論だと思って口を開ける。すると琥こ珀はくは零れいの口の部分のラップにたるみを持たせてから、再び唇を押しつけてくる。

　ん、と互いに声が出る。琥こ珀はくは零れいの頭を抱え込むようにして来る。すると、両目は彼女の髪で覆われ、両耳は彼女の両手で覆われる。

　たるみをもたせた事で琥こ珀はくの舌の幾らかが零れいの口内に入り込み、こちらの舌をなめ回す。多分、愛あい撫ぶという言葉はこういう事を指すのだろう、と零れいは思う。

　けれど、その舌の動きより何より……零れいの心を支配したのは、音だった。

　両耳を塞がれているせいなのか、頭の中で舌と唾液が生み出すいやらしいぴちゃびちゃという音が木こ霊だまする。覆おおい被かぶさられている事で体は無論、目も耳も奪われている。

　琥こ珀はくが以前言っていた〝キスで犯す〟の意味が、少しわかった気がした。好き勝手されているというのもある。けれど、それ以上に全てを覆われている、そんな気がした。

　零れいはされるがまま、琥こ珀はくが演じるシモンの動きを意識しながら、口内を弄ばれ、そして卑ひ猥わいな音を頭の中に響かせる。

　最後、琥こ珀はくはラップを唇に挟みつつ、顔を離す。

「……うーん……こんな感じかぁ。……うーん、まぁ……うん」

　何だか少し欲情を覚えた零れいと違い、琥こ珀はくは始める前より淡々としながらラップを捨て、口元に垂れた唾液を手の甲で拭っていた。

「じゃ、逆で。ベッドでやろう」

　零れいが受けの時は床に押し倒したくせにと思ったが、相手は琥こ珀はくだ。唯我独尊。今更だ。

　ラップに空気穴になる切り込みを入れ、そこから琥こ珀はくの鼻を入れて彼女の顔に貼り付ける。

　美人にラップを貼るというのは……最高にシュールで気持ちが萎えそうだが、今一度目的のシーンを思い出し、気持ちを高める。

　マロニエに心が捕らわれつつあるアンを取り戻したいシモンの愛が暴走するシーン。私を愛しているのなら私を自由にして欲しいと本心を吐露して嘆くアンを半ば力尽くで……。そのキスで、そしてキス以上の事をしない事で、マロニエとは違う、人として彼女を愛している事を伝え、アンの心を取り戻そうと奮闘するシモン最後の戦い……。

　零れいは気持ちを作り、そして……琥こ珀はくに襲いかかる。

　肩をつかんでベッドに押し倒し、最初は唇で、その後は舌で彼女の唇をかき分け……られないので、琥こ珀はくが程よいところで口を開いてくれる。

　さぁいよいよだと、零れいは琥こ珀はくの頭を抱きかかえるようにして、先ほどされたように両耳を塞ぐ。その瞬間、明らかに琥こ珀はくがビクッと反応し、向こうから舌を絡からめようとしてくる。

　キスで犯す、それを忘れないように零れいは激しく貪ろうとするのだが……しくじった事に気がついた。先ほど琥こ珀はくがやったのとは違って、口の部分にたるみを作り忘れていた。結果、二人して舌を動かしているものの、ラップがひたすら突っ張っているばかり。

　今更やめられない。ならば、強くやれば引っ張る感じになってたるみができないだろうか。零れいは唇を動かし、舌先に力を入れ、何とかラップを引っ張る。するとようやく舌が絡からむほどの余裕が出始めた。よし、これで──。

──ぴちょ。

　これまで感じた事のない舌先の感触に零れいは目を見開く。それは琥こ珀はくも同じだった。

　舌に感じたのは自分とは違う、他人の体温と体液。

　静電気を喰くらったかのように、零れいは反射的に琥こ珀はくの上から顔を跳ね上げ、驚きのまま口を押さえた。琥こ珀はくもまた、ベッドの上で零れいを驚き顔で見上げながら口元を押さえている。

　零れいが離れた際に空中を舞ったラップがひらりと枕の脇に落ちる。ちらりと見れば、鼻の空気穴として作った切り込みが裂さけていた。恐らく、無理矢理引っ張った事で切り込みが口の部分にまで広がってしまい、それで、お互いの舌が直接……。

　それを理解した瞬間、零れいは全身が熱くなる。琥こ珀はくもまた今まで見た事がないぐらいに、顔を赤らめた。

　その顔に、姿に、そして自分達がした事に……零れいは思わずゴクリとツバを飲み込んだ。

　零れいは琥こ珀はくの上から下りると、ベッドの上であぐらをかいて俯うつむいた。

　琥こ珀はくもまた体を起こして座ると、同じように俯うつむいていた。

　気まずい時間。そんな事に使っている時間はないというのに。途中だったからとやり直すにしても、終わるにしても、さっさと次に移るべきだった。

　頭ではわかっていても、気持ちがついてこない。体が動かない。声が出ない。黙ってしまった時間が長くなればなるほど、次の行動へ移る事ができなくなっていく。

　数分を経て、先に動いたのは、琥こ珀はくだった。

「……う、うん、オッケー。何か、少し、わかった気がする。……アレだね、耳塞ぐのはちょっとヤバいね。何か無理矢理えっちな気分にさせられる感じがした。……シズク、テクニシャンだね、ビックリしたよ。採用しちゃう」

「え？　琥こ珀はくがしてきた事で……あ、たまたま？」

　え？　あはは、とお互いに変な笑いを浮かべた。赤い顔のまま琥こ珀はくがデスクに向かう。

　しかし、彼女はチェアに座る事なく、背もたれに手を置いたまま動かなかった。

　どうしたのかと、心を落ち着けながら零れいはベッドの上から彼女の背を見る。あのね、と琥こ珀はくは少しだけ震えたような声を出す。

「……もう一回しよ？」

「あ、や、やっぱり、途中だったしね。わかっ──」

「ラップなしで」

　床に落ちていたラップを拾おうとした零れいの手が止まった。驚きに琥こ珀はくを見やれば、彼女はポニーテールを解くと、頭をぐしぐしと搔かき、そしてまた手で押さえた。

「最後、直で、生で……ぴちゃっとした瞬間が、何て言うか……一番凄すごくて……その……やっぱりラップ越しじゃダメなんじゃないかな？　ビニールの向こうで触手が動いてた感じがしただけで、ハートに来る感じとはちょっと違うっていうか……」

　気持ちはわかった。零れいも何となくそんな感想だっただからだ。最初の一回や二回目の途中のそれより何より、刹那に触れ合っただけの彼女の舌先の感触ばかりが鮮烈に残っている。

　琥こ珀はくがベッドに戻ると、真っ赤な顔で「いい？」と訊きいてくるが、零れいは頷うなずけなかった。

「……さすがに、まずいよ。書けるだろ、今のままでも」

「いいじゃん。今中ちゆ途うと半はん端ぱだし、きちんと〝はじめて〟を交換しよ。あげるし、もらう」

「マズイよ……多分、すごく。…………………………ダメだと思う」

　琥こ珀はくは黙った。

　彼女の顔をちらりと見れば……赤みは変わらないが……何となく、その彼女の赤い理由が変わっていっている気がする。明らかに不満というかお怒りの顔になりつつあった。

「私、美人ですよ？」

「……知ってます」

「私、モテますよ？」

「……関係なくないですか？」

「私、結構スタイルもいいし、今とてもラフな格好ですね？　しかもベッドの上です」

「……そうですね」

「おいしい状況と思いませんか？」

「そういう下品な表現は良くないと思う。作風が琥こ珀はくのと違う」

　んーッ！　と、琥こ珀はくが怒った声で唸うなり、布ふ団とんをバンバンと叩たたいた。

「普通年上のお姉さんからキスを求められたら祭りの始まりを示すように和太鼓猛打しつつ諸もろ手てを挙げて飛び込んできちゃうんじゃないの!?」

「手が足りないよ……」

「頑張れ男子高校生!!　気合いで問題クリアしてケダモノになれ!!　かわいいのは外見とおちんちん（かわいい）だけでいいの!!」

「倫理ってもんが僕にはあるんです！」

「キスしよ!!」

「しません」

「びっちょびちょの猛烈にえっちなやつ!!」

「ダメです」

「私の事好きなクセに!!」

　そんな事言ってな──と口から出かけたが、前に、言っていた。

　解散しかけた後、再びこのＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスで会った時に、いろいろ勘違いしてこそいたが、確かに零れいは琥こ珀はくに向かって、素顔の琥こ珀はくが好きだ、と。

「私の事嫌いなの!?」

　ここで嫌いとは言えなかった。嫌いな相手と半ば共同生活のようなマネはできない。それは言うまでもなくわかっていた。だから、言うしかなかった。

「す、好きだよ!!」

　噓うそではない。いろんな意味で、好きではある。

　面倒で、ウザくて、しんどい時が多々あるが……それでも、好きだという気持ちは間違いなくあった。主に作品とか。

「じゃあいいじゃない!!」

「じゃあって……そういうものじゃ……！」

「私が好きで……私を愛してるんでしょ!?」

　何とか場を収めなくては、と思った。

　けれど、顔を怒りに真っ赤にしてまでキスしてと言う琥こ珀はくを見た時、不意に、頭の中に『官かん能のうと口くちづけ』のシーンが思い出される。

　そう、それこそまさにシモンとアンのキスシーン。私を愛しているなら私を自由にして、と喚わめいて解放を求めるアンをキスで黙らせるシモン。一〇〇の言葉より一つの口づけで、気持ちを伝えるあのシーン。

　今の原稿でも、零れいが勃起したそのシーン。

　昨日、読んだばかりのそれが頭の中で思い出される。そして──。

「私を愛しているなら私にキスしてよ！」

　きっと、琥こ珀はくにとっては偶然に出た言葉なのだろう。

　彼女が喚わめくその言葉は作中のアンの台詞せりふに似ていた。

　シーンが、琥こ珀はくが紡つむいだ文が、零れいの頭の中を駆け巡る。

　零れいの中にあった、お利口ぶっていた倫タ理ガが外れる音がした。

「シズク、何でこんなにお願いしてもしてくれな──」

　零れいは飛びつくようにして琥こ珀はくの肩をつかみ、ベッドに押し倒した。驚きに目を見開く琥こ珀はくの瞳に、自分が写っている。姉の瑠る菜なとも妹の薄はつ荷かとも違う、男の零れいの顔だった。

「ちょっ、ちょっとシズ──んっ!!」

　琥こ珀はくが零れいを離そうと胸を押してくるが、関係なかった。彼女の柔らかな唇に自分のものを押しつける。固く閉じた唇を唇で嬲なぶる。かすかに震えを持ち始めたそこに舌をねじ込んだ。

「んッ!?　ん──────!!」

　琥こ珀はくが暴れる。零れいの服をつかんで引っ張る。それでも零れいはやめなかった。

　首を捻ひねって逃げようとするのを、零れいは許さない。彼女の両耳を塞ぐように手でつかみ、零れいの方へと向けさせる。彼女の暴れる体は零れいの体重で黙らせた。

　そして唇をかきわけ、驚きで開いていた歯の隙間に舌を挿いれる。そして、口の中で逃げ惑う彼女の舌を追った。

　嚙かもうと思えば嚙かめるだろう。けれど、琥こ珀はくはそうはしなかった。甘く嚙かむように、閉じようとするも零れいの舌に触れると嚙かむのをやめる。気遣いと好意をそこに感じた。

　舌と舌が絡からむ。捕まえたというより、琥こ珀はくの逃げようとする動きが消えたのだ。

　気がつくと琥こ珀はくは泣いているような、乱れた鼻息を漏らし、瞼まぶたをぎゅっと閉じていた。

　彼女は今、されるがままに受け入れ、そして応えてくれている。

　そっと舌を退けば、彼女のものが追ってくる。

　胸を押していた琥こ珀はくの手は、いつの間にか零れいの背中に回されていた。

　耳を塞ぐまでもなく、直接触れ合う二人の唇と舌のいやらしい音は聞こえ続け、時折すするような音すら下品に響く。

　舌にまとわりつく唾液がどちらのものかがわからなくなる頃、零れいはそっと琥こ珀はくの頭から手を離し、ベッドに手をついて体を起こす。

　先ほどのラップ越しとは何もかもが違う世界。

　触手の時とは違う、濃密な交わりだと、零れいは思った。琥こ珀はくもそうだろう。

　彼女の腕は零れいの背から力なくこぼれ落ち、唾液で濡ぬれた口を少し開けたまま泣いているような顔で──いや、実際に一筋の涙を目尻からこぼしながら、うつろな目で零れいを見上げていた。

「……ごめん」

　零れいは口元をぬぐいつつ顔をそらし、そして琥こ珀はくの上からどこうとする。

「……あ、まっ」

　琥こ珀はくの声。見れば、先ほどまで力なかった腕が持ち上がり、零れいの体に指先だけ触れた。

「……何でもない……」

　持ち上げられていた腕は琥こ珀はくの胸に触るだけ。そして彼女は体を起こすと零れいの隣で俯うつむく。

　零れいは、そんな彼女の肩に触れ、彼女の顔を自分に向けて、そっともう一度キスをした。先ほどのそれとは違う、優しく、しっとりと触れ合うように。

　再び離れた時、琥こ珀はくは涙目のままではあったが、いつものような笑顔だった。

「……以心伝心」

　だと思った、と零れいは言う。

──あ、待って、もう一回。優しいやつ。

　そんな琥こ珀はくの気持ちが、不思議と、何となく感じられたのだ。

　琥こ珀はくは涙を拭いながらも、微ほほ笑えんでいる。細められた彼女の目では、自分が今どんな顔をしているのか、零れいにはわからなかった。

「本当は……最初だから、初心者同士、ソフトなやつからはじめて、段階的に激しくしていこうって思ってたのになぁ。シズクったら段取り無視で……」

　先に言え、と思う。いや、言われたからといってキスはしなかっただろうけれど。

「……でも、あんな強引なのも、いいね。何か、すごく……感じた。愛とか好きとか男の人っていう感じっていうか……男女のまぐわい？　そう、まさにシモンさんのままの……」

　ふふっと、琥こ珀はくは上品に笑う。

「……原稿、書けそう？　琥こ珀はく」

「うん。多分、えっちなの。それで最後は今みたいな、優しいのを一回。……これがいいね。多分、うん。思いつかなかった」

　零れいは口を拭い、乱れていた自分の服を直しつつ、部屋の時計を見る。かなり遅い時間だった。

　明日も学校だ、そろそろ帰らないといけない。

　ふと、帰っていいのだろうか、そんな疑問が湧く。けれど、琥こ珀はくが集中する時──特に性的なシーンを描く時は、一人の方が筆が乗るのはわかっていた。

「じゃ、琥こ珀はく、僕はそろそろ……」

　ベッドから降り立った零れいのシャツの裾を、琥こ珀はくが恥ずかしげにつかんでいた。

「……今日は、いてほしい」

「でも……」

「ほ、ほら、私……最近あんまり寝てないから、その、ほらッ！　ほらっ！　わかるのっ、察するの!!　ね!?　……あぁもうだから監視っていうか、時間ないし……私を見てて！」

　学校が、と出そうになるも、零れいは飲み込んで、代わりに「わかった」の一言を口にする。

　顔を赤らめたままの琥こ珀はくはニッコリと笑って、手を放す。

　零れいはスマホを手に一度ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを出──。

「帰るの!?　いてくれるんじゃないの!?　酷ひどい!!　悪い男だ!!　騙だました!!　女にさんざん好き勝手した挙げ句に捨てるタイプだ!?」

「こちとら未成年なんだよ。泊まる時は連絡するの。特に明日平日なんだから」

　なるほど？　と、琥こ珀はくは納得したようだったが、人質とするかのように、置いてあった零れいのノートＰＣを小脇に抱える。

　相変わらずだな、と零れいは舌打ちしつつ、ＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスを出て、外の通りでスマホを見る。

　こういう時に連絡すべきは両親ではない──姉の瑠る菜なだ。

「あ、姉さん。明日平日なのはわかってるんだけど……今日、ちょっと泊まっていきたい」

『ほぅ？　……どこに、誰と？』

「……それは……………………………………年上の、女の人の……家……」

『全て理解した。姉ちゃんに任せろ！　うまい事パパ達には言っておいてやる。あ、明日高校は？　──ある!?　バッカお前、そんなもん休め!!　安心しろ、姉ちゃんが連絡しといてやる、零れいは親族の葬式に行きますってな！　任せろ、ジジ・ババはもちろん一族郎党皆殺しにしてでも休みにしてやるから！』

「……大量虐殺はやめてくれ。呪われた一族みたいになるから」

『ははは、冗談。じゃ、父方の祖母が急死って事にしとく。じゃ、そういう事で。早くその人の所に戻りな。大丈夫、うまくやるから。……………………零れい、頑張んなよ？』

　そして、通話は切れた。

　倫理観は死んでいるが底抜けに優しい姉。平時はともかく、いざという時ほど頼りになる。

「さて、と」

　零れいは静かにＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスへと戻る。軽快な……いや、とんでもない熱量の籠もった激しいタイピング音が聞こえてくる。

　邪魔をしないように、零れいはそっと部屋へと入って、天才の背中を見守った。




　二人の〝はじめて〟のキスから、二六時間後。

『官かん能のうと口くちづけ』、完成。

　そして、一いち之の瀬せ琥こ珀はくは失踪した。







■第一一章　リリース




　それは今日も今日とて山やま岩いわ君と川かわ端ばた君両名とデスニードラウンドをやっている時だった。

「俺は、嬉うれしいんだ月つき岡おか。こうして以前同様、仲良く三人、友情で結ばれ、血みどろの戦いを繰り広げている事に。やっぱり男は友情が一番だな」

　夏休みが明けてから早二ヶ月。夏も中間テストもとうに終わり、けだるい放課後の教室。

　閉められている窓越しにでも野球部の気合いと声量優先でよくわからない言語と化した怒声と、吹奏楽部の奏かなでる音楽がコラボし、騒音以外の何ものでもないものが聞こえ続けていた。

「そうでござるな。やはり人間、優先すべきは男の友情……＋α、これでござろう」

　＋αの要素が気になるところではあったが、訊きくのも怖いので零れいは黙ってプレイを続け──ようとした時、手にしていたスマホがゲームではない音を立てる。電話だった。最近では珍しくなった電話回線による、普通の、文字通りの電話。相手は──キュリオス文庫編集部。

　バイト先だ、と零れいは友人達に告げ、廊下へと出た。そして、鬼き頭とうから驚きの事実を聞く。

「琥こ珀はくが消えた？　……いえ、僕も最近はまったく会ってなかったんですけど」

　鬼き頭とう曰いわく、『官かん能のうと口くちづけ』発売を来週に控え、キュリオス文庫の公式ＨＰ用にコメントをもらおうとしたらしいのだが、どの連絡先も通じなくなっているらしかった。

　零れいとしても原稿完成後は著者校──校正チェックが入った原稿に著者自らが行う最終的な修正・調整作業──を行う際にＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスで会ったのが最後だった。

　今も昔も変わらず、印刷された原稿に校正者が鉛筆でチェックを入れ、それに赤ペンか鉛筆──昨今ではこすると消える赤ペンが標準的だ──で行うのだが、これには少し独特な記号等を使うので、初めてでは時間がかかるため、経験者の零れいと共に二人でやり遂げていた。

　そして、お疲れ様と言って別れた後は……本当に、一切、零れいは連絡をしていなかった。

　何せ元々脅迫から始まり、ひたすら原稿を書かせ合ったというだけの関係なのだ。原稿を介在せずに会う間柄ではなかったし、そもそも連絡も頻繁ではなかった。

　ただ、零れいも気にはなっていた。あれだけ自分の日常の大部分を占めていた一いち之の瀬せ琥こ珀はくという存在が、著者校以降、すっぽりと消え去った事に戸惑いがなかったかと言えば噓うそになる。

「あー、多分、アレですよ。原稿の追い込みが辛つらすぎて、反動で今リフレッシュのためにバカンスとかでは？　……え、もう一ヶ月ですか？　まぁちょっと長いかも……ですね」

　しかし琥こ珀はくならありえる。世間一般の常識など彼女にとっては意味をなさない。

　困った様子の鬼き頭とうだったが、ないならないであえて情報を出さずにミステリアスな作者という方向で、と切り替えたようだった。

　いよいよなんですけどね、という鬼き頭とうの心配なのか残念がっているのかよくわからない声に曖昧に応じ、零れいは通話を切った。

　まぁこういう状況なら……いいだろう。

　編集部から尋ねられた、鬼き頭とうが心配している、コメントを……連絡する理由ができた。

　やれやれ、と思いつつも、不思議と心が弾むのを感じる。それを零れいは意識しないようにした。自然体に、クールに、ドライに……自分と彼女は脅迫で繫つながっただけの──。

「……え？」

　久々にＬＩＮＥで琥こ珀はくにコールしようとした。けれど、『友達リスト』にその名は無く、トーク履歴を開けば、相手の名前の代わりに『Unknown』の文字。

──琥こ珀はくのアカウントが削除されている。

　それを確認した瞬間、零れいは背筋がゾクリとするのがわかった。

　何かとんでもないミスをやらかしたまま、かなりの時間を経てしまったかのような……嫌な焦あせりが体を冷やす。

「つーきおか、これからサウナに行こうぜ？」

　見れば教室のドア枠に肘を突いた、トレンディ俳優よろしくいい顔した山やま岩いわ君が言った。

「無論、その後はプロレスごっこでござる」

　山やま岩いわ君とドア枠の間から顔を出す川かわ端ばた君が、最高の笑顔でそんな事を言った。

「………………ごめん、ちょっと行かなきゃ。サウナは次の時に」

　背後から友人達の悲痛な声が聞こえた気もしたが、今はそれどころではないので無視した。

　直接向かってもよかったが、念のために自宅で私服に着替えてからＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスに向かう。久しぶりの作業場、たった三ヶ月程度ながら濃密過ぎる想おもい出でが詰まっている、そこ。

「……あ」

　安っぽい紙に書かれたＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスの表札が、消えていた。

　まさかと思い、窓のある通り側へと向かう。カーテンが雑に閉められており、その隙間から中を窺うかがう事ができた。

　琥こ珀はくが持ち込んだり買い込んだりしたあらゆる品が、消えている。初めてあの部屋に入った時と同じ、無味乾燥した部屋に戻っていた。

　しかし作業場だ、執筆が終わった今、いつまでも維持する必要はない。それはわかる。わかるのだが……。

　そこでようやく零れいは実感した。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はくが消えた、その事実を。
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　どうやっても連絡が取れなかった。

　鬼き頭とうに確認したところ、業務上の連絡は記録を残すためにももっぱらメールだったが、最近では行き先不明で戻ってくるらしかった。

　応募原稿にあった連絡先の電話番号もすでに解約されているのか、使われていないと機械音声に返されるばかり。住所はとある女子大の学生用アパートだったが、そこもすでに空き部屋になっていた。

　ならば、と若くて見た目はそれなりの小こ谷たにが琥こ珀はくが通っている女子大の学生をナンパし、情報を聞き出したところ、警備員に連行されて行ったが情報は取得できた。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はくは夏休みが終わると同時に休学届けを出しているのだという。

　一いち之の瀬せ琥こ珀はくが消えた。その事実を鬼き頭とうらと共に、零れいは幾度となく嚙かみしめた。

　しかし本当に彼女が消えたわけではない。逃げているだけだ、というのは零れいにはわかる。

　何せ数ヶ月もの間、毎日会って、手料理を作り合い、食べ合い、原稿完成という一つのゴールに向かって二人三脚で走り抜けた相手だ。

　何より、本当に消えようというのなら休学ではなく退学にするはずだし、そもそもＧＣＨゴツド・クリエイターズ・ハウスも学生アパートも真っ当に引き払ったりなどしないだろう。

　つまり、まだ社会との繫つながりを残しているのだ。

　では何から逃げているのか。……考えるまでもなかった。

　さすがにこうなってくると、連絡がどうこう以前に琥こ珀はくの安否が心配になっている鬼き頭とうと、零れいは編集部近くのカフェで作戦会議を開く事にした。

「もうこうなると、一いち之の瀬せグループに……彼女の親御さん達に連絡するしかないと思うんです。せめて無事だという事だけは確認したい」

「わかります、編集長。僕も同じ気持ちです」

「本社、そして社長室があるのは日に本ほん橋ばしの、第一一いち之の瀬せビルです。……しかしながら、編集部を始めとした我々は出版に当たり、龍りゆう涎ぜん先生と〝作家としての情報を漏らさない。あらゆる漏ろう洩えい防止に尽力する〟という誓約書を交わしており、これがある以上……残念ながら動けません。出版社の我々が接触する事自体が、誓約に反するからです」

　鬼き頭とうがこういう含みのある言葉を使う人間だというのはもう理解していた。

　あの夜──原稿を会議室に置きっぱなしにして仮眠室へ行ってくれた時と同じである。

　零れいは、わかりました、と一言置き、席を立った。時間のロスはしたくない。

「多大なお手間をおかけしてしまい、すみません。……よろしくお願いします」

　鬼き頭とうの声に背を押され、零れいは日に本ほん橋ばしへと向かった。




　午後四時半を回った頃に、零れいは第一一いち之の瀬せビルのエントランスに進入。

　一いち之の瀬せさんに会いたい、と告げると、対応した受付嬢が困惑した様子で、複数人いるとして、下の名前と訊きいてくる。恐らく父親と二人の兄、もしくは他の親族もいるのかもしれない。

「一いち之の瀬せ権ごん蔵ぞうさん。社長を」

　来る途中にＨＰで出てきた名前がそれしかなかったので、出す他になかった。多分父親だろう。極端な事を言えば、琥こ珀はくの親族なら誰でもよかったのだが。

　受付嬢はあからさまに訝いぶかしんだが、どこかへ連絡してくれる。

　場違いな服装、どう見ても未成年……当然だ。

　しばらくすると会議室らしき部屋に通され、お茶を出される。ついでに、部屋の片隅に警備員と思おぼしき男がずっと立っているのが気になるが、世界的に活動している企業ともなるとこういうものかと零れいは平然としていた。

　作家となった事で大人と相対するのは年齢の割に慣れているし、何より、悪い事をしようとしているわけではない、という事実が零れいの気を大きくさせていた。

「失礼します。……権ごん蔵ぞうは多忙につき、秘書である私がご用件をうかがわせていただきます」

　やたら高そうなスーツを来た長身の三十代半ばと思おぼしき男が現れ、一礼して対面に座った。一目でわかる。琥こ珀はくの兄だ。目と鼻の造りが笑えるほど似ている。

　名刺を出してこないところを見ると、もしかしたら彼自身が権ごん蔵ぞうなのかもしれないが……さすがに考え過ぎか。単に警戒しているだけだろう。

「さて、その……月つき岡おかさん、でしたっけ？　あなたは権ごん蔵ぞうとどういうご関係でしょうか」

「一いち之の瀬せ琥こ珀はくさんと連絡を取らせていただきたいんです」

　場の空気があからさまにピリッとした。男は本腰を入れるように座る姿勢を崩す。

「……琥こ珀はくとどういったご関係で？」

「それは……その、まぁ、少し前は結構一緒にいたというか……説明ができません」

　強いて言えば脅迫者とその被害者だ。ただ、一度逆転した事もあり、自分がどちらとは言い切れないし、それだけの関係でももはやなかった。

「……あぁ、なるほど。君がそうか。報告は受けてます。琥こ珀はくがお世話になっていたようで」

　丁寧な言葉とは裏腹に、対応が妙にドライだ。

　男は部屋の隅にいた警備員を退室させる。腹を割ってくれるようだ。

「誰からの連絡も取り次ぐな、と言われてるんですよ。琥こ珀はくから」

　どれだけ消えようとしても、親族との繫つながりまでは切れないというのは琥こ珀はくもわかっていたのだろう。その関係まで切ろうものなら、彼らは金を使ってでも探し出すはずだ。

　だから、零れいか編集部の人間がここに来る事を想定し、先手を打っていたようだ。

「連絡が急に取れなくなったので、心配しています。無事なんですね」

「はい。……それでご満足ですね？」

「連絡を取りたいんです。できれば、急ぎで」

　男は深くため息を吐つくと、ギロリと零れいを睨にらんだ。

「……勝手を言いますね。琥こ珀はくは今、誰とも会いたくないと引きこもってしまっている。社会と断絶しようとするかのようです。……何があったのか、我々にさえ教えてくれません」

　半年ほど前からから琥こ珀はくがやけに元気になり、悩むようになり、そして何かに取とり憑つかれたようになって……そして、引きこもった。カウンセラーにも応じず、ただひたすら一人でいる、と、その男は明確な情報は完全に伏せつつ、彼女の様子をさらりと話した。

「あの子ももう大人ですから、自分で判断し、行動もできるでしょう。過度な干渉はしないようにしています。……ですが、個人的な感情としては……あなたに正直イラついている。妹に何をしてくれたんだ、とね」

　干渉しないと言いつつもかなりチェックしているようだ。シスコンか？　何にしても甘あま々あまだ。琥こ珀はくの身に何かトラブルでも起ころうものなら、即座に動く構えだ。

　そういう環境にいたが故に、失敗や後悔を経験せず、琥こ珀はくのあの破天荒な性格が形成されたのだろう。何だか答え合わせをしているような気分になって、零れいは思わず笑いそうになる。

　それを見とがめられたのか、男はさらにイラつきを増したようだった。

「琥こ珀はくが今、あぁなってしまったのは……あなたが原因ではないんですか？　随分親密にしていたようだ」

「原因の一部でしょうが、主要部分ではないと思います。それで連絡先なんですが──」

「これ以上続けるのはお互いにとって不利益でしょう。終わりにしませんか」

　男が出入口の方を見やる。零れいも見れば……かすかに人の気配がする。警備員を集められたのかもしれない。零れいは仕方なく席を立った。

　部屋の扉を開けると案の定、制服を着た警備員が四名、並んでいた。

　親族からのルートはこれでおしまいだ。次から警戒はさらに強くなるだろう。

　もはや彼女へと繫つながる道ルートは何も残って──いや、まだだ。まだ一つだけ残っている。

「最後にすみません。琥こ珀はくは、今、引きこもって何をしています？」

「さてね。趣味の読書か、最近始めたゲームでもしているんじゃないですか。私もたまに一緒にやったりしてますよ。……しかし、どうであれ、あなたには関係ないでしょう？　妹とどういう関係かも言えない相手なんだ」

「……正論ですね」

　零れいは笑顔で礼を述べ、警備員達に囲まれてビルの外へと出る。すぐさまスマホを手にした。

　ＬＩＮＥのアカウントも電話番号もメールアドレスも住んでいる場所も、それまでの生活の何もかもを捨てられたとしても……絶対に捨てられないものがある。

「あ、川かわ端ばた君。あ、山やま岩いわ君もいる？　……頼みがあるんだ。実は──」

　それは、自らの手で育てたゲームアカウントだ。特に課金で育てただけではない、コツコツと何十、何百とセッションを戦い続ける事でしか得られない戦歴とランクを持つアカウントだけは、人間、そう簡単に捨てられるものじゃない。

『みなまで言うなでござる。……ベッドでプロレスごっこでござるな？』

「違うよ？」
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──冬に行われる世界大会の日本予選に一緒に出よう。そのためにリアルで一度顔を合わせておきたいんだ。来週とかどう？




「……いや、ホント、こういうのって、もうちょっと苦労するっていうか、もう一ひと悶もん着ちやくあるもんじゃん？　フィクションなら。……うん……まぁ、いいんだけど」

　デスニードラウンドの川かわ端ばた君のアカウントから、ANANにメッセージを送ると、五分と経たたずに返事が来て、トントン拍子に会う流れになった。

　信じられないほど簡単に餌に食い付いたな、と零れいが呆あきれてしまったほどだ。

　しかし琥こ珀はくからは、東京には行きたくないとして、今いる長野県軽かる井い沢ざわのとある駅で待ち合わせとなった。国内外の富裕層の別荘が多いエリアだった。

　時刻は平日の午後一時。しかしながら今の時期の駅はシーズンオフで閑散としていたので……到着して数秒で、あまりに簡単に見つけられた。

　改札を出てすぐのところにあるベンチに足を組んで座り、スマホゲーに勤いそしむ彼女──一いち之の瀬せ琥こ珀はく。二ヶ月ぶりの姿だった。

「国内ランキング八二位のANANさんですか？」

「あ、国内ランキング七位のKB……え？」

「国内ランキング三二五位のREI.JPだよ」

　零れいは目ま深ぶかに被かぶっていたフードを払って、鳩はとが豆鉄砲を喰くらったような顔のままフリーズしている琥こ珀はくを見下ろした。

「ど……どうして……」

「KB.JBとMOUNTAIN&ROCKは僕のチームメイトだ。協力してもらった」

「罠わなだ!?」

「罠わなだよ」

　全力ダッシュで逃げようとした彼女の背に、零れいは言った。

「あの秘密、バラされたい？　バードケージの、そして官能と……？」

　琥こ珀はくがピタリと立ち止まり、悲痛な顔で零れいを睨にらんでくる。

　彼女の久々のそんな顔に、何だか微ほほ笑えみすら湧いてくる。

「極悪人！　犯罪者!!　人類の敵!!　酷ひどいよ!!」

「誰かのマネだよ。……さぁ行こう！　東京でもないこの辺ならきっとまだ──」

「……私に、何の用なの？　シズク」

「行こう。書店へ。……一一月一五日、今日が何の日か、忘れたわけじゃないでしょ？」

「……絶対ヤダ」

「脅迫されてる立場だって事、忘れてない？」

　その時、ガッと零れいは肩を乱暴につかまれた。振り返れば、スーツの男。

　スマホを突き出してくる。ビデオ通話になっているようだ。

『……脅迫とは、どういう事だ？』

　画面の姿、そして声には聞き覚えがあった。琥こ珀はくの兄だ。

「兄さん、私に尾行つけてたの!?」

『先週からだ。不審者がお前を探していた、仕方ない。……それで、状況を聞こうか』

「……兄さん、この通話を切って。尾行もやめて」

『脅迫というワードを聞いた以上は、そうもいかん。……おい、脅迫者。……返事しろ！』

「「はい」」

　琥こ珀はくと零れいは二人同時に応じてしまい、顔を見合わせる。スマホの向こうから明らかに困惑している様子が伝わってくる。少し笑ってしまいそうになった。

『……いい加減にしてくれ。……結局君はいったい、何なんだ？』

　二度目の質問。難しい質問。

　琥こ珀はくとの関係、それは一体何なのだろう。

　共同執筆者ではない。それはこの『官かん能のうと口くちづけ』を入稿した直後に琥こ珀はくから提案されたが、それは固辞している。最初の琥こ珀はくがプロットを書いて監修し、零れいが原稿を書いていた時ならともかく、今回の原稿を書いたのは紛れもなく琥こ珀はく一人である以上、自分の名前がそこに入るのは間違っていると思ったからだ。

　では、何だろう？　脅し、脅され、互いの体を嬲なぶり、食事を作り合い、食べ合い、キスをし合った……そんな関係の二人は、何という言葉で表現されるのだろう。

　自問自答してもわからない関係性。

　無関係ではない。それだけは間違いない。脅迫の被害者と加害者、半分正解、けれど残り半分は足りていない。

　いくつかそれらしい言葉は頭に思い浮かぶ。けれど、しっくり来ない。間違いではないが正解でもない答えばかり。

　今の二人を示すのに適切な、きっとどこかにピッタリの言葉があるような気はする。

　己の語彙が少ない、足りていない。悔しさが湧く。

──そういえば……。

　零れいは、この感覚に覚えがあった。原稿を書いている時に、度々遭遇している。

　頭の中のイメージ、胸に沸き起こった感情……これらを一つにして、一言で表現できる言葉が思いつかない時だ。

　多分、モノカキなら誰もがぶつかった経験があるはずだ。だらだらと長文で表現するような事でもない、テンポも死ぬ、何よりキレが悪くてダサすぎる。だから、悶もん々もんと悩み続けるのだ。

　そうした時に取るべき手段はいくつかある。諦めて語弊覚悟の近いワードをぶち込むか、恥を覚悟でダラダラやるか、それとも割り切ってザックリとそのシーンごと差し替えるか……。

　ただ、それら最終手段を使う前に、やれる事は幾らかある。

　これもそのうちの一つ。チープな小手先の技だが、それでも結構使える。

　適切な言葉が思いつかない時に、言語を変えてみるのだ。

　日本語にはない意味を含んでいたり、より多くの意味を持つ言葉が割と見つかったりする。

　それを思いついた時、あぁいいのがあった、と零れいはつい笑顔になる。

「……僕は一いち之の瀬せ琥こ珀はくの〝パートナー〟です」

　チープでガキ臭い言い回し。けれど、今の二人を示すものはそれ以外に思いつかなかった。

　いつか、自分がもっと成長した時、はたまた時間が経たった事で二人の関係性が変わった時には、きっともっと格好いい素敵な言葉が見つけられるかもしれない。

　けれど、今は、これでいい。過不足少しずつ、それなりに妥当。そんなワードだ。

　零れいは言い切ると困惑するスーツの男に背を向け、今し方出てきたばかりの改札に再び向かおうとするのだが……琥こ珀はくが付いてこない。

　零れいは琥こ珀はくの前に立ち、手を差し出す。

　かつての琥こ珀はくがしたように、零れい自身がしたように。

「お嬢様、脅されているのなら従わず、お兄様方に助けを──お嬢様!?」

　琥こ珀はくはスーツの男の声が聞こえないかのように、零れいを見つめ続ける。

　これから何をするのか、彼女はわかっていない。怖いはずだ。けれど脅す必要はもはやない。

「琥こ珀はく、行こう」

　琥こ珀はくは震える手のままに、零れいの手を握った。それを零れいはそっと握り返す。安心させるように。

『琥こ珀はく、どういうつもりだ？　おい、やめろ、行くんじゃない！』

「兄さん、誰か尾行させたら……本気で嫌いになるから」

　困惑してスマホを見るスーツの男に、僕達は背を向けた。

「追いますか？」

『追うなバカ！　私を嫌われ者にしたいのか!?』
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　車中、琥こ珀はくも零れいも無言のまま。それでも手はどちらも放そうとしなかった。

　ずっと握り合ったまま。ずっと、琥こ珀はくの手は震えていた。さすがにこれから何を見せられるのか、察したのかもしれない。

　各駅の電車にしばし揺られ、行き着いたのは地方都市だ。

「……あっ、ぅっ!?」

　零れい達が改札を抜け、駅ビルに入るなり、琥こ珀はくがのけぞり、転びそうになる。それを零れいはつかんだままの手で支えた。

　二人の前にあったのは、多くの人々が行き交う中に立つ柱、そしてそこに貼られている広告。

『官かん能のうと口くちづけ』の広告だった。カバー絵は世界的に著名なファンタジー絵師の手によって描かれた幻想的なイラスト。鬼き頭とうのコネクションをフル活用して依頼したというそれは、もはや美術館に並べるべきものだ。

　その美しいイラストの片隅には〝一一月一五日、発リリ売ース〟とある。

　今日だった。

「さぁ、行こう。琥こ珀はく。……カバー絵はもう穴が開くほど見てるだろ」

「……ほとんど見てない……。ちらっと見ただけで……それ以上は……」

　そっか。零れいは小さく笑って、俯うつむく彼女の手を引くようにして駅ビルのエレベーターに乗った。

　されるがままの琥こ珀はくだったが、さすがにそこにたどり着いた時ばかりは強い抵抗を示す。

　琥こ珀はくが急に石像にでもなったように立ち止まる。

　二人の前にあるのは、駅ビル内のテナントとしてフロアの三分の一を占める大きめの書店だった。入口横には、『官かん能のうと口くちづけ』のポスターもあった。

「……ヤダよ、シズク。行きたくない」

「恥ずかしい？」

　琥こ珀はくは頷うなずきかけるが、それを途中でやめて首を振った。

　そして、一言、怖い、と口にする。

　自分の全力で作り上げた作品──琥こ珀はくという人間の秘められていた全部を込めたもの。それを批判される事、笑われる事……確かに想像するだに怖いだろう。

「琥こ珀はく、引きこもっている間、何をしていたの？」

　突如として話題が変わった事に、琥こ珀はくが虚を突かれたのか、え？　という顔をして零れいを見た。

「……別に、何も……。読書とか、デスニードラウンドしたりするだけで……誰とも会いたくなかったし、世間から……その……離れたくて……」

　自分の作品の情報を少しでも入れたくなかったのだろう。宣伝周りに力を入れると鬼き頭とうが言っていたから、きっとそれでビビッて別荘まで逃げたのだ。

「じゃ、テレビやネットは？」

　琥こ珀はくは首を振った。まぁそうだろうな、と零れいは思った。それぐらいやらなければ、才能があっても短期間でデスニードラウンド国内ランキングを二桁まで上げるのは不可能だ。

「行こう」

「……ヤだ。逃げたい。どこかに消えたい……いっそ、隕いん石せきとかが落ちればいいと思ってる」

「その気持ち、すごくわかる。でも……大丈夫だよ。少なくとも僕は『官かん能のうと口くちづけ』を評価した。最高にエロティックで面白いと思ったし、感激した。それだけは間違いない。……覚えてる？　最初に僕が脅迫した時に約束した事」

　琥こ珀はくは困ったような顔をする。

「ダメだと思ったら他の誰かが見る前に、僕が止める。そして、原稿を破り捨ててあげるからって。……結局一度も止めたり破り捨てたりはしなかった」

「だからって、他の人全部が同じ感想を持つわけじゃない。特にシズクは作り手側にいたんだし……評価が甘くなる。ずれる。忖そん度たくだって……」

　かもね、と零れいは笑った。

「誰も〝良かった〟なんて言わないかもしれない。つまらない、面白くない、ゴミだって言うかもしれない。認めてくれる人なんていない。……でも、それはそれで、僕は嬉うれしいかもね」

「……酷ひどいよ……冗談にしたって……そんなの……」

「だって、そうしたらこの作品は僕だけのものになる。いや、作品を書いた琥こ珀はくと僕の、二人だけのものになる。それって、少なくとも僕にとっては、嬉うれしい事だよ」

　自分が凄すごいと感じた、好きだと思った、そんな素晴らしいものを自分だけのものにできる──独占の喜び。多分誰もが持っている、本能的なもの。

　琥こ珀はくが瞼まぶたをぎゅっとつぶり、握り合っている手にぎゅっと力が入る。

「……シズク……私の作品って、面白い？」

「うん」

「……えっちな気分に……なっちゃう？」

「読んでるだけで、出ちゃうぐらい」

　琥こ珀はくが恐る恐る瞼まぶたを開く。零れいはその顔を見つめた。

「僕にとってはこれまで世に出たどんな作品よりも、最高の一作だよ」

　琥こ珀はくは、弱々しく微ほほ笑えんだ。そして、もう零れいが引く手に逆らおうとはしなかった。

　書店へ。小説コーナー。キュリオス文庫のポップを見つける。──ない。よくよく見れば、ここは既刊コーナーだ。

　零れいと琥こ珀はくは新刊コーナーへ向かう。──ない。

「……ひょっとして……入荷も、してくれてないの……？」

　ひーん、と今にも声を上げて泣き出しそうな琥こ珀はくを連れて、足早に店を出て、零れいは駅前にある独立店舗の書店を目指した。

　そこでも、ない。どこにも、ない。スマホでマップを調べ、近隣の書店をピックアップし、片っ端から回っていく。

──ない。

　二人は息を切らしながら、時にタクシーを使いながら、次から次へと書店を回っていく。

　軽かる井い沢ざわでもダメなのか。ここでさえ、東京と同じなのか。

　ない。ない。何もない。あるのはポスターと、そして不自然に穴の開いている新刊コーナーの棚だけ。

　琥こ珀はくも何かを予感したのか、今や零れいと手を繫つないだまま、震えたまま、引っ張られる事なく肩を並べて書店を回っていた。

　そして日も暮れようかという時になって……ついに、見つけた。

　大型書店の新刊コーナー。大きな穴が開いた棚に、ポツンと一冊だけ残る『官かん能のうと口くちづけ』。

　見つけた時、琥こ珀はくは零れいの手を痛いほどに握りしめてくる。

「私達の……小説……売ってる。本になって……売ってるよ!?」

　その言葉から察するに、著者に送られる献本すら見ていなかったのだろう。

　琥こ珀はくは零れいと手を繫つないでいないもう一方の震える手で、初めての著作を取り──損ねた。横から二人組の女子高生がサッと奪ったのだ。

「やっとあったねー！　どこ行っても売り切ればっかで……あぁよかったぁ！　めっちゃ泣けるんでしょ、コレ！　最強に興奮するって言ってたもんね！」

　競せり合あいに負けた琥こ珀はくに当てつけるように、あえて聞こえるように言う女子高生達の会話。琥こ珀はくは魂が抜けたように、啞あ然ぜんとして見ていた。

　零れいは、スマホでネットの記事を表示し、それを琥こ珀はくに見せる。

「凄すごいよ。評判。テレビとかはまだだけど、ネットじゃ芸能人やらユーチューバーやら、批評家や作家……読んだ人が絶賛で、それを見た人が次々に。コレとか表現がもう……ほら、目から流し込まれる快楽と感動だって」

「だ、だって……今日発売日なのに……」

　基本的には発売日まで販売してはいけない、というのが協定として出版社と書店の間に結ばれている。だが、たまにそれがない、はたまた発表している発売日前に発売しても良しとしているレーベルも少なくないのだ。そうした本は書店に到着し次第、販リ売リ開ー始スとなる。キュリオス文庫はまさに典型的なそれで、都内では発売日に在庫が底を突く異常事態となっていた。

「……だから、発売日前に評判が出たんだよ。まぁ編集部が書評家関係に先に送っていたみたいだけど。その結果、こうなってた」

「っていう……優しい噓うそですね？」

「違うよ？」

「さっきの子達とか、仕込みでしょ？」

「そんな予算ないよ」

「じゃ……ホントに……本当？」

「うん。本当。……残念だけど、『官かん能のうと口くちづけ』は僕達だけのものにはならない」

「…………………………………………そっか……残念だね」

　琥こ珀はくはここが書店だというのに、ボロボロと大粒の涙をこぼしながら、ニッコリと笑った。

　先ほどの女子高生がレジに並びつつ「ヤバくね？　そんなに悔しかったとか……？」と変な方向に心配し始める始末だ。

「……どうして、早く言ってくれなかったの？　こんな所まで連れてきてさ……」

「だって、見ないと信じなかったでしょ？　噓うそだ、仕込みだ、みんなで騙だまそうとしてるって言ったりして……いやもう実際言われたけどさ……。結局現場に行く事になったんじゃない？」

　正解！　と、琥こ珀はくは満面の笑みを浮かべた。

　そして、零れいは、言わなければいけない事、言い忘れていた事を口にする。

「琥こ珀はく、覚えてる？　僕が脅迫した時、約束した事」

「完成した小説がダメだったら止める、処分するっていう……」

「それもだけど……最高の小説が完成するまで、脅迫し続けるっていう事」

　そう言って、零れいは繫つないだままだった琥こ珀はくの手を、放した。

「琥こ珀はくの書いた小説は、紛れもない傑作になった。だから……脅迫は終わり。解リリ放ースだ」

　零れいはそう言うと、琥こ珀はくを書店に残し、一人その場を後にした。

　今度消えるのは、零れいの番だった。







■エピローグ　次回作にご期待ください




　作家、月つき野のシズクはもうおしまいにしよう。零れいは、そう決めていた。

　天才作家は世に放たれた。今後も一いち之の瀬せ琥こ珀はくこと龍りゆう涎ぜん香かおりは書き続けるだろう。

　自分がどれだけ頑張っても彼女以上の傑作を書けるとは思えないし、何より今は、書く事より読む事が楽しくて仕方なかったのだ。

　編集部から『官かん能のうと口くちづけ』の献本をもらっていた。これが、たまらなく面白い。あれだけ幾度となく読み直していたはずなのに、本という形になるとまた違った味わいで、毎晩読みふけってしまう。本当なら一晩に一気に読んでしまいたいのだが、もったいなくて、ちびりちびりとゆっくり読み進めていた。

　何より一気に読んだら……姉と妹に挟まれている三段ベッドの真ん中で果ててしまいかねない。妹はともかく、姉なら翌朝臭いで気づくに決まっている。

　だから、ゆっくり舐なめるように読んでいく。自分の興奮を抑えるために……。

　しかしクライマックスとなるシモンとアンのキスシーンに入ってしまえば、もう止められなかった。ここだけ、格段にヤバい。エロシーンじゃないのに、股ぐらがいきり立つ。

　琥こ珀はくとしたキスを思い出すから、というのもある。けれど、それだけじゃない。アン視点で描かれている小説を読んでいると、彼女の側の感覚が頭の中に入ってくるのだ。つまり、零れいの中にはキスした時とされた時、両方の感覚が同時に沸き起こる。

　このシーンだけは、絶対に自分のもの、そう思った。

　シモンもアンも両方の全てを知っているのは、自分だけ。琥こ珀はくすらできない両方の世界を感じられるのは、自分だけ。

　そう思うと、得も言われぬ満足感が沸き起こる。

「零れい、まだ寝ないの？　明日学校……あっ!?　それ、どちゃくそエロいってヤツじゃん!?」

　ベッドの上から姉が覗のぞいてくる。零れいは慌てて盛り上がっていた股間を隠した。

「あ、そっか、零れいの本出したのも同じところか。……えー、いいじゃん、プレミアついて今転売とかでヤバいんでしょ？　次読ませて」

　せっかくのクライマックスだというのに。零れいは少し怒りながら姉をあしらうと、再び琥こ珀はくの生み出した世界に浸る。けれど、もう残りわずか。すぐに終わる。

　感動的な、そして完璧なラストシーンなのに……満足しきれない。この素晴らしい物語が終わってしまう事への寂しさを感じずにはいられないのだ。

　あっという間だった。どんなにゆっくり読んでも面白い本というのはあっという間……。

　零れいは感動と劣情を抱きしめながら、本を閉じようとするのだが……残り数ページある。本は一六ページ単位で増減される関係上、余りページに入る広告だろうかとも思ったが……違った。あとがきだ。それは、零れいの知らないものだった。

　書かれていたのは、多大な迷惑をかけた編集部への謝罪と、読み切ってくれた読者への感謝。そして……自分を支えてくれたという〝君〟へのメッセージ。

──君と出会えて良かった。君がいてくれたから、私はこの作品を書けた。そして君のために今これを書いている。ありがとう。次は君の番だよ。

　フッ、と零れいは思わず笑いを漏らしてしまう。

　思い出してみると自分達は最初から最後まで脅迫の被害者と加害者の関係だった。

　だからだろうか。何をしても、何をされても……お互いに〝ありがとう〟なんて相手に言っていないのだ。あれだけ長く一緒にいたのに、何をしても、何をされても、一度だって……。

「……次は……君の番、か」

　零れいはベッドから下り、薄はつ荷かと共同で使っているデスクに着いた。ノートＰＣを起たち上あげる。

「書けるかな。どうかな。……でも、まぁ、やってみるか」

　姉妹の寝息が聞こえる深夜の部屋で、キーボードを打つ。久方ぶりに沸き起こる創作意欲。

　琥こ珀はくのような傑作にはなり得ないだろう。自分は天才じゃない。

　けれど……今は何だか、いいものが書けるような、そんな気がした。
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　いいものが書けるような気がした。それは間違いない。

　実際今回のプロットは悪くない、いや、かなりいい。愛と暴力の刑事物だ、男のロマンが詰まっている。小こ谷たにの評価は相変わらずいいんだか悪いんだかよくわからない感じではあったが、鬼き頭とうが太鼓判を押してくれたので、いい感じのはずだ。

　なのに……書けない。書き出すと、文章が何だかパッとしない気がする。

　こういうシーンを描くんだと決めるものの、そこに至るまでの状況説明や伏線やらを書いていくと──途端にゴミ溜ためみたいな文章の塊ができあがるのだ。

「……はぁ～……何でだよ……」

　文ぶん壇だん書しよ房ぼうの裏手にある個人経営の古いカフェ、その一番奥のテーブル席で、零れいは一人頭を抱えた。打ち合わせ終わりに、このままここで書いていきますと小こ谷たにに大きな事を言った割に……今できているのはダラダラとした駄文連なるプロローグだけ。死にたくなる。

　ダメだ。もうダメだ。頭が茹ゆだっている。これは、このままではダメだ。気分転換しなければ。──そう、デスニードラウンドで。ようやく国内ランキングが三〇八位まで来たのだ。

「あれれ～？　作業しないでゲーム？　人にはお説教するくせに、自分はいいんですかぁ～？」

　ガラスで造られた楽器の音色のような声。最後に聞いたのは二週間前の長野県の地方都市。ほんのりとかすかに漂う上等な香水。……女の匂い。

「……ここ、いい？」

　零れいが応じるまでもなく、大きな胸と長い黒髪の女性──一いち之の瀬せ琥こ珀はくが対面に座った。

「どうして、ここが？」

「私には最強の仲間がいるのです」

　川かわ端ばた君と山やま岩いわ君か。零れいがあまりにも不義理にしていた結果、二人は零れいを補欠にし、ANANを正規メンバーに迎え入れ、年末に行われる世界大会日本予選に参加すると言い出していたので、遅かれ早かれ彼女とはどこかで会う事になるのはわかっていた。

　今の時代、格好よく別れる事すら難しい。

「REI.JPは今日はバイトだって言ってたって。学校終わる時間も想像つくし、小こ谷たにさんならここだろうしって、読んでみた。ビンゴだね。……推理ものでも書こうかな？」

　今や謎の作家として一躍時の人となった彼女は、かけていたサングラスを外した。

「で、シズクは今、何してるの？」

「新作を書いて……いや、書こうとして、詰まってる。頭から」

　だと思った、と琥こ珀はくは得意げな笑みを浮かべた。

「ねぇ、シズク。君の脅迫は終わった。でもね、忘れてない？　……私からの脅迫はまだ、終わっていないんだよ？　月つき野のシズクの正体をバラされたくなければ……ってね」

　零れいには、わかっていた。琥こ珀はくは頭がいっぱいいっぱいでまったく気がついていなかったが、実は零れいが脅迫した段階で、ようやく互いに相手の弱みを握り合い、対等な立場になったに過ぎなかったのだ。

　ただ、それに琥こ珀はくが気づいたとて、彼女は零れいに脅されて書いていたとは思う。恥ずかしさが蓋をしていただけで、自分の中に生まれた物語を吐き出したくて仕方なかったのだから。

　彼女は、生まれながらの作家タイプなのだから。

「……琥こ珀はく、何が言いたい？」

「月つき野のシズク先生、君は小説を書くの。この私、一いち之の瀬せ琥こ珀はくのために、小説を……」

　零れいと琥こ珀はくはしばし互いの目を見つめ合い……そして、同時に吹き出した。

　店内の客も、店員も、零れい達を見てくるぐらいの大笑いだった。

「ちょっと台詞せりふ変えてない？　一いち之の瀬せ琥こ珀はくの考えた小説を、じゃなかったっけ？」

「わかっちゃいましたか。正解です。……こういうの、うまくいかないね。原稿ならすぐ調整しちゃうんだけど」

「現実なんてそんなものだよ。そう簡単に格好良くは決まらない」

　そう、現実なんてものはフィクションのようにうまくできていない。だからこそ人はフィクションを創る、求める、存在し続けるのだ。ノンフィクションだけじゃ物足りない。

　二人でひとしきり笑い合い、互いに落ち着くと、さて、と琥こ珀はくが仕切り直す。

「というわけで、私の依頼を断るなら君が月つき野のシズクだって事をバラすよ。断れないね？　ではでは、最高の小説を書いてください」

「いや、だから……」

「これはお願いじゃない。脅迫です。私の大好きな月つき野のシズク先生。小説を書くためなら私はどんな協力でもする。だから……今度は君の番だよ」

　あとがきの最後に書かれたメッセージを、琥こ珀はくはそのまま付け加えた。

　彼女はかわいらしさを滲にじませた得意げな笑顔で、握手を求めるように手を差し出してくる。

「また、一緒に頑張ろ？」

　あの時は握れなかった彼女の手──それを零れいは硬く握り締めた。


《了》



[image: ]







　　あとがき




『先生、原稿にあとがきが入っていません！　もう入稿まで時間が……！　マジでギリ！』

　北海道の実家へ帰らんと空港に向かう途中、こんな鬼気迫る連絡を受けたアサウラです。

　みなさん、いかがお過ごしでしょうか。私は今、高度一二〇〇〇メートル、時速八五〇キロの飛行機の中です。こんにちは！

　何な故ぜこんなスリリングな展開になったかと言えば、（トラブルがなければ）本作と同時発売である『リコリス・リコイル　Ordinary days』と並行作業であったために、あとがき一つ書いたら無意識に終わったと思い込んでしまったせいではないかと……。

　いやぁ人生ってのは何が起こるかわかりませんね！　電でん撃げき文ぶん庫こ様に初めてお邪魔させていただいた身分でありながらこのていたらく。もう二度と書かせてくれないんじゃないかという気がしないでもありません。反省しています。関係者の皆様、マジでごめんなさい。

　それはそれとして本作『小しよう説せつが書かけないアイツに書かかせる方ほう法ほう　～一いち之の瀬せ琥こ珀はくの脅きよう迫はくと創そう作さくの月つき野のシズクの記き録ろく～』です。え？　サブタイですか？　いえね、実は元々付けていたのですが、タイトル長いと表紙が見にくくなるから、って事で最後の最後でぶっこ抜く事になりまして。語感が好きだったので、ここまで読んでくださった皆様だけでもご覧いただけたらと……。で、本作なんですが、実はかなり紆う余よ曲きよく折せつありまして。何せ最初は『サバイバルゲーム大好きの女子に誘われて女流新人作家がサバゲに行くも、車が故障して帰れなくなったので、仕方なくフィールド近くのラブホで一夜を明かしたら弱みを握られ、サバゲ小説を書くよう脅迫される』ってなお話の予定でした。基本ラインは変わらないんですけど、何な故ぜこんなにダイナミックに変化したのかは……皆様で解き明かしてみてください。推理ゲームです。解答は皆様の想像にお任せでっていうか、実は今、結構飛行機が揺れており、私、少し酔ってきております。小説のあとがきとは思えぬライブ感ですね。そうこのドラマはリアルタイムで進行中。いやぁドキドキします。多分私だけですが。ではいつ終わってもいいように急ぎ謝辞の方を！

　まずは何を置きましても華麗なイラストを描いてくださった橋はし本もと洸こう介すけ様。ありがとうございます、本当にありがとうございます……！　そしてそちらはそちらで別件で現在飛行機移動しつつ空の上で私のこのあとがきを待ってくださっている、このリアルタイムドラマのもう一人の主人公である担当の宮みやさん……本当にすみませんでした。あと、諸もろ々もろありがとうございました。そして出版に当たって尽力してくださった校正さん、デザイナーさん、他にも全人類の皆様ありがとうございました！　その中でも本作の最後のここまで読んでくださった皆々様、心の底から感謝致します！　そしてまたお会いできるのを楽しみにしております！　もう幾ばくもなく着陸態勢に入るって言い出しているのでこの辺で！　それではまた！　あぁ酔った!!
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